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巻 頭 言          兵庫県立村岡高等学校 
校長 牧野 徹 

 60期生（令和4年3月卒）と61期生（令和5年3月卒）の地域アウトドアスポーツ類型地域創

造系の卒業論文集が完成しました。 

 地域創造系の3年間継続した学び「地域探求」は、その学年を担当していただく鳥取大学地

域学部の先生方の専門分野に大きく影響を受けます。60期生は、アレクサンダー・ギンナン先

生のもと、「国際的・芸術的・文化的アプローチによる地域活性 動画配信による『石碑を巡る

香美の旅』」で、「ふしぎ発見～岡見公園～」「彫刻の森＆兎塚伝説を巡る」「峠の謎～クイズに

挑戦～」「～村高の挑戦～古墳に迫る」を発信しました。61期生は、白石秀壽先生のもと、「マ

ーケティング手法を用いた地域活性『ひと・もの・こと』発信プロジェクト～香美の魅力を売

る～」で、「自然のWi-Fiとつながろう」「シカの狩猟体験ツアー」「唐三の魅力に迫る」「村岡城

下町まちづくり構想」の4プランに取り組みました。 

 彼らは、この「地域探求」を軸として自分たちの地域について、知識を広げ、課題を共有し、

地域の課題を自らの課題として取り組むと同時に、総合的な探究の時間を中心に展開する「村

高発☆地域元気化プロジェクト」の各班においても、それぞれのテーマの中で地域との協働を

進めてきました。特に、集落調査は、地域創造系は全員が分担して現地調査に赴いて、地域の

生の声を聞き、自分の目で集落の魅力を探る経験を積んでいます。こうした地域との協働の中

で、彼らがそれぞれの視点で地域活性化プランに向き合ったのが、この卒業論文集といえます。 

地域との交流の場として、みかた残酷マラソン全国大会と村岡ダブルフルウルトラランニン

グの全校スタッフがありますが、新型コロナウイルス感染症で大会が2年連続中止となり、60

期生は1年生のとき、61期生は3年生のときしか経験していません。さらに、高校生活のほと

んどがマスクをし、不安と隣り合わせで、制限だらけの日々となってしまいました。しかし、

そのような中でも不平や不満を口にすることもせず、「今、自分たちにできること」を大切に取

り組んでくれました。よく、人の苦しみや悲しみを知っている人ほど、人にやさしくできると

言います。きっと、そんな厳しい高校生活を送ってきた彼らだからこそ、弱者の視点を大切に

でき、日常では気づかないことに気づくことができるのではないでしょうか。 

村岡高校のスクール・ミッションは、『人みな使命あり』の教育指針のもと、地域を学びのフ

ィールドとした高校生活を通して、創造的に地域と協働できる人物を育成することです。在学

中の3年間に、真剣に地域課題と向き合うことで、自らの経験値を高め、考える力・行動する

力・伝える力を身につけていきます。その卒業生が、これからの地域の担い手となります。こ

の人材育成こそが、地域活性に繋がる一本の道となります。今回の地域活性化プランは、すぐ

に役立つものではないかもしれません。ただ、この経験は彼らの中に蓄積され、消えることは

ありません。今後、彼らがどのような形で地域と協働するかは、一人一人異なります。地域創

造系の卒業生が、それぞれ一番輝ける形で、これからも村岡高校、地域、そして、社会とつな

がっていくことを期待しています。 
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私の地域活性化プラン 

～体験を通して伝える香美町の魅力～ 
                          3 年 1 組 9 番 黒田季月 

 

1.はじめに 

 私は今まで地域について考えたことは

ありませんでした。しかし、村岡高校に地

域創造系があることを知り地域について

学ぶことに興味を持ち、地元が好きでも

っと香美町のことを知りたいという理由

と地域創造系で活動する先輩方の姿を見

て、私もこんな活動がしてみたいと思い

地域創造系に入りました。香美町の課題

である少子高齢化、人口減少について考

えることはとても難しかったですが、香

美町について調べて、知らなかった魅力

を沢山知る事ができ、さらに香美町のこ

とのことが好きになりました。 

 

2.地域探求で学んだこと 

 

      図 1.ザゼンソウの石碑 

地域創造系では、香美町の石碑につい

て、なぜそこにあるのか、いつ作られた

のか、どのような意味があるのかなどを

調べてきました。例えば上の写真の石碑

はザゼンソウがよく咲くことからここに

作られました。ザゼンソウは 1月下旬～

２月上旬に見られる植物です。自ら発熱

できるため、雪を溶かして頭だけ出すよ

うに開花します。そして、木々の生い茂

っている山間部や川や池の近くの湿地に

生息しているのが特徴です。

 

    図 2．明日香村オンライン研修 

また、2年生の夏には明日香村研修をし

ました。明日香村には文化財にもなって

いる大きな石碑や石造物が沢山あり、変

わった形の石碑や石造物も沢山ありまし

た。コロナウイルスの影響で実際には明

日香村の石碑を見に行くことができず、

オンライン研修になってしまいましたが

明日香村の石碑の素晴らしさ、地域の魅

力を沢山見つけることができました。そ

の中でも特に私が印象に残ったものは 3

つあります。 

1つ目は、地域の人全員が世界遺産登録

のために協力しているということです。

明日香村では世界遺産登録に向け、そし

て、文化財である石碑や石造物を守るた

めに取り組んでいました。そのため、景観

から力を入れおり、例えば建物の高さを

10 メートル以下にし、瓦を使用するなど
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規定をしていました。またコンビニの外

観も町に合わせて瓦を使用し色も町にあ

った色が使われたりしていました。面越

しではあったものの街並みが統一されて

いて雰囲気がとても良く、地域の大切な

石造物を守るために取り組んでいるとい

うことがよく伝わってきました。しかし

それらは、ただ統一されているのではな

く、住民の協力によって守られてきてい

るものでした。そして地域全体で協力す

ることの重要性を知りました。村岡で景

観をそろえるということは簡単にできな

いかもしれません。しかし、何に対しても

地域全体で協力していくことは香美町で

も取り組むことのできることだと思いま

した。 

2つ目は、明日香村では江戸時代からの

石造物を取り入れた修学旅行生を対象に

した民家ステイや歴史に興味のある人を

対象にしたツアーをしていることです。

民家ステイでは一般の家庭に滞在し、明

日香村でしか体験できない遺跡巡りや収

穫体験、大和野菜を使った調理体験、薪割

り作業、お寺体験、稲刈り体験などの生活

体験ができるようになっていました。ま

た実際に体験している様子が YouTube に

ものっていました。体験しなくても楽し

さが伝わってくる動画でそこで見ている

だけでとてもわくわくしました。また、地

域の石造物を取り入れ民家ステイをする

ことで明日香村の良さを知ることができ、

住民と生徒の間にも絆が生まれるとても

良い取り組みだと思います。もし、香美町

で民家ステイなどの実際に香美町の生活

を体験できる機会を作ることができるの

ならば、移住民を増やせるいい取り組み

なのではないかなと考えました。 

「何度も来たいと思ってもらえるよう

にすること」これは明日香村の方の言葉

です。この思いがあるからこそ住民の協

力に繋がり、景観がきれいに保たれ、民家

ステイができているのだと分かりました。 

 3 つ目はボランティアとして小学生が

参加していることです。明日香村では子

供たちが興味を持つようにと小学生がツ

アーのボランティア活動をしています。

私は小学生からそのような取り組みがで

きるのは地元を知る機会ともなりいい取

り組みだなと感じました。私自身、高校生

になって地域創造系の授業を受けるまで

知らなかった香美町の魅力も沢山あり、

地元について知っていたつもりでもボラ

ンティア活動などを通して知る事が沢山

ありました。そのため、小学生のうちから

ボランティア活動ができることは明日香

村の魅力を知るきっかけにもなるいい取

り組みだと思います。私も積極的にボラ

ンティアに参加し、もっと香美町の魅力

を知りたいと思いました。 

 また、研修を通して明日香村は、コロナ

ウイルスが終息したら必ず行ってみたい

と思えるぐらいオンラインでも魅力が伝

わってきました。香美町もそんな風に思

ってもらえるようにすることが大切なの

だなと思いました。 

 

3.高校時代に地域で活動したことか

ら学んだこと 

 私がこれまで地域で活動しきて学んだ

ことは沢山あります。その中でも特に私

が印象に残っていることは 3つあります。 

1つ目は、ボランティア活動です。高校

生になり、今までは選手、応援として参加

する側だった「ダブルフルウルトララン

ニング」「美方残酷マラソン」に初めてボ

ランティアとして参加しました。全国か

ら集まる大会で人数もとても多く大変で

した。しかし、私にはすごく印象に残って

いる言葉があります。それは「村岡高校の

生徒がいるから来た」という言葉です。そ
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の言葉を聞き地域を支えられているのだ

と感じることができ、もっと頑張ろう、も

っと地域と関わりたいと思うことができ

ました。ボランティアを体験したからこ

そ楽しさや達成感を感じることができ、

また大会を実施することはランナーのた

めだけでなく、私たち高校生、地域の人と

の繋がりを作ることはとても大切なこと

なのだとボランティア活動を通して実感

することができました。そして、村岡高校

は地域になくてはならない存在であり、

ボランティア活動をすることで高校生と

地域との繋がりができ地域が元気になっ

ていることを知りました。地域の魅力、ボ

ランティア活動の楽しさに気付き、高校

生が地域と関わることの大切さが分かり

ました。 

2 つ目は、体験することの大切さです。

1 つ目でも話したようにボランティア活

動でも体験したからこそ感じられた達成

感や楽しさがありました。 

私は 2 年生から紙漉き班に所属し活動し

てきました。そこで初めて紙すきに触れ

ました。紙漉きを体験したからこそ原料

の感触や、漉く長さによって全く違う和

紙ができる感覚を知ることができました。

また体験を通して感じられたからこそ紙

を漉くことだけでなく、原料にも興味を

持つことができました。原料を生かした

「ヘグリスト検定」というイベントを企

画し地域の人に体験してもらい興味を持

ってもらうことができました。自分で作

るからこそ達成感ややりがい、特別感を

感じることができ、ただ作り方など工程

を知るだけでなく、体験を通して知って

いくことの大切さを学ぶことができまし

た。 

3つ目は、工夫をすることの大切さです。

どれだけ普及していて便利なものを使っ

ても地域によっては効果がないことがあ

るということが分かりました。それは、紙

漉き班でイベントの告知をした際に感じ

ました。私たちは、とても普及している便

利な SNS を使えば、告知は簡単にできる

ものだと思い込んでいました。しかし、実

際は高齢者の多い香美町では一部の年齢

層の人にしか知ってもらえず、またより

興味を持ってもらうためにはＳＮＳでは

なく、広告などのチラシ、ポストカードな

どを使用した告知方法が香美町には合っ

ているのだと分かりました。ただのポス

トカードではなく、本物の和紙を一部貼

り付けるという工夫をしました。そうす

ることで SNS を使用していない人にも宣

伝することができ、実際に手に取って見

てもらうことで紙漉きをもっと身近なも

のに感じてもらうことができます。また

SNS では感じることのできない魅力にも

気付くことができます。このような取り

組みから地域や場所によって工夫するこ

との大切さを学ぶことができました。 

 

4.地域の現状で感じていること 

 私の思う地域の現状で感じていること

は、自分の地域に自信がない人や地域の

魅力に気付いていない人が多いことと地

域に活気がないということです。香美町

には「ダブルフルウルトラランニング」

「美方残酷マラソン」など全国から集ま

るイベントや但馬牛などもありとても魅

力的だと感じます。ですが、そのような魅

力の他にも香美町には沢山の魅力があり

ます。例えば、「射添紙」「石碑」「地域行

事」です。「射添紙」は 50年ほど昔に冬の

産業として盛んに行われていました。香

美町に住む多くの人が「射添紙」について

知らない、もしくは名前だけ知っている

人たちばかりです。一度は途絶えてしま

ったものでもそれは自慢のできる香美町

の魅力だと思います。 
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5.地域に必要だと思われること 

 私が思う地域に必要だと思うことは、

「体験」のできる場所やイベントなどを

沢山作ることです。私は 17年間香美町で

暮らしてきました。しかし、香美町や自分

の住んでいる地域の魅力について考えた

のも、知ったのも村岡高校に入ってから

でした。ボランティア活動や学校の授業

を通して体験したからこそ、地域の魅力

について興味を持つことができました。

だからこそ私は、小学生など小さい頃か

ら、ボランティア活動をしたり、自分の住

んでいる地域の魅力を発見できるような

取り組みをしたりすることが大切だと思

います。また、香美町の人だけでなく、地

域外の人にも「体験」してもらえるような

機会を作ることで香美町の魅力に気付き

移住してくれる方もあるかもしれません。

香美町の課題である人口減少に歯止めを

かけるためにも「体験」できる機会を作る

ことは大切なのだと思います。 

 

6.私の活性化プラン 

 5 で書いたように、香美町には「体験」

のできる機会を増やすことが大切だと思

います。また明日香村の取り組みから地

域全体が協力し合いその地域にしかでき

ない特別なもの、ことを地域外の人にも

知ってもらうことの大切さを学びました。

そこで私が考えた活性化プランは 3 つあ

ります。 

1つ目は明日香村のように、その場所や

地域でしか体験できないことを取り入れ

たツアーやイベントを作ることです。香

美町といえば、「但馬牛」や「カニ」「スキ

ー」というイメージがあります。しかし、

このツアーではあえてそれらのものを取

り入れず例えば、地域の祭りや行事、私た

ちが調べてきた石碑やツアーに取り入れ

るようにします。そして、地域外の人が参

加できるようにします。行事はその地域

によって全然違うので地域外の人が行事

に参加してもとても楽しめると思うし、

人口減少が課題となっている香美町、地

域にも活気がでると思います。そして、体

験するからこそ「また来たい」「何度も来

たい」と思ってもらえると思います。そし

て体験した人が発信源となり香美町の魅

力を地域外の人にも伝えてくれるのでは

ないかなと考えました。 

2 つ目はそのツアーに地元の小学生が

ボランティアとして参加することです。

私は高校に入り初めて地域の行事にボラ

ンティアとして参加しました。ボランテ

ィア活動の魅力にも気付くことができ、

また地域の魅力にも気付くことができま

した。小学生など小さい頃からボランテ

ィアに参加することで自分の地域につい

て知るきっかけにもなり、魅力にも気付

くことができると思います。魅力を知る

ことで地域のことをより好きになり、た

とえ進学して一度香美町から出たとして

も将来帰ってきたいと思ってもらえるの

ではないかなと思います。そして、子供か

らお年寄りまで幅広い年齢層の人が繋が

りを作ることができ、地域が元気になり

地域活性化に繋がると思います。 

3つ目は、香美町のツアーやイベントを

体験している様子の動画や YouTube など

を使用し、誰でも見られるようにするこ

とです。私は香美町の魅力を伝えるため

には「体験」することが一番大切だと考え

ます。しかし、今はコロナウイルスの影響

で簡単には地域外から人を集めたり、ツ

アーやイベントを企画したりすることは

できません。そこで、ツアーやイベントの

様子を動画に撮って誰でも気軽に見られ

るようにします。そうすることで少しで

も魅力に気付いてくれて、コロナウイル

スが収まってツアーやイベントができる
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ようになれば、動画を見た人が実際に参

加してくれるかもしれません。 

 

7.まとめ 

 この 3 年間、コロナウイルスの影響で

思っていたような取り組みをすることが

できなかった部分もありました。しかし、

地域創造系として、また地域活性化プロ

ジェクトの紙漉き班として活動してきて、

他の高校ではなかなか体験することので

きないことを村岡高校に入って経験する

ことができました。自分にとってとても

いい経験となり、地域の魅力を知る楽し

さ、新しい魅力を見つけることの楽しさ

や嬉しさを知りました。また、地域を見る

目が変わり、外を歩いているときに周り

を見るようになって、自分の住んでいる

地域でもこんな所にこんなものがあった

のかと新しい発見を沢山することができ

るようになったと感じています。石碑を

見つけると「あれは何の石碑なのか」「ど

んな意味があるのか」などを気にして見

るようにもなりました。私は自分地域を

学び新しいことを知る楽しさや喜びをも

っと沢山の人に知ってもらいたいです。

地域の人だけでなく地域外の人にも「体

験」を通して何度も香美町に来たいと思

ってもらえるような取り組みができたら

いいなと思います。また、少しでも香美町

や住んでいる地域について知り、自信を

もってもらいたいです。3年間で学んでき

た取り組みを生かし、次につなげていき

たいと思います。 
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1.はじめに 

私が村岡高校の地域アウトドアスポー

ツ類型地域創造系に入った理由は、香美

町をもっとよく知り、そして活性化させ

たい。という理由ではなく、大学に進学で

きるということを聞いたからです。なの

で、初めは地域探求の授業にあまり興味

や関心がなく、「やらないといけないから

やる。」という気持ちでやっていました。

しかし授業を受けていく中で香美町の歴

史や文化、自然や住民などに触れ、自分が

これまで知ろうともしてこなかった香美

町を知ることができ、興味を持てるよう

になりました。そしてこの気持ちは、今香

美町が抱えている問題を解決して未来に

残したいという気持ちに繋がっていきま

した。このまま問題を解決せずに放置し

ていけば香美町は消滅してしまうかもし

れません。そこで香美町の問題の一つで

ある「地域活性化」について 3 年間学ん

できたことを元に「私の地域活性化プラ

ン」を述べたいと思います。 

 

2.地域探求で学んだこと 

地域創造系は学年ごとに「何に重きを

置くか」が異なっています。1年次では「地

域を知る」として自然(山、川、海)を学び

ました。 

  山では、実際に神鍋山などの山に入り

植物や樹木について学びました。私がこ

れまで知っていた植物はごく一部で、学

べば学ぶほど多くの植物を知ることがで

き、さらに地域の自然について理解を深

めることが出来ました。また、獣被害やク

マの生態についても学びました。山の植

物とクマの関係や、遭遇した際の対処法

などを知ることが出来ました。今思い返

せばクマや危険生物に遭遇する可能性が

ある中で何も対策をせずに山に入ってい

たので、もし遭遇してしまっていたらと

考えるととてもゾッとします。これから

山に入る時はしっかりと対策を講じたい

と思いました。 

 川では水生昆虫の生態を学びました。

そこでは村岡を流れる昆陽川に行き生態

調査を行いました。その結果、昆陽川には

カゲロウやトビケラなど多くの水生昆虫

が生息していることが分かりました。生

物が住みやすい環境ということは水質が

良くきれいな環境であるため、これから

はさらに水質汚染に気を使おうと思いま

した。 

海は、竹野シュノーケリングセンター

に行き、シーカヤックとシュノーケリン

グを体験しました。シーカヤックは 1 度

体験したことがあったので比較的すぐに

行きたい方向に行けるようになり、海岸

沿いの地層を見て回りました。竹野海岸

で見られた地層は主に流紋岩で、およそ

300 年前の火山活動が作り出したと思わ

れます。 

これまでの私は地層に全く興味が無か

ったのですが、この体験でその土地の成

り立ちが分かりました。 

私の地域活性化プラン 

～誇れるような地域をつくる～ 
3 年 1 組 11 番 田中  昂支郎 
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シュノーケリングは初めてでした。海

の中ではクロダイやたこなど様々な海洋

生物が見られました。しかし同時にゴミ

も多く見られ、このままゴミが増え続け

ると生物が住めなくなってしまいます。

この現状を少しでも周りに発信して私た

ちが何か一つでも心がけ、この現状を改

善していきたいと強く思いました。 

 山、川、海のそれぞれを学び、どの自然

も繋がりがあることがわかりました。山

に雨水が溜まり流れ出すことで川となり、

そしてその川が海に流れ着き、海の水が

蒸発することで再び雨として山に降りま

す。この自然のサイクルがこの地球を形

成し、昔から今までずっと繰り返されて

きました。しかし、近代化が進みこの自然

のサイクルに害を与えています。今のま

ま何もせず近代化が進むと、間違いなく

この自然、地球は滅んでしまうと思いま

す。近代化を進めることで人間は住みや

すくなりますが、人間が一方的に利益を

求めてしまうと結局自らを滅ぼすことに

なると思うので、これからは自然と人間

の両方に利益が出るような世の中が望ま

しいと思いました。この現状を変えるた

めに行動できるのは人間しかいないので、

どんな些細なことでも良いので「まずは

わたしからそしてそこから周りの人へ」

これを意識して行動していこうと思いま

した。 

 

      図 1．授業の様子 

2 年次では本来なら石碑について実際

に見て学ぶはずでしたが、新型コロナウ

イルスの影響によりたくさんの活動が中

止になってしまいました。なので実際に

見るのではなく、個人で不思議だと思う

石碑を調べ、それをオンラインで発表す

るというものになりました。最初はオン

ライン授業というものに戸惑いもありま

したが、こういう形の授業もあるのだと

体験できてよかったです。また、本来なら

明日香村に行き、石碑について現地の

方々にお話を伺う予定でしたが、これも

新型コロナウイルスの影響によりオンラ

インになってしまいました。明日香村は

香美町と同じく、少子化問題に悩まされ

ている町で似ている点が多くあり、香美

町の活性化に繋げられるような参考にな

る話ばかりでした。具体的には、明日香村

には「石碑」が沢山ありそれを観光に使う

ことで地域活性化を図るというものや、

明日香村の人々の生活を体験できる「民

家ステイ」という事業に取り組んでいる

ことなどでした。これらは十分香美町に

生かせることだったので、香美町だけで

どう活性化させるかを考えるのではなく

他の同じ状況にある町と協力して解決し

ていく手立てが必要なのではないかと感

じました。 

 

    図 2．授業での発表風景 
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3年次では、香美町の方々にもあまり知

られていないような石造物に焦点を当て、

その石造物を知ってもらうために動画を

作りました。私は香美町の岡見公園にあ

る「小人の墓」というものを調べ、動画作

成をしました。私が調べた「小人の墓」は

崖と崖の間にあり、実際に見ることが困

難な場所にありました。ですが動画を作

ることで手軽に誰でも見ることができ、

こういう危険な場所にあるものは動画を

活用した方が良いということに気付きま

した。 

全学年を通して感じたのは、今後大人

だけが地域活性化を図るのではなく、高

校生など若者の力がその地域を動かして

いく主体になるということです。そして、

若者たちが地域活性化に意欲的になるこ

とで、町も良い方向に進んでいくことを

学びました。 

 

3.地域の活動で学んだこと 

私たちは、総合的な探究の時間に「村高

発地域元気化プロジェクト」を行ってい

ます。全校生が 5 つの班に分かれて地域

と関わり、地域を元気にしようという取

り組みです。私は、地域福祉班に所属して

おり、老人ホームや子供教室に行く機会

がたくさんありました。 

老人ホームでは、高齢者の方と遊んだ

り、マッサージなどをして関わり合いま

した。そこで高齢者の中には障害を抱え

ておられる方もおり、ボールを握ること

が困難な方や耳の近くで話さないと会話

することができない方もおられました。

私が老人ホームに行って良かったことは、

高齢者を労わる気持ちが育まれたことで

す。高齢者の身体について理解を深める

ことができ、これまで以上に労わろうと

いう思いが強くなりました。一方で失敗

したことはコミュニケーションがあまり

とれなかったことです。私は高齢者の方

と何を喋っていいのか分からず何の話も

出来ませんでした。特に、遊んでいる時に

あまり声を出されていなかった方や、少

し内気な方とはどうコミュニケーション

をとっていいのかわかりませんでした。

この活動の目的として、地域の方々との

コミュニケーションは必要不可欠です。

そして村岡は少子高齢化が進んでいるこ

ともあり、高齢者と関わることが多くな

ります。その中でコミュニケーションが

とれなかったことは今すぐに直すべき課

題だと感じました。 

子供教室では射添小学校に行きそこで

放課後残っている小学生と遊んだりして

関わりました。小学生とも私はあまり関

わらないのでどう接すればいいのか分か

りませんでした。あらかじめどんな遊び

をするかなどの計画を立てても私たち高

校生の言うことを聞いてもらえずとても

苦労しました。良かったことは状況に応

じて臨機応変に対応できたことです。 

私たちが計画した遊びを子供達が楽しく

遊んでくれるとは限りません。中には、

「つまらない」と言われることが多々あ

りました。そんな時計画より早くその遊

びをやめ、すぐに次の遊びをすることで

少しでも子供達に楽しんでもらえるよう

対応することができました。失敗したこ

とはうまく子供達の輪に入れなかったこ

とです。私は計画通りに進むよう違うこ

とをしている子供に注意をしていました。

しかし、振り返ってみると注意ばかりし

てくる高校生と遊ぼうとは思いません。

この活動では楽しんでもらえることを第

一としているのでいくらコミュニケーシ

ョンがとれてもそれは成功とは言えない

ので、しっかりと子供達の立場になって

どうすれば楽しんでもらいつつ、うまく

子供達を促すことができるかが大事だと
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感じました。 

地域福祉班では初めてのことがたくさ

んありとても大変でしたが、子供から高

齢者まで幅広く関わることで初めて地域

というものを感じることができました。

私たちはその中心であり、幅広い地域の

方々の架け橋のような存在であることを

実感することができました。 

 

4.地域の現状で感じていること 

私が地域の現状で感じていることは 2

つあります。1つ目は人口減少と少子高齢

化が進んでいることです。私はこのまま

少子高齢化が進んでいくと香美町の産業

の後継者がいなくなり、衰退していくと

思います。香美町の漁業は、香住カニやホ

タルイカなどの漁獲量が多く、全国から

注目されています。これは香美町にとっ

て大きな利点であり、地域活性化にも充

分つなげられると思うので、後継者がい

なくなってしまうのはとてももったいな

いと思います。また、農業も有名です。香

美町の土地は農業に適しており、美味し

いお米や野菜などが作れます。また、棚田

百選に選ばれている棚田もあり景色もと

ても綺麗です。しかし、後継者がいなくな

っている影響で田畑が荒廃している所が

増えつつあります。美味しい作物が育ち、

景色も綺麗と言う 2 度美味しいこの産業

をこのままにしておくことは香美町全体

にとってマイナスです。 

2 つ目は活気があまり感じられないこ

とです。私は村岡に高校 1 年生の時に引

っ越してきました。最初は商店街がある

と聞いて少しは賑やかな街なのかと思っ

ていました。しかし、来てみると物静かで

とてもさびしかったです。せっかく商店

街というものがあるのにもったいないと

思いました。 

 

 

5.私の地域活性化プラン 

私の考える地域活性化プランは「スポ

ーツと地域の特色」を組み合わせるとい

うものです。なぜなら村岡では年に 2回、

全国規模のマラソン大会を開催している

からです。その大会は「美方残酷マラソン」

と「村岡ダブルフルウルトラランニング」

です。参加人数は美方残酷マラソンが約

3000 人、村岡ダブルフルウルトラランニ

ングが約 2000人と、多くの方々が参加し

ています。私たち村高生はスタッフとし

て毎年参加しています。しかし、私たちは

コロナの影響により 1 年生の時しかマラ

ソン大会が開催されませんでした。私は

参加してくださった方々にアンケートを

取る仕事をしていました。そこでのアン

ケートで「なぜ参加してくださったのか」

という質問に対して「景色がとても綺麗

だから」という答えがとても多かったで

す。つまり、残酷マラソンに参加してくだ

さる方々は走ることはもちろん、村岡の

豊かな自然も楽しんでくださっています。

なので、このようにスポーツを通して地

域を知ってもらうという活性化プランが

良いのではないかと思いました。香美町

では海、山、川があり、冬になると雪がた

くさん降ります。なので、マラソンやスキ

ー、水泳など様々なスポーツができる地

域です。そこで様々なスポーツを体験・練

習できる施設、例えばプールやスポーツ

ジム、ランニング場などを作り、その施設

に隣接するように宿泊施設を作ることで

スポーツ目的の方々が宿泊施設で香美町

の特色であるカニや但馬牛などを食べて

もらうことによって香美町の良さを知っ

てもらえるのではと思いました。良さを

知ってもらうことで定住を考えてくださ

る方々も増え、人口減少問題の解決案に

もなると思います。 



 

- 11 - 

 

6.まとめ 

私は村岡高校の地域創造系での学習や

フィールドワークを通じて、今まで全く

興味がなかった地域が気になる存在に変

化しました。これまでの活動を振り返っ

てみると、私たち高校生に出来ることは

ほんの些細なことだったかもしれません

が、高校生でも地域のために出来ること

が確かにあると分かりました。私たちが

地域の魅力を知り、それを少しでも多く

の方に SNS などで発信することで、この

地域に興味を持っていただきたいです。

そして地域を活性化することができたら

いいなと思います。これからも地域につ

いて多くのことを学び、少しでも地域に

関わりたいと思います。 
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1.はじめに 

 私は村岡高校の様々なボランティア活

動に興味を抱き、村岡高校の「地域創造系」

に入りました。ですが、香美町の地域活性

化に興味がありませんでした。しかし、地

域創造系に入り「地域探求」という学校指

定科目の中で香美町について学び、考え

ることで香美町の特色を理解することが

でき、自然豊かな香美町を今よりもっと

よくしたいと思うようになりました。以

下「地域探求」の中で私が学んだことをま

とめ、その上で考えた地域活性化プラン

について述べていきたいと思います。 

 

2.地域探求で学んだこと 

(1)地域学入門 

 一年次の地域学入門では「地域を知る」

を目的として活動してきました。 

 まずは、自分たちの住んでいる地域の

歴史物や不思議に感じたものを取り上げ、

調査しました。私は、不思議に思った「赤

岩」と呼ばれる場所について調べ、昔処刑

場だったのではないかということがわか

りました。その他に地域ごとにそれぞれ

の特有があるということも知りました。

そして、小代区にある「名牛ぬい号の碑」

やお地蔵様など、他の地域の人にも知っ

てほしいと思うようなことがたくさんあ

りました。しかしながら、中にはそこにあ

る碑について誰も知らないという問題も

ありました。これらの歴史をこれからも

守るためにも、自分たちが地域の歴史に

ついて知る必要があると思いました。そ

のために、この授業を通して、地域の方と

交流してインタビューをして地域につい

ての知識を得ました。 

 歴史物の調査の次に行ったことは、香

美町の自然についてです。ここでは主に

山から海、香美町の地質についての学習

をしました。そこで改めて感じたことは、

但馬は本当に豊かな自然があるというこ

とです。山を流れる川の水は夏も冬も温

度が低く、西日本で唯一、湧水湿地が村岡

にあります。さらに川の調査では、サタ・

チャレの子供達と一緒に水中昆虫調査を

しました。講師の方をお呼びし、捕獲した

水中昆虫を標本にする体験もしました。

たくさんの水中昆虫がいるということは、

川がきれいだということです。そのため、

但馬の川では生き物が生きる上で住みや

すいということがわかりました。 

 これらのことから、ここ但馬の自然と

いうのは生き物が住みやすいきれいな環

境であることを知りました。今、世界的に

環境問題がよく取り上げられていますが、

自然を維持するために生態系の何一つを

欠けさせることはいけません。だからこ

そ、但馬の自然を多くの人に知ってもら

い環境保全に協力してもらうことが大切

だと思いました。これからも人と自然が

共存する町づくりをすべきだと思いまし

た。 

(2)地域探求Ⅰ 

二年次の地域探求Ⅰでは「地域を深め

る」を目的として活動をしました。この学

年から本格的な地域活性化プロジェクト

私の地域活性化プラン 

～元気な地域づくり～ 
3 年 1 組 1４番 田中 琉偉 
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に向けての取り組みが始まりました。そ

のために奈良件明日香村に研修合宿にい

く予定だったのですが、新型コロナウイ

ルス感染拡大・防止の観点からオンライ

ンでの研修となりました。このオンライ

ン研修では、現地の人にお話を伺うこと

ができました。 

明日香村には「猿石」などたくさんの石

造物や石舞台古墳といった古墳など様々

な観光名所もあり、それに加え夏にはあ

まごのつかみどり、秋には彼岸花祭りと

いったシーズンごとに様々なお祭り行事

があります。そして近年は学校の修学旅

行先としても明日香村に行く学校もあり

ます。これからますます知名度も上がっ

てくることが予測されるような地域の実

際の取り組みを参考にする貴重な研修と

なりました。研修をして一番印象が強か

った取り組みは「民家ステイ」という取り

組みです。この取り組みは近隣の市区町

村と連携して行っています。民家ステイ

で大切にしていることは「相手を思う心、

自ら伝える力」「共に調理し、共に食べる」

「ほんものの歴史に触れる」の３つでど

れも生きる上で大切なことです。実際の

ホームファミリーの方はできることはや

らせる精神で、実の子供のような思いで

接してくれるのも民家ステイの特徴とも

思いました。 

 年々受け入れ人数、延べ泊人数、団体数

共に増えている現状にあり、明日香村の

ホームページには実際に民家ステイを体

験した学生の感想ものせられていて民家

ステイの満足度、評価ともに右肩上がり

の現状にあります。 

そして、私が明日香村の現地の方の言

葉に深く響いた言葉は「地域が元気にな

るのは、地域愛に比例する」という言葉が    

                                                   
1 明日香村/奈良県公式ホームページ 

図 3,民家ステイ入居者 

 

忘れられません。1これまで香美町に必要

なものは何かと考えていましたが、まず

自分の好きな香美町を紹介する姿勢が大

切なのだと知って、地域と共に活性化を

していかなければいけないのだとわかり

ました。 

(3)地域探求Ⅱ 

 三年次の地域探求Ⅱでは「地域に提言

する」を目的として、一つ誰もが見ること

ができる動画という形で残すなど活動を

具体化してきました。 

 また、毎年行われている町長講演会で

は、浜上町長より、直接香美町の現状や課

題、今後の取り組みについて聞きました。

香美町は１８歳までの医療費無料化や香

美町ポスターの作成、新型コロナウイル

ス感染症の支援金など様々な活動を行っ

てきました。これらの活動はすべて素晴

らしいことだと思いました。町長さんを

はじめとする職員の方々が香美町を良く

しようとする姿勢がよくわかりました。

ここで明日香村の例をもとに私が感じた

ことは、香美町は町民を親身に考えてい

ることです。明日香村を例にすると、景観

整備を徹底しているが役所の外観だけが

適していないと村民から意見があったの

で景観に合った外観に改装するなど、住

んでいる方々の意見を大切にし、尊重で
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きるところは本当にすごいと思います。

町長や職員の方々の行動力の一番ですが、

それができるだけの魅力が存在している

ということも大きな要因だと思います。

そして香美町には、まだスポットのあた

っていないところもたくさんあります。

これらのことから私は、香美町はこれか

らどこかの分野で評価され、たくさんの

方に知られると思います。 

 これまで多くの講演会を聞いてきまし

たが、そこでわかったことは何か一つの

ことに着眼点を当てるということです。

地域が活性化している地域として、奈良

県明日香村や島根県海士町などがありま

すが、これらの地域に共通していること

は何か一つに着眼点を当てているという

ことです。明日香村では「生きる力」、海

士町では「地方行政」のように地域で大々

的に自慢できることを決めて徹底的に活

動をしています。なので、香美町といえば

これ！というのを決めて、それをアピー

ルすることが大事だと思います。 

 

3.地域活動から学んだこと 

村岡高校では「地域元気化プロジェク

ト」というテーマのもと、総合的な学習の

時間に主に５つの班に分かれて活動を行

っています。 

 私は環境 A 棚田班を二年間、環境 B 森

の健康診断班の二種類の班に所属してい

ました。環境 A 棚田班では小代区貫田の

「うへ山棚田」で棚田の保全を目的とし

て実際に稲作の体験を通して棚田のこと

について学習しました。この棚田は日本

棚田百選に選ばれていて四季様々な景色

を見ることができます。香美町のポスタ

ーに採用されていたりするなど、風景を

撮影する上ではとても魅力的な場所とも

いえます。 

 さらに棚田班では作ったお米を毎年、

この総合的な学習で学んだことを発表し

合う「村校フォーラム」で販売もしていま

す。自分たちが作り、自分たちが販売する

というところまでを環境 A 棚田班は一年

を通して活動します。 

 しかしながら、すばらしい景色とは裏

腹に、この棚田は大変な苦労があって保

全されています。まず一つに人手不足で

す。地元の棚田を守るために結成された

「武勇田」。ですが、高齢化が著しく進む

香美町では棚田を管理していた方の生産

が困難になり、武勇田の方々に土地を譲

られてしまいます。武勇田の方々は普段

仕事をしている方々であり、そのメンバ

ーにも若い人は少ないです。だから、この

うへ山を守っていくためには、もっと多

くの若い人に棚田への興味をもってもら

うことが必要になってきます。そして担

い手を育成することも必要になってきま

す。 

 そのために、地元の小中学生に実際に

田植え体験をしてもらうことやみかた残

酷マラソンの時、応援に来られた方々に

棚田ツアーガイドを行っています。 

 ですが新型コロナウイルス感染拡大・

防止の観点から私が在学しているときは

活動することができませんでした。 

 ですが、積極的に活動を行えば興味を

持っていただけるし、棚田について知っ

てもらうことができます。この他に私は

棚田保全募金を行うのもいい案だと思い

ます。資金を集めることができれば、機械

や武勇田の活動費にもなり、より保全活

動が活発化すると思います。他にも、農業

体験をしてみたい他地域の方に米を作る

こと、その幸福感を知ってもらいたいで

す。そのために私はパンフレットやホー

ムページに専用ページを作成することが、

人手問題や後継者問題を解決することが

できるのではないかと思います。こうい
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った活動がきっかけで興味を持っていた

だき担い手や稲作をする方が増えて、こ

れから先も棚田米が作り続けられて、食

べられることを望みます。 

 他にも村岡高校では残酷マラソン、ダ

ブルフルウルトラランニングの運営ボラ

ンティアとしても参加しています。私は

名前応援やランナーの方へのアンケート

を行い、名前応援では、ランナーの方から

「よし！頑張る！」とコメントをいただ

いき、とても嬉しかったことを覚えてい

ます。アンケートでも、書いていただいた

皆さんから「また参加したい」、「高校生の

活動が良かった」と言っていただき、マラ

ソン大会の面白さと、スタッフとしての

活動のやりがいを感じることができまし

た。 

 

4.地域の現状・改善 

 私は高校三年間の中で授業等、様々な

場面で地域と関わらせていただきました。

その上で私から見えてきたことは、地域

内での関わりが少なくなってきたことで

す。現在は新型コロナウイルスの影響も

あり、様々なイベント・お祭り行事が中止

という風なことになっていますが、これ

まで各地域で行われていた伝統的な行事

や活動が人口減少でやめてしまっている

と聞きます。人手不足により止めざるを

得ないというのは仕方のないことですが、

そこから先がなく、どうにかしようとす

る雰囲気が感じられませんでした。だか

ら地域内で協力し、一体となって行うべ

きだと思います。そうすると地域が積極

的になり、地域の一人一人にやりがいを

感じるようになり、おのずと地域内の繋

がりが生まれて元気になると思います。 

 そして、人との繋がりもそうですが地

域の景観も問題があると思いました。自

然も豊かで田畑もあり、田舎を堪能した

いという人やゆっくりしたい人にはとて

もいい雰囲気だと思います。ですが、そう

いう雰囲気の中に空き家が放置されてい

るという現状もあり、自然豊かとは違い

「廃れた」という方が目立ってしまって

います。 

 これらのことを改善して、地域内の関

わりを増加させるためには、空き家や空

き地を再利用することが必要だと思いま

す。例えば、空き地はこどもや地域の方々

が使う遊び場、グラウンドゴルフなどに

使う、空き家は地域の人がデザインし集

まることのできる場所として利用すると

いうことです。これによって、地域内での

繋がりや関わりも増え、地域が元気にな

ると思います。 

 次に夜間の街灯を増やすことです。私

の住んでいる村岡区では夜間に散歩をし

ている人や走っている人を頻繁に見かけ

ます。私もよく歩いていて、通りすがりの

人と交流があったりします。ですが、様々

な石碑ある八幡山公園では夜間は真っ暗

で街灯がありません。昼間みる石のオブ

ジェクトと夜にみるオブジェクトはまた

違う雰囲気をすると思います。さらに八

幡山内や周辺の清掃作業・整備が必要だ

と思います。これをすることで景観が保

護され、地域の新たな活気になると思い

ます。 

 他にも地域の方が地域を知らないとい

うことです。各地域にある様々な魅力や

観光資源、伝統的な行事などはこの地域

にしかない文化で、地域の方や他地域の

方に知ってもらうべきだと思います。そ

れをするためにも、まずそれぞれの地域

内で地区の放送があるので、情報交換を

し合うなどをしなければいけません。集

落調査で行っているマップ作りのように、

何らかの形で残せるものを作成し、文化

や歴史が消滅しないように受け継がれて
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いくような発信方法が大切だと思います。 

 

5.私の地域活性化プラン 

私がこれまで地域のことについて学ん

できたことから考える地域活性化プラン

は、「みんなのアイデアで町を元気にする」

です。先ほど述べたように、香美町には地

域内で関わりを増やすことが必要だと考

えています。そこで、私は現在高校生が地

域に空き家を再利用するなどさまざまな

アイデアを提案しているように地域の人

のアイデアにも焦点を当ててみました。

アイデアがたくさんあれば何が必要なの

か明確に判断することができます。まず

は、地域の人が気軽に意見を投稿できる

ように意見箱をそれぞれの地域に設置し、

アイデアを集めるということが最も現実

的な施策だと思います。そして、景観整備

に力を入れることも大切な事だと思いま

す。景観というのは新たに移住をしてい

る人に、大きな印象を与えるものだと思

います。豊岡市の出石も景観で観光客を

集めています。明日香村も同様に景観整

備を徹底しています。まず、目に入る景観

を整えることで地域が元気になる一歩だ

と思います。 

 ここ香美町をこれからも元気に、そし

てより多くの人に知っていただくために

も地域一体となり、たくさんのアイデア

を考え、それをもとにした町づくりをし

たいと思います。 

 

6.まとめ 

 私はこれまでの三年間地域創造系とし

て様々な活動を行ってきました。地域に

ついて知り、関わり、地域について考えて

きたこれまでの活動は将来どこかの分野

で生かせる経験でした。 

 香美町に関わらず、少子高齢化などの

問題を抱えている地域はあると思います。

私はそんな地域が少しでも元気に活性化

するために、香美町や明日香村などにつ

いて考えたように、地域を知り、そこから

課題、魅力を探し、その地域にあった改善

策を導きだせるように将来の活動に生か

していけたらそれが一番いいと思います。 
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1.はじめに 

私は、地元の消防士として生きて

いきたいという思いから、まずは自

分がこれから守っていく地域を知る

ことが大切だと考え、地域創造系を

選択しました。私たちの学年では、

新型コロナウイルスの影響で、地域

探求の活動が大きく制限されてしま

いましたが、授業に取り組んでいく

中で、地元の知らなかったことや、

現在香美町が抱えている問題がたく

さん見えてきました。これらのこと

を踏まえ、私が考える地域活性化プ

ランについて、紹介していきたいと

思います。 

 

2.地域探求で行った主な活動 

私たち 60期生は「国際的、芸術

的、文化的アプローチ」とテーマを

掲げ、地域探求に取り組んでいきま

した。3年間の地域探求の中で、学

年ごとに様々なことを学びました。 

一年生の地域学入門では、地元の

自然と関わりながら、香美町の自然

の代表である「山」、「川」、「海」が

地域の重要な財産であることについ

て学びました。自然と人間が共に暮

らしていくことができる地域づくり

に関する授業で、ツキノワグマの出

没要因と被害防止を目指した取り組

みについての獣被害講義が最も印象

に残っています。ツキノワグマの身

体能力や、行動データを用いてツキ

ノワグマの基本的な性質について学

びました。ツキノワグマは、目が悪

く接近しないと気がつかず、嗅覚は

イヌ並みに鋭いなど、新しく知識を

得ることがたくさんありました。 

 

 

 

 

図、写真 

 

 

 

 

クマは山の食料がなくなると、私た

ちの里に食料を求め悪さをします。

それを防ぐために行っているのが、

「クマの学習放獣」です。これは自

然と人間が共存していくうえでは、

最適な活動だと思います。クマをた

だ捕殺するのは、共存することとは

まるで違います。この活動は、クマ

を捕獲し、いやがる刺激を与え、人

や集落を忌避するように行動パター

ンを修正するというものです。簡単

に言うと、クマに、里に下りてきて

はいけないということを覚えさせる

私の地域活性化プラン 

「私が住んでいる地域を知る」 

～私が守りたい地域～ 

3 年 1 組 1５番 鉄屋 仁 
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というものです。クマが嫌がるもの

として、唐辛子スプレーやゴム弾・

花火弾などがあります。私はこの講

義を通じて、クマだけでなく、自然

と共存することを前提とし、地域活

動を行っていく必要があると思いま

した。つまり、「持続可能な開発」の

ような考え方が今後の地域、特に自

然を 1つの財産としている香美町は

不可欠であると感じました。 

 2年生の地域探求Ⅰでは、地元の

特色を生かし、地域活性化を目指し

た取り組みを考えていきました。 

明日香村オンライン研修では、明

日香村が取り組んでいる地域活動に

ついて学びました。古墳の世界遺産

登録を目指した取り組みや、景観保

全、飲食店の増設など様々な地域活

動を進められていました。その中で

も私が興味を抱いた活動が 2つあり

ます。1つ目は、石造物の宣伝方法

です。明日香村には、猿石や鬼の雪

隠など石造物だけでも沢山の種類が

あります。そして、それらのレプリ

カを作成し東京などの大都市で宣伝

するという取り組みをされていまし

た。この宣伝方法のメリットは、実

際に現地に訪れることができない人

でも、実物の大きさを知ることがで

きるなど、写真で見るより印象に残

りやすい点です。私はこの宣伝方法

を聞いたとき、石造物がたくさんあ

る明日香村ならではの取り組みで、

とても地域に適している活動だと思

いました。2つ目は、明日香村にあ

る建物のデザインが一般とは違うと

ころです。明日香村は、歴史が深い

地域としても有名です。その歴史的

雰囲気が建物のデザインにも表れて

います。例えば、コンビニエンスス

トアの建物が一般の建物と大きく異

なっています。ほかにも、地域局の

デザインが寝殿造りのような建物に

なっているなど、明日香村は地元の

特色をしっかり活用し、明日香村に

しかないユニークな活動をされてい

ることにとても興味を持ちました。 

 

 

 

 

図、写真 

 

 

 

 

 

 

明日香村の方々の話を聞いていく中

で、地元の方々の地域愛の強さを感

じました。ただ地元が好きだけで終

わるのではなく、地域の問題や活動

に町の人たち全員で真正面から取り

組む姿勢が、明日香村の活性化に大

きくつながっているポイントだと思

います。そして、地元にあるものに

誇りを持ち、地域を愛する姿に、香

美町も負けてられないと、良い刺激

を受けた研修でした。 

その後、明日香村オンライン研修

で学んだことを、私たちが住んでい

る香美町に置き換え、私たちの地域

の特色を改めて見つめなおし、それ

をどのように生かしていくのかを考

えていきました。その結果、多くの

生徒は香美町の石造物に関心を持っ

ていることに気が付きました。理由

は、地元にある歴史的なものを調べ

たとき、ほとんどの生徒が、石碑や

石造物を取り上げていたからです。 
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まず、香美町にはどんな石造物があ

るのか、みんなで石碑巡りを行いま

した。秋には、今までやってきた取

り組みをまとめ、村高フォーラムで

発表しました。発表内容としては、

明日香村の取り組みを参考にし、今

私たちが取り組んでいる石造物をメ

インとした地域探求の活動です。実

際に見に来られた来賓の方に、興味

を持っていただけたので、とても良

い内容だったと思います。 

 そして現在、3年生の地域探求Ⅱ

では、今まで調べてきた香美町にあ

る石造物を再度詳しく調査し、それ

を卒業制作として動画に収めること

にしました。コロナ禍でも香美町の

ことをさらに知ってもらえるよう取

り組んでいます。 

 

3.地域の現状と課題 

地域の問題は、各地域によって様々

なものがあります。その中でも今の

時代、香美町を含む田舎地域の大き

な問題となっているのは、人口流出

に歯止めがかかっていないことで

す。特に田舎に住んでいる若者たち

が大都市に出ていく傾向が多いよう

に見られます。原因は様々ですが、

大きく分けると 2つあると思ってい

ます。まず 2つ目は、子供が減少し

ていっているのに対して高齢者の増

加が進んでいること、つまり少子高

齢化の問題です。2つ目は、良質な

雇用機会の不足です。私はこの 2つ

が大きな問題だと考えています。3

年生の時に受けた町長講演会でも人

口流出の問題を提示されていまし

た。今後の課題としては、この大き

な原因を解決し、人口を維持してい

くことが大切になってくると、私は

考えています。 

 

4.地域に必要だと思われること 

上記に続き、香美町には若者の存在

が今後の地域活性化に大きくかかわ

ってくると思っています。人口流出

を防ぐためにも、私が必要だと考え

ることは 3つあります。1つ目は、

ワークライフバランスの実現です。

良質な雇用機会の不足が人口流出の

原因であるように、仕事と生活の調

和や長時間労働の削減が重要になっ

てきます。労働者と企業の関係を保

つため、そして地域に安定した雇用

を創出するためにも、必要になって

くる要素だと思います。2つ目は、

香美町でしかできないことを地元の

特色を生かし若者の興味をひくこと

が必要だと考えます。香美町の特色

はやはり「山」「川」「海」の自然環

境だと思います。実際に冬になると

スキー観光として訪れる都会の方々

も多いです。地元の特色を最大限発

揮し、さらに若者の興味をひくこと

ができるかが重要だと考えます。3

つ目は、野生動物の対策を徹底する

ことです。香美町ではクマやイノシ

シ、シカ、などさまざまな動物の被

害をよく耳に挟みますが近年はサル

の被害が増加していると思います。

私は実際サルの集団が食べ物を求め

て家の近くまで来た経験がありま

す。その時は本当に恐ろしい経験を

しました。香美町は自然豊かな地域

ですから、動物が出てくるのはあた

りまえなので、しっかりと対策を考

え、安心して暮らしていける地域を

作っていくことが必要です。この 3

つのことが今の香美町に必要なこと

で、これらを解決していくことで、
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人口流出の歯止めにもつながってく

ると思っています。 

 

5.私の地域活性化プラン 

私が考える地域活性化プランを紹

介したいと思います。まずは、予約

制のタクシーをつくり、高齢者の移

動を確保することです。現在香美町

には、町民バスが主な移動手段とな

っています。私は、集落調査に行っ

たときに住民たちが不便に感じてい

ることとして最も多かった意見が、

移動手段がないということでした。

高齢者が多い香美町では、もうすで

に免許を返されている方たちが多

く、移動手段に困っている高齢者が

増えています。ここで、私は疑問に

思いました。なぜ町民バスは使われ

ないのかと。実際に地域の方々の意

見を聞くと、「バスでは時間が決まっ

ていてただでさえ普通のバスの本数

が少ない香美町だと、ちょっと出か

けるだけでも丸１日がつぶれてしま

う」ということを言われていまし

た。確かに香美町はバスの通ってい

る数が少なく、時間が決まっていて

帰りたい時間にも帰れないことがあ

ることなど、不満が高まるのもわか

ります。ここで私は、香美町に予約

制のタクシーなどがあれば便利だと

思いました。たたし、ここで発生す

る問題があります。それは、どのよ

うに高齢者が予約するかということ

です。私は、高齢者の方々の家に一

台ずつタブレットを配布し、専用ア

プリを香美町が作り、簡単に予約が

できるようにすればよいと思いまし

た。しかし、高齢者の方々で、「使い

方がわからない」といわれる方が必

ず出てきます。使い方の講演会やマ

ニュアルガイドなどを作成し使える

ようになってもらうことが私なりの

解決策です。今の時代、高齢者の方

でもインターネットが使えると、さ

らに地域活動の幅が広がっていきま

す。さらに、予約制のタクシーにす

ることにより、バスに比べ無駄足が

かなり減ると思っています。香美町

では、バスを利用する人数が少ない

ので、私は予約制のタクシーを作れ

ば、高齢者の移動手段の確保に最適

だと感じました。 

次に、私が考える若者たちの注目

を集めるものは、香美町内で eスポ

ーツイベントを開催することです。

そもそも eスポーツとは、コンピュ

ーターゲームをスポーツ競技として

行うもので、最近に出てきたものに

なります。私は、地域の特色を生か

し、地域活性化をすることはもちろ

ん大切なことですが、若者を中心に

ターゲット層を広げるなら若者が興

味を持てるものでないといけないと

思います。そんな中、今世界中から

注目を集めている eスポーツは、若

者の興味を引くのに最適だと思いま

した。私が考える eスポーツイベン

トの具体例は、まずチームで出場す

るイベントとします。理由は、団体

戦にすることにより友達と気軽に参

加できるようにするためです。そし

て、優勝したチームには、香美町に

関連したグッズや但馬牛、お米など

香美町を代表する商品を景品とし、

地元のことをさらに知っていただけ

るようにします。今のご時世、オン

ラインを使ったイベントがたくさん

開催されています。eスポーツはオ

ンラインでできるものなので、そう

いった点でも若者の注目を集める地
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域イベントになると、私は考えまし

た。 

 

6.地域探求で学んだこと 

3年間の地域探求で、学んだこと、

身についたことが 3 つあります。1

つ目は、課題を自分たちの手で発見

し、解決していく力です。鳥取大学

との連携授業の中で、グループワー

クで課題をお互いに出し合い、解決

するにはどうすればよいか話し合う

機会がたくさんありました。地域の

ことを考えることはもちろん、今社

会で重要視されているコミュニケー

ション能力が自然と身に付きまし

た。話す力というのは、なかなか自

然に身につくものではありません。

そのことを、地域探求の活動で知り

ました。2つ目は、高校生の間に地

域探求を行う重要さを知りました。

村岡高校の大きな特徴である地域探

求ですが、なぜ行っているのでしょ

うか。私が思うことは、将来社会に

出ていくときに必ず役に立つ経験が

できるからです。進学や就職、面接

試験などの時、地域探求を行ってき

た経験を話すことができます。社会

に出たとき、地域探求で学んだ問題

を解決する力を存分に発揮すること

ができます。初対面の人でも、地域

探求で培ったコミュニケーション能

力でうまく対応することができま

す。このように、高校生の間に地域

探求を行うことには、将来役に立つ

メリットがたくさんあります。これ

を地域創造系の活動を通じて、学ぶ

ことができました。3つ目は、地元

の素晴らしさを深く実感することが

できたことです。高校に入る前か

ら、地元のことは大好きでした。そ

んな地元を消防士として守りたいと

いう夢がありました。3年間の地域

探求の中で、地元に住んでいたのに

知らなかったことや、驚きと発見で

いっぱいになりました。自分たちの

住んでいる地域のことを知るという

ことは、普通に住んでいるだけでは

知ることが難しいと思います。地域

探求でその機会を与えてくださって

本当に、地域創造系に入ってよかっ

たと思いました。時には忙しくて大

変だった時期や、やりたくないこと

もたくさんありました。それでも私

は地元が、そして村岡高校が大好き

です。3年間ありがとうございまし

た。 
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1.はじめに 

私は、幼い時から祖父母のいる関宮によ

く遊びに来ていて但馬地域の歴史や自然に

ついて知りたいと思っていました。また、母

は村岡高校が母校であり、中学生の時にオ

ープンハイスクールに参加したことで村岡

高校に興味を持ちました。私は人前で話す

ことが苦手です。地域創造系で学び、自分の

苦手なコミュニケーション能力をつけたい

と強く思い、村岡高校の地域創造系を受験

しました。入学当初は、周りに友達もいなく

てうまくコミュニケーションがとれず、何

から話せばいいのかなどたくさんのことに

困りました。また、村岡地域特有の方言を聞

き取ることにも必死でした。また、授業で

は、一年生の時は、「地域をどのように活性

化させていくか」ということなどに興味を

持てませんでした。一年・二年と地域探求で

フィールドワークを行い、授業や講義を受

けていくことによって三年生で「地域をど

のように活性化させていくか」を考えるよ

うになりました。３年間の地域創造系の授

業を通して私は、「若者」という視点から地

域活性化プランを考えてみようと思いまし

た。また、３年間香美町の自然を学んできた

ことや、私なりに考えた地域活性化プラン

を話していきます。 

 

2.地域探求で学んだこと 

地域創造系では、一年生で地域学入門の授

業で「地域を知る」という目標のもと、各分

野の専門家の視点から自分たちの住む「郷

土」について学んでいきます。二年生の地域

探求Ⅰの授業では、「地域を深める」という

目標のもと地域を知ることで発生した疑問

や問題に対する解決方法を見つけるために

調査活動を通して調べていきます。 

そして三年生では「地域を創る」という目標

のもと、「課題」に対する調査活動と提言書

を作成します。 

一年生の時は、山・川・海と歴史を調べまし

た。①山では、但馬の地質というテーマで神

鍋の山に行き、カシワやオトコヨモギやイ

ソガンソクなどの私の知らない植物や知っ

ていた植物（ハギや栗や赤松）などの植物の

写真を撮りみんなで調べて図鑑作りをしま

した。②川では、昆陽川に七月中旬・下旬に

水生昆虫講義と調査を西田照夫氏（地元講

師）と行いました。川の調査が終わり、講義

では水生昆虫の生活型（体のつくりや食物・

運動方法）や種類（カゲロウの仲間・幼虫の

仲間・カゲワラの仲間・トビケラの仲間・ト

ンボの仲間・ガガンボの仲間など）をたくさ

ん教えていただきました。③海では８月５

日にスノーケリングとシーカヤックの実習

を行いました。竹野の海に行きました。スノ

ーケリングとシーカヤックは初めての体験

で現地の人にたくさんのアドバイスを貰い

ました。スノーケリングでは、海に潜り、魚

が泳いでいるのを見ることや、海の中から

私の地域活性化プラン 

～若者の視線で地域づくり～ 
3 年 1 組 1６番 冨田 樹実 
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写真を撮るということをしました。洞窟み

たいなところにも潜り、真っ白ないかにも

遭遇しました。カヤックでは、初めに漕ぎ方

などを陸地で教えていただき、沖に出たり、

岩の間を進んだりしました。④歴史では、５

月中旬・６月上旬・６月中旬に行った町歩き

などのフィールドワークを通して、プレゼ

ンテーションを行い、講義を受け、まとめる

ことを行いました。町歩きでは、村岡高校の

坂道の下に兵庫県「兵」のマークのコンクリ

ートのくいがあることや村岡商店街の中に

昔は警察署があり、今はお墓に変わってい

る場所を巡り、村岡民族資料館『まほろば』

というところにも行きました。また、大運寺

や法雲寺などの寺院を見に行きました。 

二年生の時は、新型コロナウイルス感染

症の影響により、二年生なったら行うはず

だった活動ができなくなることが多くあり

ました。残念であったことは、奈良県明日香

村に石碑を調べに行くはずだった計画が新

型コロナウイルスの影響で ZOOM による

オンライン研修に変わったことです。明日

香村に行くのではなく会議室でオンライン

授業をして質問や現地のことを調べました。

直接見たい石碑などがあったのですごく残

念でした。また、二年生で行った活動は、夏

季調査実習インタビュー調査です。インタ

ビュー調査とは小代区内で頑張っている若

者にスポット当ててインタビューを実施し、

若者の魅力を発見・発信するガイドブック

を作成するというものです。私は、城山にあ

る小代観光協会事務局長であり、若旦那の

会という活動内容で民宿経営をしている松

田さんのところに出向き、インタビュー調

査をしました。インタビューの中で松田さ

んは、飲食店も出されており、コロナ禍でも

お客様に食べてもらうようにインターネッ

トで但馬牛コロッケを販売していることを

知れました。また、もう一つの活動として、

「香美町の石碑」というテーマで香美町に

ある石碑を調査して ZOOM 機能を使って

発表をしました。私は、美方郡香美町小代区

平野にある名牛『ぬい』号の碑を調べまし

た。三年生になっても新型コロナウイルス

の影響が続いていました。そして昨年度と

同様、活動に影響が出ました。 

三年生では、一年生のときと同じように、

集落調査を行いました。今回の集落調査で

は、小代に焦点を当てて調べていきました。

私たちの班は茅野という場所を調べました。

茅野では、圧倒的に子どもが少なく、前まで

行っていて祭りや地域での活動ができなく

なっているところに、さらに、二年前から流

行った新型コロナウイルスの影響により、

月に一回行っていた地域での小旅行すらも

中止することになり、今では全く活動や祭

りができていないことを話してくれました。 

 

3.地域の現状で感じていること 

私が初めて村岡に来たのは、三年前の冬

です。村岡高校に入学してみて第一印象は、

何もないなと感じました。私は、神戸に住ん

でいたからこそ余計に感じてしまったのか

もしれません。歩いていける距離にコンビ

ニエンスストアがないことやバスが１時間

に１本や 2・３時間に１本ということを知

りました。また、村岡高校の近くに他の高校

がないことや村岡で遊ぶところは近くの山

に登り遊ぶということでした。村岡という

地域はとても不便だなと感じました。しか

し、地域創造系として活動していくうちに

村岡の良さ・田舎での良さを知ることが出

来ました。一年生の時に行った山（但馬の植

生調査）・川（水生昆虫調査）・海（スノーケ

リングとシーカヤック体験）で村岡・田舎の

「環境」の良さを知ることが出来ました。

川・海での調査の時には、初めにとても水が

きれいだなと感じました。神戸とは違い、川

では泳げないという概念という物ではなく、

汚い水が流れていて困ることもなく、泳げ



 

- 24 - 

 

ることを知り、環境がとても良いことを実

感しました。海もそうですが、神戸では、

「ここ泳げるのかな」とか「海の中のゴミが

浮いていることがあるので気を付けて泳が

ないといけないこと」が多々あったので、竹

野の海に行ったときに海が透き通っていて

きれいだなと感じました。村岡・田舎の良さ

は環境だけでなく地域の良さもあると思い

ます。地域の良さでは、知らない人でも声を

かけてきてくれることです。入学してから

私が住んでいる場所は香美町ではないです

が、村岡からバスで帰ってきたときに近所

のおじいちゃんとおばあちゃんが話しかけ

てきてくれたことです。神戸では、知らない

人が話しかけてきたら怖いという印象があ

ります。神戸と田舎では、人との付き合い方

が全然違うということを３年間通して感じ

ました。今では地域創造系の授業を通して

コミュニケーション能力が付き、知らない

人とでも話せるようになれたことがとても

よかったことだと感じます。 

 

4.地域に必要だと感じていること 

村岡という地域に必要なことは、まず、交

通の便を増やすということです。バスを使

って登校をしている村岡高校の生徒もたく

さんいます。一つ一つのバス停が遠いく、バ

スに乗り遅れた際は、一時間待つ場合もあ

ります。村岡は、少子高齢化が進んでいる地

域でもあるため高齢者が多いです。神戸み

たいに五分後にバスが来るとかではなく、

１時間に１本しかバスが通らないという現

状は、よくないと感じます。１本乗り過ごし

てしまってもすぐにバスがくるように交通

の便を増やしておいた方が良いと思いまし

た。また、コンビニエンスストアや病院やス

ーパーマーケットなども必要だと思います。

コンビニエンスストアやスーパーマーケッ

トは高校生にも必要だと思います。病院は、

村岡では村岡病院しかないし今調べている

集落調査の茅野では、車で村岡病院に来な

いといけないみたいで小代にも病院を作っ

た方がよいと思います。また、地区によって

高校生や中学生・小学生がいないというこ

と農業とかの後継ぎがいないこと、子ども

たちの遊ぶ場所がないことが課題であると

思います。地区によって若者がいないとい

う解決策は、私たちが今やっている集落調

査の本をたくさんの人に見てもらい、地域

から出て行ってしまった若者たちを戻って

きてもらえるようにガイドブックを活用し

ていきたいです。農業とかの後継者では若

者とかに農業の良さを知ってもらえるよう

に心掛けていけばよいかなと思います。 

 

5.私の地域活性化プラン 

私の考えた地域活性化プランは若者によ

って地域を創っていくプランです。町長講

演会のときにも話をされていましたが、若

者が地域を創っていくことはとても良いこ

とだと思ったので、私の地域活性化プラン

は、「若者」にしました。若者は高齢者と違

い行動力があると思います。日本でも少子

高齢化が進んでいて、村岡も少子化の地域

でもあります。日本経済新聞・５００人調査

（若者、地方へ）というネット情報による

と、都会の人は、田舎に住みたい・住みたく

ないと思う人は、半分ずつだそうです。田舎

に住みたいという憧れは、「例：敷地面積１

００坪の庭付き・駐車場付きの一戸建て暮

らしや通勤ラッシュと無縁の生活や豊かな

自然に囲まれた」などです。このような憧れ

は、ネットに載っていますがすべて５０％

を超えていないという現状です。また、田舎

暮らしで不便なものは、「例：水洗いのトイ

レがないことや電車・バスが１時間に１本

しかないことや地域活動に月１回参加する

こと」などと書かれています。 
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【２０１２日本経済新聞】 

 

       【２０１８日本経済新聞】 

 

上記のグラフは、２０１８年の結果で六

年間変わらず田舎に興味を持っていただい

ているという結果です。 

２０歳を過ぎた若者の会社で働く方々は、

時刻表を見て五分以内に電車が来ないとい

らだちを覚えるそうです。また、結婚をして

いる人達によると、大都会を夢見るのでは

なく、人のつながりや緩やかな時間に包ま

れた田舎に惹かれるという意見もあります。

このことからすべての若者を対象にするの

ではなく、安定時期で働いている人達を対

象にし、田舎に来てもらうようにすれば良

いと思います。ネットにも近所になかった

困るものということでコンビニエンススト

アや総合病院がないのはとても不便だと感

じます。これは若者・高齢者関係なく困って

いることです。都会の良さを田舎に取り入

れていけば良いと思います。すぐにコンビ

ニエンスストアや総合病院を建てるという

のは難しいことなので停留所にタクシーな

どを設置することで１時間に１本のバスな

どの不便をなくせるかなと私は考えます。

上記の内容をまとめると子どもや高齢者な

どは田舎などに適していてとても仕事をた

くさんしている人たちは都会が適している

ということになります。若者は高齢者に比

べて携帯（SNS）をたくさん使うので、世界

中の人たちに知ってもらえるように

Instagram や Twitter や Facebook などを

利用し、田舎の良さや観光したところなど

を発信することで若者が少しでも興味を持

ってもらえるように心掛けていくことで地

域活性化にもなると思います。 

 

6.まとめ 

私は３年間地域創造系の授業を通して将

来、料理関係の仕事に就きたいという気持

ちが強くなりました。村岡は、海が近いこと

や水がきれいでいろいろなことを学びまし

た。一年生の時のスノーケリングで海の生

き物について学び、村岡の地域で但馬牛が

有名なことも知りました。私は、実家が神戸

です。将来、料理人になるというときには但

馬の食材などをしっかり使用し、但馬（村

岡）での３年間を無駄にしないように心掛

けていきます。また、村岡には飲食店が少な

いので都会からU ターンで戻ってきてくれ

た際には、飲食店を立ち上げ活動していっ

ても良いと思います。 

 

引用文献 日本経済新聞 
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1.はじめに 

コミュニケーション、プレゼンテーシ

ョン能力を高めたい。私が村岡高校・地

域創造系に進学した理由はまさにこれだ

った。自身の住んでいる地域に関して知

識が少ない私。そしてそれとは正反対

に、「地域を知り・地域を学び・地域に

活かす」地域創造系。 

私が地域創造系の授業を通して知った

多くのこと。そしてその知ったことから

何を学び、何を感じ、どう活かしてして

いくべきなのか。私の考える地域活性化

プランを述べる。 

 

2.「地域探求」で学んだこと 

 この「地域探求」の授業を通して私が

学んだことは数えきれない程多くある。

その中でも特に印象に残っていることが

三つある。 

 一つ目は、石碑調査である。地域創造

系では毎年、それぞれの年の学年に応じ

たテーマを決定し、そのテーマに関して

深く掘り下げていく。そしてその活動を

通して学んだことを、どう自分たちの地

域活性化に繋げていくかという策を考え

る。まず「石碑調査」の「石碑」という

言葉を聞いて思い浮かぶのはおそらく、

ただの「石」だろう。しかし、その

「石」が創られる前にどのようなことが

起こったのか。いったい何の目的でそれ

を創ったのか。ということは、自分自身

が知ろうとしない限り知ることが出来な

い。 

実際に私が調査した「全国植樹祭の石

碑」を元に、そのことについて詳しく述

べていく。まず授業の課題の一つとし 

て、「石碑」を探してそれを調査せよ。

というものがあった。私はそこで、兎野

にある天皇皇后両陛下が‵全国植樹祭′

の際に訪れた。ということが彫られてい

るものを選択した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.全国植樹祭の石碑 

全国植樹祭とは何なのか。そしてなぜ

その石碑が創られたのかを知らなかった

私は、祖母に聞くことにした。まず全国

植樹祭とは、国民が自然や森林に愛情を

培うことを目的としたものである。そこ

では、毎年天皇皇后両陛下によるお手植

えなどが開催されている。実際に兎野に

置かれている石碑は、このような活動を

行ったという証である。さらにその際、

天皇皇后両陛下が訪れるということで、

周辺の土地や道路がきれいになったそう

私の地域活性化プラン 

～香美町の事、知っていますか？～ 
3 年 1 組 22 番 西井 友里奈 
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だ。 

私がこの「石碑調査」を通して学んだ

ことは、自らが進んで知ろうとするこ

と。そして知ることの大切さである。例

えば、今回はあくまでも「石碑」にター

ゲットを当てていた。しかし、もしそれ

が「地域の魅力」であればどうだっただ

ろう。移住を考えている人に、「この地

域の魅力は何ですか」と尋ねられたとし

よう。そんな時、自分がそのことについ

て知ろうとでもしない限り、知らないだ

ろう。しかし知らないということは、尋

ねてきた人に地域の良さを十分に知って

もらえないということだ。この「知ろう

とすること、知ることの大切さ」という

のを心においておくのは、地域創造系の

授業や活動だけではなく、普段の学校生

活や、自身が社会に出た時。また、仕事

をしていくうえでは当たり前のように必

要になってくることだろう。 

 二つ目は、夏季調査実習である。地域

創造系では、第二学年になったときに行

うもので、私たちの学年はコロナウイル

スの影響でオンラインでの開催となっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．オンラインでの夏季調査実習の様子 

私たちが調査を行ったのは、奈良県明

日香村である。そこにはいったいどんな

石碑があるのか、そしてどんな取り組み

をしているのか。ということについて学

んだ。明日香村には数多くの石碑、古墳

があることを知った。その中で特に心に

残っている石碑は「益田の岩船」であ

る。この石碑は私が事前授業で調べたも

のでもあったが、やはり何度聞いても魅

力に感じるものがある。この石碑にはい

くつもの仮説があり、多くの人によって

調査されている。その中でも最も仮説と

して有力なものは、古墳の制作 

途中だったのではないか。というもの

だ。この石碑の驚くべきポイントはその

大きさにある。私は実際に目にすること

はできなかったが、予想をはるかに上回

るものであると言われている。また注目

すべきポイントは石碑だけでなく、明日

香村の人々が行っている取り組みでもあ

る。明日香村の人々は、なるべく昔から

の村の風景を壊さないためにある取り組

みを行っている。その取り組みとは、町

の外観に合わせた街づくりというもので

ある。昔の外観を大切にしている。とい

うことから、コンビニエンスストアに瓦

を使用。また、高さ〇〇ｍ以上の建物の

建設を禁止するなどして、町の風景を壊

さないための様々な工夫を行っていた。

明日香村ならではの取り組みにすごく心

を打たれた。 

三つ目は、町長講演会である。地域創

造系では毎年恒例の行事の一つである。

この「町長講演会」ではその名の通り、

町長である浜上勇人さんが実際に村岡高

校にいらっしゃって香美町の現状、そし

て課題について講演をしてくださるもの

だ。私は三年間で三度講演を聞いたが、

正直一年生の頃は町長さんが何をおっし

ゃっているのか、なぜ私たちに問いかけ

るのかまるで分らなかった。しかし三年

生になった今だからこそ、わかり得るも

のがある。町長さんは地域の課題をいく

つも挙げていた。私はそれを聞いたと
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き、「自分はこんなにも地域の現状につ

いて知っていないのだ」。と、自分自身

の、地域に対する知識の浅さに驚きを隠

せなかった。地域のことを発信するのを

目指している私からすると、自分が知ら

ないのに他人に伝えられるはずがないと

思った。知識量の少なさと、自分はもっ

と地域の事を知るべきだということに気

づかされた。また、町長さんからは「人

口減少」「少子高齢化」という課題が出

た。私はそれに対して、有名な会社の本

社や、起業をするのに私たちの地域、も

しくは周辺の地域ですればいいと考え

た。デジタル化社会が進んでいく中で、

必ずしも都会に本社を置く必要がないと

考えたからだ。インターネットを使用し

てミーティングや現状報告を得ることが

出来れば、都会で働く必要がなくなる。

実際に今、コロナ化でオンラインミーテ

ィングなどが大幅に増えている。これを

機に、田舎に本社を置く、起業するとい

うのを考えてみても良いのではないだろ

うか。そうすることによって、地域への

移住者定住者が増えると考えた。「ピン

チをチャンスに」これは浜上勇人さんの

お言葉である。どんな状況であろうと、

ピンチをチャンスに変えて乗り越えてい

く。人生において大切なこの言葉を、し

っかりと心においておこうと思う。 

 

3.高校時代に地域で活動したことか 

ら学んだこと 

 実際に地域で活動することはたくさん

あったが、その中でも総合的な学習の時

間での「紙漉き班」や「ダブルフルウル

トラマラソン」で学んだことについて述

べる。 

 まず私が所属していた「紙漉き班」で

は、紙を漉くという体験を通して、人と

人との繋がりをつくっていく。この目的

を通して、地域活性化を目指し活動して

いる。私が二年生の時、紙漉き班で「里

山 meets」という企画を計画し、実際に

八幡山彫刻公園で開催した。その際 SNS

を使用して告知を行った。一般的に SNS

という告知方法が最も身近で多くの人に

知ってもらえると考えたからだ。しかし

それが大きな失敗となってしまった。

SNSを通して知ってもらえるのは身近な

人（地域の人）ではなく、少し離れた場

所の人だった。また、若者から高齢者の

方まで幅広い年齢層の方に知ってもらい

たかった。だが SNSを使用している人は

比較的若い年齢層の方であったため、幅

広い年齢層の方に知ってもらうことが出

来なかった。これらのことを踏まえて、

新たな告知方法を考えた。そこで考えた

のが、「ポストカード」を使用した告知

方法である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 3．実際に製作したポストカード 

ポストカードであれば、子供からお年寄

りの方まで幅広い年齢層の方が手に取り

やすい。そしてこれを地域の小売店に配

って自由にとって頂けるようにすれば、

身近な人に知って頂くことができる。こ

の告知方法が必ずしも正しいとは言えな

い。しかし、対象者によって告知の仕方

を変える必要がある。ということを学ぶ

ことが出来たのが、私にとって、そして

紙漉き班にとっても大きな一歩になった
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と考える。 

 次に、ダブルフルウルトラマラソンや

残酷マラソンでのボランティア活動を通

して学んだことを述べる。村岡高校では

定番の活動だが、実際にマラソンに参加

される選 

手の方々には「ソーラン節を見て元気を

もらった」「地域の人が応援してくれる

から最後まで頑張れる」といった言葉を

かけてくださる方もいた。自分では気づ

いていなくても、見えないところで誰か

の心の支えになっているのだと思うと、

とても心が温かくなる。逆に、このマラ

ソンがあるからこそ、地域の人の温かさ

に気づいてもらえるのだと感じた。地域

の人が一体となってマラソンランナーを

応援するという光景が普通ではないこと

に、今更気づいた。選手の中には、「応

援してくれるから毎年参加したくなるよ

ねー」と言ってくださる方もいた。そん

な風に思ってくださる方もいる。という

ことを知ると同時に、この地域ならでは

の人々の温かさをいかに上手に、かつよ

り多くの人に知ってもらうかを、さらに

深く考えていく必要があると考えた。 

 

4.地域の現状で感じていること 

私が地域の現状をみて、感じているこ

とを述べる。近年保育園や幼稚園で合併

が増えていることや、年々小中学生の人

数が減ってきていることから、「少子高

齢化」や「人口減少」が進んでいること

をよく感じる。しかしそれだけでなく、

人口が減ってきていることもあって働く

場が少なくなり、お店や街灯の数が減っ

ているのではないかと感じる。また、人

気のない場所が急激に増えてきている。

そのため、もし何か起こったとしても、

なかなか即座に気づくことが出来ない。

これらのことが、私が地域の現状で感じ

ている大まかな事柄である。 

 

5.地域に必要だと思われること 

 私が地域に必要だと思うことは、地域

に笑顔を届ける人・活動ではないだろう

か。実際に今でも、高校生が高齢者の方

のお家に訪問してお花を届けたり、ダブ

ルフル・ウルトラランニングや残酷マラ

ソンのスタッフとして参加したりと、

様々なボランティア活動を行っている。

しかし、いくら笑顔になっても、なりす

ぎる。ということはない。なぜなら、笑

顔は免疫力をアップさせたり、気持ちを

ポジティブにしてくれたり、笑顔は自然

と人に伝染するため、より多くの人の幸

福度があがるからです。そうなのであれ

ば、さらに笑顔を増やし、元気を広めて

いける人や活動がもっとあっても良いの

ではないだろうか。と思う。また、どれ

ほど地域のことについてよく知っていて

も、発信する人、もしくはものがなけれ

ば始まらない。つまり、情報をより効率

的に、分かりやすく発信できる何かが必

要だと思う。今はコロナウイルスの影響

でなかなか大人数が集まることはできな

い。だが実際に集まるのではなく、イン

ターネットのオンラインでのミーティン

グなどを活用して、より人が沢山集まる

ことの出来る場所を作る必要があると思

う。 

 

6.私の地域活性化プラン 

 まず地域を活性化させるために大切な

ことは、より多くの人に知ってもらうこ

とだと考える。そのために、地域の資源

である自然や食を、今よりさらに生かす

べきではないだろうか。 

そこで知ってもらうために必要となっ

てくるのが、何かしらの情報を何かの手

段を通して発信することだ。例えば、Ｓ
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ＮＳ（香美スタリンクやユーチューブ）

などの、情報をより多くの人に提供出来

るツールを使用すると、効率よく沢山の

人に見てもらえると考える。なぜなら、

紙漉き班の活動をより多くの人に知って

もらうため、そして香美町の事を広めて

いくために実際に香美スタリンクを運営

していたからである。だが香美スタリン

ク（インスタグラム）の場合、確実に伝

えたい情報が多くの人に伝わるとは限ら

ない。なぜなら、投稿に興味を持ってい

ないと詳しく知ろうとしないからだ。し

かしそこでユーチューブの場合、最近は

ショート動画というものがあるため、一

度動画を再生すると次々と動画が再生さ

れる仕組みが実際にある。このショート

動画の魅力は、伝えたい情報を短時間で

まとめ、読み手の関心を引くように作ら

れていることだ。また、動画が次々に再

生されるということから、ユーチューブ

を使用している人が、たとえ最初は興味

を持っていなかったとしても、情報が自

然と動画として流れてくるため、より多

くの人に見てもらえる可能性があるとい

うことである。だがそのためにも、まず

は相手を引き込む動画の内容や作成方

法、編集の仕方などを学んでいく必要が

あるのではないだろうか。 

もしくは、全く違った取り組みも良

いと考える。例えば、本来であれば廃棄

される食料や食品を、貧困などの事情で

困っている人や食べ物が無くて生活に苦

しむ人たちに提供、もしくは安価で分け

与えれば良いのではないだろうかと考え

る。こうすることで、近年世界的に問題

となっているフードロスの解決に少しで

も近づき、生活に苦しむ人が減ると共

に、香美町の取り組みに目をつけてもら

える可能性があると考える。 

 

7.まとめ 

 村岡高校での三年間の学びは、私の地

域に対する思いを強くした。また、地域

創造系での活動を通すと共に、自身のコ

ミュニケーション能力とプレゼンテーシ

ョン能力の向上を感じることが出来たと

自負している。 

 高校卒業後は大学進学のため、香美町

をでる。しかしだからこそ、今までとは

全く異なった角度から香美町に目を向け

ることが大切になってくるのではないだ

ろうか。それは、今までとは異なった視

野で香美町を見ることで、新たな発見や

考えが生まれてくる可能性があると考え

るからだ。その可能性を生かし、自分自

身で何かを考え、行動していきたい。

「ピンチをチャンスに」香美町は今「ピ

ンチ」の状況にあのかもしれない。だが

そこで、いかに「ピンチ」を「チャン

ス」に変えるか。ということが大切にな

ってくる。私たち一人一人が香美町で生

まれ育ったという自覚を持ち、地域の外

に出ても、「関係人口」の一人であるこ

とを意識して生活していきたい。 

私がこの三年間村岡高校で過ごした時

間は、決して無駄ではなかった。地域創

造系に入ったからこそ学べたこと、村岡

高校に入ったからこそ学べたこと。私は

この学びをこれから歩んでいく人生に活

かしていく。 
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1.はじめに 

 私は中学生のころの総合の時間で、地

域を活性化する方法について学ぶ機会が

ありました。それを調べていく過程で、地

域のことに興味を持つようになり、村岡

高校の地域創造系に入学しました。 

地域探求の授業では、３年間を通して

地域の自然・歴史・課題などを学びました。

特に気になった地域の課題は、石碑など

の昔から残されている資源が、地域の方

に知られていないということです。石碑

はその土地の歴史や、当時の人々の思い

を後世に伝える貴重な資源です。そこで

私たちは地域の方々に先人の思いを知っ

てもらうために、石碑を調べ PR動画の作

成を行いました。 

また、村岡の課題である地域活性化の

１つの提案として、地域にある資源を使

うことが必要だと考えます。例えば、自然

を生かしたグランピング施設や、空き家

や廃校になった校舎を活用した宿泊施設

を作ることで、地域活性化に繋がると考

えました。 

 

2.地域探求で学んだこと 

 １年時では主に地域の自然環境につい

て学びました。特に印象的だった活動は、

矢田川での水生昆虫調査です。この調査

の目的は、川にいる水生昆虫から、その川 

 

の水質を判断することです。講師の西田

先生によれば、川に生息している虫の種

類から、その川の水質が分かるとのお話

がありました。 

地域の小学生と協力しながら、水生昆

虫の採集をしたり、顕微鏡等の実験器具

を用いて、その虫の種類を判別しました。

その実態調査結果から、矢田川の水質が

優れていることが分かりました。という

のは、川の石には藻が生えていること、さ

らに、キレイな川にしか生息していない

虫が見つかったからです。講師の西田先

生によると、栄養分が多い水のところの

石には藻が生えるそうです。このことか

ら矢田川は栄養分が多く、キレイな水質

であることが分かりました。 

また、西田先生の講義では、人間の活動

によって生態系が崩れているとのお話が

ありました。例えば、ダムが作られたこと

によって、魚が住めない環境が増えてき

ているとのお話がありました。その講義

から、私たちは生態系や自然環境につい

て理解を深めることが必要だと感じまし

た。 

もう一つの印象的な活動は、神鍋の山

で、但馬の植生を調査したことです。初め

て見る植物がたくさんあり、その植物の

名前を知ることが出来ました。また、この

調査から但馬に美味しい食べ物・特産品

があるのは、美しい自然があるおかげだ

と感じました。人間がいつまでも今まで

のように暮らすためにも自然を守る必要

私の地域活性化プラン 

～あるものを利用した町づくり～ 
3 年 1 組２５番 藤村 春奈 
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があると感じました。但馬には特別天然

記念物や、数十年ぶりに見つかった植物

もあります。それらの貴重な植物を害虫

や害獣から守ったり、人がむやみに植物

を採集することを防ぐ必要があると、強

く感じました。 

 ２年時では香美町に点在する石碑につ

いて学びました。ただ石碑について調査

するのではなく、その石碑の背景を調べ

ることで、石碑が持つ情報を最大限に学

ぶことができます。例えば、小代杉の顕彰

碑でいえば小代杉のこと、ヌイ号の碑で

いえば牛のことを調べることによって、

その地域の自然や歴史を学ぶことができ

ます。 

この石碑の活動から、私たちで石碑を

意識して探してみると、香美町に石碑が

点在していることが分かりました。香美

町の石碑めぐりを授業で行って、１つ１

つの距離が遠く、全てを回るには時間が

かかるということと、そして、石碑の多く

は山奥にあり、ただそれを見つけること

ですら大変な石碑もあるということが分

かりました。 

さらに、ほとんどの石碑は看板等の目

印がなく、見つけるのは困難です。そこで、

より多くの人に知ってもらうためには、

インターネット等を使ったり、パンフレ

ットなどの紙バイタルを使うことを提案

しました。そうすることで、その場に行か

なくても、石碑について簡潔に学ぶこと

ができます。したがって、より多くの人に

知ってもらうには、その石碑を知っても

らうためのきっかけとなる仕組みを用意

することが、大切だと分かりました。 

オンライン研修では、明日香村の取り

組みについて３つ学びました。１つ目は

石造物についてです。明日香村は石造物

がとても有名で石造物の世界遺産登録を

目指しています。世界遺産登録がもたら

すメリットは、世界への情報発信・地域ブ

ランドの獲得・観光関連業の発展などが

あり、明日香村は村のアピール活動を積

極的に行っていました。観光客を増やす

取り組みにも石造物を活用しています。

図１ オンライン研修の様子 
その具体的な例としては、あすかナビ

の作成です。あすかナビはスマートフォ

ンアプリの一種で、それには石造物まで

の道のりや石造物の説明文が載っており、

何も知らない人でも楽しめるようになっ

ています。さらに、日本語だけでなく韓国

語・中国語・英語にも対応しているため外

国の観光客の方でも使用できます。あす

かナビは、現在進んでいるグローバル社

会に対応しており、またネットを上手く

使ってネット社会に対応した活動をして

いるなど様々な工夫がされていることが

分かりました。 

２つ目は民家ステイについてです。民

家ステイでは昔ならではの料理を食べた

り、明日香村の家業の体験といった普段

できない体験ができ、貴重で充実した

日々を過ごすことができます。明日香村

の宿泊者数は年々減少傾向にありました

が、民家ステイをはじめた年から宿泊者

数は徐々に増えているようでした。民家

ステイにはホストファミリーが必要です

が、明日香村にはホストファミリーが数

多くいて、明日香村の方々は地域が行う

活動にとても協力的だと感じました。 

３つ目はボランティアガイドについて
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です。明日香村を訪れた観光客に対して

村の方々がガイドをしています。ガイド

の 1 人である寺西さんは、ガイドを始め

るまでは明日香村に興味がなく、最初は

ガイドの活動は楽しいと思わなかったよ

うです。しかし、ガイドをしているうちに

その活動のやりがいを感じるようになっ

たそうです。寺西さんがガイドで心掛け

ていることは、その人に合ったガイドを

行っています。例えば、小学生を対象とす

る場合、小学生にとって分かりやすい説

明をし、専門家の場合では、より詳しい説

明を提供することを意識しておられると

のことでした。 

オンライン研修を通して、明日香村の

方々は、民家ステイ・ガイドなど地域の

方々の協力のもとで行うことができてい

る活動が目立っているように感じました。

地域を活性化させるには地域の方々の協

力がなくてはならない存在だと改めて感

じることが出来ました。 

３年時では石碑の動画作成に向けた現

地調査を主に行いました。動画を見ただ

けで石碑の特徴や魅力が伝わるように動

画を撮影するには、様々な工夫が必要で

した。例えば、構成を順序立てて考えたり、

字幕を付けるなどいろいろな案をだしま

した。 

 夏季調査実習では、集落調査で小代区・

村岡区の集落に行き集落の現状や魅力な

どをインタビューしました。インタビュ

ーの調査から、子供の数が多いことや、祭

りなどの行事をたくさん行っているなど、

どの集落にも違った魅力があることが分

かりました。私の班が調べた集落は、小学

校区の中で子供の数が一番多く、行事や

祭りがとても活発的でした。 

一方で、インタビューの際には、言葉の

キャッチボールが大切だと事前に学びま

したが、それを実行することは、困難を極

めました。例えば、私たちが一方的に質問

をすると会話はあまり弾まなかったり、

質問すると、自分たちが知りたい内容と

は違う答えが返ってくることがありまし

た。この課題に対して、自分はあまり話さ

ず、相手の話を聞くという姿勢を貫くこ

とが大切だと感じました。 

 

3.高校時代に地域で活動したことか

ら学んだこと 

 私が地域で学んだことは主に２つあり

ます。１つ目は総合学習を通して地域の

食材について学びました。私は総合的な

学習の時間では食文化班で活動していま

した。コロナ渦で流通が落ち込んだ地域

の食材を使用してレシピを考案しさまざ

まなコンテストに応募することによって

地域食材をより多くの人に知ってもらう

ことを目的に活動してきました。 

香美町には山・川・海があり自然が豊か

で、ハタハタ・カニといった魚介類、神鍋

キャベツ・美方大納言小豆といった野菜

類、それに自慢の但馬牛があり食材はと

ても豊富です。しかし、知られていない地

域食材がたくさんあることに驚きました。

授業を通して知った地域食材がほとんど

で、こんなに身の回りに地域食材がある

ことは大きな学びでした。 

また、地域食材を使ったレシピを考案

し、地域の食の魅力を発信する活動があ

りました。レシピを一から考えるのはと

ても難しく、食材の味を活かせれるよう

味付けができるように工夫しました。料

理の仕方のバリエーションは豊富で、食

材を使って地域活性化を行うのは、地域

食材が多くある地域の利点だと思いまし

た。 

３年間に及ぶ食文化班の活動で、地域

の食材をより多くの方々に知って食べて

もらいたいと感じました。それは、香美町
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には多くの魅力的な食材があるからです。

そこで食文化班では、調理実習だけでな

く、幅広い年代の方々に地域食材を知っ

てもらうために地元の食材かるたの作成

も行いました。かるたを作ることによっ

て、子供にも食材について知ってもらう

ことができます。それは、かるたは遊び感

覚で楽しく学ぶことができ印象に残りや

すいからです。かるたの読み札に地域食

材の特徴や魅力を使うことで、絵と照ら

し合わせながら手軽に食材のことを知る

ことができます。幅広い年代の方に知っ

てもらうには、遊びを取り入れることも

必要だと分かりました。 

 ２つ目はマラソン大会のボランティア

を通して、村岡高校がいかに深く地域と

のかかわりを持っているのか学びました。

みかた残酷マラソン・村岡ダブルフルで

はスタッフとして参加しました。残酷マ

ラソンでは給水所で水渡しをしました。

その時「人みな使命あり」と書かれた紙を

持ちながら走っているランナーの方を見

ました。また、村高生がいないと大会が成

り立たないと聞いたこともあります。こ

のことから村岡高校は地域になくてはな

らない存在だと改めて知ることができま

した。 

 

4.地域の現状で感じていること 

 私が香美町に在住して感じていること

は、日本全国でも問題になっているのと

同様に高齢化が進んで人口が減少してい

ることです。私が住んでいる集落にも空

き家が増えてきています。空き家を見る

と、なんだか静かで元気がないように思

えます。町を歩いているときに高齢者の

方はよく見かけますが、子供はなかなか

見かけません。地域を存続させ、活気づけ

るためにも若者や子供といった元気で活

発な方が必要です。その若者が香美町の

魅力を感じてもらえるような対策を、と

ることが必要だと感じました。 

 

5.地域に必要だと思われること 

 私が地域に必要だと思うことは、地域

住民の方が地域の活動にもっと興味を持

ち協力的になることです。明日香村との

オンライン研修で、明日香村の方々は地

域の活動にとても協力的だということを

知りました。明日香村の宿泊者数が増加

したり、世界遺産登録に向けた取り組み

などといった地域活性化活動ができるの

は、住民の協力があるからこそだと感じ

ました。そこで、まずは香美町の住民が香

美町の魅力や取り組みに興味を持つこと

が大切だと考えます。少しでも香美町が

行っている活動を理解し、興味を持ち、

個々ができる範囲で協力すれば、地域活

性化活動を行いやすくなりより良い町に

なっていくと考えました。 

 

6.私の地域活性化プラン 

人口減少を緩やかにするためには、「i

ターン」「u ターン」をする人を増やすこ

とが必要だと考えます。町長講演会で香

美町も移住・定住をする人を増やすため

に空き家バンクや補助金制度を行ってい

ることを知りました。ですが、なかなか移

住者が増えていないのが現状だそうです。

自然が豊かでとてもいい所だけれど住も

うとは思わないといった人を聞いたこと

があります。そこで私は魅力的な活動を

し、まずはこの地域のことや、昔とは違っ

た良さ・違った活動を行っていることを

知ってもらうことが必要だと思いました。 

まず、自然を活用した取り組みを行う

ことです。香美町にはキャンプをすると

ころがたくさんありますが、グランピン

グ施設は少ないと感じした。そこで、私は

小代住んでおり小代の魅力を知ってもら
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いたいと思い小代の山にグランピング施

設を作るのはどうだろうと思いました。

施設を作るとことで管理する人が必要に

なり、その他でも人手が必要になるので

働く場所を確保できると考えました。ま

た、グランピングはキャンプ道具が不要

だから誰でも手軽に泊まることができ、

香美町の自然の魅力をアピールすること

ができ、楽しんでもらえると思いました。 

廃校になった校舎・使わなくなった施

設・空き家を活用して宿泊施設を作った

り、カフェなどの飲食店を作ることを提

案します。香美町には空き家など使わな

くなった建物が増えているため、それを

有効活用することが必要だと思いました。 

というのは、宿泊施設やカフェなどの

ふれあいの場を作れば、人が集まり町の

元気を取り戻せると考えるからです。し

かしながら、香美町の現状は少子高齢化

で子供の数も減っているといえ、学校の

統合という問題も出てきているそうです。

統合するデメリットの一例として、町か

ら学校がなくなることで登下校の子供の

姿が見られなくなったり、校庭で遊ぶ子

供の声が聞こえなくなり、町の元気がな

くなり、ますます人口減少に拍車がかか

ることが挙げられます。また、子供が遊べ

る場所が減っているように感じるので、

遊具があれば親子で楽しめる施設になる

でしょう。 

これらの活動・取り組みを行うには人

手が必要になり働く場所を増やすことが

できるため、地域活性化につながり、活気

のある町になると考えました。 

 

7.まとめ 

私がサブタイトルを「ある物を活用し

た町づくり」にした理由は、香美町には空

き家などの今使われていない資源を、上

手く使って活性化を行うことが必要だと

感じたからです。 

 地域活動を通して、地域には石碑や地

元食材など、まだ知られていない資源が

あることと、使われていない建物が多く

あるということが分かりました。石碑は

調べることによってその地域の歴史も知

ることができとても魅了的なものなので

多くの人に知ってもらいたいと感じまし

た。 

 私は域活性化プランで人口減少を緩や

かにするための方法を考えました例えば、

自然を活かしたグランピング施設、廃校

などを活用した宿泊施設を作ることです。

地域の魅力を伝えるために私も地域の活

動に協力したいです。 
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1.はじめに 

私が「地域創造類型」に入った理由

は、生まれ育った地域のことをより多く

知りたいと思ったからです。とても単純

な気持ちで入った「地域創造類型」で

は、たくさんのことを知ることができま

したが、大変なこともありました。「地

域創造類型」で三年間過ごしてきて、自

分の未熟さや地域の魅力、地域に大切な

ことに気づき、地域の人を含め多くの人

に発信したいと考えました。 

 

2.地域探求で学んだこと 

「地域探求」では、多くのことを学び

ました。一年生のころには、山へ行って

その山の地層や植物について学んだり、

川へ行って昆虫採集をし、川の生き物に

ついて学び、海へ行ってスノーケリング

で海に潜り、海の生き物を見たり、カヌ

ーに乗って、海岸の岩の地層についても

学びました。また、地域散歩に出かけ、

地域の歴史についても学びました。人物

の石碑や、植物の石碑があることもわか

りました。 

二年生になり、私たちは多くの石碑を

訪ね、近所の方や役所の方から多くのこ

とを学びました。自分たちだけでは得ら

れなかった情報を地域の大人から教えて

もらうことで、より理解を深めることが

できました。夏休み中に、各自で奈良県

明日香村のことについて事前調査を行

い、オンラインで明日香村についての研

修合宿が行われました。奈良県明日香村

の方と「Zoom」で繋ぎ、明日香村の方の

話を聞きました。明日香村の方が実際に

行っている取り組みについて話を聞き、

香美町でも取り入れることができるもの

を見つけることができ、とても参考にな

りました。オンラインでの研修は初めて

だったので、「話が途切れたりするので

は？」と不安もありましたが、無事途切

れることもなくスムーズに研修を行うこ

とができました。今まで、自分たちの住

んでいる地域以外は調べたことがなかっ

たので、奈良県明日香村というほかの地

域について調べ、新しい発見を多く見つ

けられてとても良い経験となりました。

また、事前調査で調べたことで分からな

かったことも知ることができました。私

たちの質問にも丁寧に答えてもらい、よ

り明日香村のことについて知ることがで

きました。

 

図 1．奈良県明日香村オンライン研修の様子 

三年生になり、二年生のころに学んだ

ことをさらに理解するため、調査する石

碑を選び、今までよりも詳しく調べまし

た。石碑ごとに班を分け、その場に足を

運び、役所の方や近所の方を招き、話を

私の地域活性化プラン 

～地域内外の人々へ～ 
3 年 1 組 27 番 松尾 桃姫 
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伺いました。卒業制作として動画に残す

ため、インタビュー風景や調査場所の撮

影も行いました。インタビューに伺う際

は、事前にアポを取ったり質問内容の確

認や質問事項を考えたりしました。大人

の方の話を聞くことで、自分たちで調べ

てもわからなかったことを知ることがで

きました。過去の話や現在の話など、た

くさんのことを質問することができ、と

ても良いインタビューになりました。 

 また、「地域創造類型」では夏季調査

実習として、「集落調査」を行ってきま

した。学年ごとに調査する集落を分け、

各集落の区長さんにアポを取りインタビ

ューを行いました。話を聞く前に質問事

項を準備したり、本やインターネットを

使ってその集落のことについて学習を

し、インタビューを行う準備を整えまし

た。すると、本やインターネットには載

っていない話もあり、その集落について

より詳しく知ることができました。イン

タビューにはたくさんの種類があるので

すが、私たちは対面形式を活用すること

が多かったです。インタビューする方々

は、集落のことだけでなく、町全体、村

全体の歴史についてや、人生のことにつ

いても話してくださるので、質問の内

容、質問をするタイミングなどもしっか

りと考えるようになりました。 

 三年間で私たちは、様々なところへ出

向いたのですが、出向く先々どこも、自

然と隣り合わせでした。そこで香美町と

自然が密接な繋がりがあることを体感し

ました。特産物や人とともに香美町を動

かしているものが、一つでも欠けると、

香美町の魅力がなくなってしまうくら

い、香美町にとって自然は、とても大切

な魅力なんだと感じました。有名なもの

や建物が少ないから魅力が見つけられな

いと捉えられるかもしれないけれど、

「自然」が香美町の立派な魅力だと私は

考えています。

 

図 2．自然と隣り合わせの石碑巡り 

 

3.高校時代に地域で活動したことか

ら学んだこと  

 私が、高校時代に地域で活動して学ん

だことは、たくさんあります。春と秋に

行われるマラソン大会にスタッフとして

参加したときは、「こんな田舎で開催さ

れるマラソン大会に、だれが参加するの

か？」「参加者がいても数人だろう」と

思っていました。ですが、実際は香美町

に住んでいる方よりもほかの地域に住ん

でいる方のほうが、とても多く、アンケ

ートを取っていると大阪や神戸からの参

加者が多く、とても驚きました。また、

参加者の方々は口をそろえて「こんな自

然の中で走ることができてとても楽しか

った。」と言われていました。この時、

「香美町は自然が魅力的なんだ」と感じ

ました。また、総合の時間の班別活動で

私は、一年生と二年生のでは「地域福祉

班」として活動し、三年生では「食文化

班」として活動してきました。 

「地域福祉班」では、地域の高齢者や

小学生、小さな子供と交流しました。高

校生が中心となって地域の方と交流する

ことで、地域に輪ができ、高校生と高齢

者だけでなく、高齢者と小学生や高齢者

と小さな子供という高校生とだれかとい
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う輪以外ができることを知りました。こ

うすることで、地域に大きな輪ができ、

より地域活性化につながると考えまし

た。 

「食文化班」では、地元食材を使って

レシピを考案したり、ほかの地域に香美

町の食材を伝えるという活動を行いまし

た。すると、自分たちも知らなかった地

元食材があったりしました。それを地域

内外の方々に知らせることで、香美町の

食材を知ってもらい、香美町に足を運ん

でもらえると考えました。 

様々なイベントや行事に参加すること

で、地域と人の関わりが見えてきまし

た。今まで、同年代の人としか関わって

いなかったため、地域と人がこんなにも

関わっていると思わなかったし、こんな

にも香美町という地域は、魅力が多いん

だなと感じました。また、三年間同じ仲

間と活動を行ってきましたが、一人一

人、全く違う考えを持っていて、捉え方

ひとつで意見が違うことがありました。

そこで出た一つ一つの意見を聞いて、一

人の意見だけではいいものが作れないと

感じました。卒業制作として動画作成を

行っていく意見が出たときも、動画作成

に反対の人もいましたが、賛成派の意見

を聞き納得し、制作を行いました。いろ

んな意見が出たからこそ、いいものが作

れたと思っています。Ｄ 

 

4.地域の現状で感じていること 

 私が、一番初めに地域の現状で感じて

いることは、香美町は「少子高齢化が深

刻」ということです。香美町の現状を後

世に伝えるのが若者ではなく、高齢者が

多く、どれだけ地域のことを知っていて

話をしても実際に体験ができないし、話

を聞く私たち若者が理解しにくいと感じ

ました。また、高齢者ということもあっ

て、若者にはわからない言葉が出てきた

り、昔のこと過ぎて覚えていなかったり

することがあると感じました。高校生が

理解しにくいことを、小学生や中学生が

理解できるはずがないです。私自身、香

美町で 17年間過ごしてきて、香美町の

ことはある程度知っているつもりだった

のですが、高校生になって「地域創造類

型」に入って香美町のことについて調べ

ていると、「何も知らないな」と感じま

した。高校三年間で香美町のことを実際

に体験することで、香美町について今ま

でよりも理解することができたので、小

学生や中学生も実際に体験をしないと理

解出来ないのではないかと感じます。 

 

5.地域に必要だと思われること 

 今の香美町に必要なのは、大人の思い

を小学生や中学生、高校生に理解しても

らうようにしっかりと伝え、それを後世

に伝え、いつまでも香美町に残すことだ

と思います。そのためにも、まずは香美

町に興味を持ってもらわないといけない

と思います。大人と子供が一緒に楽しく

活動のできるイベントを地域で考え、実

行することで楽しみながら香美町の魅力

を知ることができると思います。さら

に、大人と子供の間に入っておとなが説

明しても子供がわからないことを子供に

わかりやすく説明できる人材がいること

で、子供により理解してもらえると思い

ます。公民館や空き家、役所などの地域

にある施設を利用することで、子供に大

人の思いがより身近に感じさせることが

できると思います。 

 

6.私の地域活性化プラン 

 私が考える地域活性化プランは「魅力

発信」と「子育てのしやすい町」です。 

 「魅力発信」では、私たち高校生が思
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う香美町の魅力を地域内外にＳＮＳ（ソ

ーシャル・ネットワーキング・サービ

ス）などを有効活用して発信することで

す。なぜかというと、今の時代ＳＮＳは

若者の利用がずば抜けて多いからです。

ＳＮＳには、「YouTube」や「Twitter」

「LINE」「Instagram」「Facebook」「Tik 

Tok」など様々な種類があります。現

在、香美町でも「Instagram」で魅力を

発信する活動を行っています。ただ、

「Instagram」だけでは、「Instagram」

をやっていない方には魅力発信ができま

せん。そこで私が考えるのが、

「Instagram」以外のＳＮＳも利用して

魅力発信を行うことです。例えば、

「Twitter」や「Facebook」で

「Instagram」と同じように画像や動画

を載せ、「Instagram」をやっていない方

にも魅力を発信するというやり方です。

また、「Instagram」「Twitter」

「Facebook」をやっていない方の中には

「YouTube」や「Tik Tok」はやっている

方がいると思うからです。「Instagram」

や「Twitter」と違って長時間の動画を

載せることができるので、画像では伝わ

らない魅力を伝えることができると思い

ます。 

 「Instagram」や「YouTube」を見て香

美町に訪れ、実際に香美町の自然を感じ

ることで「香美町に住みたい」と感じる

ようになると思うし、「香美町に住みた

い」と感じなくても少しは香美町に触れ

るきっかけになると思うからです。香美

町の魅力だけでなく、香美町で行われて

いるイベントに参加してもらうことも、

少しのきっかけになると思います。 

 

7.まとめ 

 私が三年間「地域創造類型」で学んで

きて感じたことは、香美町のことを少し

しか知らないのにすべて知っていると思

いこんでいたことです。香美町がどのよ

うな取り組みを行っているのか、どんな

問題に直面しているのか、ほかの地域で

はどんな取り組みを行っているのかな

ど、実際に「地域創造類型」に入ってた

くさんのことを経験してみて、初めて気

づくことができました。だからこそ、地

域の方にももっと香美町のことを知って

ほしいと感じたし、香美町の方だけでな

くほかの地域に住んでいる方にも香美町

のことを知ってほしいと思いました。自

分自身の目で見て体で体験して自分で考

えて知ってもらいたいです。最初から最

後まで、自分自身一人でできたらいいの

ですが、それは難しいと思います。なの

で、一人ではなく、地域の方や香美町に

ついて詳しい方、私たち村岡高校の生徒

を頼って、香美町のことをより多く知っ

てもらいたいです。多くの人が香美町の

ことを少しでも知ってもらえるように、

多くの人が「自ら進んで行動する」お手

伝いができたらいいし、お手伝いするこ

とで、自分自身もさらに香美町について

知ることができ、地域の魅力発信につな

がると思いました。香美町だからこその

魅力をもっとたくさん見つけて発信した

いと思います。 

 香美町は常に自然と隣り合わせです。

地域との関わりや、人同士の関わり、自

然との関わりを学べるのはここ香美町だ

けだと感じます。そんな香美町で育った

ことを誇りに思い、これから先の人生で

も香美町のことを学びたいと思うし、香

美町から出ても、出た先々で香美町のこ

とを多くの人に伝え素晴らしさを知って

もらい、香美町の魅力発信を続けたいと

思います。 

 当たり前のような生活の中で、新たな

発見が見つけられるようになったので、
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これからもこのような考え方はきっとこ

れからの生活にも役に立つので、このこ

とを忘れずにこれからも生活していきた

いと思います。 

 

図 3．オンライン研修の様子 
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1．はじめに 

 村岡高校に入学した理由は、アルペン

スキー競技を存分にできる環境であるこ

とに加え、地域に密着した特色ある活動

に魅かれたからです。私は、1 年生の時に

はアウトドアスポーツ系に所属していま

したが、２年で地域創造系に移りました。

理由は、大学進学のために幅広く学びた

いと考えたからです。 

 

2．地域探求で学んだこと 

 １年生のアウトドアスポーツ系の授業

で地域の自然や資源を使ったスポーツを

体験したり、講義を受けました。具体的に

は、入学直後にある合宿で野外炊飯、登山、

ツリーイングをしました。登山では、ただ

山を登るのではなく、川の水をペットボ

トルに汲みそれを仲間と協力して頂上へ

運び流しました。ツリーイングでは、ロー

プの結び方などを教えてもらい目標とす

る木を登りました。登って行くにつれコ

ツをつかんだり違う木にいる仲間とコミ

ュニケーションを取ったりしました。そ

して登り切った時の達成感と景色はとて

もいいものでした。この合宿が終わるこ

ろには仲間との絆が深まり、アウトドア

スポーツへの関心がより一層深まりまし

た。また秋には、長楽寺の前の橋を利用し

た懸垂下降を体験しました。この懸垂下

降体験では３年生にサポートしていただ

き行いました。最初は怖かったですが慣

れてきたら周りの自然、風景を楽しみな

がら降りることができました。講義では、

理学療法士、柔道整復師、鍼灸師、栄養士

の方に来てもらい、健康とスポーツにつ

いて学びました。鍼灸では針を触ってみ

たり刺してみたり体験しました。私は、ス

キーで体の調子が悪かった時に鍼灸をし

たことがあります。このように、スキーに

繋がること活用できることが多くありと

ても参考になりました。 

 ２年生の地域創造系では、香美町の石

碑を使って香美町について知ってもらい

興味を持ってもらうことを目的にし、石

碑(石造物)を巡る香美の旅を大きなテー

マとして活動をしています。このテーマ

は地域創造系１年生の時から掲げている

ものであり１年生の時アウトドアスポー

ツ系だった私は、地域創造系に移ってす

ぐのころ何をしているのか、どう行動す

ればいいのか分からず、この先大丈夫か

とても不安でした。しかもその頃は新型

コロナウイルスにより学校が休校でした。

そんな中 zoom を利用して地域創造系の

授業がありました。 

図 1.明日香村とのオンライン研修の様子 

事前に各自で身の回りの石碑についてま

 

私の地域活性化プラン 

～住みやすく楽しい町～ 
3 年２組１番 明保能 和 
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とめそれを発表するというのを何度か行

いました。何も分からず戸惑っていた私

は友達や先生から丁寧に教えてもらい次

第に取り組みの意味、目的を理解し積極

的に取り組めるようになりました。休校

も終わりいつも通りの学校生活になって

からの地域創造系の授業は、放課後に休

校中に調べた香美町の石碑を何個か実際 

に見に行くなどしました。(図 2) 

図 2.小代杉の石碑を見に行った様子 

また夏には、地域創造系がテーマとして

いる取り組みを行っている奈良県の明日

香村の方と zoom を利用してお話をしま

した。(図 1)明日香村には、文化財である

『明日香宮跡』『明日香大』『石舞台古墳』

などの石造物といった魅力がたくさんあ

ります。古くからある石造物だけではな

く、明日香村には、歴史あふれる建物や街

並みがあり、またコンビニエンスストア

では、屋根は瓦、色は淡い色を使っており、

家を新しく建てるときも同じように瓦屋

根で派手でなく昔からの建物と馴染むよ

うにしているそうです。明日香村の文化

財・景観は住民によって大切に守られて

きているということが分かります。地域

の住民も協力しているのはとても素晴ら

しいことで、それほど大切に誇りを持っ

ているのだと感じました。石造物につい

ては、１つ１つの石造物を詳しく調べる

だけでなく、その石造物の周りも調べあ

げることによって、昔の風景や出来事、仮

説がわかるそうです。石造物は、日本だけ

でなく外国産の遺物も多数発見されてい

て、外国とも関わりが昔からあるのはと

ても貴重だと思いました。明日香村は石

造物を活用した事業もしています。具体

的には、持ち運べる猿石です。実際の形、

大きさを型にとって作ったものでそれを、

展示室での展示や講演会での公開に使用

しているそうです。石造物がある場所に

行かなくても実際の大きさの石造物を見

ることができ、石より軽いもので造られ

ているので持ち運びが便利だなと思いま

した。石造物という魅力を多くの人に見

てもらおう、知ってもらおうという想い

が伝わってきました。他には、ツアー造成

やあすかナビという活動をしています。

あすかナビでは、五感で飛鳥を感じるた

めのナビゲーションシステムもあり、日

本語の他、英語、中国語、韓国語にも対応

しています。海外からの観光客も楽しむ

ことができます。観光客も増え明日香村

をもっと多くの人に知ってもらうことが

できます。少子化の改善や地域活性化に

も良い影響を与えると思いました。魅力

を発信するのは簡単なようでとても難し

いことだと学びました。 

 ３年生の地域創造系では、まだ完全に

おさまってないコロナ禍で、石碑の魅力

を動画配信によって発信する取り組みが

始まりました。内容は、数人のグループに

分かれ担当の石碑についての資料を集め

５分ほどの動画にまとめ、DVD を作成し

ます。その動画作りの時に、明日香村のナ

ビゲーションシステムのように日本語だ

けでなく、字幕を付けたりしてより多く

の人が楽しめるように工夫しています。

この DVD をきっかけに香美町に興味を

持ち足を運んでくれる人が少しでも増え

たらいいなと思い、積極的に活動しまし

た。 

 

 



 

- 43 - 

 

３.高校時代に地域で活動したことか

ら学んだこと 

 村岡高校では，総合的な探究の時間で

「村高発 地域元気化プロジェクト」とい

う活動を行っています。８つの班があり、

私は３年間民芸班に所属していました。

民芸班では、南中ソーランを踊ります。授

業だは、ただ踊るのではなくビデオを撮

って、もっとよくするにはどうすればい

いかなど考えています。また、高齢者の方

でも踊れるように椅子に座ったままの踊

りを考えました。その他、みかた残酷マラ

ソン全国大会や村岡ダブルフルウルトラ

ランニングで南中ソーランを踊ったり、

スタッフとして参加します。南中ソーラ

ンを踊っていると足を止め一緒に踊って

くれるランナーの方もいました。自然と

みんなが元気になるように感じました。

この大きなイベントに参加してより香美

町の良さが分かります。小さな町だから

こその人と人の距離感や思いやりがある

と思いました。ランナーの方にアンケー

ト調査をするのですが、そこにはいつも

「地域の方が優しくて頑張って走り切る

ことができた」や「学生の皆さんから元気

をもらえた」などたくさんの言葉をいた

だきます。香美町の良さが少しでも多く

の方に知ってもらえ嬉しいです。総合的

な学習の時間の活動はこれからも続けて

いくことが大切です。 

 

4.地域の現状で感じていること 

 私が地域の現状で感じていることは、

高齢化を伴う人口減少です。令和 3 年 4

月の香美町の高齢化率は約 40％であり、

小規模集落（高齢化率 40％以上、50 世帯

未満）が 58 集落あり、そのうち限界集落

（高齢化率 50％以上）は 36 集落もあり

ます。私は小代の平野地区に住んでいま

すが、平野地区には、小中学生は 0 人で

高校生は私を含め 2 人しかいません。人

口減少のスピードを少しでも遅くするた

めに香美町では、移住定住政策として空

き家バンクなどの取り組みを行っていま

す。どうしてこんなに人口減少が進んで

いるのか考えました。香美町の高校生は

卒業後大半が都市部へ行きます。理由は、

大学進学や専門学校、就職のためです。こ

れは、仕方ないことだと思います。ですが、

卒業後などに香美町に帰ってくる人も何

人かいます。その人数が増えたら人口減

少の減速に繋がると思いました。何より

私が 17 年間香美町で暮らして感じる不

便な事が 3 つあります。1 つ目は、生活用

品などを買う店が近くにないことです。

私の思う近くとは、家から歩いて行けた

り自転車で行けたりする距離を想像しま

す。それに比べると私の住んでいる小代

からコンビニやスーパーに行くには車が

必要です。おそらく小代住民の多くが、食

品は宅配サービスを利用していると思い

ます。私の家では、毎回大量の食品が家に

届きます。それを見ると、近くにスーパー

などあったらいいなと思います。2 つ目は、

多くの人が自家用車で学校に行っている

ことです。小代から村岡高校に通ってい

る多くの人は、ほぼ毎日村岡高校まで自

家用車で送ってもらっています。私もそ

の 1 人です。バスはありますが、数が少

なく運賃が高いので利用している小代の

生徒は少ないです。私の父は村岡高校に

通っていたらしく、当時は、スクールバス

を利用していたと聞きました。現在も小

代から村岡高校までのスクールバスがあ

ったら便利だと思いました。3 つ目は、廃

校が増えてきたことです。ここ数年で香

美町では、幼稚園や小学校、中学校が廃校

になっています。ひと学年の人数が 1 桁

だったり行事に限りがあり合併していま

す。廃校になった学校は、放置されていた
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り壊したりしています。せっかくの建物

が使われなくなるのは、悲しいです。兎塚

中学校は廃校になってしまいましたが、

校舎を宿泊施設として利用しています。

また、射添小学校は特別支援学校として

利用しています。このように廃校になっ

た学校をなんらかの形で利用していてい

いなと思いました。廃校の他に空き家も

多いので建物を利用して地域活性化の助

けとなったらいいと思います。 

 

5.地域に必要だと思われること 

 私が、地域に必要だと思うことは、若者

の力です。何をするにあたっても若者の

力は必要だと思います。若者が戦力にな

ることで、村岡高校が目指している地域

元気化プロジェクトという地域活性化に

も繋がります。しかし若者の力をどう集

めるのかがこの地域の問題です。4 で述べ

たように多くの人が香美町を出てします。

そのような人たちが香美町に戻って来た

いと思える様な魅力のある地域を作りそ

の魅力を発信していくべきだと考えます。 

 

6.私の地域活性化プラン 

 私の地域活性化プランは、4 で述べた私

が 17 年間香美町で暮らしてよく感じる

ことを踏まえて考えました。以下のプラ

ンの目的は香美町がもっと住みやすく親

しみやすくなることです。 

① 動くスーパー 

② 田舎のショッピングモール 

この２つのプランを説明していきます。

まず①動くスーパーについてです。動く

スーパーとは、各地域を回り、食材などを

売りに行くトラックです。宅配サービス

を利用できますが、高齢者の方には、商品

選択の手続きが大変だと思いました。ま

たテレビでも移動式のスーパーなどよく

見ます。香美町にもあったらおもしろい

なと思いました。また各地域を回ること

によって、人にも合うのでちょっとした

交流になると思いました。香美町には野

菜などの食材が豊富なので新鮮な状態で

届けることができます。食材だけでなく

日用品もあるといいと思いました。次は、

②田舎のショッピングモールについてで

す。廃校を利用した取り組みです。教室が

多いので、それを利用して商品を教室ご

とに別けたら買い物がしやすいと思いま

す。買い物だけでなく、音楽室のピアノを

弾いたり体育館では自由に遊んだり給食

室は食堂として利用できたらいいなと考

えました。母は買い物をし、その間に子は

遊ぶことができます。そうすることで家

族で行く人も増えると思います。誰もが

利用できる施設にすることで親しみやす

いです。また世間でも注目を浴びると香

美町に訪れる人も増えると思いました。

このプランを若者が中心となり取り組ん

でいったら地域はもっと元気になります。

これらの取り組みなどを多くの方に知っ

てもらうためにインターネットを存分に

利用して情報を発信に力を入れていこう

と思いました。 

 

７.まとめ 

 5 のような地域活性化プランを考える

だけでなく実践することが大切だと思い

ます。しかし実践することは簡単ではな

いです。人手や場所や経費など必要なこ

とが多くあります。人手に関して特に人

口減少や都会に出てしまう人が多い香美

町ではとても難しいです。香美町の魅力

を改めて地元の方に知ってもらうことで、

香美町に残りたい、帰ってきたいと考え

る人が増えると思いました。帰ってきて

もらうには時間がかかるかもしれません。

だからこそ今香美町にいる人、特に高校

生が先陣を切って活動したら良い方向に
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進むと思います。また、イベントに香美町

民が積極的に参加することも大切です。

実際に自分が体験することにより新たな

一面を発見できます。興味関心もより一

層深くなります。私も、残酷マラソンでソ

ーラン節を踊った時に、ソーラン節を楽

しみにしているランナーがいてソーラン

節の魅力を発見しました。また、地元愛が

深くなりました。大学に行くため香美町

を離れてしまいますが、香美町民という

ことは永遠の宝物です。このように思え

るのは、地域と密接に過ごしてきたから

です。関わってくださった人に感謝を忘

れないようにしたいです。これから先の

人生でこれらの学んできたことを存分に

活用していきたいです。そして、地元愛を

もっと深め香美町の魅力を大切に誇り高

く思い、発信していきたいです。まだたく

さん問題や課題があるけど香美町民一丸

となって頑張れば解決に近づきます。私

は、香美町に生まれ育ってよかったと心

から思っています。 
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1.はじめに 

 私は村岡のことが好きで、村岡のこと

がもっと知りたいと思い、村岡高校地域

創造系に入学することを決めた。 

高校入学までの私は村岡の知識はほと

んどなくなんとなく住んでいて地元だか

ら好きだったというような感じであった。

高校入学後の地域創造系の授業を受ける

ことで住んでいると当たり前と感じてい

たような村岡の魅力を発見、再確認する

ことできた。地域のことを知れば知るほ

ど地域にとって足りないものや必要なこ

とが分かるようにもなってきた。 

本論文では私の感じた地域の課題や地

域に足りないもの。そして地域への提言

を述べていく。 

 

2.地域活動での学び 

高校在学中、地域創造系の授業以外で、

集落調査やマラソン大会のスタッフとし

て地域に出て活動した。 

集落調査では、3、4 人のグループに分

かれて村岡の集落に実際に足を運び、区

長さんなど集落の方から集落に関する

様々な話を聞くことができた。一年次は、

集落ごとの特徴や歴史などの謎を紐解き、

二年次は新型コロナウイルスの影響もあ

り小代地区の人物調査を行った。集落・人

物調査では、これまで集落の一部としか

見ていなかった部分に焦点が当たり、地

域の細かいところを知ることが出来た。

集落調査では地域に高校生が足を踏み入

れ、疑問を抱き、区長さんなどに質問する

ことによって、私たちはコミュニケーシ

ョン能力や臨機応変に対応する力が向上

した。この集落調査では、集落の人たち自

身も地域の魅力を再発見することができ

るというメリットがある。さらに、集落調

査の結果は冊子にまとめるため、冊子を

手にとった人たちが定住者になったりす

る可能性がある。そのためこの集落調査

は取材される集落と取材する高校生にと

ってＷｉｎ－Ｗｉｎな関係になっている

と考える。この他にも自分の集落のこと

は知っていても隣の集落の詳しいことを

知っているという人は多くない。また、調

査をまとめた冊子を近隣集落の人が見る

ことで、近隣の集落への理解が深まり隣

の集落とも親交が深まったり、地域活性

にもつながる（写真１）。 

 
写真１ 集落調査の様子 

 

二年次の地域のマラソン大会は中止に

なったが、一年次には、「みかた残酷マラ

ソン」と「村岡ダブルフルウルトラランニ

私の地域活性化プラン 

～過疎地域に生きる意識～ 
3 年２組２番 浅田 光 
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ング」のボランティアスタッフを経験で

きた。みかた残酷マラソンでは名前応援

というランナーの方のゼッケン番号から

名前を特定し「〇〇さん頑張れ」という風

に実際にランナーの方の名前を呼んで応

援をした。選手からは好評で、「ありがと

う」と手を振ってくださる方もおりとて

も楽しくボランティア活動をすることが

出来た。村岡ダブルフルウルトラランニ

ングでは、民芸班の一員として一日中ソ

ーラン節を踊った。一日中踊るのはとて

もしんどく、つらい経験でしたが、ランナ

ーの方が一緒に踊ってくださったり、逆

にランナーの方がこっちを応援してくだ

さったりして貴重な体験ができた。これ

らの地域活動から、人の持つあたたかさ

や村岡の自然の美しさなど地域の魅力を

再確認することが出来た。集落調査・マラ

ソンスタッフを通じて私はボランティア

活動の楽しさを学んだ（写真２）。 

 

写真２ マラソンボランティアの様子 

 

3.地域探求で学んだこと 

 地域探求の授業では通常の教科書など

を使う様な授業はほとんどなく、校外か

ら講師の方を招き、出された課題に対し

てグループ、又は個人で考えたものを発

表しあうといったかたちで授業が進んで

いくことが多かった。その他にも校外に

出ていき実際にその土地で地域の資源を

体験するような授業をもあった。一年次

には、村岡商店街周辺や御殿山の歴史を

フィールドワークをしながら学び、神鍋

山では但馬の植物の調査とその植物の図

鑑の作成をするなど、地域の資源や魅力

の確認、再発見をすることが出来た。私は

歴史が好きなため、村岡の歴史の授業は

特に興味を惹かれるものとなった。現在

の村岡商店街は山名氏が攻めてくる輩を

家臣達がすぐ守れるようにできていたこ

とは特に印象に残っている。また、香美町

には自然が溢れており、山・川・海はひと

つなぎになっており、それが香美町の魅

力の一つだと学んだ。（写真３） 

 

写真３ 地域学入門の様子 

 

二年次には、鳥取大学のアレクサンダ

ー・ギンナン准教授を講師に迎え、香美町

にある石造物に焦点をあてて調査を行っ

た。実際に村岡区萩山にある一二峠御廟

や村岡区福岡にある八幡山公園の石造物

などを調査した。石造物の調査をするこ

とで石造物には建立された時代の人々の

想いが詰まっており、調査をすることで

当時の人々の石造物に対する想いが分か

るのではないかと考えた。そして今回の

石造物調査の結果を 57期生の先輩方が残

した成果物を参考にして映像という形で

残すことが決まった。 

二年次の夏季休業中には奈良県明日香

村とオンライン研修をした。明日香村は

古代の石造物が多数存在し、その石造物
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を観光資源として地域活性を目指してい

る。緊急事態宣言がなければ実際に明日

香村に足を運び明日香村の石造物や人々

の暮らしを肌で感じ、香美町の地域活性

へとつなげるべく研修えたのだが、代替

措置としてオンライン研修というかたち

で実施されたことは少々残念であった。

明日香村は村独自の法律「明日香法」を作

り村の景観の保護をし、村全体で石碑、・

石造物を守っていこうと動いており、世

界文化遺産の登録に向けて村全体で頑張

っている。また、「あすかナビ」という石

碑・石造物の場所がインターネット上で

わかるシステムや石碑の復元品を、遠隔

地での講演会に用いて実際に石碑の雰囲

気などを感じられるような取り組みもし

ていた。この他にも明日香村は、「民家ス

テイ」を行っており、修学旅行生や外国人

観光客などがホームステイのような感じ

で明日香村で生活を体験するというもの

である。「民家ステイ」の特徴としてステ

イ先の家族と一緒に料理を作る、特別な

ことはしないという決まりがあった。宿

泊客も第二の故郷のように明日香村を感

じる方がいるほど落ち着くそうである。

「民家ステイ」の利用者は年々増えてい

るようで「民家ステイ」によって明日香村

に活気がもたらされている。明日香村は

歴史的風土の保存等の邁進を大きな目的

とし、石造物を利用した観光や地域産業

振興、観光来訪者の長期滞在を見込んだ

古民家の活用・再生をすることによって

民間活力の導入を促進するとともに明日

香村の魅力が体験できるプログラムの充

実や宿泊者増加のための施策を考えてい

た。私は地域活性を考える際には移住者

を増やすことが大切だと考えていたが、

地域の魅力を利用した観光客の増加を目

指すことも大切だと学んだ（写真４）。 

 

写真４ 明日香村オンライン研修の様子 

 

4.地域の現状 

 現在の香美町は、人口減少と少子高齢

化が急速に進んでいます。昭和 45年の国

勢調査によると 28,321人香美町に居住し

ていたが、平成 27年の国勢調査によると

18,070 人まで減少している。45年間で１

万人以上の人口減少が見られます。令和 2

年の国勢調査速報値によると世帯数は

5,905 世帯で 323 世帯の減少、人口は

16,096 人で 2,001 人減少しており、平成

27年から令和 2年までの人口減少率は 11，

07％で県下 1 位の減少率となっている。

さらに、令和 2 年の年少人口は 2065 人、

高齢人口は 6630 人となっている。また、

令和3年4月時点で町内120集落のうち、

高齢化率 40％以上かつ 50 世帯見未満の

小規模集落は 58、高齢化率 50％以上の限

界集落は 36となっているのが現状である。 

 

5.私の地域活性化プラン 

 私は香美町が今後活性化していくため

には３つ必要だと考える。①香美町への

観光来訪者を増やすこと、②香美町にあ

る空き家を有効活用すること、③地域住

民の意識改革である。 

まず①であるが、香美町への観光来訪

者を増やすためには香美町の魅力をうま

く発信していくことが必要であると考え
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る。香美町にある魅力として自然が美し

いこと、カニや但馬牛など美味しい食べ

物があることなどが挙げられる。しかし、

その豊かな自然を活かした魅力がうまい

形で外部の人に伝わっていないのではな

いかと考えた。YouTubeで「香美町」と調

べた結果ほとんどの動画は再生数が少な

いが、カニ漁についての動画は再生数が

多いことがわかった。このことからカニ

は人からの関心が高いことが分かった。

普段食べているカニ漁の様子に興味を持

った人が動画の視聴をしているとコメン

トから読み取れた。また、再生数順に見た

ときに村岡区長板にある「コインスナッ

クふじ」の動画の再生数が多いことが気

になった。調べてみるとコインスナック

というものは今は全国でもほとんどない

もので近畿にはコインスナックふじしか

ないようであった。このことも香美町の

希少なものであると考えたが香美町の魅

力をどう観光客の方に伝えていくのかが

重要である。少し目的は違うが神奈川県

川崎市の事例を挙げたい。川崎市は公害

などの歴史的背景から住民や近隣地域の

住民からの印象が良くないことが課題だ

った。そこで、川崎市の魅力や現状を戦略

的に発信しイメージアップを図る「シテ

ィセールス戦略プラン」を実行した。この

プランとして、①対外的な認知度やイメ

ージの向上、②市民による川崎市の魅力

の再発見、市民としての誇りや一体感の

醸成、③川崎ならではの魅力や活力の創

出を目標として掲げた。まずは、市民が

「川崎市とはどのような町か」を語れる

よう地域の魅力を積極的に発信浸透させ

ることに力を注いだ。川崎市は 4 種類の

出版物を発行し、目的に合わせて使い分

けている。また、情報発信はただ単に大量

の情報を発信するのではなく、①川崎市

には多彩な魅力があることを知ってもら

うために「文化芸術」「スポーツ」など情

報の分類分けをして発信。また、各分野を

連携させることで価値が生まれるように

している。②伝えたいことを明確化する

ために統一感のある「ブランドメッセー

ジ」を合わせて発信。例として、「音楽の

まち」「スポーツのまち」などのブランド

メッセージを作るときには市民にも参加

してもらい、主体性を出す。といった活動

をし、現在もさらなる地域の魅力を内外

に周知するべく情報発信を行っている。

香美町も広報を出しているが、川崎市の

ように幅広い分野ではなく、魅力も十分

に発信されていない。内からの魅力向上

のために、出版物に力を注ぐのも一つの

手ではないかと思う。 

次に②の香美町にある空き家の有効活

用することについてであるが、町内にた

くさんある空き家をリフォームすること

で移住者や観光客に提供していけばいい

と考える。香美町には平成 30年の調査で

7,380 件あるうちの 1030 件が空き家にな

っていて、空き家率は 14％となっている。

今の日本では、都会の生活に疲れた人や、

田舎の生活に憧れている人が田舎に移住

したいと考える人が増えている。移住先

として地方を希望している人は推計 309

万人というデータがあり、そのうち３％

ほどが具体的に計画しているようだ。ま

た、近年新型コロナウイルスの流行によ

るテレワークの増加などで田舎への移住

への関心も高まっている。コロナ収束後

にもテレワークを継続すると答えた企業

はロイター企業調査によると、回答した

248 社のうち 34％の会社が継続すると答

えたという結果になった。そこで空き家

をリフォームし、移住者に提供すること

によって家を建てる手間や取り壊すため

のお金なども節約できると考える。また、

町内には空き家が増え住民も少なくなり
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寂しい雰囲気のする地区もある。私の住

んでいる地区もそのような状況になって

いる。そこに移住者の方が入居すること

によって地区内の人口が増え、地区内で

の人と人のコミュニケーションの機会も

増えるので地区内に少なからず活気がも

どってくる。空き家のリフォーム費用に

ついては、香美町空き家バンクに登録し

ていると補助金も出る。空き家バンクへ

の空き家の登録を促す活動もするべきで

ある。また、移住者が求めるものとして、

病院などの生活環境の充実、仕事、求人が

あること、住環境が整っていることが求

められている。そういった移住者が求め

ていることの整備もすすめていかなけれ

ばならない。また、平日は都市で働き、週

末は地方に住む 2 拠点生活が増えるとも

言われており、オンライン化する社会で

都市に必ずしもいる必要がなくなり、い

きなり地方移住はせず様子見も込めて 2

拠点生活を選択肢に入れている若者が増

えつつあるようだ。 

最後に③の地域住民の意識改革である

が、今の日本は東京などの大都市への人

口の集中化が進み、都会と田舎の人口格

差が広がっており、若者は進学や就職の

ために都会に出ていくというのが当たり

前という社会になっている。そんな中で

地域に住んでいる高齢者たちは、「若者が

地元に帰ってきてくれたらいいな」と半

ばあきらめに近い地域存続をしている。

これは由々しき事態である。今の香美町

内では限界集落と呼ばれる、集落として

の共同体の機能を維持することが限界に

近づいている集落が 36もあることはすで

に述べた。限界集落はこれからもっと増

えていくとも予想される。今のままで本

当に集落の存続はされていくのだろうか。

私はそうは思わない。集落の人々が、若者

が帰って来てくれること。町の政策で人

口減少が抑えられたり、定住者が増える

ことを期待するのではなく、集落の人々

が若者が帰って来てくれるように働きか

けをしていかなければならないのではな

いかと考える。具体的には集落に伝わる

伝統の維持、継続や集落継続のために話

し合いの場を設けるなどが挙げられる。

例えば、祭り，民俗芸能等で時代の影響を

受けて変化・消滅する可能性があるもの

を継承・発展させるためには，その現状や

歴史，経緯等の詳細な調査により特色等

を十分に把握し，伝承や普及などの目的

に合った最適な記録作成を行うことや，

これらの成果の有効活用によって，伝承

者と支援者を確保していくことが必要で

ある。また、現状集落の存続を若者に任せ

ているという意識から高齢者たちも存続

にむけて行動という意識に変える必要が

ある。確かに人口減少が進みこういった

活動をすることが出来なくなってきてい

る集落もある。そういった場合は町が補

助したり、高校生が支援をしたりと、町や

若者に頼った集落の存続ではなく地域の

人たちが一丸となってこれからの香美町

を創っていく必要がある。「地元住民の意

識改革」を行うには①まず、地元住民にま

ちづくりを考える機会や場をつくること。

②実践できる機会や場を用意すること。

③そして、「よそものと地元住民の交流」

の機会や場を用意することが必要である。 

 

6.まとめ 

 地域創造系での活動では、通常の授業

では経験することが出来ない体験をする

ことが出来た。村岡高校は地域とのつな

がりが強く、地域とのつながりを大切に

する高校なため、地域に出て活動をする

ことが多い。その中でも地域創造系では、

地域に出ていく機会や地域の方たちと会

話をすることが多く、活動内容を発表を
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する機会も多く、コミュニケーション能

力やものごとに臨機応変に対応する力を

身につけることができた。地域創造系に

入ったことで身体も人間としても、入学

時の自分より大きく成長することが出来

たと思う。今の香美町では、人口減少と少

子高齢化が急速に進んでいる。それを止

めるのは極めて難しいが、減少の抑制は

できると考えた。そんな中で、私が地域活

性化プランに挙げたように観光客の増加

のために活動することや空き家の活用、

地域住民の意識改革をしていけば住民の

方々の活気があふれた町になると考える。

地域の活性化は簡単に出来ることではな

く、達成できるのかは定かではない。しか

し、何事もやってみないとわからない。自

分の生まれ育った地域がなくなるのは悲

しいと感じ、それは阻止していきたい。自

分にできることはまだまだ少ないが、地

域のことを常に考え高校生活を送ってき

た。日本の未来を担うためにも村岡高校

の地域創造系に入ってよかったと今では

思っている。 
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1．はじめに 

 私は中学生の頃から「大人になっても

ここ（香美町）にいたい」と思っていまし

た。でもその理由が自分の中ではっきり

とはしておらず、心の中でどこかもやも

やとしていました。そんなとき姉が地域

創造系での活動を家で話していたり、近

くでその様子を見たりして私も村岡高校

の地域創造系に入り、地域について学び

たいと思い始めたと共に私の地域に対す

るこの想いはどこから生まれているのか

知りたいと思うようになりました。 

 そこで私はこの卒論で、地域創造系を

通して学んだことや香美町により多くの

人に来てもらうプランを述べようと思い

ます。 

 

2．地域探求で学んだこと 

 私は大きく分けて 4 つのことを地域探

求の中で学びました。 

 1つ目は積極的になることです。私はも

ともと人と話すこと、特にグループワー

クなど大人数での話し合いが苦手でした。

理由は私の意見を言ったところでなにも

変わらないのではないか、みんなに変に

思われたらどうしようと思ってしまうか

らです。そのため、自分の考えはしっかり

あるのになかなか言い出せず、人目ばか

り気にしていました。 

しかし、高校 2 年生になりグループワ

ークが一段と多くなり提案や疑問に思っ

たことを発言する場面が多々ありました。

最初は緊張していましたが、自分の意見

を伝えると周りの人が共感してくれたり

たくさん話し合いをしたりして、より良

い案を考えられた達成感を感じました。

自分の意見に自信を持つことができ徐々

に積極的な姿勢へと変わることができま

した。またこの経験より、周りの人とたく

さん意見交換をすることでさらに良い考

えがうまれることを感じることができま

した。 

また、発言だけではなく行動も積極的

になりました。例えば、村高フォーラムの

ときにパネルでの発表を私がしたいと自

分から手を挙げてみたり、先生に参加し

て欲しいと頼まれるといろんなことに挑

戦してみたいと思うようになりたくさん

のイベントに参加させていただいたりと、

自然と積極的に活動したいと思うことが

増えてきました。 

2つ目は、視野を広く持つことです。そ

のことを強く感じられた体験は「奈良県

明日香村オンライン研修」です。新型コロ

ナウイルスの影響で直接現地に行くこと

はできませんでしたが、明日香村の教育

委員会文化財課の方や現地ガイドさんの

方々にお話を聞いて私はそう感じました。

まず教育委員会の方のお話で、明日香村

の石造物は大きくて直接見に来ていただ

くしか方法がなかったそうですが、どこ

でも持ち運べるよう復元品を作ったとい

うことです。私たちもそれ以前に石碑を

どう広めるのかたくさん意見を出しあっ

ていました。ですが、その意見の多くがど

うしたら香美町に石碑を見に来ていただ

私の地域活性化プラン 

～香美町を第２のふるさとに～ 
3 年２組５番 井端 夕夏 
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けるのか、SNSでの発信をしてみてはどう

かといった「来てもらう」「スマホやパソ

コンを通して見てもらう」といった“して

もらう”ことばかりだと気づきました。私

はこの気づきを活かして、発信方法を考

える場面があったとき来てもらうばかり

ではなく、私たちが他の地域に出向くこ

とも視野に入れて、新しい発信方法を考

えたいと思いました。またこの気づきと

同時に考えに限界を作らず活動すること

の素晴らしさを感じることができました。 

現地ガイドさんのお話で印象に残って

いる言葉は「魅力を発信するためには、ま

ず地域の宝を知ることを楽しいと感じる

ことが大切」です。今まで私は地域の素晴

らしい石碑を知ることを楽しいと思った

ことがありませんでした。ですが、人に魅

力を伝える前にまず自分が学ぶことを楽

しいと思っていないとより良い魅力発信

はできないと感じたとき、これからは自

分なりの視点で石碑について仮説をたて、

調査してみようという気持ちが湧いてき

ました。実際に自分なりの視点で考えて

みたことによってこの石碑はどんな思い

で作られたのか、なぜこの場所にあるの

かといった想像が膨らみ家族や友達に聞

いてほしいと思うことが多くなりました。 

図 1．明日香村オンライン研修の様子 

 

3つ目は、相手に伝えることです。私は

昔から人に説明することが苦手で常に自

分の発言に自信が持てず、早口になった

り目を見て話せなかったりと同じ失敗を

何度も繰り返していました。しかしそん

な私でも克服することができたと感じら

れた体験がありました。「地域創造ハイス

クールサミット in北栄」です。ここでは、

数校の前でのオンライン発表でした。で

すが、自分たちの活動を全く知らない大

勢の人達の前で私たちが行っている活動

を自信が無さそうに説明しても相手には

なにも伝わりません。そのため、私はゆっ

くりはきはきと話すよう心がけました。

するとこの意識のおかげで練習を積み重

ねていくごとに、自分の発言に自信を持

つことができ、今までは硬い表情で発表

していましたが本番では笑顔で楽しみな

がら発表することができました。その後

も人前で話すことや地域創造系の授業体

験にも参加させていただき、人との交流

が楽しいと感じるようになり自分の成長

を身に染みて感じることができました。 

 4つ目は、人とのつながりです。私は地

域の石碑を調べる上で何度か地域の人に

お話を伺う機会がありました。 

家の近くにある石碑を調べたとき地域

の方にお話を聞きに行ったのですが初対

面なのに気さくに話してくださったり、

お話を聞き終わった数日後に「石碑につ

いての情報はあれだけでよかっただろう

か、良い発表はできたか」と心配していた

だいたり何気ない一言でもとても嬉しい

気持ちになり地域の人との交流の大切さ

感じました。また兎塚地区にもインタビ

ューをしに行ったことがあり、班の中で

は私だけ住んでいる地区が違いました。

そのため地区が分からない時があったの

ですが「この地区にはこれがある」と言っ

て地区がある方向へ指を指しながら説明

していただいたり一緒に石碑があるとこ
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ろに行っていただいたりなど、香美町の

人のあたたかさを感じることができまし

た。最近はネット社会でほとんどのこと

をインターネットで知れますが、こんな

社会だからこそ直接お話したり聞いたり

見たりする“人とのつながり”の重要性を

感じたと共に香美町ならではの人のあた

たかさを感じられた機会でした。 

 

図 2．インタビューの様子 

 

3.高校時代に地域で活動したことか

ら学んだこと 

 私は総合的な探求の時間で、バレーボ

ール部とスキー部で構成されている“民

謡集団蘇武”に所属しています。民謡集

団蘓武とはソーラン節を披露して地域に

元気を与えることを目標として活動を行

っています。披露するのは地域のお祭り

や学校のオープニングとして踊ることが

ほとんどで、私が 1 年生のころは夏休み

もソーラン節を踊る予定が多くありまし

た。私は地域の方の前で踊っているとき

に見える、お年寄りの方の手拍子や、幼稚

園・小学生の子が一緒に踊ってくれてい

る姿そして地域の人との一体が感じられ

るあの雰囲気が大好きでした。しかし新

型コロナウイルスの影響で披露する場が

少なくなった今、ひたすら体育館で汗を

流し足が痛いと叫びながら必死に練習し

ても地域の人に見ていただけないことに

やる気をなくすことや悲しい気持ちにな

ったことがありました。ですが、私のそん

な思いを吹き飛ばしてくれた言葉があり

ました。私は集落調査である地域に行っ

ていたのですが、そこである男性が「村岡

高校のソーランを見ていると元気をもら

える」と言ってくれました。私にはその言

葉がとても胸に響いたと同時に元気を与

えるべきである高校生が逆に勇気づけら

れてどうするのだ、と思いました。また、

私たちが踊るソーラン見ることを楽しみ

にしてくれている大勢の人がいることを

忘れずに今後も練習に取り組みたいと気

持ちを新たにすることができた貴重な時

間でした。また私たちは高齢者バージョ

ンといった、椅子に座っていても踊れる

ソーランを作りました。私も村高フォー

ラムのときに披露するため振り付けを覚

えましたが、腕を常に動かすので疲れた

りリズムが難しかったりと踊ってみない

とわからないことだらけでした。私はこ

の経験から、相手の目線にたって行動す

ることの大切さや椅子を使ったソーラン

を通して新たな高齢者との関わり方を知

ることができました。 

 村岡高校生がスタッフとして参加する

イベントの 1 つに村岡ダブルフルウルト

ラランニングがあります。私は小学生の

頃からランナーの方に向けてメッセージ

を書いたりしていましたが、外に出て応

援したりランナーの方のサポートをした

りすることは一度もありませんでした。

そのため、私にとってスタッフとして参

加することは新鮮で日本全国から人が集

まるということで少し緊張しました。私

の当時の担当はゴールしたランナーの方

にアンケートをとることでした。長い距

離を走った後だったのでアンケートに答

えられるほどの元気はあるのだろうか、

快く答えてくれるのか心配な気持ちを抱
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いていましたがそんな気持ちはすぐなく

なりました。ゴールしたみなさんはとて

も笑顔で、アンケートに答えてほしいと

お願いすると「ぜひぜひ」とみなさん明る

く言ってくださいました。そしてみなさ

ん「楽しかった、また来年もみなさんに会

うため絶対来ます」と言ってくれて、村岡

の自然だけではなく地域の人を大切に想

ってくれている人は私たち住民だけでは

なく全国各地にいらっしゃることを知れ

た思い出に残る日でした。また、ランナー

のみなさんがダブルフルを通して仲良く

なった方と写真を撮ったり会話したり抱

き合っているのを見て、この村岡がみな

さんにとって思い出の地であり幸せにな

れる場所だと実感しました。ダブルフル

を通して学ぶことができたコミュニケー

ション力や今自分が何をするべきか考え

行動する力、地域一体となってイベント

を盛り上げようとする気持ちをずっと大

切にしたいです。また高校を卒業してか

らも地域のイベントに参加したいと思い

ました。 

 

4.地域の現状で感じていること 

 様々な活動を通して感じたことは、地

域の方には私たち村高生や地域創造系の

生徒が普段どんな活動を行っているのか

“村高フォーラム”で知っていただけま

すが地域外の方には知らない人がたくさ

んいると思います。また、地域の方とお話

した時にほとんどの年代の方が「この地

区にはなにもない」と言っており魅力が

ないと消極的に思っている人が多いと感

じる機会がありました。 

 

5.地域に必要だと思われること 

地域の現状をふまえ今の香美町に大切

だと思うことは、村岡高校と地域がより

連携し、新たな魅力を作ることだと考え

ます。連携とは具体的に村岡高校の地域

元気化プロジェクトである 5グループ（8

班）を活用し、香美町のこと、そして村岡

高校の活動をあまり知らない地域外の人

に向けた体験型の企画を作ることです。

地域外の人に向けた体験型の企画を行う

となるとよりメディアも村岡高校に注目

し、たくさんの地域の方に香美町を知っ

てもらえる 1 つのきっかけになると考え

ます。また、香美町が注目されると地域元

気化プロジェクトのそれぞれの班に携わ

っている地域も知ってもらえると同時に

私たち地域住民も香美町に対するマイナ

スな思いをプラスの考えに変えていける

と思いました。 

 

6.私の地域活性化プラン 

  私が考えた地域活性化プランは「3日間

ほど帰っておいで in香美町」です。 

 ターゲットは田舎に来たことがない、

自然に囲まれたところで生活したことが

ない 10～30 代です。そして 10～30 代は

将来田舎に住みたいと思っている割合が

男女とも多いのと 1 番 SNS を利用してい

る年齢層だと思うので宣伝にも繋がると

思います。 

 

図 3．都会よりも田舎に住みたいと思う人の割合 

 

香美町には春夏秋冬さまざま魅力があり
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ますが大勢の人が来てくれるのはダブル

フルや残酷マラソン、スキーといった一

定の期間のみであると感じていました。

ですが、春には山菜採り、夏には海やキャ

ンプや昆虫採り、秋は紅葉や食べ物（松茸

など）、冬はスキーが楽しめるなどどの季

節に来ても楽しめることがたくさんあり

ます。そこでこのプランは、春夏秋冬に合

わせた四季折々のプランを計画し香美町

でしか体験できないこと、香美町ならで

はの食を楽しんでもらい田舎に住みたい

と思った 1 つのきっかけにしてほしいと

思い考えました。 

 

図 4．ツアーのイメージ図（1・2 日目） 

 

このプランの特徴は 2つあります。1つ

目はプランが選択型であることです。香

美町には八幡山彫刻公園や木の殿堂、と

ちのき村など自然や文化を学ぶことがで

き体験もできる場所があり地域外の人に

は非日常を感じさせる貴重な体験ができ

ると思います。なので、プランを選択型に

し、自分が体験したいことを選択しても

らうことで、より満足度が高くなり良い

思い出へと繋がると考えます。2つ目は村

岡高校の地域プロジェクトをツアーに組

み込んでいることです。香美町独自のツ

アーとして村岡高校で行っている棚田班

などの稲刈りといった活動をツアーに入

れ込み、後日できたお米を配送するとい

ったお楽しみ付きにします。すると近隣

や家族の人にも自然とツアーのことが広

まり香美町の知名度が上がると共に私た

ち生徒のやる気やコミュニケーションの

向上に繋がると思います。また知名度が

上がったり地域外の人の「ここの景色き

れい」「ここの体験のあれが面白かった」

などツアーに来てくれた方の声が身近で

聞けたりすると、自分では気がつかなか

った地域の魅力にふれられ地域に対して

消極的に思っている人が減ると考えます。 

 また施設の説明や地域のガイドを私た

ちが行うことで私たち自身も魅力を再発

見することができ、来てくれる方も「この

人の説明わかりやすかった」「次はこの季

節に来てみよう」と思ってもらえると思

います。地域の若者が活動（ガイドや稲刈

り）しているところを実際に見てもらう

ことで、高校生が地域活性化に力を入れ

ていること自体を魅力にしていくことも

でき観光客の増加に繋がると思います。 

 香美町には宿や料理店もたくさんあり

ます。ご飯を食べる場所も自由にするこ

とで宿ならではの食べ物や宿の近くにあ

る料理店を知ってもらえ、リピーターも

生まれると思います。また同じ宿を何度

も利用していただくとお互いに信頼関係

が生まれ「おかえり」や「帰ってきたで」

など言うようになるのではないかと感じ

ました。同じ宿を何度も利用していただ

けるように次回使えるクーポン券を発行

するのも 1 つの方法だと思います。また

秋の香美町ツアー1・2 日目 

体験 1→木の殿堂での物作り 
    （組み木・おもちゃ作り） 
昼食→自由 
体験 2（選択）→棚田班と共に稲刈り 
       →紙漉き体験（和雲） 
夜食→自由 
 
宿は○○か○○    ‘‘1 日目終了
‘‘ 
 
体験 1→八幡山彫刻公園 
    （高校生のガイド） 
昼食→自由 
体験 2→とちのき村 
    ・野外活動（木登りなど） 
    ・キャンプ（テント張り） 
 
夜食→とちのき村でバーベキュー 
   香美町で採れた松茸や但馬牛 
 
           ‘‘2 日目終了
‘‘ 
 
☆移動は車（各自の） 
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村岡高校には食文化班もあり、食文化班

とそれぞれの料理店が共同して考え・作

ったその店独自のメニューを提供するこ

とで観光客にインパクトを与えられると

共に、季節ごとにメニューを変えるなど

の工夫をすることによってどの季節に来

ても楽しんでもらえる香美町に生まれ変

わると思います。 

このようなプランを 3 日間で行うこと

でほどよい満足感が得られ、次はあの体

験をしたいと感じていただけると考えま

す。他の地域の人だけではなく、香美町住

民にも参加してもらい香美町のよさを再

認識してもらうことも可能だと思います。 

 

7.まとめ 

 地域創造系に入り一から地域ついて考

えることによって、地域に対しての見方

や考え方が大きく変わりました。また、み

んなでたくさん意見など出し合い案を考

えることによって地域に対する思いも高

まり一体感が生まれました。この 3 年間

は自分の中の課題を多く克服することが

でき、コミュニケーション能力や協調性

を向上できたと実感すると共に自分の行

動や発言にも自信を持つことができた貴

重な時間でした。3年間で得られたことや

学んだこと、香美町に大人になってもい

たいと思った理由は地域の人の温かさに

あったこと、先生への感謝の気持ちなど

を忘れずこれからも地域に何らかの形で

関わっていき恩返ししたいです。 
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1.はじめに 

 私は入学当初は香美町のことを全くと

言っていいほど知らず、また興味もあり

ませんでした。しかし今の地元の現状、他

の地域との違いを知ることで「地元で何

かできることはないか」「地元だけのもの

はないか」と地元を今より活気ある香美

町にしたいと思うようになりました。そ

んな私の地域活性化プランを述べます。 

 

2.地域探求で学んだこと 

 1年生「地域学入門」では「地域を知る」

をテーマのもと、地元の子供たちと一緒

になって川に入り、水生昆虫調査を行っ

たり、竹野海岸に行きシーカヤック、スノ

ーケリングを通して海の生物や環境を調

査したり、熊の生態、植物調査など現地に

行き、見て触れて体感することを幅広く

行いました。 

 2年生「地域探求Ⅰ」では「地域を深め

る」そして 3年生「地域探求Ⅱ」では「地

域を創る」をテーマのもと、私たちは石碑

に焦点をおいて学びました。なぜ石碑に

焦点を置いたのかというと、地域創造系

の事前課題で作ったプレゼンテーション

で石造物を取り上げたものが多かったた

めです。そのため私たちは石碑を用いて

地元をアピールしている奈良県の明日香

村で研修を行いました。明日香村研修で

はリモートで明日香村にある石碑の説明

や明日香村の取り組みについて学びまし

た。なぜリモートなのかと言うと、新型コ

ロナウイルスの影響で他県に行くことが

難しかったからです。明日香村は石碑を

大々的に推していますが香美町は推して

いないこと、明日香村、香美町共にたくさ

んの石碑があるなど、香美町と明日香村

の似ているところ、違うところが明確に

わかりました。私たちの 3 つ上の先輩も

八幡山公園の石碑について学んでおり、

パンフレットを卒業作品として製作され

ていました。しかし、私たちの調べた石碑

（小人の墓、一二峠御廟、八幡山公園）は、

実際に行くためには車が必要で、決して

“だれでも“行けるような場所ではあり

ませんでした。そこで私たちは海外で作

られた「石碑を調べた DVD」を参考にして、

石碑の動画だけでなく、その石碑のこと

について詳しい人にインタビューし、そ

の時の様子も動画にする、石碑がある周

りの景観を動画に収めるなど、動画を見

るだけでその石碑が理解できるような動

画を 4 班に分かれてそれぞれ違う石碑で

制作しました。私は村岡区萩山にある「一

二峠御廟」を調べました。その結果、その

石造物は山名豊国公のお墓であることが

分かりました。なぜ萩山に豊国公のお墓

があるのかというと、三代・矩豊が城下町

村岡を開くにあたり、豊国公の加護を願

うために妙心寺から分祀したと言われて

います。また、夏休みを利用して地域創造

系全員で行う集落調査でその集落のイベ

ントや今と昔の違いなどを聞き取り、パ

ンフレットにまとめる活動も行いました。

私は小代区の秋岡地区に行き、秋岡地区

に子供が多い理由などを聞き取りました。

私の地域活性化プラン 

～若者の訪れる地域に～ 
3 年２組１１番 北村 海人 
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子供が多い理由として、U ターンが多く、

秋岡地区側も戻ってきたいと思うような

地元全体での子育て支援を行っている事

がありました。その話を聞いて、地元全体

での取り組みはとても大変だと思うし、

人の子供を怒る事は躊躇することだと思

うので、自分の子、人の子関係なくしっか

り怒れる地域は貴重なのかなと思いまし

た。 

 3年間の地域創造系の授業を通して、地

元の人がどういうことを考えているか、

感じて、どのような取り組みを行ってい

るのかを知ることができました。また、地

元の課題や改善案を高校生だけでなく町

長や他の大人たちと話す大切さを学びま

した。 

 

3.高校時代に地域で活動したことか

ら学んだこと 

 村岡ダブルフルウルトラランニングや

美方残酷マラソンなどの地元で行われる

イベントのスタッフとして参加しました。

村岡ダブルフルウルトラランニングには

名前応援でランナーを応援するという独

自の応援方法を経験しました。名前で応

援することで、その応援が業務的ではな

く、しっかりランナー自身に向けられて、

ランナーの「頑張ろう」という気持ちを奮

い立たせてくれるのかなと感じました。

村岡ダブルフルウルトラランニングや美

方残酷マラソンのゴール間近でロータッ

チを行うとき、ほとんどのランナーがロ

ータッチをしてくれました。私は、ゴール

手前だと疲れてタッチを返してくれる人

は少ないのではないか、そう考えていま

した。しかしほとんどのランナーはどん

なにしんどそうでもタッチを返してくれ

て人の温かさを感じました。こういった

地元のイベントにスタッフとして参加す

ることで地元と触れ合うことができ、地

域活性化につながると思いました。 

 また、総合的な探究の時間「村高発 地

域元気化プロジェクト」では 1、2年次は

食文化班、3年次は環境 A班に所属してい

ました。食文化班では地元食材を用いて

オリジナル料理を作りコンクールに出し

たり、「食べ物かるた」という地元で採れ

る食材の絵を描いてかるたを制作しまし

た。私はそこで地産地消の大切さを学び

ました。香美町で採れた食材を売って地

元以外の人に食べてもらうことは大切で

すが、まず私たちがその食材の一番おい

しい食べ方を知ることが大事であると考

えたからです。また、食べ物かるたなど、

子どもからお年寄りの方まで、遊びなが

らでも地元で作られている食材を学ぶこ

とができると考えるので、かるただけで

なく、ほかの遊びにも応用できるのでは

ないかと思いました。 

 環境 A 班では田植えから草抜き、収穫

までを行います。私は香美町で採れる食

材はどのような環境で作られているのか

を学ぶために環境 A 班に所属しました。

田植えの時に稲が多くても少なくてもい

けないことに驚きました。また草抜きの

時、かご一つ分では収まらず、何度もかご

の中の草を投げ捨てましたが、お米一つ

作るのにここまでの苦労があることも初

めて知ることができました。また、棚田が

あることのメリットを学びました。今ま

では、海外はパンが主食で、日本は米が主

食であることに何も疑問を持ちませんで

したが、日本では畑作がしにくいことや、

水田の方が畑よりも優れていることを学

び、日本の主食が米である理由を知るこ

とができました。しかし棚田が徐々に減

ってきているということも聞き、高校生

が地元の人と協力して棚田を守ることが

大切なのではないかと感じました。なぜ

棚田を守ることが大切なのかというと棚
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田があることで、土砂崩れを防止する働

きがあるからです。そのため地元の人と

高校生が一緒になって棚田を守ることで

土砂崩れを防止ことに繋がり、地域活性

化にもつながると思いました。 

 

4.地域の現状で感じていること 

 私は香美町にある問題は 2 つあると考

えました。1つ目は若者が都会に出て帰っ

てこないことです。3年生の集落調査で秋

岡地区に行き、区長さんたちと話をして

いるときに、「秋岡地区を出る人もいるけ

ど、奥さんと子どもを連れて戻ってきて、

伝統行事を繋いでほしい」とおっしゃっ

ておられました。これは秋岡地区だけで

なく、他の地域にも共通しているのでは

ないかと考えられます。なぜなら、秋岡地

区だけでなく、どの地域でも少子高齢化

率は高くなっていると考えられ、限界集

落となっている地域もあるからです。ま

た、2つ目の問題として都会に出ていく影

響で空き家が増えている事です。人は出

ていくことができても家は動くことはで

きません。その結果、家だけが地元に残り

続けることになってしまいました。2013

年、総務省が実施した「住宅・土地統計調

査」によると全国の空き家率が平成 10年

は 11.5％に対し平成 25 年は 13.5％と記

録されています。この 2 つが香美町にあ

る問題だと考えました。 

 

5.地域に必要だと思われること 

 では上記の問題はどうすれば改善され

るのか、私は 2 つ必要なことがあると思

います。1つ目は、香美町に訪れてもらう

ことだと思いました。なぜならその地域

に訪れないとわからないことがたくさん

あると思うからです。ではどうやって地

元に訪れてもらうかという問題になりま

すが、香美町には 740 件の空き家があり

ます。その空き家を活用することが大事

なのではないかと考えます。 

2つ目は、地域によってインターネット

が繋がらない点も改善しなくてはいけな

いと思います。今現在日本は電子機器が

普及し、誰もがインターネットを扱う時

代となりました。そんな中でインターネ

ットが繋がらないとなると不便であり大

変であると考えられます。私はこの 2 つ

が香美町に必要であると考えます。 

 

6.私の地域活性化プラン 

 私は香美町に訪れてもらえるようなプ

ランを提案したいと思います。 

⑴空き家リフォーム計画 

地元にあるたくさんの空き家を使うこ

とで空き家を減らし、人を集められると

考えました。例えば外観をきれいにし、内

装を大きく変えてカフェを営んだり、人

が居心地よく仕事や勉強をすることがで

きる場所を造ることです。この考えに至

った理由は、私の姉が高校 3年生の時に、

周りには勉強することができる場所がな

いため、高校に残って勉強していました。

私はその話を聞いた時「姉だけでなく、香

美町出身の他の学生もそう思っているの

ではないか」と考えました。そこで、空き

家を使うことで場所の確保ができること

を思いつきました。しかし、空き家は持ち

主がいるため、勝手に使うことはできま

せん。そこで、空き家リフォームを考えて

いる地域が空き家を買い取ることが大事

だと考えます。空き家の買い取りやリフ

ォームは地域が行い、運営は志願者が行

うといった地域と人とが協力し地域活性

化を行うことが大切だと考えます。 

 

⑵インターネットの整備 

 インターネットを通して地元の魅力を

たくさん発信することで人を集められる
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と考えました。2018，2019 年ともに 13～

49歳の人のインターネット使用率が 70％

を超えており、2019年に至っては 50～59

歳の人のインターネット使用率も 70％を

超えています。このことから、日本人の大

半の年齢の人がインターネットを活用し

ている事が分かります。この事実をもと

に、インターネットで地元をアピールす

ることでインターネットを介して大勢の

人の目に入ると予想されます。実際香美

町の運営しているインスタグラム

「kaimista_link」や兵庫県公式インスタ

グラムアカウント「love_hyogo」は若い世

代を中心にたくさんの人の目に入ってい

るのではないかと考えます。しかし、日本

での SNS ユーザーランキングは 1 位が

LINE で 2 位が Twitter となっています。

また、世界で見ると 1 位が Facebook で 2

位が YouTube となっています。このこと

から、インスタグラムだけでなく、

Twitter や Facabook での発信も大切にな

ると感じました。しかし、香美町公式

Twitter アカウントでは、あまり「いい

ね！」がされていないように感じました。

ハチ北スキー場と比較すると、ハチ北ス

キー場の「いいね！」件数が 400 超えに

対し香美町公式は「いいね！」件数が 32

という圧倒的に少ないことがわかります。

しかしそれは香美町だけでなく私たちに

も原因があるのではないかと思います。

香美町公式 Twitter アカウントはつぶや

くことしかできません。しかし、それらを

私たちがリツイート、いいね！すること

でさらに広げることができます。また、最

近 YouTube のショートビデオというお手

軽に見れる動画も増えてきています。下

にスクロールすることで違う動画にいく

仕様となっています。私はそのショート

ビデオを使って手軽にアピールすること

もいいと考えます。しかしショートビデ

オは関連したものが多く出る傾向にあり、

一方通行では出てこない可能性がありま

す。なので、様々な動画を作る必要があり

ます。例えば正攻法である大自然の動画

を投稿した後、女子高校生を用いて紹介

する動画を投稿するなどです。「大自然」

と検索すれば１本目が引っかかり、「高校

生」「JK」と検索することで２本目が引っ

かかると予想されます。要するにキーワ

ードにいかに多く引っかかれるかが重要

になると考えました。しかし、一部の地域

ではインターネットが繋がりにくい環境

にあることを友達に聞きました。今現在

の日本でインターネットが繋がりにくい

ことはデメリットでしかありません。今

地域でできることはインターネットを繋

がりやすくすることだと思います。山な

どの起伏が激しい場所は電波が繋がりに

くい傾向にあります。しかし、山の中腹な

どに今以上に電波塔を建てれば解決する

のではないかと思います。電波塔を建て

るにはそれなりにお金がかかると思いま

す。しかしインターネット環境が整備さ

れることで、今以上の情報発信が可能で

はないかと考えました。 

 過疎化、少子高齢化が進んでいる現在

で必要なことはこの大自然をより多くの

人、特に若者に知ってもらい、田舎ならで

はの心落ち着く場所を提供することが大

事だと考えます。若者の情報発信力はと

ても強く、それだけでもよりたくさんの

人の目に留まることができると思うから

です。だから私は、⑴、⑵で若者を呼び込

むことが重要だと思います。 

 

7.まとめ 

 私はこの香美町に生まれ、香美町で 18

年間生きてきました。しかし香美町のこ

とをあまり知りませんでした。しかし地

域創造系の授業を受けたことでこの地元
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にしかないもの、この地元の問題を知り、

問題のために私たちは何ができるのかを

学ぶことができました。特に私はそこに

石碑がある理由や背景、もともとはどう

いった形だったのかなど、石碑のことに

ついて多く学ぶことができました。私た

ちは香美町の魅力を知り、守りそして受

け継ぐ義務があると思います。地域外の

人に香美町の魅力を伝え、地元の人には

さらに魅力を知ってもらい、地域活性化

に少しでもつながってもらいたいと思い

ます。この地域創造系の授業を通して、私

は香美町が好きになり、もっと香美町の

ことを知りたいと思いました。しかし地

域創造系の授業で習ったことは香美町の

魅力のごく一部に過ぎないと考えます。

だから私はこれからも香美町の魅力を探

し続けていこうと思います。 
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1.はじめに 

 私が村岡高校の地域創造系に入学した

理由は、生まれ育った地元の魅力や現在

抱えている問題を知り、地域の活性化方

法を考えることで地元に恩返しをしたい

と思ったからだ。3年間の地域創造系で

の活動を通して、香美町を元気づけたい

という熱い思いを持ち、努力している人

が多くいることが分かった。そこで私は

その方々によって大切に守られてきた香

美町を今後自分も守っていきたいという

思いが芽生えた。 

 本稿では、3年間の活動から学んだこ

とや感じたことをまとめ、私の地域活性

化プランを提言する。 

 

2.地域探求で学んだこと 

 私は地域探求の授業の中で、今まで気

づいてなかった地域の魅力をたくさん知

ることができた。1年次の地域学入門で

は、香美町の山・川・海を実際に訪れて

調査を行ったことにより、香美町は自然

が豊かな土地で、その豊かな自然を私た

ちが守っていかなければならないと気付

いた。NPO法人コウノトリ研究所の菅村

定昌さんを講師に招いて行った但馬の植

生についての授業では、自然環境におけ

る人間の役割について学んだ。「香美町

には豊かな自然があるが、その自然を汚

したり破壊するのは人間である。しかし

要注意外来生物の駆除や絶滅危惧種の保

護など自然を守るのも人間で、人間がい

ないと自然は守れない。」という話がと 

 

ても印象的だった。私たち人間が生態系

にどれだけ関わっているのかを学んだこ

とで、自然を守るための人間としての役

割を果たしていきたいという思いが強く

なった。 

 2年次の地域探求Ⅰでは、60期生の探

求のテーマを「石碑（石造物）を巡る香

美の旅」と設定し、香美町内にある石碑

を調査した。初め、石碑にスポットをあ

て地域の魅力を発信すると決まった時、

正直「石碑って地味だし、興味を持って

もらえるのだろうか。」という不安があ

った。しかし、その不安は奈良県明日香

村オンライン研修やフィールドワークな

どの活動を行うことで消え、地域活性化

への可能性をより感じるようになった。 

 夏季オンライン研修では、明日香村に

おける文化財を活用した地域づくりを学

び、香美町の文化財を活用した地域づく

りの方策を考えた。明日香村の取り組み

で感じたことは、地域づくりは行政と住

民が一体となって行うことが重要だとい

うことだ。明日香村では「明日香法」と

 

図１．神鍋山植生調査の様子 

私の地域活性化プラン 

～香美町での子育ての魅力を再発見・再発信～ 
3 年２組１７番 坂本 実優 
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いう法律があり、建物の高さを 10メー

トル以内にし、屋根を瓦屋根にするなど

の規制をかけている。このように住民が

地域づくりに参加しているからこそ、古

くから残る美しい景観が保たれ、人々を

呼び込むことにつながっているというこ

とに知り、地域のことは行政に任せるの

ではなく自分も香美町の住民なのだとい

う意識をもって地域づくりに参加したい

と感じた。 

 また、現地ボランティアガイドの寺西

さんの、「魅力を発信するためには、ま

ず地域の宝を知ることを楽しいと感じ、

楽しみながら地域を活性する方法を考え

ていくことが大切。」という話が印象的

だった。この地域の宝を知るということ

をまず自分自身が楽しいと感じなけれ

ば、魅力を紹介する相手に興味をもって

もらうことはできないと気付いた。この

気付きは、今後石碑を魅力として発信し

ていくために、まず石碑を知ることを楽

しもうという考えに変わるきっかけとな

った。 

 オンライン研修で学んだことを念頭に

置き香美町の石碑を楽しんで知ろうとい

う思いで石碑調査に臨むと、なぜその場

所にあるのか、当時の時代背景、石碑の

周辺の様子など様々な視点から石碑を捉

えることができるようになった。また、

どの石碑も当時の人々が大切にしていた

自然や動物などを今後も忘れずに守り続

けてほしいという人々の思いが込められ

ていることも分かった。オンライン研修

やフィールドワークを通して、石碑は地

味だという私の考えは、いつしか石碑は

調べれば調べるほどその地域の文化・歴

史・自然などの特色を知ることができる

“おもしろい”ものだと感じるようにな

った。 

 3年次の地域探求Ⅱでは、これまで学

んだことを形にして活用するために、石

碑を紹介する動画制作を行った。私は香

住区岡見公園にある「小人の墓」を担当

した。動画撮影をする前に、どのような

構成で動画を作成するのかやどのような

内容だと興味を持ってもらえるのかを皆

で話し合った。動画撮影にあたって、小

人の墓だけを撮るのではなく、そこまで

の行き方、周辺の海・空・地層などの自

然、同じく岡見公園にあるかまたりさん

などの動画を撮り視聴者を飽きさせない

工夫を施した。 

 私たちが制作した動画は、コロナ渦と

いうこともあるが石碑の中には危険な位

置にあるものも存在するため、まずは実

際に現地に行かなくても動画で香美町内

にある石碑を知ってもらいたいという目

的がある。さらに、この動画を見た人に

は当時の時代背景であったり人々の思い

など様々な視点で石碑を捉え、そこから

 

図２．明日香村オンライン研修の様子 

 

図３．小代杉の石碑現地調査 
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地域の魅力を感じ取ってもらいたいと望

んでいる。私たちが制作した動画が、一

人でも多くの人に石碑を知ることの面白

さ、奥深さを伝えられるものになってほ

しいと願っている。 

3.地域活動での学び 

 2年次から私は、総合的な学習の時間

の「地域元気化プロジェクト」で集落調

査班として活動した。2年次では新型コ

ロナウイルスが流行していたため従来の

集落調査方法を変更し、小代区内で頑張

っている若者にスポットを当てインタビ

ュー調査を実施しながら若者の魅力を発

見し、発信するガイドブックを作成し

た。 

 活動を行う中でとても印象深かったこ

とがある。それは、小代の魅力を尋ねた

際にインタビュイー皆が共通して「人の

温かさ」と回答したことだ。例えば、

「ド田舎暮らしオジロちゃんねる」とい

うユーチューブチャンネルで動画を配信

している長瀬優也さんは、中学時代に部

活動のバレーボールで県の選抜選手とな

り、神戸で大会が開催された際、50人ほ

どの小代区の人々が長瀬さんの応援に駆

けつけてくれたことがあり、こんなこと

をしてくれる人がいるのはこの地域だけ

と言われていた。長瀬さん以外のインタ

ビュイーも、同じように「人の温かさ」

を小代の魅力に挙げ、自身の経験ととも

に述べてくださった。小代で活動する中

で「人の温かさ」に触れ、助けてくれた

り優しく見守ってくれる安心感が小代に

はあり、そこから生まれる深い地元愛が

彼らが現在の活動をする原動力になって

いるのだと感じた。 

 また、この小代区の若者の魅力が詰ま

ったガイドブックが地元の住民の手に渡

った際は、地域の魅力を再認識・再発見

し、地域のために頑張っている人がいる

ことを知ってもらえるものになってほし

いと思う。外部の人の手に渡ったのなら

ば、小代の若者が地域のために行ってい

る活動を知ってもらい、その中で小代の

住民の温かさを感じ取り小代に訪れるき

っかけにしてほしいと望んでいる。 

 3年次には従来の集落調査方法に戻

り、小代区内の集落を調査した。3年次

 

図４．香住区岡見公園にある小人の墓 

 

図５．かみあう vol.2 表紙 

 

 

 

 

図６．オジロちゃんねる（西村さん・長瀬さん）

インタビュー活動の様子 
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の集落調査で学んだことは大きく分けて

2つある。1つ目は、魅力を発信するタ

ーゲットを決めることの重要さだ。集落

によって魅力は異なるということに加

え、パンフレットを手に取る人が求める

集落の魅力も異なる。そこで、まずはそ

の集落にはどんな特色があるのかを知

り、次にどのような人が暮らすのに適し

ているのかを考え、話し合いターゲット

を決定する必要がある。その後、再度集

落を訪れ聞き取り調査でターゲットが求

めている情報を掘り下げて聞くことが重

要であると気付いた。手間はかかるがこ

のことが、より多くの人にガイドブック

を手に取ってもらい魅力を知ってもらう

秘訣なのだと考えた。2つ目は、私たち

の集落調査という活動は地元の方に喜ば

れているということだ。城山地区で区長

さんや副区長さんに聞き取り調査を行い

に訪れた際、「こうやって、村高生が集

落のことを知ろうとしてくれて、それを

発信しようとしてくれているのがうれし

い。」と言われていた。今まで私は、地

域で活動をしている私たちが地域の人の

目にどう映っているのかをあまり考えた

ことがなかった。しかし、この言葉を聞

いて村岡高校生が地域に必要されている

ことを実感し、うれしく思った。「地域

のため」にと活動を行ってきたが、「地

域のため」という言葉の中には「地域の

人のため」という意味も含まれているの

だと感じ、地域の人に喜んでもらえるよ

う今後も尽力しようと改めて思った。 

 集落調査の活動を通して、多くの人に

聞き取り調査を行ったことで、会話の流

れの中で重要なことを聞き出す能力が身

についたり、コミュニケーション能力が

向上したことは、自分にとって大きな成

果であったと感じている。また、集落調

査の活動で地域の様々な魅力を知ること

ができたが、その一方で、地域の人の集

落に対する想いを聞くと、どの地域も課

題を抱えていることが分かった。 

 

4.地域の現状と課題 

 現在の香美町はやはり、少子高齢化に

よる人口減少が最大の課題だと感じてい

る。実際に香美町では、児童数が減少し

ているため小学校を統廃合してほしいと

の住民の声が増加していると町長講演会

で知った。統廃合を求める人の意見とし

て、学校生活を少人数で送ることは人間

形成に悪影響を与えるといった考えがあ

るそうだ。確かに、学力を競い合ったり

人間関係が固定されてしまうなど大規模

校に比べて欠点となることはある。私は

移住定住を考えている人は、田舎で子育

てをする面でこの欠点を気にしている人

が多いため香美町への移住定住を進まな

い人がいると推測する。だが、香美町で

育ったり、子育てをした経験がある人に

しかわからない、子育てをする上での魅

力というものが香美町にはある。その魅

力を、移住定住を考えている若者に発信

し、ＩターンやＵターンで若者の人口を

増加させる必要があると考える。 

 今までの集落調査の活動で地域の方に

聞いた田舎での子育ての良さや、外部か

らの移住定住を勧める取り組みを考えて

いる方から聞いた話をもとに、以下、私

の地域活性化プランを提言する。 

 

5.私の地域活性化プラン 

 私は、集落調査の活動で小代区城山地

区を調査した際に、現在子育てをされて

いる林本里嘉さんに城山地区で子育てを

する上での良い点をお聞きした。 

 城山地区は車通りも少なく、畑や田ん

ぼも多くあり、四季折々の魅力を感じら

れる穏やかな地域だ。その環境の中で、
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子育てをされている林本さんは、自然を

感じたり体験できたりする環境で育つこ

とで「自分の環境を見定める力」が身に

つくと言われる。例えば、足場の悪い草

だらけの道を安全に通る時、根が不安定

で持ってはいけない葉と根が安定した丈

夫な葉を見極められるようになったり、

泥だらけの田んぼを歩くときどうすれば

足をとられずに歩けるのかに気付けるよ

うになったりするそうだ。また、それら

の「困ったな、どうしよう。」という不

便を楽しめる経験は子どもの「直観力」

を養成する。そして、その「自分の環境

を見定める力」や「直観力」が身につく

ことは、「生きる力」や「人間力」が培

われることへとつながると林本さんは言

われていた。 

 この話は、今まで自分が気付いていな

かった、自然豊かな地域で子育てをする

新たな良さに気付かせてくれた。林本さ

んに聞いた話は城山地区での子育てに関

しての話だったが、城山と同様に香美町

内の集落はどこも自然が豊かなため、香

美町のどの集落でも同じことが良さとし

て挙げられると考える。香美町で子育て

をすることで、子どもは様々な自然と触

れ合うことができ、林本さんが言われて

いた多くの力を身につけることができる

のだ。しかし、現状としてこの自然の中

で子どもを育てることが、子どもの「感

性」を育てることにつながるということ

を知らない人が多いのではないかと思っ

た。そのため、これらのことを田舎での

子育てにマイナスなイメージを持たれて

いる方に魅力として発信したい。 

 もう一つ、移住定住を促すために提案

したいことがある。それは、移住定住を

考えている人に、しばらくの期間おため

しで香美町内の空き家などで生活をして

みるという「香美町おためし移住」だ。

これは、同じく城山地区の集落調査で、

デザイン事務所を自ら経営される中村美

和子さんに聞いた話を発展させたもので

ある。 

 中村さんは古民家に住んでおられ、部

屋数も比較的多くゆったりとしたスペー

スがあり、そこを活用してイベントを行

ったりしている。そこで、そのスペース

を活かし、移住定住を考えている人にお

ためしで住んでもらえたらと展望を抱い

ておられた。その話を聞き、2年次の集

落調査で、都市部から小代に移住してこ

られた田尻茜さんにお聞きした話を思い

出した。田尻さんは大学のゼミで小代に

訪れ魅力を感じ、4回生の時、国際ワー

クキャンプで、2週間小代の空き家に滞

在し、そこで初めて暮らしのイメージが

つかめたと話されていた。このことか

ら、滞在しないことには暮らしのイメー

ジがつきにくいため、中村さんが考えて

いるおためしで住むことができる制度は

移住定住を実現するのに必要不可欠であ

ると考えた。 

 中村さんは自分の古民家を活用するこ

とができればと言われていたが、香美町

には空き家が多くあるため空き家も同じ

ように活用することができると考えられ

る。空き家などでしばらくの期間滞在し

てもらい、地域の人と接し地域の雰囲気

を感じてもらうことは移住定住へとつな

がる大きな一歩だと推測する。  

図７．中村さんインタビュー活動の様子 
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 これらの香美町で子育てをすることの

魅力や「香美町おためし移住」を知って

もらう方法として、一つ案がある。地域

おこし協力隊に所属していた方の話で、

地域おこし協力隊の方は田舎への移住定

住を考えている人が集まる場で香美町の

移住定住に関して話をする機会があるそ

うだ。その機会を利用し、これらの移住

定住を促す話ができれば、香美町への移

住定住者の増加の実現につながり、さら

に少子高齢化による人口減少の歯止めに

近づくと考える。 

 

6.まとめ 

 私は、3年間の地域創造系での活動を

通して、高校に入学するまで気づいてこ

なかった香美町の魅力や課題にたくさん

触れることができた。この経験から、香

美町にある課題を知り、その課題を解決

するにはどんな地域活性化プランが必要

になのか、そして、そのプランは誰をタ

ーゲットにする必要があるのか、どうや

って発信していくのか、それによって期

待される効果は何か、など物事を論理的

に考えられる能力が身についた。さら

に、地域創造系ではプレゼンテーション

などで自分の考えを人前で述べる機会が

多く設けられていたため、人前で話す力

が身につけられたことも自分の中では大

きな収穫だった。 

 また、3年間の地域創造系の活動の中

で多くの方が、授業にかかわってくださ

ったことが私の地域創造系での学びを内

容の濃いものにしてくれた。例えば、1

年次に地域の自然や歴史を教えてくださ

った専門家の方々、集落調査で集落の魅

力を語ってくださった方々、鳥取大学の

先生、そして何より、授業の日程を組ん

でくださったり、困ったときはいつも私

たちをサポートしてくださる高校の先生

方。多くの方との出会いがあったからこ

そ、今こうして「私の地域活性化プラ

ン」が述べられたり、私の香美町への思

いを深いものにしてくれた。 

 私は将来、中学校の英語の教員になる

ことを目指している。そして、地元に帰

り、教員の立場から地域に貢献していき

たいと思っている。具体的には、授業で

ICTを活用し、海外との交流型授業を展

開したい。その交流型授業で自分の地域

について英語で紹介しあうことで生徒の

英語力を向上させると同時に、海外の人

に地域のことを宣伝し、日本に来た際に

香美町を訪れるきっかけにしてもらいた

いと考えている。さらに、一度香美町に

訪れ、住んでみたいと感じてもらえれ

ば、私の地域活性化プランで述べた「香

美町おためし移住」でしばらくの期間、

地域の人とかかわりながら生活を送り、

そこで香美町での暮らしのイメージをつ

かんでほしい。 

このように、村岡高校での学びを活か

し将来も地域にかかわっていくことで、

自分が生まれ育ったふるさとに恩返しを

したいと思っている。また、私の地域活

性化プランを実現させるために、大学で

はしっかりと学びを深め、大きく成長し

て、将来は地域に必要とされる教員にな

りたい。 
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1.はじめに 

私が村岡高校入った理由は単に地

元の高校だからというのが理由で入

りました。そして、地域創造系に入

った理由は、私は難しいことに自分

から挑戦したことがありませんでし

た。だから、高校に入ると同時に自

分から何か難しいことに挑戦したい

と思いました。地域創造系に入る前

は地域のことには一切興味がありま

せんでした。しかし何度も地域のこ

とについて学習していくうちに地域

のことに徐々に興味を持つようにな

り、今では地元が大好きになりまし

た。そして最終的には地域のために

役に立てるような人になりたいと思

えるようになったのが地域創造系に

入った一番の収穫だと思います。 

 

2.地域探求で学んだこと 

 私たちは地域探求でさまざまな活

動をしました。中でも一番印象的な

のは｢集落調査｣です。集落調査と

は、香美町にあるいくつかの集落に

グループに分かれて現地調査や、地

域の方にインタビューなどを行いま

す。そして何度か集落調査を行った

後に最終的に｢むらの風景｣という一

冊のパンフレットになります。集落

調査は３年間行われます。その３年

間の中で一番心に残っているのは１

年生の調査です。１年生の頃は何も

かもが初めてで、不安と緊張で一杯

でした。しかも私はリーダーという

大きな役目がありました。集落調査

のリーダーとして私は、地域のイン

タビューする方にアポイントを取

り、日程を組んで送迎の手配を班の

仲間と共有し、実際にインタビュー

する際には中心となって話を進めて

いきました。とても大変なことばか

りでしたが、自分にとって収穫でき

たものもあります。それは、アポイ

ントを取ること、中心となって話し

を進めること、班の仲間と協力する

ことは大人になって絶対に必要なこ

とだと思います。そして何もかも自

分たちで行う「自立」という力がつ

くと思います。他にも自分の知らな

い地域に行くことによってその地域

の隠れた魅力なども発見することが

出来ます。こうして、長期にわたっ

て集落調査を行い最後には班の仲間

でまとめます。そして自分たちが調

べたことがパンフレットになった時

は感動と達成感で一杯でした。その

完成したパンフレットを地域の方に

見てもらった時に「いいものができ

たね」と声を掛けていただきそこで

も達成感を得ることができました。

このような、集落調査一つで多くの

ことを感じたり、学んだりできたこ

とがとても印象に残っています。 

 

3.地域創造系の活動 

 私たちの活動は石碑を様々な視点

私の地域活性化プラン 

～時代に合った地域活性化～ 
3 年２組２２番 西垣 大空 
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から見て、なぜそこに建てられたの

か、石碑にはどういった意味がこめ

られているのかなど多くのことを調

べました。２年生の時に新型コロナ

ウイルスの影響で学校に行けない日

が続きました。その時自宅で香美町

にある石碑を調べ、その調べたこと

をリモートで発表し合いました。香

美町には多くの石碑があり様々な意

味が込められているものばかりでし

た。２年生では集団研修旅行で奈良

県の明日香村に行く予定でしたが、

新型コロナウイルスの影響で行くこ

とができませんでした。しかし、明

日香村の方とリモートでオンライン

会議をしました。そのオンライン会

議でたくさんのことを学ぶことが出

来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、明日香村には沢山の石碑や石造

物があり、それは形が猿に似ているなど

形が変わったものや、規模が大きなもの

まで様々でした。他にもこの特徴を生か

した石碑を世界遺産登録に向けて取り組

んでいることも分かりました。明日香村

は景観保全を目的として、コンビニエン

スストアの屋根を集落の町並みに合わせ

て瓦屋根にするなど、景観が住民の方々

によって大切に守られてきていることも

分かりました。明日香村の学習で印象に

残っていることが２つあります。 

 一つ目は、「民家ステイ」です。明

日香村には大和・飛鳥民家ステイと 

いう取り組みがあります。まず、民

家ステイとは、一般の家庭に滞在し

生活体験を通して、ホストファミリ

ーと交流を深め人との関わり方、心

と心の触れ合いを学ぶことを狙いと

しています。対象は歴史が好きな人

や、主に学生です。その学生に「ほ

んもの」の歴史に触れながら学習す

ることが出来ます。民家ステイで

は、親元から離れて別の環境で生活

するので自立するために必要なこと

を多く体験でき、民家ステイに行っ

た地域の魅力などを知ることができ

ると思います。｢大和・飛鳥民家ステ

イ｣では史跡めぐり、収穫体験、郷土

料理作りなど多くのことを体験する

ことができます。なぜ、この民家ス

テイが印象的だったかというと、民

家ステイを説明していただいた時に

涙の離村式というものを聞きまし

た。それは、民家ステイを通じて班

の仲間とホストファミリーの間に絆

ができ、最後には感動の涙で終わる

というものです。これを聞いて私は

とてもいいと思いました。そしてホ

ストファミリーから、「第二のふるさ

とを忘れないで、また戻っておいで

ね」という言葉に心を動かされまし

た。この民家ステイを通して短期間

の間に多くのことを体験し、感じ、

学ぶことができたところが民家ステ

イの印象的だった理由です。 

 二つ目は、明日香村教育委員会文

化財課の「辰巳俊輔」さんです。辰

巳さんは明日香村のことをすべて私

たちに教えてくださいました。オン

ライン会議の中でたくさん質問する

ことがありました。難しい質問もあ

図１．明日香村とのオンライン会議の様子 
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りましたが、辰巳さんは簡単な具体

例を上げ私たちに分かりやすいよう

に説明してくださいました。その姿

や、地元のことをすべて知り、それ

を武器にして人に発信している姿に

憧れを持ちました。私は今まで地域

のことにはあまり興味を持っていま

せんでしたが、その気持ちが変わっ

た瞬間でした。もっと地域のことを

勉強して誰かに発信していきたいと

思うようになりました。このような

ことが印象に残っている理由です。 

 

4.高校時代に地域で活動したことか

ら学んだこと 

 私が高校時代に地域で活躍して学

んだことは、二つあります。 

 一つ目は、「地元の素晴らしさ」で

す。これは村岡高校に入ってなかっ

たらあまり気づくことはなったと思

います。もともと地元は好きでした

が、興味はありませんでした。当た

り前のように外で遊んだり、冬には

沢山スキーに行ったり、美味しいお

米や、但馬牛などを食べたりするこ

とがすべて当たり前だと思っていま

した。しかし、高校に入って外に出

て学習していくうちに、今まで当た

り前だと思っていたことは、実は私

たちが恵まれた環境で暮らしている

からだと気づくことが出来ました。 

 二つ目は、｢ボランティア活動｣で

す。高校に入って美方残酷マラソン

や、村岡ダブルフルウルトラマラソ

ンのスタッフとして参加しました。 

残酷マラソンではランナーが完走し

た後にアンケート調査をしました。

アンケート調査をしていると、沢山

の方から「村岡高校のみんなすごい

ね」と言っていただきました。この

時ボランティアをがんばってよかっ

たなと思いました。ダブルフルで

は、ランナーの方の名前を呼びなが

ら数千人の方とハイタッチをしまし

た。そこで感じたことは、ハイタッ

チをしている際にランナーの方は疲

れきっているにも関わらず、みんな

笑顔で「ありがとう」といっていた

だいたことです。それがとてもうれ

しく、心が温かくなり１日がとても

早く感じました。最初、私はボラン

ティア活動のことをマイナスのイメ

ージしか持っていませんでした。ボ

ランティア活動は大変で、疲れるだ

けで自分になんの得もないと思って

いましたが、高校に入りボランティ

ア活動のイメージが大きく変わりま

した。その大きく変わったことと

は、ボランティア活動で多くの方と

関わることで人との関わりの大切さ

や、ボランティアの楽しさ、達成感

を感じることが出来たことです。他

にも、地域のボランティア活動に参

加することによって、地域に関わる

機会が増えたり、魅力を再発見する

ことが出来ると思いました。高校で

ボランティア活動に参加しなかった

らこのようなことを体験できないま

ま、マイナスのイメージをもち続け

ていたと思うので学ぶことができた

こと、大人に向けて必要なことを体

験出来たことは本当に良かったと思

います。 

 

5.地域に必要だと思われること 

 私が地域に必要だと思うことは

「若い人の力」だと思います。理由

は、地域創造系で町長講演会で町長

さんと交流できる機会がありまし

た。この時、町長さんは香美町の一
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番の課題は「少子高齢化と人口減

少」だとおっしゃられていました。

香美町では少子高齢化率が 10人に 1

人の方が高齢者というのが現実で、

この少子高齢化率が人口減少につな

がると思います。他にも人口減少で

は、高校生という過程を終了する

と、進学で香美町を離れたり、就職

でも香美町ではないところで就職す

る方が多いと思います。進学で一度

地元を離れて卒業したときには地元

に帰ってくる人が少なく、このよう

なことが人口減少につながると思い

ます。なぜ若い人の力が必要かとい

うと、若い人たちには大きな力があ

ると思います。例えば、今はネット

社会なので SNSをフル活用すること

で地域の魅力を広めることが出来る

と思います。他にも少子高齢化や人

口減少は若い人たちが地域にいない

と防ぐことが出来ないと思います。

そこで必要なことは、それは、若い

人たちが活躍でき住みやすい環境を

作ることです。そして、地域に長く

関わる方々と、幅広い年代の方とが

力を合わせることでさらに地域が良

くなっていくと思います。このよう

なことを実現するのが今の地域に必

要だと私は考えます。 

 

6.地域探求で学んだことを生かして 

 私が考える企画は２つあります。 

一つ目は、地域創造系で町長講演

会がありそこで「廃校」の話題に触

れることがありました。その時私は

考えました。廃校を利用した宿泊施

設などを作ってはどうかということ

です。なぜ宿泊施設かというと、現

実的に廃校を利用した宿泊施設は他

の都道府県にもあり、そこで興味を

持ちました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な年代の方を対象として、学

生時代の雰囲気を楽しんでいただけ

るように、給食にちなんで、香美町

の食材を沢山使用した食事を提供

し、学生時代を懐かしむことができ

る教室にも泊まることが出来るとい

う企画です。また、学校のプールを

温泉施設に開拓して誰もが楽しむこ

とができる施設にすることも可能だ

と思います。そして宿泊されたお客

様には香美町の魅力であるスキーや

登山、その他にも様々なことを楽し

んでいただきます。食事では但馬牛

や蟹などの香美町の特産品を堪能し

ていただき、香美町の魅力を発信し

ていきます。そうすれば香美町の、

観光業も盛んになっていくのではな

いかと考えます。 

二つ目は、香美町の食材などを沢

山詰め合せた「特産品セット」を企

画することです。例えば香美町でと

ても有名な但馬牛を使って、焼肉セ

ットやすき焼きセットなどといった

特産品を一つのセットにし、香美町

の特産品を堪能することができるも

図２．実際に廃校を利用した宿泊施設(新潟県かたく

りの宿) 「画像 Google 引用」 
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のです。他にも有名である蟹を使っ

た蟹すきセットなど多くの食材が対

象になると思います。なぜこのよう

なこと思いついたかというと、この

論文を作成している今現在でも「新

型コロナウイルス」に多くの方が苦

しめられています。何もかも思うよ

うに行かなかったり、このまま終息

しなのかないと多くの心配がありま

す。そんな時だからこそ、この特産

品セットを考えました。特産品セッ

トでは実際にその場に行かなくても

本場の味を自宅で味わうことが出来

るので、コロナウイルスという恐怖

に恐れることがないといったのが利

点です。もちろんコロナウイルスの

ためだけではありません。子育てが

大変な方や、高齢者で観光に行くの

に不便がある方なども対象に出来る

ので、幅広い方に香美町の特産品や

魅力を伝えることが出来ると思いま

す。 

このようなことが現実になるのは

難しいかもしれませんが、なにより

地域にあまり興味がなかった自分が

このようなことを考えられるように

なったことが成長だと思います。地

域創造系に入っていなかったらこの

ようなことは思いつかず、発想もな

かったとおもいます。自分なりにた

くさんの企画を考えることができて

よかったです。 

 

7.私の地域活性化プラン 

 私の地域活性化プランでは「時代

に合った地域活性化」を行うことで

す。例えば今の時代はインターネッ

ト社会です。そこでインターネット

や、SNSを活用した地域活性化を私

は考えます。具体的には、６でも言

ったとおり、多くの人が新型コロナ

ウイルスに苦しめられ、観光業や、

飲食業など様々なことが思い通りに

行かなかったとおもいます。そこで

YouTubeや VRなどを利用して動画な

どで香美町の魅力を発信できると思

います。動画で香美町の魅力などを

取り上げ、実際に行かなくても、行

ったような感覚になるような動画を

沢山作成します。すると何か１つの

ことがきっかけで色々な人の目には

いるようになり SNSで拡散されさら

に香美町の知名度などが上がると思

います。このように動画はたくさん

の可能生があります。他にも自分で

考えた特産品セットなども、インタ

ーネットで販売することにより、そ

の場に行かなくても魅力を感じるこ

とができます。このようにインター

ネットや SNSを利用して時代に合わ

せた地域活性化を考えます。 

 他のプランとして自分が地域活性

化に関わることです。具体的には、

地域創造系の学習で地域のことを考

えたり、思ったりするだけでもそれ

が地域活性化につながると教えてい

ただきました。こんな少しのことで

も地域活性化になると分かりまし

た。私は将来地元に残りたいという

強い気持ちがあるので、地元に残っ

た際に自分の力や、周りの方たちと

協力し地域活性化に少しでも貢献で

きるようにしたいと考えています。

そして今までお世話になった地域に

「恩返し」をしていきたいです。 

 このようなことが私の考える地域

活性化です。できるかできないかで

はなく考えることが大切だと思うの

で行動に移せるよう努力していきま

す。 
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8.まとめ 

 私は地域創造系で三年間学習して

多くのことを経験し、学ぶことが出

来ました。他の学校では体験できな

いようなことをこの地域創造系です

ることができました。ボランティア

活動や、集落調査など地域と密接に

なって活動することにより、地域の

魅力や暖かさに気づくことが出来ま

した。沢山の場所で様々な人に出会

うことができ、何の知識もなかった

自分に多くのことを身につける機会

になりました。人の前にたって発表

する力や、地域のことを色々な目線

から見るなど三年間で大きく成長し

ました。そして何より地域にまった

く興味がなかった自分が、将来地域

のために役に立ちたいと思えるよう

になったのが大きな収穫であり成長

です。そして地域創造系の仲間に出

会えていろいろなことに挑戦して活

動できたことや、地域創造系の際に

多くの講師や先生方に出会えたこと

が、自分にとって一番の喜びです。

地域創造系に入って本当に良かった

です。 
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「私の地域活性化プラン」 
～若者が活躍する町に～ 

3 年 1 組 1 番 青木 勇磨

1．はじめに 

高校入学以前から私は、香美町には豊

かな地域資源がある一方で、町外の人に

認知されていないと感じていました。そ

のような地域の現状を変えるために、何

かしたいと思い地域アウトドアスポーツ

類型地域創造系に入学しました。地域探

求の授業で地域について学んでいく中で、

香美町の豊かな地域資源を存続させたい

と考えるようになりました。そのために

は、マーケティングの手法を用いて香美

町の魅力である地域資源を売り出してい

くことになりました。以下地域探求の授

業で学んだことを踏まえた私の地域活性

化プランを述べます。 

 

2．地域探求で学んだこと 

私たちは、鳥取大学の白石秀壽先生監

修のもと、「ひと・もの・こと魅力発信プ

ロジェクト～香美町の魅力を売る～」を

行いました。このプロジェクトは、マーケ

ティング手法を用いて地域資源を製品

化・ブランド化させ、商品の分析や販売促

進をします。この活動では、班ごとに探究

テーマ(地域資源)を設定し、地域の方と

連携して企画から実践まですべて高校生

が行いました。唐辛子発酵調味料「唐三」、

吉滝キャンプ場、ジビエ、村岡城下町の 4

つの地域資源の中から私の班は、「唐三」

という唐辛子発酵商品をマーケティング

の手法を使うことでさらに売り出してい

くことにしました。このテーマにしたき

っかけは以前、夏季調査実習で小代地区

の東垣集落を訪れた際に「唐三」という発

酵食品を知ったことです。この調味料は

地元の食材を使い、地元の人がすべて手

作業をしていることに魅力を感じ、「唐三」

についてさらに調査することにしました。

社長へのインタビューやインターネット

を用いて調査を行いました。また工場に

も見学に行きました。調査を終え、ホーム

ページのコンセプトや社長の話などの情

報から、地元の食材を使い地元の人が手

作業で作る「地域に根差した商品」である

ことに焦点を当てました。具体的には道

の駅を訪れた方や「唐三」のホームページ

を見た方向けに私たちで動画を作って見

てもらうことで認知度を上げようと考え

ました。 

私は、この活動を通して学んだことが 2

つあります。 

1 つめは自分が住んでいる香美町には

まだ知られていない魅力がたくさんある

ことです。私は地域探求で扱っている「唐

三」という商品を小代地区の東垣集落を

訪れるまでは知りませんでした。また地

域探求で地域について学ぶなかで、自分

も知らなかった地域の魅力に気づくこと

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．工場見学の様子 

図 1．工場見学の様子 
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が多くありました。地域について様々な

視点から学ぶことで、新たな地域の魅力

を発見できます。また、地域のイベントに

積極的に参加し、地域にかかわることも

地域の魅力について知るには効果的です。

地域のイベントによって地域にかかわる

一人一人が地域に興味を持つことで地域

活性化にもつながると考えました。 

2 つめは地域資源を使って何ができる

のか考えることです。香美町には豊かな

地域資源があるのにもかかわらず、その

魅力を発信できていません。地域の魅力

をより多くの方に知ってもらうためには

情報発信が不可欠です。情報発信をする

際に必要なことが幾つかあります。まず

マーケティング手法を用いてテーマとし

て設定した地域資源の現状から将来像を

考えることです。次にどのような顧客に

何のサービスを提供するか、また顧客に

とっての価値は何か価値提供の切り口は

何かを考える必要があります。つまり顧

客にとって価値あるモノを創造し、自然

とモノが売れる仕組みをつくることが必

要です。そのような仕組みをつくること

により香美町の豊かな地域資源を認知し

てもらうことができ、地域資源の存続に

もつながると考えます。 

 

3．高校時代に地域で活動したことか

ら学んだこと 

私は地域で活動することで地域の方と

のつながりの大切さを学びました。総合

的な探究の時間の活動では地域福祉班に

所属していました。地域福祉班では、花の

定期便や射添小学校放課後子ども教室な

ど、地域の方との交流する機会が多くあ

りました。花の定期便の目的は日頃お世

話になっている地域の方々に花を届ける

ことで地域のつながりを深めることをで

す。また、射添小学校放課後子ども教室で

は、子どもたちとのかかわりを通して世

代間交流の機会の提供につなげることを

目的として活動しました。これらの活動

を通して花を受け取ってくださった方々

の笑顔や、子どもたちが楽しそうに遊ん

でいる姿を見ることができました。しか

しその一方で、コロナ禍で地域社会の人

と人とのつながりが希薄になっているこ

とも感じました。なぜなら高齢者と小学

生では交流する機会がコロナ禍の影響で

無くなってしまったからです。このよう

な状況でも高校生であれば立場の違う

人々をつなぐことが出来ると考えていま

す。例えば高校生が様々な世代を超えた

交流の場をつくります。そうすることで、

私たち高校生が地域の人と人とのつなぎ

役になり地域のつながりを深めることが

できます。 

 

4．地域の現状で感じていること 

私が地域の現状で感じていることは、

町内の農業の若い担い手がいないことで

す。近年では社会構造の変化により、定年

退職後の新規就農希望者が少なくなって

います。その背景には定年退職後の新規

就農者の年齢が 5年から 10年遅くなった

ことがあります。農業が出来る期間が短

くなることで投資金額を回収できず、新

規に農業機械を買って農業を始めること

が少なくなっています。そこで地域の自

治体では、地域の農地を守る中心的な担

い手を確保するために、関係機関と連携

しています。就農を希望する方の就農モ

デル相談・定住支援等の相談体制を整え

る「地域の新規就農サポート宣言」を行っ

ています。具体的には就農相談会の開催、

就農相談と移住・生活支援に関する相談

窓口が連携してワンストップの相談対応

を実施しています。受入体制を整えるこ

とで就農意欲を喚起しています。そのほ
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かにも、就農準備の支援、就農後も技術や

経営管理についての指導や相談を継続し、

生活に関わる支援など定着支援をしてい

ます。一方で私たちが生活する中で若い

世代が農業をしているところを目にする

ことは少ないです。香美町の少子高齢化

の進行することで、町内の農業は衰退す

るばかりです。そのためには町内の農業

を守っていくこと、農業従事者と若い世

代がつながれる仕組みをつくることが必

要だと考えます。 

 

5．地域に必要だと思われること 

香美町には豊かな地域資源や他の地域

にはない魅力がたくさんあります。その

一つとして香美町独自の特産品が多くあ

ることです。例えば、香美町産コシヒカリ

「とろかわの恋」があります。「とろかわ

の恋」は良質な湧き水と昼夜の温度差の

ある環境で育ったお米です。第 10回米・

食味分析鑑定コンクールで総合部門金賞

を受賞し、他数々のコンクールでも受賞

実績のあるお米です。その一方で「射添紙」

のように戦前までは盛えていたものの現

在は廃れてしまった産業もあります。町

内の農業や産業が衰退してしまうことで

地域の活気がなくなり、香美町イメージ

ダウンにつながる可能性は否定できませ

ん。また、町内の農業や産業を身近に感じ

ることができなくなり、若い世代がそれ

らに興味を持つことがな 

くなってしまいます。地域を活気づける

ためにはこのような現状を変えていくべ

きだと考えます。そのためには香美町の

魅力ある特産品を守るために、農業や産

業の担い手を確保することが必要だと考

えています。多くの若い世代に町内の農

業や産業に興味を持ってもらうこと、そ

うすることで担い手を確保できると考え

ます。まとめると香美町は、農業従事者や

事業者などの若い世代をつなぎ、より多

くの方に町内の農業や産業に興味を持っ

てもらうための取り組みをする必要があ

るということです。 

 現在の香美町の町づくりには問題点が

幾つかあります。2021 年に行われた国勢

調査の産業別就業者数によると、平成 2年

と令和 2 年は第 1 次産業の就業者数は大

幅に減少しています(図 2)。農業に焦点を

当てて見ても就業者数の減少が際立って

います。 

 

 

香美町の町づくりの課題の一つめに、

農産業従事者の確保ができていないこと

が挙げられます。その背景には急速に人

口減少が進んでいることがあります。

2021 年国勢調査での香美町の人口は、昭

和 45 年 28,321人、令和 2年は 16,064 人

であり 50 年間で 12,257 人減少していま

す。(図 3)  

15～64 歳階級別人口に注目すると若い

世代になるにつれて人口が少なくなって

図２．産業別就業者数(「2021 香美町統計データ」より) 

3．人口と世帯(「2021 香美町統計データ」より) 
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います。(図 4) 

 

 

これから分かるように若い世代の人口

が少なくなることで、急速に人口減少が

進んでいます。また人口減少が原因で農

産業従事者の確保ができないという現状

も考察できます。さらに人口減少が進む

ことで、農産業従事者の確保がより難し

くなっていきます。 

香美町の町づくりの課題二つめに観光

客の減少があります。新型コロナウイル

スの感染拡大したことで、観光客入込数

が近年大きく減少しました(図 5)。 

そのため、近年では町外から観光客を

呼び込むことが難しくなっています。そ

のような状況は町内の観光の事業転換や

規模の縮小に繋がります。だからこそ新

型コロナウイルス終息後を見据えた政策

を考えるべきです。 

香美町の町づくりの課題三つめに香美

町の魅力を見つけ情報発信することです。

私自身香美町に住んでいても、地域創造

系で学ばなければ、知ることのなかった

魅力が多くあります。そもそも人に知ら

れなければせっかくの魅力も意味を成し

ません。そのため町外に情報発信してい

くことはもちろんのこと、町内にも香美

町の情報を発信していく必要があるので

す。ここで挙げた課題をまとめると、以下

の 3つになります。 

 

(1) 農業や伝統産業の従事者や事業者

と若い世代のつながりがないため、

若手の担い手がいない。 

 

(2) 新型コロナウィルスの影響による

観光客の減少 

 

(3) 香美町の豊かな地域資源を活かし

た情報発信ができていない。 

 

これら 3 つの課題を自治体が主体とな

り、町内の農業従事者や事業者と連携し

て解決することで地域活性化を図ります。 

 

6．私の地域活性化プラン 

香美町の町づくりにおいて、町内の農

業従事者や事業者と若い世代がつながる

ことで、町内の農業や産業を身近に感じ

ることが必要です。また地域資源を活用

した情報発信することで、資源を活かし

た町づくりを実行できると考えました。

そこで、前述した 3 つの課題に対する地

域活性化プランを提言します。 

はじめに、(1)の地域活性化プランとし

て、個人事業主が求人情報を掲載できる

図 5．観光客入込数の推移 

(「2021 香美町統計データ」より) 

図 4．年齢階級別人口 

(「2021 香美町統計データ」より) 
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インターンシップ募集サイトを開設する

ことを提案します。そこに農産業従事者

や事業者が求人情報を掲載することで、

町内で就職を希望する方の支援を行いま

す。またその募集サイトのターゲットを

大学生に絞ることで、次の担い手の育成

を促進することに繋がります。担い手を

育成することで「とろかわの恋」や「射添

紙」など地域の特産品として長く存続さ

せブランドの価値を上げます。 

つぎに（2)の地域活性化プランとして

は大学生向けのツアープランを考えまし

た。企画名は「農業・伝統産業体験日帰り

ツアー」です。ツアーは農業体験と伝統産

業体験から選択できるようにします。農

業体験は、「とろかわの恋」が作られてい

る棚田で行い、田植えや稲刈りを体験し

ます。伝統産業体験は、「射添紙」の紙漉

きを体験します。このツアーでは、香美町

の農業や伝統産業を体験してもらい、身

近に感じてもらうことで若者の興味を持

ってもらうことが目的です。また実際に

農業体験や伝統産業体験をすることによ

って、体験することに楽しさや魅力を発

見してもらいます。ツアー終了後には、香

美町の農業や伝統産業に興味を持った方

はインターンシップを検討してもらいま

す。このインターンシップの手続きは募

集サイトを通じて香美町が行います。  

これらの新たな施策を「地域の新規就

農サポート宣言」として提案します。将来

的には大学生だけではなく、転職を考え

ている社会人をターゲットに募集をかけ

てみることでツアーの参加者増加が図れ

ると考えます。町内の個人事業主と町内

で就職を希望する方が、つながることで

人同士のつながりも形成されます。 

最後に(3)の地域活性化プランです。身

近なツイッターやインスタグラムを活用

して情報発信していきます。 

7．まとめ 

私は高校生活の経験を通して、地域に

ついて学び考えを深めていきました。 

この活動で一つめに感じたことは、地

域を様々な視点から見る事や地域の方と

関わることが大切であることです。 

二つめに感じたことは、香美町では町

内の農業や産業に興味を持つ若者が少な

いことや、豊かな地域資源を活かした情

報発信ができていないことです。香美町

の魅力が知られていないということは、

地域にとってとても大きな問題です。そ

れを解決するためには、町内の農業や産

業をどう売り出すかが大切だと感じまし

た。 

三つめは町内の農業や産業を活発にし

て香美町にしかない特産品を存続させる

べきだということです。 

これからの町づくりでは、町内から町

外までの人同士のつながりを深めること

や、地域の魅力について考えを深め、情報

を発信し香美町の資源を最大限に活かし

た人材を育成するべきだと思います。 
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1.はじめに 

 私は香美町のことをもっと深く学びた

い、新たな魅力を発見したいと思い、地

域創造系に入りました。地域の新しい魅

力を発見し、地域に対して知識が増えて

いくなかで、他の人にも情報発信したい

と思うようになりました。ここでは香美

町の現状や課題をどう学んでいったの

か。また今まで学んできたことを踏まえ

て、どうすれば香美町がもっと良くな

り、地域が元気になるのか自分なりに考

えまとめました。 

 

2.地域探求で学んだこと 

地域探求では、まずマーケティングに

ついて鳥取大学の白石先生に教わりまし

た。マーケティングは、顧客の立場に立

って考えることが大切で、顧客が望むも

のを企業が提供することが一番いいと学

べました。また、顧客がどのような動き

をするのか具体的に予想することも大切

だと感じました。マーケティングではセ

グメンテーションを用いてターゲットを

決めます。セグメンテーションとは、顧

客をいくつかのグループに分けることで

す。そのグループから一つ選び出してタ

ーゲットにします。そして、そのターゲ

ットにどうやって売り出していくのかを

考えていきます。2年生の夏には、徳島

県上勝町へ行きました。上勝町では株式

会社いろどりが葉っぱビジネスを展開し

ていました。この葉っぱビジネスとは、

料理などの装飾として使われている“つ

まもの”を高齢の方が生産し販売するビ

ジネスです。 

またこれ以外にも、「焼却、埋め立て

によるごみの処理を限りなくゼロに近づ

ける努力をする」というゼロウェイスト

宣言に基づいてゼロウェイスト運動が行

われていました。上勝町では、ごみ収集

車が廃止されているため、各家庭でゴミ

ステーションに行き、ごみを 45 種類に

分別します。そして、その分別したもの

はリサイクルされ別のものへと生まれ変

わります。生ごみは、自宅でコンポスト

という生ごみ処理機で処分しているそう

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１.ごみステーション見学の様子 

普通ならごみとして処分されてしまう

ものを資源としてリサイクルしているこ

とに驚きました。今手元にあるごみも、

もしかしたら地域活性化できる資源なの

かもしれないと思いました。また普段何

気なく暮らしている中にも、多くの資源

が隠れていることに気づくことができま

した。 

この研修の中で印象に残っていること

は、講義をしてくださった方々の言葉で

す。 

私の地域活性化プラン 

     ～人との交流～ 

3 年１組 10 番 岸 奏実 
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一つめは、足元にあるものに目を向け

るという言葉です。自分の足元にある大

事なものに気が付いていない人が多いそ

うです。自分の足元には自然があり、野

生動物が住んでいて、虫たちが飛んでい

ます。このような普段当たり前だと思っ

ていることに目を向けてみることで、新

しい発見があるかもしれないということ

を改めて学ぶことができました。この研

修を通して普段何気なく生活している中

にも地域活性化のヒントが隠れているか

もしれないと意識し、周りに目を向けて

行動しようと思いました。 

二つめは、自分で考えて行動すること

を習慣化させるということです。親や先

生から言われて行動するのではなく、自

分の意志で行動し、責任を持つことが大

事だと気づかされました。何かする際に

待っているだけでは、何も始まらないと

思うので自分の力で考え行動を起こして

いく力は、これからの人生に必要不可欠

な力だと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.株式会社いろどり横石氏による講義の様子 

三つめは、最初から完璧でなくていい

ということです。最初から完璧を目指そ

うとすると目の前のものに囚われてしま

うためいいものが仕上がらなくなってし

まうそうです。むしろ後から付け加え、

訂正することでよりよいものに仕上がる

そうです。私も何かする際に、最初から

完璧を目指すのではなく、今持っている

最大限の力で何回も付け加え訂正したり

しながら作り上げていこうと思いまし

た。 

四つめは、未来（夢・目標）から逆算

して今できることを考えるということで

す。この考え方をバックキャスティング

といい、この方法を使うと想像した未来

を実現しやすくなるそうです。将来なり

たいものや、やりたいことを実現するた

めに今何をすべきなのか、この方法を使

うことでよりわかりやすくなります。何

をすればいいのかわからなくなったとき

に、この考えを活用していこうと思いま

した。 

五つめは、見たままを真似するだけで

はうまくいかないということです。「あ

の町が○○しているからここも○○しよ

う」としてしまうと自分の町の特徴が消

えてしまいます。また自分の町の実情に

あった政策ではないため、かえって状況

が悪化してしまう可能性があると思いま

した。ただ真似をするだけでなく、自分

の町らしくアレンジしていくことで、う

まくいくのではないかと思いました。徳

島県上勝町へ研修に行くことで、成功し

た政策を聞くことができまた政策が成功

した場所を訪れることできました。何が

地域の資源になるのかしっかり考える癖

をつけておかないと、チャンスが通り過

ぎて行ってしまうことが分かりました。 

研修後に私たちはテーマを「人・モ

ノ・コト発信プロジェクト」に決めまし

た。その後ありふれた資源の中から「キ

ャンプ」「唐三」「商店街」「ジビエ」の 4

つの資源に絞り班で分かれ取り組み始め

ました。私は「ジビエ」の班で、鹿の獣

被害や命の大切さを知ってもらうために

活動しました。まず鹿がもたらす環境へ

の影響について、良い部分や悪い部分を

調べプリントにまとめました。また地域

の方の手を借り、鹿肉のハンバーグを班
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員と作り食べました。その際に人と関わ

ることで楽しく笑顔でいられる時間が大

切であることを改めて学びました。 

 

3.高校時代に地域で活動したこと

から学んだこと 

村岡高校に入学して地域の方々と関わ

ることが多くなり、地域の方々の温かさ

を改めて知りました。みかた残酷全国マ

ラソンやダブルフルウルトラランニング

などのボランティア活動では、何も分か

らない私たちに対して地域の方々が優し

くアドバイスしてくださいました。この

他の総合的な探究の時間での活動では地

域福祉班に所属していました。その活動

の中では地域の高齢な方々と交流する機

会が多くありました。その際に昔の村岡

高校の話をしてくださる方や、「頑張っ

て」と応援してくださる方もいて心が温

かくなりました。私はこの経験から改め

て人と会話することの楽しさに気付くこ

とができました。最近はコロナウィルス

の影響で地域の行事や地区の行事が中止

になっています。そのため地域の方との

会話できることや、地域の方に応援して

もらう機会は、減っていっています。一

つ一つの機会を大切にしていかないとい

けないなと思いました。 

地域創造系での活動では、地域に関す

る知識や、地域の魅力を伝えていく方法

を学びました。私自身が香美町に住んで

いますが知らなかったことが多かったで

す。地域の知識や魅力について、小学校

や中学校でも教えてもらわないことが多

くあるのだと学びました。地域創造系の

授業の中で印象的だったのは、野生動物

の増加や行動範囲の拡大、被害について

です。野生動物の被害について車と衝突

してしまったり、畑を荒らされたり、夜

は鳴き声で眠れないなどの被害がよく耳

にするようになりました。しかし野生動

物がいることは悪いことだけではないで

す。野生動物は私たちに食を与えてくれ

ることも学びました。この授業を通して

食のありがたさを実感しました。今まで

の地域創造系の授業を通して学んだこと

は、自分が地域の魅力を知り、その内容

を誰かに話し伝えることで他の人へも知

識が繋がることです。他の人に魅力を伝

えていくなかで、地域をもっと好きにな

っていくことも学びました。 

高校生活を送る中では、自分から何か

行動を起こすと新しい出会いがあること

を学びました。アルバイト活動に挑戦す

ることや、学校の委員会に入ることで、

新しい人と出会い、人との交流する範囲

が広がり毎日がより楽しくなりました。

また多くの人との出会いは、同時に自分

自身の新しい発見にも繋がることを学び

ました。 

高校生活の経験からどんなに小さな行

動でも普段やらないことをすることで、

新たな発見があることを学びました。例

えば家の近くを散歩してみるとします。

普段とは違うルートを選んで散歩してみ

ることで、 

「こんな場所もあるんだ」と新たな発見

があります。また同じように散歩してい

る人に出会うこともできます。高校卒業

後もどんな小さなことでも普段やらない

ことをすることを心がけていきたいで

す。 

 

4,地域の現状で感じていること 

私が香美町の現状で感じている課題

は、少子高齢化、人口減少（特に若い

人）、野生動物の増加です。まず少子高

齢化についてです。幼稚園、小学校、中

学校の統合が進んでいます。私の住んで

いる地区も子供の人数が年々減り、少子
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化がより身近に感じられるようになりま

した。つぎに少子高齢化の進行と共に人

口減少も進んでいます。香美町内の子供

の多くは、高校卒業後香美町外に進学

し、就職してそのまま帰ってこないそう

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3,香美町の人口の動き 

（2021 香美町統計データより） 

若者や子供が減ることで、このままで

は出生数はどんどん少なくなり、香美町

は若い力、元気な力を失ってしまうと感

じました。すでに住人が少なくなり、限

界集落になってしまった集落もあるそう

で、人口減少、過疎化は大きな問題だと

一層感じました。最後に野生動物に関し

ても、生息数が増加傾向にあり、畑を荒

らしたり、事故してしまったりと被害が

出てくることが以前と比べて多いように

感じています。私がした経験としては、

庭に植えていた花を野生動物によって食

べられたことがあり、その時はショック

を受けました。原因は、人が山に行かな

くなったからだと授業で聞きました。人

口減少と関係ない野生動物による被害

も、実は関係するのだと感じました。 

 

5.地域に必要だと思われること 

私が地域に必要だと思うことは、多く

の人にもっと地域を知ってもらうことで

す。香美町外の方に知ってもらうのはも

ちろんのこと、町内の方に知ってもらう

ことも必要だと思います。地域創造系で

学んできたなかで、自分自身が知ってい

ることよりも知らなかったことのほうが

多くありました。せっかく香美町に住ん

でいるのに知らないのはもったいないこ

とだとも思いました。地域の方々が知ら

ないことは地域外の方も知らないはずな

ので、まずは町内の方々に知ってもらえ

たらいいと思います。私は人に何かをお

勧めするとき、いい点やアピールポイン

トを見つけてからお勧めします。そのた

めいい点やアピールポイントを知る、見

つけることから始めていったほうが相手

にも伝わりやすく、自分自身ももっと好

きになれると思いました。地域に住んで

いる人が、地域を知ることで愛着が湧

き、ここに住んで暮らしてよかったと思

ってもらうことで地域活性化につながる

のではないかと思います。また地域のこ

とを知り、他の人にも伝えることで都会

からの移住やＵターンなどもが期待で

き、人口減少もやわらげることができる

と思いました。 

 

6.私の地域活性化プラン 

 私は香美町に住み、生活をする中で少

子化を感じることはあります。一方で人

口減少を感じることはありません。デー

タによると、平成 17年に総人口が

21,439 人だったのが令和 2年には

16,064 人に減っており深刻な問題になっ

てきています。 
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図 4,香美町の人口と世帯（2021 香美町統計デ

ータより） 

その問題を解決し、地域活性化するため

には、人口減少を止める必要がありま

す。まず町内の人を他の地域に出て行か

せないようにしなければいけないです。

次に必要になるのは一時的に出て行って

しまった人にまた帰ってきてもらうよう

にすることです。最後に新しい移住者に

来てもらうことも必要だと思います。そ

の解決策として住民と移住者との交流会

を行うことが大切だと思います。 

具体的な例として、まず役場の方々と

地域の方々が交流します。地域の方々が

香美町の改善してほしいことを役場の方

に伝え、その意見を行政が取り組み改善

していく。そうすることで香美町から出

て行ってしまう人も少なくなると思いま

す。交流は４か月に１回、年に３回実施

します。また、３か月に一回、香美町の

暮らしについて住民の不満や不安をアン

ケートで集めます。その内容を元に交流

し、解決します。 

また移住希望者に対しては、香美町在

住の方々の家に民泊することで移住者の

方と住民と話せる場を開きます。移住希

望者を募集すると同時に、香美町の住民

に民泊させてもらえるかのアンケートを

取り、民泊を実施して頂ける住民には事

前準備してもらいます。民泊を実施する

目的は、香美町の方々が温かい心を持っ

ていることを知ってもらうこと、また住

民と交流することで、この人が住んでい

るなら私も住んでみようかなと思っても

らうことです。実際に民泊を行った際に

は、香美町に住んでいて思うことや、１

番いいことなどを共有します。これらの

取り組みにより移住者が移住で不安なこ

とを解消します。この他にも香美町に

は、移住者をサポートする制度がありま

す。その中には「移住の下見のための交

通費の負担」があります。その制度を利

用し、交流会に参加してもらうことがで

きれば、移住の下見の際の出費を少なく

抑えることができます。移住者でお金が

心配な人でも迷わず参加できます。移住

者は、Iターンの移住者だけに限らず、U

ターンの移住者も参加できるようにする

ことで、「なぜ 1度香美町を出て行って

しまったのか」や「なぜ戻ってきてくれ

たのか」などの意見を聞けます。この取

り組みは１度違うところに住んだ人の住

んでいる人とは違う視点で香美町を捉え

ることが出来ると思います。 

以上の内容を全て踏まえて行動するこ

とで、香美町がこのまま伸ばしてほしい

点、もっと改善してほしい点などを見つ

けることができます。また改善していく

ことで今よりももっとよりよい町にな

り、人口も増えていくと思います。将来

的には移住が目的ではない方にも、民泊

を利用できるようにして香美町の財源に

していけたらいいなと思っています。 

住民や移住者との交流を行い、住民の声

を聴いて取り入れてくれるような密な関

係にすることが、移住者を増やす一番の

施策だと思います。 

 

7.まとめ 

 私は朝、近所の方と挨拶をします。私

は、挨拶や会話をすると、「よし、今日

も頑張るぞ‼」と元気で溢れます。近所
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の人がいなくて挨拶ができないときは、

元気が出るのに時間がかかります。この

ことから、人とかかわることの大切さに

気づきました。だから私はモノを通して

活性化するのではなく、人と人とのつな

がりから地域を活性化させたいと思いま

した。人と人とが交流する際ことで一番

大きなことは、相手も自分も笑顔になる

ことです。例として地区の祭りと総合的

な探究の時間での出来事があります。地

区の祭りでは地区の人同士で一緒にご飯

を食べたり、話したりします。その際に

皆さん色々な人と交流することで笑顔に

なっていました。また総合的な探究の時

間の地域福祉班での活動では、自分たち

の手で花を届けた際に、地域の人が笑顔

で受け取ってくださり、自分も笑顔にな

りました。香美町全体も祭りの時のよう

に、明るく笑顔で溢れている誰もが暮ら

しやすいと感じられるような町になった

らいいなと思いました。 

 地域創造系に入って、香美町のことや

村岡のことを学んでいくなかで、答えの

ない問題を考えること、色々な人にイン

タビューすることの難しさを感じ、大変

だと感じることもありました。しかしそ

の経験を通して香美町についてより深く

学ぶことが出来ました。また香美町につ

いて深く知ることで、香美町も香美町に

住んでいる人もより好きになり、香美町

に住んでいたいと思う気持ちが以前より

より強くなりました。まだどれだけ自分

が地域に貢献できるか分かりませんが、

より良い地域になるように貢献していき

たいと思っています。高校生活で学んで

きたことを大人になっても忘れずに生き

ていきたいと思います。 
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私の地域活性化プラン 

～地域資源を活用した高齢者の活気促進～ 

３年１組 13 番 小谷 竜生 

 

1. はじめに 

私が地域創造系に入学しようと思った

きっかけは、地域に住んでいた先輩の話

からです。その先輩は村岡高校の地域創

造系の活動を通して、地域の魅力や地域

活性化について学べたとのことです。私

は自分の住んでいる地域にどんな魅力が

あるのか、また地域活性化にはどのよう

なことが出来るのかに興味があり、地域

創造系に入りました。以下ではこの地域

創造系の活動を通して学んだこと、また

自分なりにどうすれば地域活性化できる

のか考えたプランを書いていきます。 

 

2. 地域探求で学んだこと 

地域創造系の 1年次の活動では、村 

岡の自然と社会と歴史について学びま 

した。その授業の中で印象に残ってい 

る授業は 4つあります。 

 1つめは水生調査の授業です。まずこ

の授業では、どんな水生昆虫が村岡に住

んでいるのか講義形式で学びました。次

に実地調査として、地元の小学生と一緒

に昆陽川で水生調査を行いました。この

授業で学んだことは 2つあります。1つ

めは村岡が豊かな水質や生態系であふれ

ていることです。普段見ている昆陽川に

は、世界的に見ても珍しい水生昆虫が住

んでいる事実を知り驚きました。2つめ

は何かを調べる時に、調べるものさしを

持つことでした。川の水生調査では、水

生昆虫というものさしを使うことで川の

水質等を調べる事が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1.水生調査の様子 

2 つめは但馬の植生についての授業で

す。まず但馬の植生について講義形式で

学んだあと、ハチ北の湿地に行きました。

この授業で学んだことは 2 つあります。

１つめは植生が環境の変化による影響を

うけることです。もともとあったハチ北

の植生は、スキー場による湿地の減少や

シカ等の被害で変わってきています。だ

からと言って他の地域に生えている植物

を直接植えるのではなく、地元の植物を

守っていくことが大切だと改めて感じま

した。2つめはなにが地域資源になるか分

からないことです。ハチ北には「ウリハダ

カエデ」という植物が群生しているもの

の、全く注目されていませんでした。しか

し近年では、このウリハダカエデは、メイ

プルが採取できることで注目されていま

す。このことから普段当たり前に見てい

るものも、新しい地域資源になる可能性

を秘めていることが分かりました。 

 

 

 



 

- 88 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2．植生調査の様子 

 

 3つめは獣被害の授業についてです。  

この授業では獣被害の対策方法やツキノ

ワグマの生態について学習しました。学

習したことは、ツキノワグマは但馬地域

特有の生態を持ち、また身近な存在であ

ることです。村岡には多くの柿の木があ

ります。クマはその柿の実を目当てに、山

から下りてくるそうです。そのためツキ

ノワグマは私たちの住んでいる身近な場

所でも目撃されています。身近な存在で

ある分、熊鈴を準備するなど気をつけな

いと遭遇してしまう可能性があるとも思

いました。 

 4 つめは香住の海で行ったシュノーケ

リングとシーカヤック体験です。この授

業で学んだことは、但馬特有の自然とそ

の豊かさです。シュノーケリングでは海

中の豊かな生態系を、シーカヤックでは但

馬特有の海岸の地形を観察しました。しか

しその豊かな生態系や自然も、海流によっ

て流れてくる様々なごみによって無くな

る危険があります。この美しい自然を守

るためにも、ごみを海に捨てない等の当

たり前のことを続けていく必要があると

も感じました。 

 

 

 

 

  写真 3．シーカヤック体験の様子  

 

これらの講義を通して、山・川・海と

もに豊かな自然があることが、但馬地域

の豊かな生態系につながっているのだと

感じました。この豊かな生態系を維持す

るためにも、山・川・海すべてをきれい

な状態にすることが人間の務めなのでは

ないかとも改めて感じました。 

 

3. 高校時代に地域で活動して学んだ

こと 

 私は総合的な探究の時間では、2 年次か

ら環境 A 班に入っていました。この環境 A

班では、小代区貫田にある「うえ山の棚田」

の棚田の保全を目的として活動をしていま

す。この「うえ山の棚田」は貫田の中でもか

なり山奥にあるため、「天空の棚田」とい

われています。その美しい景色から日本

の棚田百選にも選ばれており、遠方から

写真撮影に来る方もいる素敵な場所です。

この棚田には美しい景色以外にも、優れ

た部分があります。それは防災機能です。

棚田が持つ貯水能力によって、地下水が

急に増えるのを防ぐだけでなく、地盤が

固くなることで土砂崩れを防ぐ効果があ

ります。 
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 しかしこの棚田は大きな課題を抱えて

います。それは少子高齢化の影響等で担

い手が不足していることです。 

現在「この景観はどうしても守りたい」

「耕作放棄地なんかにしたくない」と思

う有志によって棚田を守るための組織

「武勇伝」が結成され、生産が困難になっ

た農家の棚田を譲り受けたりしています。

ただその武勇伝のメンバーの中でも、若

者が少ないという現状があります。今後

うえ山の棚田を守っていくためには、若

者たちに興味を持ってもらうこと、棚田

を保全するボランティアスタッフの数を

増やすことが大切です。 

    

写真 4.環境 A班での活動の様子 

 環境 A 班の活動ではまず実際に自分たち

の手を使って稲を育てる活動を行いました。

次に棚田を保護するボランティアスタッフ

募集のパンフレットなどの作成に関わりま

した。その際にはどうすればボランティア

に人が来てくれるかを班に分かれてグル

ープワークをしました。内容が難しいこ

ともありなかなかいい案が出ませんでし

た。その時に地域創造系の授業で行って

いたグループワークの経験を活かして、

班のメンバーそれぞれのアイデアを紙に

書き、意見を共有しました。アイデアを共

有することで、たくさんのアイデアが生

                                                   
2 耕作放棄地について 

https://www.pref.chiba.lg.jp/noushin/kous

まれとてもいい経験になりました。この

経験から環境 A 班と地域創造系の授業、

全然接点のない授業であっても同じアプ

ローチをすることが大切なのだと学びま

した。また水生昆虫の授業で学んだ、何か

を調べる際のものさしを持つことの大切

さも改めて学ぶことが出来ました。 

 

4. 地域の現状と課題 

香美町が抱えている問題は高齢化です。

この高齢化によって起こっている問題は

耕作放棄地の増加です。この耕作放棄地

問題とその現状について以下で説明して

いきます。耕作放棄地問題は、香美町だけ

でなく日本全国の過疎地域が抱える深刻

な問題となっています。現在全国の耕作

放棄地面積は、昭和 60年までは、およそ

13万 haで横ばいだったものの、平成２年

以降増加に転じ、平成 17年には東京都の

面積の 1.8 倍に相当する 38.6万 haとな

っています。 それだけ耕作放棄地が増え

る一方で、農地として経営している経営

耕地面積は減少しています。 

 

図 1.経営耕地面積・工作放棄地面積の 

  2推移 

  

 

akuhouki/what.html 
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この耕作放棄地によって以下の問題が発

生しています。 

①病害虫の温床   

②鳥獣被害の拡大   

③雑木・雑草の繁茂や火災雑木 

④産業廃棄物などの不法投棄   

⑤景観の悪化   

⑥農地の利用集積の阻害や水利施設への

支障 

 これらの問題をなくすためにも、雑草

の刈り取りを定期的に行い農地の適正な

管理をすることで耕作放棄地を減らす工

夫が必要になります。 

 

図 2.農林水産省農村振興局調べ耕作放棄

地に関する意向調査(平成 21年)3 

 

しかし耕作放棄地には管理するうえでの

問題点も多くあります。そのなかで際立

って問題となっているのは、高齢化によ

る労働力不足です。農林水産省農村振興

局調べ耕作放棄地に関する意向調査によ

ると、どの地域でも高齢化による労働力

不足が大きな割合を占めています。つい

で、「生産性が低い」、「農地の受け手がい

ない」、「土地条件が悪い」等が占めていま

す。限界集落の一部では土地の管理がも

うできないため集団で農業をやめてしま

                                                   
3 農林水産省農村振興局調べ耕作放棄地に

関する意向調査 

うところもあります。 

 上記で取り上げた耕作地放棄問題以外

にも取り組まなければいけない課題があ

ります。それは高齢化問題です。高齢化も

問題の解決策としては、国家レベルの施

策も必要だと思います。その一方で増え

続ける高齢者がどうすれば高齢期におい

て働き続けられるか考えることも重要だ

と思います。なぜなら仕事は生計維持の

ためだけでなく、社会の役に立つという

自己肯定感も生まれるからです。この自

己肯定感は日々の生活への張り合いに繋

がります。この後の章では耕作放棄地問

題の解決策と、高齢者の働き方について

述べていきます。 

 

5. 私の地域活性化プラン 

私の考える地域活性化プランは、病院

や老人ホームで暮らしている高齢者の方

に管理難しい土地を管理してもらう方法

です。具体的にはまずの農家さん、地主さ

んから管理が大変な土地を無償で貸して

いただきます。次に病院や老人ホームに

住む高齢者の方向けに、土地を管理する

プログラムを企画・提案します。最後に実

際に病月 1 回集団で農業をしてもらいま

す。この方法では、土地の所有者と高齢者

の双方にメリットがあります。土地の所

有者は土地の管理をしなくて良い、耕作

放棄地になってしまわないといったメリ

ットがあります。高齢者の方については、

農業で体を動かしてもらうことで健康促

進、また農業の体験を通して仕事に対す

るやりがいを感じてもらえると思います。

実際このようなことを行っている有料高

齢者住宅は存在しており、一部地域では

 

https://www.pref.chiba.lg.jp/noushin/kous

akuhouki/what.html 
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仕事付き高齢者住宅という名前で運営さ

れています4。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.高齢者が仕事をしている様子 

集団で農業をする際にどのような農地

がいいのか考えた場合、高床式砂栽培農

業施設を用いた「クロスハートファーム」

での野菜栽培事業がいいと思いました。

この高床式砂栽培農業施設は、東レ建設

株式会社が開発した「トレファーム(R)」
5のシステムを採用したものを使用したも

のです。栽培方法の特徴としては、主に 3

つあります。 

1.砂栽培 

2.高床式ベッド 

3.IoT自動潅水システム 

砂栽培については、土壌が硬い土よりも

砂だと作業自体が楽になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6.トレハートファームの写真 

高床式ベットについては、写真のように

                                                   
4 『トレファーム®』による介護付き・仕

事付き高齢者向け住宅の開発が、高齢者の

生きがいづくりに大きく貢献！ 

https://agri.mynavi.jp/2018_09_18_39465

作業をする場所が、建設足場材によって

高くなっているため腰をかがめる必要も

ないです。そのため高齢者や車椅子に乗

った人でも座ったままで作業が可能です。

IoT自動潅水システムについては、水やり

や肥料やりが自動化されたものです。そ

のため遠隔管理操作も可能となっており、

毎日野菜のメンテナンスが必要といった

煩わしさからは、一定程度開放されるこ

とになります。 

 これらのメリットを持った「クロスハ

ートファーム」で野菜栽培に取り組むこ

とで野菜の収穫を目標にします。収穫で

きた野菜は高齢者の方に販売してもらい

ます。農業を通じた仕事によって、少しで

も多くの高齢者の人生が最後まで幸せに

なってもらいたいと思います。また多く

の幸せな高齢者がいることで、地域経済

の活性化にも有効だと思います。 

 

6. まとめ 

 私は3年間の地域創造系活動を通して、

入学した当初よりも少し発想力が豊かに

なりました。そのことで以前は思いつか

なかった視点から、地域を見ることが出

来るようになったとも思います。香美町

はあまりいい場所ではないと思っていま

したが、授業を受けていくうちに香美町

ってこんなに魅力的だと思えることがし

ばしばありました。この他にも空き家バ

ンクを通して大きな家が安く借りられる

など、香美町は住みやすい場所だと思う

様にもなりました。 

 

 地域の魅力以外にも、地域創造系の授

業で実践したグループワークを通して、

/ 
5 東レ建設株式会社 

https://www.toraytcc.co.jp/construction/to

refarm/index.html 
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自分の意見を持つことやそれを人に伝え

る重要性も分かりました。将来私はこん

な魅力的な香美町に何か貢献できるよう

な人になりたいです。 
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香美町の観光活性化計画 

～若者への「ほっとする時間の提供」～ 

３年１組１５番 田中 暖花

1． はじめに 

私は村岡高校に入学するまで香美町で

生まれ育ってきたにも関わらず、香美町

のことをほとんど知らなかった。しかし、

村岡高校に入学して、１年次の地域学入

門の授業の際に、外部講師の方に香美町

について山や川などの様々なテーマで講

義していただいたことで、それらの魅力

を詳しく知ることができ、香美町のこと

が好きになっていった。 

また、2年次からの総合的な探究の時間

では集落調査班に所属し、集落の魅力を

調査した。その中で香美町には魅力が多

くあるにもかかわらず、地元住民にも観

光客にも、地域が持つ魅力について知ら

れていないことが多いことに気が付いた。 

このように、香美町の魅力が観光客に

も地元住民にも知られていないことに気

づいたことから、私は将来観光業で香美

町の産業を活性化したいと考えるように

なった。村岡周辺の地域にはまだ発掘さ

れていない魅力が多く残っているため、

それらを見つけて発信し、観光客や地元

住民に認知してもらうには、自分の肌で

感じられる体験ツアーが必要となってく

る。そのために、大学進学後に地域住民や

自治体、企業などと連携した活動の中で、

地域の魅力をより良く売り出していくた

めの方法を学び、各々の魅力に合わせた

売り出し方ができるような対応力を身に

つけていきたいと考えている。 

本論文では、地域探求や総合的な探求

の時間で学んだことを踏まえて、集落調

査班で作成したガイドブックを活用した

観光客の集客方法について述べていく。 

 

２．地域探求で学んだこと 

地域学入門と地域探求を通して、地元

の魅力とともに、マーケティングを活用

した魅力を売り出していく方法を学んで

きた。３年間の学びから自分が身につけ

てきた能力を以下に詳しく記述していく。 

 

２．１ 地域学入門 

1年次の地域学入門では、まず香美町に

ある山、川、海の魅力や課題について外部

講師の方に講義をしていただいた。香美

町が持つ資源として山の植生や山陰海岸

ジオパークの地質、川の水生昆虫など、座

学の講義と実際にその地に足を運び体験

を通して、香美町が持つ資源について全

身で学ぶことができた。山では獣被害、川

では水生昆虫の種類の減少、海では海洋

ごみの問題など、多くの課題も抱えてい

ることを肌で感じてきた。地域学入門で

は、山、川、海はすべてつながっており、

それぞれが影響を及ぼしあっていること、

また人間が自然環境を変化させ、もとも

と住んでいた生物が生きられなくなって

しまう状況を生んでいることを学んだ。

山、川、海の資源がどれか１つでも欠ける

と住んでいる生き物たちは生きられなく

なってしまうため、環境を守るために私

たち自身の行動が重要になる。 

また、村岡が持っている歴史的な資源

について、まち歩きを通して学んだ。山名

氏の菩提寺である法雲寺や旧村岡町にあ

る古墳からの出土品が多く展示されてい



 

- 94 - 

 

る村岡民俗資料館まほろばなど、村岡に

は多くの歴史遺産がある。しかし、これら

の歴史遺産を観光の目的として訪れる人

は少ない。この魅力を観光客に認知して

もらうために、他地域と差別化をするこ

とで発信していくことが大切である。 

 

２．２ 地域探求Ⅰ 

2年次の地域探求Ⅰでは、鳥取大学の白

石秀壽准教授からマーケティング理論を

学び、夏季休業期間には徳島県上勝町で

の研修を行った。まず、マーケティング理

論を学んだ中で重要だと感じたことは以

下の２点である。 

1つ目は、特定の顧客に売り出すために、

セグメンテーションを活用してターゲッ

トを決定する方法である。セグメンテー

ションとは、ある分野や市場において特

定の基準をもとに細分化または分割した

一つ一つの要素のことをいう。ターゲッ

トを決定することによって、顧客が求め

る情報を伝えるための発信方法や発信媒

体の雰囲気などを定めることができるた

め、マーケティングで魅力を売り出して

いくための基礎となり、最も重要と言っ

ても過言ではないだろう。セグメンテー

ションによって選定されたターゲットに

商品を売り出し、成功した例として、シー

ブリーズという制汗剤の商品がある。こ

の商品はもともと中高年の男性が使うも

のとして売り出されていた。売り上げが

下がってきた際に、「スポーツをする」「高

校生、大学生」という 2 つの要素までセ

グメンテーションで細分化してターゲッ

トを再設定したところ、売り上げを上げ

ることに成功した。この際に、パッケージ

を若者が好むような、爽やかでカラフル

なものにすることで、商品の売り上げを

さらに伸ばすことができた。このように、

①セグメンテーションによるターゲット

の細分化を行い、②ターゲットに応じた

情報発信方法や商品のパッケージを変え

る工夫を行うという 2 つの要素が、商品

を売り出すには不可欠である。 

2つ目は、他社の商品と自社の商品とを

比較することによって、自社だからこそ

持っている商品の強みを引き出す政策を

考えることができることである。自社の

ある商品を他社の類似品と比較したとき

に、値段や品質などの商品を構成する要

素の中から自分の会社はこれだけは負け

ないという強みを理解することで、特定

の顧客のニーズに合わせて商品を作るこ

とができ、顧客に商品を手に取ってもら

いやすくなる。このような他社商品の類

似品との「差別化」によって成功した雑誌

の例として、コロコロコミックがある。コ

ロコロコミックは小学 4～6年生の男子を

ターゲットに「恋に目覚めた男子は追わ

ない」ことで、他の漫画雑誌との差別化を

図っている。恋愛要素を入れないことで

ターゲットを絞り込むことができ、ター

ゲットが好む内容を変えないことで、一

定の顧客を得ることができている。この

ように、特定のターゲットに向けた内容

を他社と差別化することで、顧客のニー

ズを満たす商品を作ることができる。 
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２．３ 上勝町研修 

徳島県上勝町研修では、「葉っぱ産業」

と「ゼロ・ウェイスト」の取り組みについ

て学び、これらの取り組みに中で以下の 2

点が印象に残っている。 

1つ目は、新しいものばかりを作ろうと

するのではなく、今ある資源から魅力を

見つけ出すことが大切だということだ。

葉っぱ産業を行う株式会社いろどり代表

取締役の横石氏から「魅力的な資源は自

分の足元に転がっていることが多い」と

いう言葉をいただいた。地域資源を客観

的に見ることで地域の魅力を発見するこ

とができるため、現在の当たり前の生活

を当たり前にせず、視点を変えてみるこ

とが大切であることを学んだ。 

2つ目は、自分で考えて行動する習慣

を身につけることで多方面から物事を考

えられるようになることだ。自分で考え

て行動することで、失敗した際になぜ失

敗したのか、どのように改善していくべ

きなのかを自分で理解しやすくなるので

はないかと考えた。この状況の一例とし

て、私が自ら行った集落調査班でのアン

ケート調査がある。アンケート調査をす

ることで、ガイドブックの認知度や興味

を持ってもらっているかどうかの現状を

知ろうとしたが、アンケートの調査結果

を比較すること以前に、アンケートを回

答する人が少ないという課題にぶつかっ

た。そのため、アンケートをより多くの人

に回答していただくために、アンケート

の質問数を最小限にして回答者がアンケ

ートに答えやすいようにしたり、アンケ

ートを行う目的をより明確に示したりす

ることで、アンケートの回答者数を増や

すことができた。現状を自分で理解し、解

決策を考えて行動に移すことができたと

いえる。このように、自分で考え、行動し

て、失敗から学んで解決策を考えること

で、自分では気づかなかった新たな視点

から考え、行動することができた。 

 

２．４ 地域探求Ⅱ 

 地域探求Ⅱでは、株式会社奥但馬代

表取締役である平井氏に協力していただ

き、株式会社奥但馬の商品である「唐三」

の認知度を上げるために商品紹介動画の

作成に取り組んだ。その過程で学んだこ

とを 2 点以下に述べる。 

1つ目は、誰に、どのような媒体を用い

て魅力を売り出していくかが重要になる

ことだ。地域探求Ⅰのマーケティング理

論でも学んだように、ターゲットが明確

に定まっていないと魅力を伝える方法を

考えることができないため、まずはター

ゲットを細分化して決定することが必要

である。さらに、ターゲットに魅力を伝え、

「唐三」という商品を認知してもらうた

めにはどのような媒体を使うことが 1 番

効果的なのかを考えることが大切である。

これらを踏まえてターゲットを決定した

結果、「唐三」を売り出すターゲットは 30

～40 代の男女に、商品紹介動画を作成し

て視聴してもらうと考えた。このターゲ

ットはお酒を飲む際のおつまみとして

写真 1 他社の商品との違いを比較し

ている様子 
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「唐三」が合うと考え、また、ユーチュー

ブなどの動画を視聴する人が多いと考え

たため、このターゲットと発信方法に決

定することができた。 

２つ目は、「唐三」のより良い商品紹介

動画を作成する際に、自分たちも楽しみ

ながら作成することが大切であることだ。

動画の構成を考える際には、見る人に、端

的にわかりやすく魅力を伝えることが大

切であると考える。この要素に加え、自分

たちが面白いと思える動画の構成を考え、

楽しんで撮影を行うことがより良い商品

紹介動画を作成することに重要であるこ

とを学んだ。 

 

3．高校時代に地域で活動したことか

ら学んだこと 

  村岡高校での高校生活の中では、地

域創造系での授業以外の時間にも、地域

と関わりあった授業が多かった。私は総

合的な探究の時間の集落調査班での活動

やボランティアサークルでの活動、マラ

ソン大会のスタッフとしての活動など、

地域住民と関わり、住民の生の声を聞く

機会が多くあった。このような活動の中

で、私は様々な「人とのつながり」を作る

ことができたことが、現在まで行ってき

た活動にも、これから地元と関わりあっ

ていく活動にも生かされていくのではな

いかと考える。このような「人とのつなが

り」を持って活動していく経験を積んだ

ことで、様々な立場の人の視点に近づい

て考えることができるようになったと感

じている。これらの活動の中で学んだこ

とを、以下に詳細に述べていく。 

 

３．１ 集落調査班での活動 

私は総合的な探究の時間の授業では集

落調査班に所属しており、小代区・村岡区

の集落に出向いてインタビュー調査を行

った。集落調査班の活動で学んだことは

３点ある。 

 １つ目は、集落の魅力を聞き出すため

のインタビュー方法の工夫である。以前

集落の魅力を聞き出すための１回目のイ

ンタビューを行った際に、その集落の過

去の歴史について多く話していただいた

ことがあった。しかし、その集落の歴史的

な魅力が現在はもう残されていないので

あれば、その集落の現在の魅力としてガ

イドブックに書くことができなかった。

そのため、集落の魅力を聞き出すための

質問をする前に、「なぜ集落調査を行って

いるのか」という趣旨を説明することが

重要だと学んだ。また、「現在から未来へ

のベクトル」で集落の魅力を聞き出すた

めの質問を考えたり、インタビューの質

問事項に対して、自分の経験を交えなが

ら質問したりすることで相手は答えやす

くなることを学んだ。 

2つ目は、自分で考えて行動することで、

新たな考え方を発見できることである。

集落調査班の活動の目的は「消滅の危機

にある集落の魅力を、高校生の視点で見

つけ、発信することで、地域に活気を与え

ることである」と定義されていた。しかし、

集落調査班で活動を行っていくうちに、

集落調査を行う目的を「自分たちの視点

で発見した集落の魅力を、ガイドブック

という媒体を用いて地域住民に集落の魅

力発信し、魅力の再確認を行ってもらう

とともに、地域住民が知っている魅力と観

光客が見つけた魅力を伝え合える相互関係

を作り、集落に活気を与えることである」と

考えるようになった。以前の集落調査の目

的は大きな漠然とした目的であったが、集

落調査班で考えなおした後者の目的に定義

しなおし、班員で共有することで、より明確

な目的を持って自分たちが集落を調査でき

るようになると考える。このように、元々定
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義されていた目的を自分の中で噛み砕いて

考え直すことで、新たな考え方を身につけ

ることができたと感じている。 

 ３つ目は、情報を的確に伝えるために

は、情報を整理することが大切だという

ことを学んだ。インプットとアウトプッ

トは魅力発信の両輪となるため、アウト

プットするためにはインプットも工夫し

なければいけない。以前、地域創造系の生

徒にそれぞれの班に分かれて集落調査を

行ってもらう際に、集落調査を行う目的

や手順について自分たちで説明しなけれ

ばいけない機会があった。この説明をす

る際に、ガイドブックに書いてある趣旨

説明をするだけでなく、自分が活動から

学んだことをインプットし、順序立てて

説明することが大切であることを学んだ。

また、聞き手により理解を促すために、自

分が活動の中で失敗したことから学んだ

経験を交えて話すことも重要であること

を学んだ。この一例として、初めて集落調

査を行う地域創造系の１年生に向けて、

自分たちで集落調査の方法を説明する際

に、自分たちがガイドブックを作るとき

に写真が少なすぎて冊子を作るのには苦

労したという失敗から、インタビュー調

査の際にできるだけ多くの写真を撮って

おいた方が良いことを１年生に伝えるこ

とができた。魅力を調査した後は、魅力を

より良く伝えるための文章構成が必要で

ある。ガイドブックには写真だけでなく、

そこに添える文章も大切となる。写真も

魅力を伝える大切な資源の一つであるが、

写真に写っているものの情報しか伝わら

ない。しかし、文章は相手に想像を膨らま

せることができ、写真以上の魅力を伝え

る力がある。そのため、何度も文章を書く

経験をすることで、文章構成力を身につ

けることができた。このように、まず自分

が集落の魅力や集落調査についてよく理

解し、インプットしたうえで、情報を伝え

ていくアウトプットをしていくことが大

切であることを学んだ。 

３．３ みかた残酷マラソン 

3 年次には地域で行われているマラソ

ン行事に初めてボランティアスタッフと

して参加した。その中で学んだことは 2点

ある。 

1 つ目は、地域行事に参加したことで、

高校生が地域に必要とされていることを

感じることができ、地域住民とつながる

大切さを学んだ。私は入学当初から新型

コロナウイルスの影響で学校外に出て活

動を行う機会が少なく、地域住民との関

わりがあまりなかった。しかし、地域住民

と関わる機会が少なかったからこそ、3年

次に初めてみかた残酷マラソンのスタッ

フをした際に、地域住民から「高校生が給

水所を担当してくれると活気が出る」と

言ってもらい、より嬉しさを感じること

ができた。私は高校生給水所の設営を担

当したが、そのような声を聞いたことで

元気をもらい、自分も給水所の自分の役

割を全力で果たすことで地域に活気を与

えようと考えた。このように、自分たちが

実際に地域住民と関わり、共に活動する

ことで新たなつながりや関わりが生まれ、

地域住民に高校生が必要とされているこ

写真 2 集落調査後に集落の魅力を再抽出

している様子 
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とを実感することができた。 

 2つ目は、ランナーとの関わりの中でコ

ミュニケーションの大切さを学んだ。給

水所では自分たちがランナーに向けて声

援を送ったが、それ以上にランナーから

「村岡高校ありがとう」と感謝の言葉を

いただいた。私たちが笑顔で応援し続け

るとランナーに笑顔で声をかけていただ

けることが多かったことから、つらいと

きに両者を元気づけることができるコミ

ュニケーションの大切さを学んだ。 

 このように、みかた残酷マラソンのマ

ラソンスタッフとしての活動を経験でき

たことによって、自分たちと地域住民、ラ

ンナーの三者に喜びを分け与えることが

でき、良い影響を及ぼしあえる関係を作

ることが、マラソンスタッフをする意義

であると学ぶことができた。 

 

３．４ ボランティアサークル 

 最後にボランティアサークルでの活動

の中で学んだことを 2点以下に述べる。 

 1つ目は、ボランティア活動は「相手の

ため」だけでなく、「自分のため」になる

経験ができることを学んだ。活動の中で

最も印象に残っているのは村岡福祉まつ

りでボランティアスタッフとして参加し

たことだ。イベントの最後に参加してい

た地域の方へ花の手渡しをしたときに、

地域の方に笑顔になっていただいたり、

喜んでいただいたりしたことで、自分自

身の行動が人のためになり、また、ボラン

ティア活動へのやりがいや喜びを感じた。 

 2つ目は、自主的に行動することで新し

い価値観や障がい者の視点での考え方を

学ぶことができた。実際に地域の手話サ

ークルの方と交流したときに、耳が聞こ

えない方と手話を通して会話をしてみる

ことで、笑顔になったり、楽しそうに話し

てくださったりしているのを見て、自分

の中の「障がい者と健常者は違う」という

偏見を減らすことができ、自分の中での

新しい価値観が生まれたと感じている。

また、耳が聞こえない方は見た目で障が

い者であることに気が付きにくいため、

周りの人は気が付いたら声をかけてあげ

る大切さを学んだ。手話を少しでも知っ

ていると、聴覚障がい者は話すときに安

心感を持ってもらうことができることを

学んだため、部活動の中で手話について

学びを深めるために自分たちで手話の本

を買い、集まって練習するなどして積極

的に活動を行っていくことができた。 

 

4．地域の現状で感じていること 

 香美町は大学進学や就職によって10代

後半から 20代の若年層が町外へ転出超過

が 課 題 で あ る （ 図 1 ） 。

 
図 1 香美町の人口移動の様子 

写真 3 地元の手話サークルの方に手話

を習っている様子 
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その上、私は現在の香美町は一度転出し

た若者が大人になっても帰ってこないこ

とが原因であると考えられ、また 20～30

代の若者の流入数が少ないため、結果と

して転出人口の方が多くなり若年層の人

口減少が起こっているという分析をして

いる。 

若年層の転出超過の要因は、 

１． 仕事の種類の少なさ 

２． 地元の魅力を見いだせていないこと 

だと考える。この２点について以下に詳

しく述べていく。 

 1つ目は、仕事の種類の少なさだが、魅

力を感じられる仕事は人それぞれ違う。

しかし、現在の香美町は職業選択の幅が

狭く、地元の若者が香美町に帰ってきて

つきたいと感じる仕事は少ないという印

象を持っている。香美町で仕事をしよう

と考えると、公務員や土木業、介護や医療

など社会福祉業が多い。しかし、若者がや

りたい仕事は 1位プロスポーツ選手、2位

ユーチューバ―、3 位イラストレーター、

4位美容師、5位パティシエなどの調査結

果が出ている（13 歳のハローワーク、人

気職業ランキングより）。これらの仕事を

香美町ですることは難しく、都市部に進

出するからこそできると考えられている

だろう。だから、私は現在香美町が持つ職

業に加え、香美町に残ったり、訪れたりし

て仕事をしたいと思ってもらえるような

環境づくりや香美町の魅力発信ができる

仕事を作ることが必要であると考える。

現代はインターネットの普及によって、

どの場所にいても仕事ができる時代にな

っているため、インターネットを自由に

使うことができる環境を作ることによっ

て、香美町に住みながらできる仕事が増

えてきた。また、香美町の魅力を売り出し

ていくことによって、地域住民には香美

町の魅力を再認識してもらうとともに、

地元に帰ってきて仕事がしたいと思って

もらい、都市部に住んでいる人に対して

は、香美町に訪れて仕事をしてみたいと

思ってもらう機会が増えるのではないか

と考えられる。 

 2つ目は、地元の人自身が地元の魅力を

見いだせていないことだ。集落調査班で

の活動で集落の魅力についてインタビュ

ーを行った際に、地域住民の第一声で「何

もない」と言われたことが印象に残って

いる。自分が住んでいる集落に魅力を見

出してもらうことで、現在住んでいる人

に対しては地域に愛着を持ってもらい、

長く住んでもらうことができるため、人

口の流出を防ぐことができる。 

 

5．地域に必要だと思われること 

 前項では、人口減少が課題であること

を述べた。この課題解決のために、必要だ

と考えられることは 

１、観光客に対する魅力発信 

２、地域住民に対する魅力発信 

だと考える。この 2 点について、以下に

詳細に述べていく。 

 1つ目は、観光客に対する香美町の魅力

発信だ。私は香美町と環境が似ている新

温泉町と比較して考えた。香美町は神戸

営業所を置いてメディアに香美町の魅力

を伝えテレビに出演したり、ふるさと納

税の返礼品とともに直筆の手紙を入れた

りするなど、魅力のアピールに力を入れ

ている。これは新温泉町では行われてお

らず、魅力を発信するための手法は香美

町の方が上回っていると考える。しかし、

ユーチューブの登録者数や再生回数は新

温泉町の方が上回っていた。登録者数や

再生回数によって、魅力が伝わっている

かどうかがはかられるわけではないが、

新温泉町の動画は最後まで楽しく見るこ

とができたが、香美町の動画は自然風景
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と音楽のみの動画で、興味をひかれなか

った。このことから、発信するために様々

な方法をとっていても、発信内容や見せ

方を見る人の誰にでも伝わるように作成

すると、逆に誰にも魅力を伝えることが

できなくなってしまう可能性がある。そ

のため、ターゲットに合わせて魅力を伝

える発信媒体や方法を変化させることで、

動画を見てもらうことができるようにな

ると考える。 

 2つ目は、地域住民に対する地域の魅力

発信ができていないことだ。徳島県上勝

町研修の際に、地域の魅力は地元の人ほ

ど気づきにくいということを学んだ。こ

のことは私が集落調査を行った際にも感

じたことである。香美町の観光客に魅力

を伝えるために、私は地域住民に香美町

の魅力を伝える宣伝人になってもらうこ

とが必要であると考える。地域住民に自

分が住んでいる集落の宣伝人になっても

らうことで、香美町の魅力発信者が増え、

観光客へのアピールがより効果的にでき

るようになると期待される。そのために

は、地域住民に香美町の魅力を認知して

もらうための政策を考えていくことが必

要である。これは自治体だけでなく、地域

住民同士での魅力の共有ができるような

政策を考えていくことで、より良く魅力

が広まっていくのではないかと考えた。

この政策については次項で述べていく。 

 

6．私の地域活性化プラン 

 香美町が持つ人口減少と魅力発信の課

題から、私の考える地域活性化プランは、

集落ガイドブックを活用して、 

１． 手に取ってもらう工夫をすること 

２． 魅力を他の人に伝えたくなる仕組み

を作ること 

の 2 つである。私は、地域住民に対する

魅力発信を改善していく方法を中心に、

上記の 2 つの政策を軸に以下に詳しく述

べていく。 

まず、集落調査班では集落の魅力を自

分たちの視点で発見し、発信するために

ガイドブックを作成している。調査を行

っていくなかで、地域住民は自分の住ん

でいる地域の魅力を知らない人が多くい

るように感じた。ガイドブックを用いて

地域の魅力を発見し発信しているにもか

かわらず、地域住民に地域の魅力を知ら

れていないことから、集落ガイドブック

は地域住民に手に取ってもらえていない

ことに気が付いた。このことから、集落ガ

イドブックを手に取ってもらえるような

工夫をすることが必要である。ターゲッ

トを明確にするために、どんな方が集落

ガイドブックに興味を持っていただいて

いるのか、どのように改善していくべき

なのかを知るために、道の駅に設置した

デジタルコンテンツを用いて、アンケー

ト調査を行った。アンケートの質問は、 

 

１． 性別、年齢、住んでいる地域 

２． 香美町を訪れた目的 

３． ガイドブックへの印象と改善すべき

点 

 

として、ガイドブックの内容と設置場所

をより良く改善していけるような質問に

した。このアンケートの結果を以下に示

す。 

 

１． 性別を教えてください 

 

男性 5人 

女性 3人 

 

２． 年齢を教えてください 

 

男性  
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20代前半 1人 

30代後半 1人 

40代   3人 

女性  

20代前半 1人 

40代   1人 

50代   1人 

 

３． 住んでいる地域を教えてください 

 

香美町内 4人 

香美町外 4人 

 

４． 香美町にどんなものを求めて訪れよ

うと思いましたか 

 

・山に囲まれていて、自然が豊かであるこ

と 

・食事がおいしいこと 

・自然を使ったアクティビティを楽しむ

ことができること 

・鳥取県に行く休憩として、道の駅ハチ北

に立ち寄れること 

 

５． ガイドブックについて、どのような

印象を持ちましたか 

 

興味が湧いた 4人 

少し興味がわいた 3人 

あまり興味が湧かなかった 1人 

 

６． なぜそのような印象を持ちましたか 

 

・知らない土地のいろいろな情報が見

えてよかった 

・場所ごとに写真付きで紹介されていて

見やすかった 

・高齢化が進む地域と、そうでない地域の

差、魅力があると理解されている地区

の差がはっきり出ていて、その理由に

興味が湧いた。 

 

７． どこにガイドブックを置くことでよ

り香美町の魅力が広まっていくと思

いますか 

 

・道の駅 

・駅 

・観光スポットの食事をする場所 

・移住者を増やしたいならば、移住者が相

談に訪れる行政機関やコーディネート

施設。観光客を増やしたいならば、県や

市のホームページの観光ページに載せ

るといいと思う。 

 

これらの結果から、香美町民にはガイド

ブックに対していい印象を持ってもらう

ことができたが、香美町外に住んでいる

人にはあまりいい印象を持ってもらうこ

とができなかった。よって、ガイドブック

は香美町外の人よりも、香美町民に対し

て発信していくべきものであると考えた。

地域住民に手に取ってもらう方法として、

私は地域住民を年代や性別、その人の趣

味や求める情報などに応じて細分化し、

ターゲットに合わせたガイドブックを作

成していくべきだと考える。例えば、保育

園児を持つお母さんに対して、集落ごと

の子育ての利点を知ってもらうことで、

自分が良いと思った情報を自分の子育て

に役立ててもらうことができる。また、マ

マ友同士のコミュニティで良かった情報

が共有されていくことによって、よりガ

イドブックが必要とされ、手に取っても

らいやすくなり、集落の魅力も伝わって

いく。このように、ターゲットを定めたう

えで地域住民に自分の集落以外の魅力を

知ってもらうことで、地域住民に地域の

宣伝人になってもらうことができる。 

 次に、ガイドブックを読んで知った魅
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力を他の人に伝えたくなるような仕組み

を作ることが必要である。香美町の自分

が住んでいる地域に魅力を感じている人

ほど、訪れた人との会話や、SNSを通して

魅力を発信しようとしている。そのため、

他の人に伝えたくなるような、ここでし

かできない体験をしてもらえる仕組みを

作ることで、より香美町の魅力を理解し

てもらえると考える。その体験として、私

は集落ガイドブックを用いたサイクリン

グツアーを提案したい。香美町の魅力は

自然豊かで原風景が残っているところだ

と私自身は考えている。そのため、集落ガ

イドブックを活用してサイクリングツア

ーを行うことで、香美町の代表的な魅力

である但馬牛や香住ガニを味わってもら

う観光体験となるだけでなく、集落の中

にある細道を通ってみたり、ガイドブッ

クに記載されている魅力を見つけるため

に探検したりすることで、香美町の自然

と地域住民の魅力も見つけることができ

ると考えた。このサイクリングツアーを

提供するにあたって、ターゲットを香美

町に住む家族（父、母、子供）として、楽

しんで集落を巡ってもらうことを目的に

したい。また、コースをいくつか設定する

ことによって、自分たちが知りたい魅力

に合わせて集落をまわってもらうことが

できる。このように、家族で体験してもら

うことによって、親世代は自分たちが住

んでいる地域を見つめなおすきっかけと

なり、子供にとってはこの体験が思い出

となり、将来この地域に帰ってきたいと

思ってもらえるようになると考える。ま

た、香美町の集落を巡ってもらうことで、

香美町人だからこそ知っている魅力を見

つけ、香美町民に宣伝人となってもらう

ことが期待される。 

私は将来起業して香美町を観光業で活

性化させたいと考えている。香美町にあ

る魅力を、「体験」を通して知ってもらえ

るようなツアーを作り、ターゲットに合

わせた宣伝をしていくことで、香美町民

に香美町の魅力を知ってもらうとともに、

香美町を訪れ、香美町と関わりを持つ観

光客を増やしていきたい。また、香美町だ

けでなく、但馬地域という広い視点で香

美町の魅力と但馬が持つ魅力に繋がりを

作ることで、観光客に豊岡市から香美町

まで足を運んでもらう流れを作っていき

たい。 

 

7．まとめ 

 村岡高校の地域創造系の授業では香美

町の良さに加えて、その魅力を売り出す

技として「マーケティング」を学んだ。

私は将来、地元での「ほっとする時間」

を香美町に来る人に提供したいと考える。

私は生まれてからずっと香美町に住んで

いるため当たり前になっているが、家に

帰ってきたときに近所の人から「おかえ

り」と言ってもらったり、帰り道は地域

住民の家から晩御飯のにおいがしてきた

り、夜は騒音がなく虫の音が聞こえたり

することが日常となっている。このよう

な日常が香美町の魅力であると感じてい

るため、この「日常」を多くの人に味わ

ってほしいという思いがある。将来、こ

のような魅力に加えて人のあたたかさも

味わってほしい。これらの魅力を味わっ

てもらうために、香美町に訪れる際にま

ずゲストハウスに泊まってもらうことで、

香美町の魅力である美味しい食べ物に加

えて、人のあたたかさや自然をすべて自

らの体で感じることができる。将来は香

美町の魅力を体験できる観光ツアーを作

っていくことで、今ある香美町を長く残

していきたい。また、香美町に住む人々

がいきいき暮らすために、高校生が地域

に出向いた活動を続けていくことで、高
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校生の元気を地域住民の方々に与えていき

たい。 

 高校での学びや経験を活かして、大学で

はフィールドワークの中で広い視野と多

面的な考え方を身につけていき、さらに地

域活性化の方法を学んでいきたい。大学で

の学びを香美町に結び付けながら活動を

行っていき、将来は地元の活性化に携われ

るような人材となることを目指して、高校

での「人とのつながり」に感謝してこれか

らの生活に活かしていきたい。 
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私の地域活性化プラン 

～ネットワークでつながる地域～  

      ３年１組 21 番 西谷 楓輝

1．はじめに 

私は、小学校のころ私の地元である兎

塚の歴史について学び、この地域の名前

の由来や昔の伝説などを知っていく中

で、自分の住んでいる地域への関心が強

くなりました。そのことからこの地域に

ついてもっと学びたいと思い、村岡高校

の「地域創造類型」に入りました。これ

から述べる地域活性化プランでは地域探

求の授業での体験に加えて、現在社会に

おける課題を踏まえて香美町の町づくり

におけるこれからの役割について述べま

す。 

 

2．地域探求で学んだこと 

 私たち地域アウトドア創造類型地域創

造系では、地域探求Ⅱの活動の中で「課

題」に対する調査活動と提言書の作成が

あり、今回私たちは「ひと・もの・こ

と」発信プロジェクトという地域の魅力

的な人や事や物に焦点を当てて、香美町

に存在する資源を製品化し、発信をして

いくプロジェクトを行いました。まずは

どんな香美町の魅力を発信するのかを決

めました。自分たちが普段感じている魅

力はもちろん、一年次の地域学入門の活

動で行った、水生昆虫、シュノーケリン

グ、植生や村岡商店街の歴史について学

習をしたことも踏まえて 

何を売り出すのかをそれぞれ出し合い、

そこから４つのグループに分かれて活動

に取り組んでいきました。私たちのグル

ープは山名氏の古くからの歴史を持った

村岡商店街をテーマとしました。 

 

私たちはここから商品を売り出すうえ

で、必要となってくる知識である、マー

ケティング手法について学びました。需

要と供給のグラフの関係や、市場の細分

化（マーケットセグメンテーション）を

行った後、その市場に対してターゲット

を絞ってマーケティングを展開するター

ゲティング、ほかの地域や企業と差別化

を図り、顧客に対してアピールできるよ

うな自社製品の提供価値を決め、顧客に

とってどのポジションを狙うか決めるポ

ジショニングなど様々な方法や実際に活

用している企業製品の例を学び、実習を

行いより深めていきました。

 

図１．マーケティング手法の講義の様子 

そして実際に私たちが決めた村岡商店

街をどのように売り出していくかについ

て話し合っていきました。まず私たちは

天候や時間、人数や年齢など様々な条件

を出していき、２つを選びその条件に合

う人は何を求めているのかについて考え

ていきました。そこで出た意見として

は、高校生が学校終わりに行く場所の選

択肢が少ないことからカフェなどの気軽
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に通える場所を作ることやこの地域では

バイク乗りが多いことを聞き、その人た

ちの走っている姿を撮ってあげるサービ

スなど様々なアイデアが出てきました。

そこで出た意見を踏まえて商工会の方に

活動を提案して、協力を依頼しました。

そして商工会の方の意見を参考にして、

ターゲティングを行い、２つの意見に絞

り活動をしていきました。 

まず１つ目は、地域内の人をターゲッ

トとして、だれでも気軽に通えるような

アクティブカフェを作り月１でイベント

を行い、それと並行して移動販売をして

もらい何か飲み物を食べながらゆっくり

できるような地域の方々の憩いの場を作

るというものです。 

2つ目は、商店街を訪れる方々に歴史

ある場所として興味を持ってもらうため

に、歴史あるものの前に看板を立てて、

ＱＲコードで説明を簡単に調べられるよ

うにし、それに加えてその看板をめぐる

スタンプラリーを行い山名氏の歴史を身

近に感じてもらうというものです。 

 これらの活動をしていく中で学んだこ

とは、商店街における課題です。課題と

いうのは村岡商店街の歴史について知っ

ている人が少ないという現状です。実際

に私も村岡中学校に通っていて、村岡商

店街の存在も少なからず知っていまし

た。しかし、村岡高校に入学して、地域

創造系の授業を受けるまで、村岡商店街

は山名氏の古くからの歴史があり、商店

街の造りも攻めにくいように設計されて

いることを全く知りませんでした。この

ような生徒は少なくないと思います。

（どのくらい村岡商店街の歴史について

知らない生徒がいるかのデータが欲し

い）それに加えて、村岡商店街に訪れる

人口が少ないということも課題としてあ

ります。（１日に訪れる人数の統計デー

タがあればほしい）このような課題を解

決するためにこの２つのアイデアを出し

ましたが、人が訪れてもらえる仕組みづ

くり、土台作りがすごく難しく、私たち

が大学に通い来られなくなっても、続け

ていけるような仕組みづくりを考えるの

が一番苦労しました。しかしこの活動は

高校生だけでするのは、実現が難しいで

すが、鳥取大学の先生が言っていた、地

域の方々と協力してみんなでこの地域を

盛り上げていくことが大切で、どれが地

域活性化だという言葉の意味をこの活動

を通して感じることができました。 

 
3．高校時代に地域で活動したことか 
ら学んだこと 
 

私は高校時代に地域の現状と課題につ

いて、考える場がたくさんありました。

その中の 1つとして、地域創造系の生徒

は 1年に一度香美町の町長さんに話をし

ていただく機会を設けていただいてい

て、その活動の中で香美町の現状を教え

ていただきました。その中でも人口減少

の課題は大きく 2,018年 3月に公表され

た推計値では、2045年の人口は 2015年

の約半数（9077人）になると予測されて

います（図２）。 

 

図 2．香美町の人口推移と世帯 

このように人口減少は激しく、特に大学、

専門学校の進学や就職における若者の都

会への人口流出による少子化が大きな問
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題と考えられる。この問題の解決に向け

て、Iターン・Uターンを促す必要であり、

町長さんからのお言葉にも、必要な知識、

力をつけて香美町に戻ってきてほしいと

Uターンを促していました。 

 また6集落調査班の生徒や地域創造系の

生徒が夏休みの期間に集落調査を行い、

その集落に隠れた魅力を高校生視点で発

信をする、香美町集落ガイドブック‘むら

の風景’の作成を行いました。その活動の

中で感じたことは、まず地域とのつなが

りです。協力をお願いする中で、快く引き

受けていただけたことや楽しそうに私た

ちに話をしてくれている姿がすごく印象

に残っていてこの地域の大きな魅力の一

つだと感じました。そして、このガイドブ

ックは子育て世代や田園回帰や海外の方

に向けていて、どれもＩターン・Uターン

を進めているものが多く、ここからもＩ

ターン・Uターンを増やしていく必要があ

るのだと感じました。 

 

４．地域の現状で感じていること 

 今現在の地域の現状として感じている

ことは、２つあります。 

まず１つ目は、前述にもありますが、少

子高齢化が進んでいるということです。

香美町では、高齢化率が 40％以上であり、

私の住む村岡区では、少子化の影響で２

８年度までに 3 つの小学校を 1 つに統合

する方針だと発表がされた。自分が通っ

ていた小学校がなくなるというのは、し

ょうがないことではありますが、自分の

思い出の場所がなくなるのは、やはりど

こか寂しい気持ちになり、それに加えて

改めて少子化の問題が深刻だと感じ、こ

のままだと自分の故郷がなくなってしま

うのではないかと思いました。 

                                                   
6「 村高発 地域元気化プロジェクト」の班 

２つ目は商店街の現状です。前述にも

ありましたが、村岡商店街に人通りが少

ないと感じることが多く、活気が失われ

ているのが現状だと思います。そして、学

生が学校帰りにどこかに寄り道するよう

な場所がすごく少なく、部活があり帰る

のが遅くなることも原因としてあります

が、部活のない日にもほとんどの生徒が

商店街の中に寄り道することなく帰って

います。私は学校終わりに友達とどこか

に寄り道として遊びに行く生活に凄く憧

れていて、今高校生として生活している

からこそ感じることかもしれません。 

 

５．地域に必要だと思われること 

私が地域に必要だと思うことは、Ｉタ

ーン・Uターンをしやすい環境が必要だと

感じます。私が故郷に帰ってくるうえで、

どのような環境であってほしいかを考え

ると結婚をして子供がいると、子供を育

てやすい環境である必要があると思いま

す。例えば、故郷に帰っても、同じように

仕事ができる環境であるということ。ま

た子供をここで育てたいと思える環境か

どうかも大きいと思います。実際に学校

の先生も以前、子供を育てる環境として

住む場所はかなり考えたと言っておられ

ました。このようなことからも子育ての

環境はかなり大事だと考えます。また子

供を育てる環境として、活気のある町で

あってほしいと思います。村岡商店街の

現状としては、あまり活気のある場所と

は言えず、小学校や中学校、高校がある村

岡区からしても身近にある商店街のイメ

ージは大事だと思います。商店街が地域

の人たちの中でもにぎやかでのイメージ

があればこの地域を思い出すきっかけに

なるし、暮らすうえでの候補に挙がって
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くるのではないこと考えます。他にもた

くさんポイントはありますが、この二つ

に焦点を当てて考えたいと思います。 

６．私の地域活性化プラン 

 上記のことを踏まえて私の地域活性化

プランについて考えていきたいと思いま

す。まず私は仕事に関する面での課題を

なくしていきたいと考えています。実際

仕事に対する面で Iターン・Uターンをす

ることができない人は非常に多いです。

特に就職先が故郷以外に決まったためと

いうのが大きいです。（図３） 

図３．故郷についてのアンケートランキ

ング、故郷を離れた理由 

しかし、現代社会では新型コロナウイ

ルスの影響で働き方というものが変わっ

てきていて、リモートワーク、テレワーク

によりどこにいても仕事ができるそんな

社会に変わりつつあります。これは I タ

ーン・Uターンにおいてはとても有利に働

くと考えることができ、都会では家賃が

高く、故郷や地方への移住を視野に入れ

ている若者が増えてきています。そのた

めネットワークの整備が非常に大事だと

思います。実際に企業では、Wi-Fiや光回

線を使用している事業所が多いですが、

在宅では費用面の問題から低速回線を使

用しているケースが多いです。都心から

地方に来た人たちは、回線速度の遅さに

ストレスを覚え、仕事の効率が悪くなる

可能性があるので、良質な通信回線の確

保は、非常に大切だといえます。私は家に

おいてのネット環境を気にすることなく

働けるように、ネットワークを整備した

第二の会社のような施設である、「デジタ

ルワーキングプレイスを兼ねたシェアオ

フィス」を作りたいと考えています。この

プランについて、具体的に説明していき

たいと思います。 

まず活動の場所としたは、商店街への

関心を持ってもらうために、商店街を活

動の拠点にしたいと考えています。社内

の構想としては、三階建てにして。三階は

一部屋の広さが一坪弱ほどの広さの個室

の部屋を８つほどと半個室の席を６つほ

ど用意して、一人で仕事をしたい方やセ

キュリティーの面において、ほかの人と

の直接的な接触を避けたい方に向けた施

設を設けたいと考えています。（図４、図

５） 

 

 

図４．三階の簡易レイアウト 
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図５．三階のイメージ写真 

二階は、三階と同じく半個室をさらに

６席ほど設けて、それに加えて、会議や打

ち合わせなどができる６畳ほどの部屋を

に部屋ほど設けたいと考えています。 

そして、一回は広いカフェスペースを

設けて、仕事の休憩の合間にコーヒーを

飲んだり、そこで仕事をしたり、地元の仲

間と近況の話などができる、コミュニケ

ーションの場となるスペースを設けたい

と考えています。それに加えて、そこに通

う社員の皆さんの士気を高めるためにこ

の会社をこの商店街の歴史をモチーフと

した、おしゃれなレイアウトにしたいと

考えています。 

このようなシェアオフィスの前例とし

ては、「bace Co＋志木」という企業さんが

実際にやっており、この活動を参考に活

動していきたいと考えている。 

これを実現する上での大きな課題とな

ってくるのは、セキュリティだと考えま

す。違う仕事をする上ではセキュリティ

に対するリスクは非常に大切になってく

ると思います。私が考えているのは、仕事

をする場所は、前述にもあったように、各

部屋個別にしておき、直接的な面での対

策をして、さらにメールなどにおける盗

聴や改ざんなどのリスクの対策も整えて

いきたいと考えています。これを実現す

れば、新たな試みとして注目をひき、Iタ

ーン・Uターンの検討として、考えてもら

えるほか課題である在宅の回線問題も解

決でき、さらに地元の仲間とのつながり

も大切にできるのがメリットと考え、こ

のアイデアを実現していきたいと考えて

います。 

 

７．まとめ 

 地域おこしは、誰か一人や行政だけで

は限界があり、地域の人たちみんなでて

う繰り上げていくものだと思いました。

地域全体で商店街のにぎわいを取り戻す

ために、一人一人が協力の意思を持つこ

とが大切だと思いました。私はこのプラ

ンを実現するために大学にいき、このプ

ランの一番の課題である、セキュリティ

について学んでいきたいと考えていま

す。私の生まれ育った故郷をみんなで守

っていきたいです。 
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私の地域活性化プラン 

～地域で子供を育て、子供が地域に活力を生む～ 

3 年 1 組 23 番 藤原  心大 
 

1．はじめに 

 私が地域創造類型に入学を決意したき

っかけは、地域をもっと深く知り関わり

たいと思ったからです。もともと村岡と

いう地域について、小さい頃から山や川

などの自然でよく遊んでいたため知って

いました。ある日小学校の授業で山名氏

や御殿山について教えてもらいました。

その授業で教えたもらったことについて

より詳しく学びたいと思い村岡高校を志

望しました。 

上述した理由から地域のことはある程

度知っている、分かっていると思ってい

ましたが、地域創造系での活動を通して

自分は地域についてまだまだ知らないこ

とばかりだと実感させられました。様々

な地域活動を通して学んだことを踏まえ

て、この卒業論文では私の考えた地域活

性化プランを述べます。 

 

2．地域探求で学んだこと 

村岡高校の地域創造系の授業では、ま

ず 1年次の「地域学入門」では「地域を知

る」をスローガンに地域の歴史や自然に

ついて学びました。具体的には、昆陽川で

の水生昆虫調査や、竹野でのスノーケリ

ング・シーカヤック体験、ハチ北での但馬

の植生調査、香住での但馬の地質調査、村

岡商店街での村岡歴史探検などです。こ

の授業を通して村岡の歴史や自然につい

て学ぶことができました。 

2年次の地域探求Ⅰでは、「地域学入門」

での学びを基にテーマを設定し、探求学

習を行います。私たちの学年は『ヒト・ 

 

 

モノ・コトを売り出し大作戦』を     

探求テーマとしてマーケティング理論を

活用した地域活性化について、四つの班

に分かれて探求活動をしました。 

その一環として、２年生の７月に徳島

県上勝町へ日帰り研修に行きました。上

勝町は人口約 1400人、面積約 110 ㎢、高

齢化率は 50％超の山に囲まれた町です。

実際に上勝町に行き「葉っぱビジネス」や

「ゼロ・ウェイスト」などの取り組みにつ

いて学びました。「葉っぱビジネス」とは

1980 年頃、上勝町で町の産業が厳しいと

きに当時農協職員だった横石知二氏が高

齢者や女性が活躍できる仕事として発案

したものです。研修では、まず「葉っぱビ

ジネス」を成功させた横井氏に講演をし

ていただきました。話を聞いた中で心に

残っているのは「地域づくりはみんなで

するより少人数でしたほうが上手くいく」

という言葉です。横石氏は地域づくりを

みんなでしようとすると、考えがまとま

らなくなってしまいます。町の中の一人、

一軒の店が輝くようになれば町はよくな

るということを述べておられました。地

域づくりはみんなでおこなうのが理想だ

と思っていました。なかなかそう上手く

はいかないのだと感じました。次に「ゼ

ロ・ウェイスト」について学びました。「ゼ

ロ・ウェイスト」とは、2020 年までに焼

却ごみをゼロにしようとすることを目標

でした。しかし現実は甘くなく失敗に終

わったそうです。上勝町での研修を通し

て学んだことは、どういう仕組みで葉っ
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ぱビジネスが成り立っているのか。また

住民の意識など目に見えない部分が大事

なことや、普段当たり前のように目にし

て使っているものも資源になり得ること

を学びました。 

3年次の地域探求Ⅱでは、実際に地域活

性化案を考え実行しました。私たちの班

はキャンプに焦点を当てて活動しました。

現在「吉滝キャンプ場」を利用する多くの

人が但馬外に住む方です。もっと利用者

を増やすためには、地元の人にも利用し

て欲しいと考えました。そのためターゲ

ットを地元の高校生に絞ってモニタリン

グツアーを実施しました。 

活動するにあたって「自然の Wi-Fi と

繋がろう」をテーマにしました。具体的に

は脱スマホを目指して木を使っての工作、

手作りでカレーを作る、星を観察すると

いうものです。11月 24日には地域創造系

のメンバーで、モニタリングツアーに参

加してもらいました。カレーを作る人、竹

の器やコップ、スプーン、箸を作る人に分

かれて作業しました。作業に夢中で時間

が過ぎるのがあっという間でした。その

後アンケートを実施した結果「時間を忘

れて楽しめた」や「非日常の体験に満足し

た」などの声が多く聞かれました。一方で

怪我の対策が課題として挙げられました。

今後は軍手をして作業することを呼びか

けなければならないと感じました。この

モニタリングツアーを通して、地元にこ

んなにも素晴らしい場所があることを知

りました。またこの場所がもっと地元の

人に知ってもらえるように努力したいと

も 思 い ま し た 。

 

図１．モニタリングツアーの様子 

 

3．地域で活動したことから学んだこ

と  

高校 3 年間地域で活動した内容は大き

く 3つあります。 

1 つめは活動地域創造系で行った集落

調査です。毎年「集落の魅力発信プロジェ

クト」として集落を調査しています。高校

生が実際にそれぞれの集落に赴くことで、

「高校生ならではの視点」で集落の魅力

を発見し、それらを発信するという活動

です。1・2年次は小代地域で、3年次は村

岡地域で行いました。この活動の中で地

域の方にインタビューする機会がありま

す。最初は準備していた質問だけしかで

きず、話を深くまで聞くことができませ

んでした。また昔の話やマイナスな意見

が多いため、「今」の魅力を聞き出すのに

苦労しました。しかし地域の方との会話

の回数を重ねることで、自分が聞きたい

情報を引き出し、深い話ができるように

なりました。この活動を通して自分が地

域について知らないことが多いことが分

かりました。また地域の方々がどのよう

なことを不便に思っているのかを知るこ

とができました。 

2 つめはマラソン大会でのイベントス

タッフの経験です。村岡高校は、毎年「残

酷マラソン」や「村岡ダブルフルウルトラ
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ランニング」などでイベントスタッフと

して活動しています。1,2 年次はコロナウ

イルスの影響で参加できませんでしたが、

3年次は参加することができました。私は

「名前応援」といってエントリーナンバ

ーをパソコンに打ち込み名前を呼んで応

援する係でした。名前を呼んだときに驚

いてくれた方、「ありがとう」と言ってく

れた方、わざわざ立ち止まって「名前呼ん

で」と言ってくれた方などがいてとても

印象に残っています。多くの参加者の

方々が高校生スタッフに対して感謝の気

持ちを持っていること、高校生の頑張り

が届いていることを知りました。この経

験から改めて高校生の活動が地域の力に

なっていること、地域に必要不可欠なの

だと感じました。さらに自分たちが応援

し、ランナーに力を与えていただけでな

く、自分たちも力をもらいました。このよ

うな「相互作用」の関係性を地域でも実行

したいと考えるに至りました。  

3つめは「総合的な探求の時間」での活

動です。1年次は民芸班、2,3年次では紙

漉き班に所属していました。この活動の

中で紙漉き班での活動が特に心に残って

います。そもそも私が紙漉きのことを初

めてきっかけは、1年次に参加した村高フ

ォーラムの発表でした。そこでの発表を

聞いて紙漉きについて興味を持ちました。

また紙漉きのことを知らない人にどうす

れば紙漉きを伝えられるのかについても

興味がありました。紙漉き班に入った後

は紙漉きのことを知ってもらうため、紙

漉きを媒介としてコミュニティの場をつ

くるために活動しました。具体的には、令

和 3 年の 8 月に長楽寺でオンラインのワ

ークショップ、10 月に兎塚の森でワーク

ショップを行いました。紙漉きワークシ

ョップでは、初対面の人ばかりなのに不

思議と会話が弾んだり、心が落ち着いた

りと紙漉きには不思議な力があると感じ

ました。この他にも紙漉きのことをもっ

と地域の人に知ってもらうために道の駅

やお店にポストカードを設置しました。

ポストカードにした理由は、高齢者の多

い村岡ではネットを使うよりも、ポスト

カードを設置した方がより多くの人に知

ってもらえると考えたからです。設置か

ら数週後には村岡高校の保護者の方から

ポストカードを見たという話を聞きまし

た。この他にもポストカードを設置して

頂いた場所の職員さんなどから興味深そ

うにポストカードを持って帰ったといっ

た話も聞きました。ポストカードを設置

したことで紙漉きのことを少しでも多く

の人に知ってもらうことができ良かった

と感じました。その他にはマイプロジェ

クトアワードへの出場、小学生との紙漉

き体験、大方高校とのオンライン交流な

どを行いました。これらの紙漉き班での

活動を通して、「楽しかった」や「またし

たい」などの意見が聞けたことで達成感

や満足感を覚えました。それと同時に紙

漉きのことを、ひいては地元のことを大

切にしたいと思いました。 

 

4．地域の現状で感じていること  

近年は香美町全体で、祭りといった伝

統行事が失われつつあるように感じます。

その例として直近 2 年間は、むらおかふ

るさと祭りが開催されていません。また

村岡以外でも伝統行事が無くなっていま

す。2 年生のときに集落調査で行った小代

の忠宮集落でも「昔はこんな祭りをして

いた。」などの話を聞きました。原因とし

て、少子高齢化やコロナウイルスの影響、

若い人たちが行事に関心がないことです。

人口減少が進んでいることによる規模の

縮小は避けようのないことかもしれませ

んが、これまで続いてきた伝統行事は継
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承していくべきです。そのためには、若者

が伝統行事に参加するような仕組みをつ

くるべきだと思います。 

伝統行事以外の地域同士が交流する場

も、少なくなっている気がします。私の住

んでいる野々上区では数年前までは、年 2

回ほど公会堂での食事会やミニゲーム、

カラオケ大会などが開催されていました。

そこでは子供から高齢者まで集まってお

り数少ない世代をこえた交流の場でした。

このような交流の場を住民で協力し再び

構築していくべきだと思います。 

また公会堂や公民館などの公共施設、

地元のキャンプ場や御殿山、民俗資料館

まほろばなどの公共施設の利用者も少な

くなっているように感じます。それに伴

って使わなくなる公共施設は増えていま

す。2028 年には香美町の小学校は香住区

で一つに、村岡で一つに統合されます。今

まで使われていた小学校などの施設を有

効活用する方法を考えなければならない

と強く感じています。 

 

5，地域に必要だと思われること  

地域の人特に若者が、地域のことを知

り伝統を継承しようとすること。地域内

の施設で遊び交流したりすることが必要

だと思います。若者がもっと地域のイベ

ントに参加することで地域全体が元気に

なります。地域で活躍する若い人を増や

すためには幼少期に地元の歴史や文化、

伝統などのことを学ぶ時間も必要不可欠

です。 

私自身、小学生の頃にまほろばや法雲

寺などの施設を見学に行きました。そう

することで地元のことをもっと知りたい

と思うことができました。地域のことを

学ぶ中で地域のことに関心、意欲のある

人が増えれば伝統、文化の継承ができる

と思います。小学校の授業で町内の寺や

伝統的な建物について学ぶことや、学年

PTAなどで伝統産業を体験すること。地元

のキャンプ場でキャンプをすることなど

まだまだできることはたくさんあると考

えます。  

 

6.私の地域活性化プラン  

以上を踏まえ、私の打ち出す地域活性

化プランは、「地域と小・中・高等学校と

の連携を強化して、地域全体で教育活動

をすること」です。 

そのために、まずは地元のことに詳し

く、郷土愛が強い人を増やしたいと考え

ています。私自身の経験で言っても、小さ

い頃から自然と触れ合い、地域に興味を

持ち、地域創造系で様々な学びを得るこ

とで地元に対する愛が強くなりました。

従って小中学校で今まで以上に地域のこ

とを学んだり、体験したりする活動を増

やすべきであると考えています。 

私の考えたプランは、小学校で地域の

ことを知り、中学校で地域の学びを深め

ることで、高校で地域活性化に取り組め

るようにしていくものです。 

具体的には、小学校では地域行事に参

加し、地域の高齢者の方などと交流をし

ます。このような地域行事に参加するこ

とで、普段あまり話さない地域の方と話

す貴重な機会になり、地域の新たな一面

が発見できるのではないでしょうか。今

の時代、子供は外で遊ぶことが少なく家

でテレビや SNS をしていることが多いよ

うに思います。そんな子供にとっては高

齢者の方との交流は新鮮であり、交流を

通して子供は生活の知恵や思いやりの心

を学び、高齢者の方は元気をもらえるな

ど双方に良い影響を与えると想像できま

す。  

また、小学校では地域の歴史や、現状、

課題を学びます。具体的には「法雲寺」や
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「大雲寺」、「まほろば」などの歴史的建造

物について学び昔の地域のことを高齢の

方から聞いたりします。そのほかには田

植えや稲刈り、地元の食材を使った調理

実習、紙漉き体験など、地域の農業や、食

文化、伝統産業を体験し学びます。 

中学校では地域行事にスタッフとして

参加し、地域の方と今の地域の課題、解決

策について議論します。 

そして高校では、今までの学びを活か

し地域の課題解決に向けて地域活性化プ

ランを考え実行します。 

このように小中高の連結を強めること

で地域愛がより強い人材を育むことがで

き、それがひいては地域活性化に繋がっ

ていくと私は考えています。 

また、私は将来教員となることを志し

ています。無事教員として地域に帰って

きた暁には、校内の授業だけでなく、地域

に出て、地域の人からも教えを授けても

らいたいと考えています。地域での活動

では学校で学べない多くのことが学べる

と思ったからです。 

また小中高の児童、生徒の相互交流の

場をより増やしたいと考えます。互いに

感じたことを意見交換することや、先輩

が後輩に教えることで何か新しい発見や

成長がきっとあります。小中高の交流や

地域との連携教育を経て地域愛が強く、

今後の地域を支える人づくりをしたいで

す。 

 

7．まとめ 

私はこの 3年間の「地域探求」や「総合

的な探求の時間」などの授業で多くのこ

とを学びました。そして学べば学ぶほど

地域のことを好きになりました。 

今まで見えてこなかった地域の魅力を

たくさん知り、地域の現状や課題も学び

ました。そしてなにより村岡高校に入っ

て地域で活動する中で人と人が繋がるこ

との大切さ、温かさを学びました。 

私は将来、地域創造系での活動で習得

したコミュニケーション能力、プレゼン

力、問題解決能力などを生かし、立派な教

員になって香美町に恩返しをしたいです。

これからの香美町を担う人間の一人とし

て一時的に香美町を離れたとしても必ず

戻ってきて地域活性化に少しでも役立つ

よう力を尽くしていく覚悟です。 
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私の地域活性化プラン 

～価値となるものを見つめる～ 

３年１組 27 番 山根 恵 

 

1. はじめに 

私が地域創造系を選んだ理由は 3 つあ

ります。 

まず、私は養父市関宮地区に住んでい

るのですが、少子高齢化が問題視されて

います。そこで同じ少子高齢化の進む香

美町はどのようなことをしているの、知

ることで何かヒントになるのではないか

と考えたからです。村岡高校に入る前の

私は、香美町の存在について知っていま

したが、どのような町でどのような取り

組みをしているかなどは知りませんでし

た。そのため村地域創造系の授業を通し

て、村岡についても知りたいと考えまし

た。将来的には授業の中で得た学びをも

とに、関宮地区をただ「若者が住んでいる

地域」ではなく「若者が主体的に動く地域」

へと変えていきたいと考えました。 

次に、どのように「地域を創る」知りた

かったからです。この「創る」という漢字

には、原型がないところから新しいもの

を作り上げるという意味があります。そ

のため地域になにもない状態から、どう

やって新しいものを創り出すのか実践を

通して学びたいと考えました。 

最後に、「地域を創っていく人」として

何ができるかを考えたかったからです。

私たち高校生などの若者は、地域を創る

上でとても重要な役割を担っています。

例えば地域の資源を若者の視点から見る

ことで、新たな地域資源に対するアプロ

ーチの方法を生み出すことができます。

私たちに今何ができるのか、何をするべ

きなのかを考えるためのヒントを得たい

と思いました。 

私はこの地域創造系の 3 年間で香美町

の人や自然などに触れ、地域について

様々な知識や考えを得ることができまし

た。以下に、私が「地域探求」の授業を通

して学んだこと、考えたことをまとめ、生

まれ育った関宮地区の地域活性化プラン

を述べさせていただきます。 

 

２．地域探求で学んだこと 

私たち 61期生は「地域探求Ⅰ」の授業

で徳島県上勝町に行き、マーケティング

の研修を行いました。上勝町は高齢化率

が 56％と、徳島県内で一番高齢化が進む

過疎地域です。香美町は高齢化率が約

40％であるため、香美町と比較してもか

なり高齢化が進んでいる地域です。その

ような状況でも上勝町は、先進的なまち

づくりを行う地域として全国から視察者

が絶えません。上勝町は「葉っぱビジネス」

の取り組みで有名です。葉っぱビジネス

とは、料理に添える葉っぱ「つまもの」を

生産し販売するビジネスです。この葉っ

ぱビジネスは、平均年齢 70歳を超える高

齢者や女性が注文から出荷までを自分た

ちでしておられます。中には年収 1,000万

円を超えるおばあちゃんもいます。その

理由はつまものはとても綺麗で、軽いた

め高齢者への負担が少なくすむからです。

また定年がないためずっと働き続けるこ

とができます。私たちはこの葉っぱビジ

ネスをはじめた横石知二さんに「持続可
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能な地域づくり」というテーマでまちづ

くりの大切なことについてお話をしてい

ただきました。このお話の中で寒波によ

り産業が廃れてしまった町を復活まで導

いたときの経験談を聞きました。私はこ

のお話で学んだことが 2つあります。1つ

めはひとりひとりに役割を持たせること

が大切ということです。横石さんは、葉っ

ぱビジネスで一人一人に役割を持たせる

ことにしました。そうすることで町の半

数を占めている高齢者や女性に、役割と

同時に居場所を提供することも出来まし

た。また自分の役割があることで精神的

にも元気になりました。山での仕事で足

腰が鍛えられたことにより、健康維持と

寝たきり防止にも繋がりました。その結

果町には老人ホームがなくなりました。 

私は以前まで高齢者にとっての「幸せ

な暮らし」とは、施設などで若い人たちに

介護などをされながらゆっくりと過ごす

ことだと思っていました。しかし上勝町

の高齢者は、80歳を過ぎても PCやスマホ

を使いこなし元気に働き続けていました。

このことを知って幸せな暮らしとは、何

歳になっても働ける場所があることでは

ないかと自分の考えが変わりました。少

子高齢化との向き合い方について、どう

したら上勝町のように高齢者でも活躍で

きる場所を作れるか考える必要があると

思いました。 

写真 1．つまものの例7 

                                                   
7株式会社いろどり HP  

2 つめは自分の頭で考えるだけではな

く、現場を見に行くことが大切だという

ことです。現場に見にいくことで、なぜ上

手くいかないのか分かるだけでなく、現

場がどのようなことを求めているのか知

ることができます。今では全国から注目

を集めている葉っぱビジネスですが、ビ

ジネスを初めた当初は全く売れませんで

した。その原因の 1 つにどのようなもの

を出荷すればよいのかが全く分からなか

ったからです。当時花物以外のつまもの

商品は、ほとんど存在しておらず、何を出

荷すればいいのか手探り状態でした。そ

のことを横石さんは知人に相談したとこ

ろ、「実際につまものが使われている現場

を見に行くべき」とアドバイスを受けま

した。そのアドバイスを受け料亭へ足を

運び、つまものについて現場の意見を確

かめることにしました。 

まずつまものがいつ必要とされている

のか調べてみることにしました。料亭の

仲居さんの話では、日本料理は季節感を

大切にしているため、45 日早い季節感の

先取りが求められていることがわかりま

した。 

次にどのようなつまものが求められて

いるかお話を聞きました。つまものを使

う際に、葉っぱがきれいで、大きさや色が

揃っていると使いやすいそうです。横石

さんの葉っぱは、収穫してきた葉っぱを

色や大きさを整えず虫に食われていても

そのまま出荷していました。そこで、パッ

クの中の葉っぱの色や大きさをそろえる

などの工夫をしました。その結果売り上

げは伸び、現在は図のように会社全体の

年商は 20年で、2億円に上り詰めました。 

 

 

 https://irodori.co.jp/tsumamono/  

https://irodori.co.jp/tsumamono/
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図１．つまものの売上推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

この話を聞いて、私には地域について

考えるだけで実際に行動に移す力が足り

ていないことに気づくことが出来ました。 

 

３．高校時代に地域で活動

したことから学んだこと 

私は総合的な探究の時間で、3年間小代

区内で集落調査を行いました。 

1 年生では地域おこし協力隊として活

動しておられる桑原真琴さんにインタビ

ューを行いました。地域おこし協力隊と

は都市地域から人口減少や高齢化が著し

い地域に移住して、地域ブランドや地場

産品の開発・販売・PR 等の地域おこし支

援や、農林水産業への従事、住民支援など

の「地域協力活動」を行いながら、その地

域への定住・定着を図る取り組みです。隊

員を任命するのは各地方自治体であり、

活動内容や条件、待遇は、募集自治体によ

り様々で任期は概ね 1年以上、3年以内で

す。8 

桑原さんは兵庫県宝塚市出身です。桑

原さんが、小代の地域おこし協力隊にな

ったきっかけは大学のゼミで定期的に棚

田の草取りに参加していたことでした。

桑原さんは地域おこし協力隊として 2 年

間活動しておられました。その桑原さん

はインタビューの中で、やりがいを感じ

                                                   
8総務省「地域おこし協力隊とは」

https://www.chiikiokoshitai.jp/about 
9「植物園を一夜限りの映画館に」桑原真琴 

た仕事について、植物園で行った映画の

上映会とおっしゃっていました。映画の

上映会をはじめたきっかけは、桑原さん

が勤務しておられた「たじま高原植物園」

に地元の人があまり来ないことを聞いた

からです。そこで植物園を訪れてもらえ

るように「植物園を一夜限りの映画館に」

というテーマでツアーを開催しました。

このツアーには大阪や神戸などの地域か

ら 10 名の方が参加されました。この上映

会の後に但馬牛や村岡米を使った昼食を

食べました。その他にも植物園の名物で

ある「大カツラの木」を見学、ベンチや看

板を自分たちで作るなど企画しました。

ただ映画を見るだけでなく、香美町の自

然や、食べ物などの魅力を伝えることの

できる内容になっていました。9 

桑原さんは上映会に訪れた方から励ま

しの言葉をかけてもらったことで仕事の

やりがいを感じたと語ってくださいまし

た。 また色々な地域の若い人にツアー

で協力してもらったことで、若い人たち

の中にも積極的に地域おこしを頑張ろう

としていることに気づいたと話してくだ

さいました。桑原さんは地域おこし協力

隊を辞められましたが、現在も小代に暮

らしておられます。小代の人の優しさが

とても魅力に感じたそうです。私は桑原

さんの話を聞いたことで、若者の視点か

ら物事を見て、それを活かした地域おこ

しをできる地域おこし協力隊という制度

に魅力を感じました。 

私は将来的には関宮に U ターンして戻

りたいと考えています。その際に考えた

地域活性化の案については後の章で述べ

ます。 

https://note.com/ridilover_local/n/nc983

7f3f8891   

https://www.chiikiokoshitai.jp/about
https://note.com/ridilover_local/n/nc9837f3f8891
https://note.com/ridilover_local/n/nc9837f3f8891
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2 年生では小代区東垣集落に向かいま

した。東垣集落には 2021年夏現在で 14世

帯、28 人の方が暮らしています。東垣集

落の良いところは住民同士の絆がとても

深いところです。道路の草刈りひとつと

っても、住民同士で協力し合うほど仲が

良いです。この仲の良さの秘訣は、静かで

のどかな生活環境の為、おっとりして温

厚な人が多いのだと語ってくださいまし

た。そのため集落の環境や住んでいる住

民の人柄が良く、落ち着けるそうです。ま

た年に 1 回住民同士でご飯を食べること

で、計画的にコミュニティ事業を行って

いるそうです。この集落を訪れる前まで、

私は人数が 

少ない集落では住民同士のコミュニケ

ーションは減ってしまうと思っていまし

た。実際に訪れるとそんなことは無く、む

しろ集落の人同士団結していることが分

かりました。 

写真２. 東垣集落 大日堂「大日如来」 

田舎は人数が少ない分、「全員で集落を

創る」という意識を持つことができ、まと

まりやすいのは大きな魅力の 1 つです。

どうしても、小規模集落はマイナスなイ

メージを持たれがちですが、住民同士の

絆が深くなり、全員で地域づくりに取り

組めることで強みに変えられると気づき

                                                   
10関宮まちづくり協議会ホームページ

https://www.city.yabu.hyogo.jp/materia

l/files/group/13/sekinomiyamatizukuri.

pdf 

ました。 

 

４．地域の現状で感じていること 

 私の住む関宮地区の人口は平成 25年時

点で、229世帯、603人です。    

  図 2. 関宮地域の人口、世帯数10 

これは前の章で述べた東垣集落の約 21倍

です。しかしその一方で少子化について

はかなり進んでいます。参考にするため

に 2020年に但馬初の義務教育学校として

開校された関宮学園の生徒数を調べてみ

ました。私は関宮学園に変わる 1 年前の

令和 1 年度に卒業しました。その当時は 1

クラス 20 人以上、多くて 30 人ほどいま

した。しかし現在は 20人以下のクラスが

増加しています。このようにクラスの人

数が減ることで、少子化が進んでいると

感じました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 関宮学園生徒数11 

11関宮学園 HP 

https://yabuboard.ed.jp/sekinomiyagakuen

/wp-

content/uploads/sites/11/2022/10/1c253a8

https://www.city.yabu.hyogo.jp/material/files/group/13/sekinomiyamatizukuri.pdf
https://www.city.yabu.hyogo.jp/material/files/group/13/sekinomiyamatizukuri.pdf
https://www.city.yabu.hyogo.jp/material/files/group/13/sekinomiyamatizukuri.pdf
https://yabuboard.ed.jp/sekinomiyagakuen/wp-content/uploads/sites/11/2022/10/1c253a8d1ef1585d41f2ca5ae6bda881.pdf
https://yabuboard.ed.jp/sekinomiyagakuen/wp-content/uploads/sites/11/2022/10/1c253a8d1ef1585d41f2ca5ae6bda881.pdf
https://yabuboard.ed.jp/sekinomiyagakuen/wp-content/uploads/sites/11/2022/10/1c253a8d1ef1585d41f2ca5ae6bda881.pdf
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関宮も東垣集落と同様に「人が少ない

ことはメリット」と捉え、地域づくりをす

る必要があると考えました。 

 私が自分の住んでいる関宮地域につい

て 3つ感じていることがあります。 

写真 3. 旧関宮小学校⁷ 

1 つめは年代を超えた人と人の繋がり

が現在無くなってしまったということで

す。その原因に新型コロナウイルスの影

響でお祭りが少なくなったことが考えら

れます。関宮には「関神社」という神社が

あり、毎年 7月初めの土曜日に「祇園祭」、

10 月初めの日曜日に「秋祭り」が行われ

ます。このお祭りには 10 代から 50 代ま

で幅広い年齢の地域住民が参加していま

す。祇園祭ではおもちゃのくじ引きやフ

ランクフルトなどの屋台や、ステージで

歌や楽器の演奏も行われていました。そ

の他にも秋祭りではお神輿を担いだり、

太鼓を叩いたりして地域の皆で盛り上が

っていました。このお祭りを見るために、

実家に帰って来ている人も見かけられま

した。そんなお祭りも、近年では中止にな

るか、規模を縮小して行われています。お

祭りの規模が小さくなることで 2 つの影

響があります。1つに中高生の参加人数が

減ってしまうことです。屋台の種類が限

られることで、中高生の参加者が減って

                                                   

d1ef1585d41f2ca5ae6bda881.pdf 
12Kiss PRESS 関宮ふれあいパーク公園部 

しまいました。2つに伝統文化が薄れるこ

とです。祭りの規模が縮小することで、祭

りに興味を持つ人が年々減ってしまいま

す。そうなっていくとで、お神輿や太鼓な

どを担ぐ人が減ってしまいます。ゆくゆ

くはお祭りが盛り上がらないだけでなく、

お祭りが消えてしまう危険性もあると感

じました。 

2 つめは地域にある公園の活用方法で

す。関宮には「ふれあいパーク」と呼ばれ

る 2019 年に出来た公園があります。 

写真 4. ふれあいパーク 

この公園は旧関宮小学校(写真 3)跡地に

つくられた公園で、子供から高齢者まで、

多様な年代の人々が集う公園として作ら

れました。12 

もともとグラウンドだった場所には地域

の住民で芝生を植え、遊具も新しくなっ

ています。現在では地域の幼稚園児から

中高生までの子供たちだけでなく、大人

や高齢者といった幅広い年代の方が訪れ

ます。休日にはサッカークラブの練習で

地域外の人も訪れています。またふれあ

いパークの近くには「水辺公園」という川

が流れている公園があります。この公園

は春になると桜並木の綺麗な景色が見え、

夏には水遊びをする家族も見受けられま

す。私はふれあいパークと水辺公園が見

せる季節ごとの景色を上手く活用するこ

「オープニングイベント」 

https://kisspress.jp/articles/21205 

https://yabuboard.ed.jp/sekinomiyagakuen/wp-content/uploads/sites/11/2022/10/1c253a8d1ef1585d41f2ca5ae6bda881.pdf
https://kisspress.jp/articles/21205
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とで、公園の魅力をさらに引き出せると

思います。将来的にはただの遊び場から、

同年代の親や子の交流の場や自然の美し

さを伝える場としたいです。 

写真 5 .水辺公園 桜並木の一部 

3つ目は生活の不便さです。不便といっ

てもお店が無い訳ではなく、お店はあっ

ても遠すぎるという点があります。私の

家から一番近いスーパーまで距離は徒歩

10 分程度です。しかし冬の期間は雪が降

ることで道が滑りやすくなり、移動が困

難になります。高校生の私でも移動が困

難になるということは、高齢者の方はよ

り移動が困難になります。この生活の不

便さを解決するための方法も考えていく

必要があります。  

 

５．地域に必要だと思われること 

 今関宮地域に必要なことは、若者が地

域の中の価値のあるものを見つめること

です。ここでいう価値とは、経済活動のこ

とではなく、地域住民にとっては地域の

自慢や誇りになるもの、地域外の人にと

っては地域を訪れるきっかけになるもの

です。私は関宮の関神社にその価値があ

ると思っています。 

写真 6. 関神社 

関宮の地名はこの関神社と深い関わりが

あります。関神社はその昔皇極天皇が西

国の悪病が都(京都)に入らないようにと

廣峯（姫路）と羽山（関宮）の地を選んで

素盛鳴命(スサノオノミコト)の御神霊を

お祀りになりました。その功あって悪病

が都に入ることを防いだことから病を堰

き止めた都として関宮と名付けられたと

言い伝えられています。関神社は歴史的

価値の他にも文化的価値もあります。関

神社の本殿と拝殿には、兵庫県登録有形

文化財に指定されている中井正貞の彫刻

が良好な保存状態で残っています。 

写真 7 .兵庫県登録有形文化財 

この他にも関神社には市指定文化財の大

きなカヤの木があります。この大カヤは

樹齢約 500 年であり、全国的にも大変珍

しい「枝垂れカヤ」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8. 市指定文化財 大カヤの木 

しかしこの神社自体お祭り以外で訪れ

る機会が無いことや、その木の貴重さが

伝わっていない為、風景の一部になって

います。地域に必要なことは大カヤの木

のように、いつも見ている景色の中から

隠れている価値を見つけることです。そ

うすることで地域の新たな魅力を気づき、
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また感じた魅力を人に伝えることで人々

の「地域の見方」が変えることに繋がると

思います。また周りの景色をただの景色

として見るのではなく、「価値になるかも」

という気持ちで見ることも大切だと思い

ます。次の章では、高校生や子連れの家族、

20 代 30 代の大人を対象にした地域活性

化プランを述べます。 

 

６．私の地域活性化プラン 

 まず私が提案したいのは、高校生が地

域の会議へ参加することです。その理由

は地域づくりの中に高校生など若い人が

関わる機会が少ないからです。高校生が

地域の会議に参加し地域の現状を知って

もらうことで、若者目線の意見を述べこ

とが出来ます。 

 つぎに新たな企画として、2つの案を考

えています。1つめは地域の公園を活用し

たイベントの提案です。第 5 章で述べた

ふれあいパークと水辺公園の景色をいか

したイベントを行いたいと思っています。 

       

      写真 9. 夏の水辺公園 

このイベントでは、主にターゲットと

しては地域内の子どもと両親です。なぜ

地域外の人ではなく、地域内の人に知っ

てもらうか。それは地域の人が魅力を感

じていないと、地域外の人に魅力を伝え

ることが難しいと考えたからです。公園

でのイベントを季節ごとに考えています。

具体例としては、春には綺麗な桜並木を

活かしたお花見イベント、夏には水辺公

園の綺麗で冷たい水を活かした川遊び、

秋には枯れ葉を用いて焼き芋、冬には沢

山積る雪を活かした雪だるまやかまくら

をつくるなどです。この 1 年を通したイ

ベントに参加することで、公園の魅力や

人との交流の大切さを学べると思います。

また田舎に住むことの魅力を地域に住ん

でいる人に知ってもらうことや、子供同

士やお父さんお母さん同士の交流を広げ

てもらうことも目的です。イベントの準

備として、まず高校生が関神社など魅力

的な場所や住んでいて良かったこと等を

書きパネルで展示します。パネルの観覧

後には、地域への関心度や魅力をどれく

らい感じているかをまとめたアンケート

を書いてもらいます。このアンケートに

書いてもらうことで、地域に対する住民

の関心度などを客観的に見ることが出来

ます。一方で場所の確保の方法やイベン

ト運営の方法など、高校生だけでは決め

ることが難しい問題があります。その問

題を解決するために、地域の議会で高校

生自らが企画書などを用いてプレゼンテ

ーションを行います。地域の方に場所や

日時の調整等協力していただきイベント

の実行に移したいと考えています。 

 2 つめは高齢者や体が不自由で買い物

に行けない人への、買い物代行もしくは

出張販売の提案です。現在高齢者が買い

物に行く際に使うバスの本数は 1 時間に

一回あるかどうかで少ないです。その為

高齢者の方は長い間バスを待たなければ

なりません。もしこういった高齢者を支

える仕組みとして、地域の人と相談した

うえでの買い物代行もしくは出張販売の

システムがあれば便利だろうと考えます。

そのためには、まず買い物代行ではあら

かじめ必要なものをリストにして代行し

てもらう人に伝える必要があります。つ

ぎに地域の商店をされている方が出張販

売をする際には、一人暮らしの高齢者の
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家に声掛けをしてもらう必要もあります。

一方で高校生でも今できることもありま

す。広告や高齢者への声掛けなどです。具

体的な方法として町内放送を活用した広

報活動やポスターを作成し地域内の掲示

板に掲示するなどです。以上の 2 つを活

用することでよりよい地域づくりをした

いと考えています。この 2 つの案は、大

人だけで行わず高校生も積極的に参加す

ることで子供の目線を含めた地域全体で

の地域づくりを行うことが出来ると思い

ます。 

 

７．まとめ 

 私は地域創造系の授業を通して改めて

地域について考えることが出来ました。

とくに「都会には魅力がある一方で、田舎

には魅力がないのか」という課題につい

て考えることができました。一般的に田

舎は車がないと生活がしにくいなど、マ

イナスなイメージを持たれてしまいがち

です。そのイメージはあながち間違って

いないかもしれません。しかし田舎には

人の温かさを感じることができることや、

空気もよくとても静かで落ち着いた暮ら

しができるなど、都会にはない魅力も田

舎にはあります。私は進学するために都

会に出ますが、将来は関宮に帰って来た

いと考えています。帰って来た後は、子供

の時に支えてもらった地域に恩返しをし

たいと思います。若い人たちにもっと関

宮地域の魅力や、人が少ないことはデメ

リットでは無く、むしろメリットである

ということを知ってもらいたいです。 
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私の地域活性化プラン 

～地域の一員として～ 

３年２組２番 井口 空羽 

 

１．はじめに 

私は地域アウトドアスポーツ類型地域

創造系に入る際に、「静かな商店街を盛り

上げたい。」という大きな目標を掲げて入

学しました。香美町は少子高齢化、人口減

少、シャッター商店街など様々な課題で

溢れています。そのため地域を盛り上げ

るということは、道が行きかう人々にあ

ふれ、賑わいが絶えないことだと考えま

した。本稿では、地域探求Ⅱの授業での活

動内容や、地域活性化プランについて記

述していきます。 

 

２．地域探求で学んだこと 

まず、一年次の地域学入門では香美町

の自然、歴史、課題を理解しました。入学

前の印象では香美町の魅力は自然だけだ

と思っていました。しかし地域創造系で

の学びが深まるにつれて、イメージとは

違った地域であることが分かりました。

またそれと同時に香美町の課題も分かり

ました。1年次の地域学入門で印象に残っ

ている授業としては水生昆虫の授業があ

ります。昆陽川で指標生物である水生昆

虫を採取することで、川の豊かさを知り

ました。この他にも武家屋敷やお寺など

の歴史的建造物を実際に見ることで、村

岡の山名氏の歴史について学ぶことが出

来ました。 

二年次の地域探求Ⅰでは、マーケティ

ング手法を用いて地域活性化のヒントを

見つけました。夏季研修では徳島県の上

勝町へ行き、地元からとれる植物の葉を

販売する「葉っぱビジネス」について学習

しました。 

 

 

(図 1)横石氏による講義の様子 

この研修では葉っぱビジネスを取り組

む前の上勝町について教えてもらいまし

た。その後は地域で活躍されている方、役

場の職員や株式会社いろどりの取締役の

横石氏などから、仕事の内容、株式会社い

ろどりの事業内容についてお話を伺いま

した。 

この研修において学べたことは、地域

活性化につながるものが身近にあるとい

うことです。横石氏の話では、地域を盛り

上げるためにいいものはないか探してい

たところ、いつも何気なく見ていた葉っ

ぱを商売に使ってみるとどんどん売れだ

したそうです。そのことからいつも何気

なく見ていているものや近くにあったも

のに、地域を動かす力があるかもしれな

いのかということです。 

次に、「自分自身が積極的に動くことが、

住民の活気であり地域の活気に繋がるこ
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と」です。葉っぱビジネスが成功する前の

上勝町の人は、横石さんが地域活性化の

ためにチャレンジして失敗すると「やっ

ても無駄だ」、「あきらめたほうがいい」な

ど思っていたそうです。しかし横石さん

の葉っぱビジネスが成功してからは、住

民に笑顔が戻りました。その後は私もや

ってみようかなと住民自身で積極的に動

くようになり、町が賑やかになったそう

です。その話を聞いて、地域に大切なのは

住民の気持ちなのだと感じました。それ

に加えて賑やかにさせるきっかけも大切

だと考えます。上勝町では横石さんが何

度も何度も挑戦し続けました。その姿を

見て住民は元気をもらい、また希望をも

らえました。このように一人の頑張りが

きっかけになり、町全体に大きな影響を

もたらしていたと思います。 

地域探求Ⅰで学んだマーケティングこ

とを活かして、地域探求Ⅱでは香美町の

地域活性化をするための企画書づくりに

取り組みました。講義の内容については、

まず地域活性化の企画を立てるために、

顧客を分類するセグメンテーションを地

域内、地域外に分けました。次にセグメン

テーションで分けた顧客の中から、村岡

の歴史を知らない顧客にターゲットに絞

りました。最後にポジショニングでは、顧

客が何を求めているのか考えているのか、

村岡の歴史をどんな風に捉えているか、

顧客の視点に立って考えました。それぞ

れの講義のあとは、より学びを深めるた

めに講師である白石先生から様々なお題

を出していただきグループワークで話し

合い全体に発表しました。講義とグルー

プワークを交互に行うことで、論理的に

ものごとを考えられる様になりました。

この論理的な考え方は、総合的な探究で

なにか物事についてチームで考える際に

役立ちました。 

その他にも地域創造系で印象に残って

いる授業が 2 つありました。毎年香美町

の町長による講演会と集落の方にインタ

ビューし地域の魅力を発信する集落調査

班での活動です。 

町長講演会では毎年話されるテーマが

違います。コロナによる香美町の影響や

今の香美町に必要な若者の力について、

少子高齢化の現状などでした。これらの

話は町長から話を直接聞くことで、交通

機関が少ないことや、インターネットの

設備が乏しいなどより詳しく香美町の現

状について学べました。また講義後には、

講義の内容に沿ったテーマでグループワ

ークを実施し班ごとに発表し合いました。

この活動を通して今の香美町を見直す機

会になりました。 

集落調査では集落の魅力を観光客に向

けて発信すること目的に、班ごとに担当

する地区を決め実際に区長さんや住民の

皆さんにインタビューをしました。私の

班は小代の東垣で今井司郎にインタビュ

ーしました。その中で、年を重ねるごとに

住民の数が減り、若者が少なくなってい

ること。住民の減少によって地区の行事

が出来なくなる可能性があること、その

ほかにも住民の中に漬物を作っているこ

とが分かりました。インタビューの話の

中では、コミュニティのことについてた

くさん出てきました。地域のみんなで神

社を掃除したり、困ったことがあったら

助け合えるなど東垣の地区について新し

い魅力を発見できたと同時に、人との関

わり合いこそが地域を作っていくのだな

と感じました。 

３．高校時代に地域に活動したことか

ら学んだこと 

総合的な探究の時間では、「村高発地域

元気化プロジェクト」をモットーに活動

していました。そのプロジェクトでは、
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様々なテーマに分かれて班ごとに活動し

ており、私はその中の紙漉き班に所属し

ていました。紙漉き班の目標は、今は廃れ

てしまった伝統産業の紙漉きを復活させ、

地域活性化を行うことです。主な活動と

しては、地元の小学生と交流をしたり、ワ

ークショップをしたりなど地域の方と関

わり合う活動が多かったです。私たちは、

漉いてできた「もの」ではなく、漉くとい

う「こと」に中心にして活動してきました。

私がその中で学んだことは大きく分けて

2つあります。 

1つ目は、いつも見ているものから視点

をずらしてみると、新しい魅力を発見で

きることです。インスタグラムというア

プリでイベントの告知や実際に活動され

ている風景を見かけ、10 月にある村高フ

ォーラムで行った活動内容や得られたこ

となど先輩方が分かりやすく説明されて

いました。その中には、漉いた紙で作った

「和雲」という和紙に蜜ろうを塗り水に

浮かべるようにしたものがあったり、地

域の人をターゲットにした紙漉きのイベ

ントを地域内でしたりなどがありました。

しかし、実際に紙漉き班に入ってみると、

和紙の金額設定が難しかったり、認知が

薄く多くの人に買ってもらえないともの

を売りにして活動することは難しいと実

感しました。 

そこで、班のみんなで意見を交わし合

い、地域の憩いの場所を作るということ

を活動の中心にしました。実際に地域の

人を招いた紙漉き体験ができるイベント

を計画したり、小学生と交流をしたりし

ました。活動してみると、変わった魅力が

ありました。交流していると自然と笑顔

が生まれたり、お互いの壁がすんなりと

なくなっていました。地域の方と交流す

る間に紙漉きという体験を挟むことで、

より人と人が関わりやすくなっているん

だと感じました。少し視点を変えてみる

だけで自分が想像していたものよりも変

わったものが出てきました。そのことか

ら、ある一定の視点に縛られるのではな

く、少し視点を変えてみることにより、新

たな魅力を発見できることにもつながる

のかと実感しました。 

2つ目は、コミュニケーションの大切さ

です。このことはとても身近なものかも

しれません。というのは、友達と会話する

とき、地域の人と関わるときなど、コミュ

ニケーションは温かみを与えてくれると

思うからです。しかし、そんな身近なもの

を紙漉き班は見落としていました。漉く

ことを中心に活動してから人と交流する

ことの重要さを発見しました。それは実

際にうづかの森でワークショップをした

時でした。(図 2) 

 

図２． 

うづかの森でのワークショップの様子 

その時はコロナも落ち着いていており、

お客さんを呼んでするイベントは初めて

でした。お客さんの中には、友達もいまし

たが、ほとんどが初対面の方で和やかな

雰囲気を作れるのか心配でした。しかし、

やってみると、作業をしているときに自

然と会話や笑顔が生まれていたり、お互

いにできた作品を褒め合っていたり、わ

からない部分は助け合っている光景が見

られました。関わり合うときにお互いに
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気を遣う様子もなく、壁もありませんで

した。このことから、紙を漉く工程の中に

はコミュニケーションがあり、そのコミ

ュニケーションこそが憩いの場を作る種

になっているのだと感じました。 

４．地域の現状で感じていること 

私が主に感じている香美町の課題は観

光客の減少、認知度の低下、地域の人自身

が自分の地域の魅力を認知していないこ

とです。 

最初に、香美町の観光客と認知度につ

いてです。(図 3)  

図 3．香美町への訪問経験 

(「香美町観光振興計画」より) 

香美町への訪問経験を表したデータを

見てみると、年数を重ねるごとに香美町

への訪問する割合が減っています。特に、

2015 年から 2018 年からの減りが激しく、

2021 年のデータが出るとすれば、コロナ

の影響を受けさらに減ってしまっている

と考えられます。訪問する割合が減って

いるということは観光客が減っていると

同じ事が言えると思います。さらに性年

齢別をみていくと、訪問するということ

よりも香美町を知らない割合も大きいで

す。男性の 30～44 歳、女性の 20～59 歳

における知っていない割合が 80％を超え

ており、日本全体を見てみても一番近い

関西のエリアの方でさえ、５７％と半分

以上もの方が知っていません。このよう

に観光客の割合の減少、ほかの地方から

の香美町の認知度が大きな課題になると

思います。例えば、認知度が減ってしま

うことで、観光客や香美町に移住する人

が減少していく問題が起きてしまうと考

えます。 

次に、住民自身が香美町の魅力を知れ

ていないところです。私が地域探求Ⅱで

商工会の役員の方と話し合いをした際に、

「地域の人は自分の地域の魅力について

認知できていない。だから、住民が自主

的に動かなかったり、商店街に活気がな

くなっているんだ」と言っておられまし

た。ほかにも、活気がなくなることで祭り

や行事がなくなってしまう可能性がある

と言っておられました。自分の地域を知

れていないと伝統が消えてしまったり、

町に元気がなくなってしまうことにつな

がってしまいます。なので、もう一度地域

の人に魅力を認知させる機会がいるので

はないかと感じました。 

５．地域に必要だと思われること 

今の香美町にはまずは住民に魅力を知

ってもらう、住民同士が関わりあえるよ

うな憩いの場を作るということが必要だ

と考えます。それは住民、観光客どちらに

も言えることだと思います。住民には香
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美町の魅力を再認識してもらい、憩いの

場で少しでも地域の温かみに触れてもら

い元気を届ける。観光客には香美町を深

く知ってもらう和やかな空間を提供し、

もう一度来たくなるような場所を作るこ

とが必要だと思います。この中でも最も

力を入れるべきなのは観光客が減ってい

るという理由から、観光客の香美町への

認知だと考えます。(図 4) 

 

 

図 4．香美町への未来訪理由 

(「香美町観光振興計画」より) 

 

香美町観光振興計画の香美町への未来

訪理由のグラフから、香美町へ訪れない

方の理由がたくさん読み取れます。例え

ば、香美町が山間部の地域で都会から離

れてしまっていたり、電車やバスの数が

少ないので、交通の便が悪い点はあるか

もしれません。しかし、次に割合が大きい

のは香美町の中身のことについてです。

11．4％が「興味があるものがない」、15％

が「何があるかわからない」などこのデー

タからほかの地域からみた香美町は何か

興味を引き付けるもがないのかと感じま

した。なのでこれからは、香美町の魅力を

違う方法で観光客に認知させていく必要

があると思います。 

 

６．私の地域活性化プラン 

私は香美町の魅力であると考えている

村岡の歴史や紙漉きなどを活用して、地

域活性化していきたいと考えています。

私は、ここで上勝町の横石さんがされて

いた身近なものに視点を向けるというこ

とを計画する中で活用してみることにし

ました。すると、総合的な探究の時間で活

動していた紙漉き班の紙漉き、何気なく

毎日商店街で見ていた建造物や歴史、そ

して将来なりたいと考えている教師が浮

かんできました。私は、この３つを使って

地域活性化していきたいと思いました。 

まず、紙漉き班でやっていた紙漉きを

使って地域活性化する方法についてです。

紙漉きには人と人とをつなげるというこ

と、憩いの場をつくれるという良い点が

ありました。その点を使って紙漉きで高

校生でイベントを開き、住民にも観光客

にも憩いの場となるような場所を作りた

いと考えました。憩いの場を作ることで、

一緒にいた観光客の方も実際に香美町の

人々の温かさに触れ、もう一度来たくな

るような効果があると考えました。さら

に、紙漉きを実施する場所を違う集落に

してみたり、有名な猿尾滝や長楽寺など

に変えることによって、それぞれの地域

の魅力を発見、再発見する機会となると

思いました。そして、紙漉きを体験した観

光客が香美町外の人に話すことによって

香美町のことが広まっていくのではない

かと考えました。 

次に、商店街にある歴史を活用した活
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性化方法です。これは、地域探求Ⅱで行っ

ている活動を使いたいと考えています。

私が地域探求Ⅱで行っている活動は、村

岡で有名な山名氏の歴史や建造物をマッ

プで示したものを鑑賞できるようにした

り、スタンプラリーを活用し、実際に建造

物と説明を見てもらい商店街・山名氏の

歴史について知ってもらうというもので

す。それに加えて、定期的に地域の方と高

校生が主催するプチイベントをしたいと

考えています。この活動は、最初にこの魅

力を知っていない住民をターゲットにし、

十分に認知させてから観光客をターゲッ

トにしていく流れに設定しました。最初

に、観光客に設定してしまうと、何も知っ

ていない住民の方々は協力も出来ず、十

分に魅力を発信することができないと考

え、住民からスタートすることから始め

ました。しかし、この活動は短期間で成果

が出るものではありません。じっくりと

住民に魅力を理解してもらい、地域の方

と高校生でプチイベントを開き、憩いの

場を少しでも作り、そしてチラシやイン

ターネットなどで告知をして、そこに観

光客が興味を持ち、加わっていくことを

目標としています。そのためには、これか

ら高校生になる子供たちに継承してもら

い、商店街の活気を継続していく必要が

あります。継承されていくことで、地域の

方も魅力をさらに知っていけると共に、

地域外の方からも参加していただける可

能性もあると考えます。そして、継承だけ

を考えずに大学を卒業してからは U ター

ンをして地元に戻ってきて自分自身も地

域に加わって活性化していきたいと考え

ています。 

最後に、教師の立場を利用した活性化

方法を考えています。私は将来中学校理

科の教師になり、地元に帰って地元の学

校に就職したいと考えています。教師に

なってからやりたいことは 2つあります。

まず、授業の中で紙漉きを生徒に体験し

てもらい、地域の魅力を知ることができ

る授業をしたいと考えています。その授

業とは、環境問題の分野で変わった資源

を有効できることを趣旨にして、破棄物

やごみなどを漉いてみることをしたいと

考えています。私も紙漉きの魅力を見つ

けることができたのは、体験をする中で

紙漉きは違う材料でもできたり、押し花

をできたりなど活動を通すことで発見で

きました。そのことから学校内で紙漉き

をすることにより、若いころから紙漉き

に興味を持たせることができると考えま

す。そして、この子供たちが将来村岡高校

に入って紙漉き班に入って活動したり、

紙漉きのことを地域の人に話して少しで

も未来につながるような取り組みができ

るのではないかと思いました。次に、地元

のボランティアに参加したり、イベント

に参加したいです。香住海岸でカヤック

体験しながら景色を満喫できるような香

美町の魅力に触れられるイベントに行っ

て、新しい香美町の魅力を発見したら、教

師の立場で生徒に発信をすることができ

ると思います。そして、魅力を知ることが

できた生徒たちは自主的に魅力に触れた

り、もっと知りたいと感じると考えます。

その中に参加して自分も少しでも地域の

力になりたいです。 

この 3つのことを実際に活動出来たら、

地域の人にも活気があふれ、賑わいを取

り戻し、ほかの地域との交流が盛んにな

り、人口減少や、香美町への認知度の問題

など様々な香美町の問題が解決されてい

くと考えました。 

 

７．まとめ 

私は、高校生活でこの香美町と密接に関

わってきました。総合的な探究の時間で
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あったり、地域創造系の授業であったり

といろいろな場面で香美町とつながりが

ありました。その中で、魅力を再発見し

たり、新たな課題を見つけたりしてきま

した。香美町の魅力や課題を知っている

私であるからこそ、この香美町の地域の

一員として、地域活性化に取り組みたい

です。探究の活動を続けて村岡の魅力を

知ってもらう。そして紙漉きで地域に憩

いの場を作り、教師で地域活性化につな

がる人材を育成したいと考えています。

そのような活動を通して、少しでも香美

町が抱えている問題を解決できるような

活動をしたいです。 
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村岡商店街の賑わいを復活させる 

～「人のつながり」を深めるために～ 

３年２組１１番 坂中 心 

1．はじめに 

中学生までの私は、「香美町は田舎だか

ら、どうせ何もないだろう」と、自分の住

んでいる香美町に興味を持てずにいまし

た。しかし、この地域創造類型の「地域探

求」という授業で、香美町について学んで

いくなかで、この町のたくさんの魅力に

気づくことができ、その魅力を、中学生の

時の私のような人たちに発信し、地域に

活気を取り戻せるような活動に取り組む

ことができるようになりました。本論で

は、このような「地域探求」の活動の中で、

私が学び感じたことをまとめ、私の考え

た地域活性化プランを述べていきたいと

思います。 

 

２．地域探求で学んだこと 

 地域創造類型では、1年生で「地域を知

る」、2年生で「地域を深める」、3年生で

「地域を創る」という 3 つのテーマで活

動に取り組んできました。 

1 年生の時には、「地域を知る」というテ

ーマで、香美町の自然や歴史について学

びました。自然では、山・川・海の 3つの

自然の要素について、講義や実習を通し

て、様々な体験をしました。山の分野では、

獣被害対策や、但馬の植生を学びました。

獣被害対策では、クマの生態と獣被害対

策の方法について講義を聞き、被害の大

きさや人間と動物の共生の大切さと難し

さを痛感しました。 

但馬の植生では、但馬の植生の豊かさと、

自然と動物が関わりあって豊かな生態系

を保っているということを学びました。

川の分野では、実際に昆陽川に入り、水生

昆虫の採取をして、川の役割と水生昆虫

の種類や食物連鎖の仕組みなど、昆陽川

の豊かな生物多様性を学ぶことができま

した。 

海の分野では、夏休みにスノーケリング

とシーカヤックの体験をし、海中生物の

観察と海岸周辺の地形の観察を行いまし

た。大昔から造られた地形が今も残って

いることの素晴らしさと、自然の大きさ

に感動しました。 

以上のようなことから、香美町の自然は、

とても豊かであること、そして何より、

山・川・海は繋がっているということに改

めて気づくことができました。水源とな

る山の豊かな木々が川を育み、川の清流

が豊かな海を育んでいることは、地域探

求の授業を受けていなければ、考えてい

ないだろうということをたくさん学ぶこ

とができました。 

歴史では、まちあるきの授業で石松崇氏

の説明を聞きながら、村岡高校周辺の歴

史のあるお墓や、お寺、神社などを見て回

 

図 1.シーカヤック体験の様子 
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り、プレゼンテーションの授業で地域に

ある史跡の写真を撮り、親や祖父母に歴

史を聞いたり調べたりしたことを発表し

ました。普段何気なく見ている町の風景

でも、自分たちの生まれ育った町の歴史

に気づくことができ、少し見方を変える

だけで、人それぞれに多くの疑問がうま

れ、その疑問がさらに多くのことに繋が

って学びが深まるということを知りまし

た。 

 2 年生の時には、「地域を深める」とい

うテーマで、1年生で学んだことを活かし

た、活動に取り組みました。私たちは、鳥

取大学の白石秀壽先生のご指導のもと、

「村岡の売り出したいものを考える」な

どといった内容でマーケティング手法の

学習、実習をたくさん行い、この学習をさ

らに深めるために徳島県上勝町に研修に

行きました。株式会社いろどりでは「葉っ

ぱビジネス」という、料理を彩る季節の葉

っぱや花などの「つまもの」と呼ばれるも

のを、栽培・出荷・販売するビジネスを行

っています。そのビジネスを立ち上げた

横石氏に講義をしていただきました。「葉

っぱビジネス」を立ち上げた横石氏の「喜

ぶ出口をつくり、仕組みを考える」という

言葉は、今でも心に深く残っています。 

また、上勝町で行われている「ゼロ・ウェ

イストの取り組み」について、アカデミー

スタッフの野々山氏に講義をしていただ

きました。ただごみを捨てるだけでなく、

ごみの分別やリサイクルを通して、住民

同士の関わりや、住民と行政の関わりが

でき、更に良い町を作っていくことがで

きるきっかけになる活動であると感じま

した。 

この研修を通して、私が感じたのは、たと

えどんな取り組みをしたとしても、その

地域の住民たちが喜ぶ、納得できるよう

な取り組みでなければ、地域活性化はで

きないということです。これは地域活性

化だけでなく、普段の生活でもそうです。

「喜ぶ出口をつくり、仕組みを考える」と

いう言葉を聞いたとき、当たり前に聞こ

えるけどなかなか行動に移すことはでき

ないので、たくさんの人が笑顔になるよ

うな取り組みを考えたいと思いました。 

上勝町は、香美町と雰囲気が似ていて、研

修に行くまでは「ここも田舎だから何も

ないだろうな」と香美町と同じように感

じていました。しかし、話を聞いていると、

上勝町は香美町と違い、高齢者が主体と

なって活動する「葉っぱビジネス」などの、

地域住民が輝ける舞台・役割がたくさん

あり、住民にとっての生きがいを見つけ

ることができる、どの世代にとっても充

実感を得られる地域だということに気づ

きました。上勝町みたいに香美町は、全て

の世代が充実感を得られる地域ではあり

ませんが、人と人とのつながりが密接な

ところは、上勝町と同じだと思いました。 

 3 年生の時には、「地域を創る」という

テーマで活動に取り組みました。2年生の

3学期から 3年生にかけて、地域探求の集

大成として、上勝町での学びをもとに

「『ひと・もの・こと』発信プロジェクト」

に取り掛かりました。このプロジェクト

では、香美町に存在する資源を製品化し、

 
図 2.上勝町研修の様子 
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マーケティング手法を用いて分析・発信

促進することを目標として活動しました。

活用する資源をもとに 4 つのグループを

つくり、地域の協力者の方々と話し合い

ながら、資源を製品化し、香美町の魅力を

伝える活動に取り組んでいます。私たち

のグループは、施設活用をテーマに、商店

街の活性化に取り組みました。商店街を

活性化するためには、私たちが地域のこ

とを知らなければいけません。商工会の

方に、村岡商店街周辺の歴史を聞いたと

ころ、村岡の歴史的背景や商店街が今の

場所にできた理由などを詳しく教えてい

ただきました。 

自分の生まれ育った町の歴史を知って、

何とかしてこの町の活性化に関わりたい

と思うようになりました。 

地域を活性化させたいなら、まずは私た

ちがこの町に興味を持たなければならな

いということに気づける良い機会になり

ました。 

現在、その話を基に歴史を伝える看板を

たくさん作り、ウォークラリーを企画し

ています。看板に載せきれない情報や動

画などの QRコードを載せることで、多く

のことを知ってもらおうと考えています。 

他にも、商店街に人を呼び込むためのイ

ベントとして、紙漉きや高齢者の方から

昔の遊びを教えてもらうなど、地域の

方々との交流の機会を設けることを考え

ています。 

たくさんの人々を村岡商店街に呼び込み、

常に人が集まって交流できるような場所

を提供できるようにしていきたいと考え

ています。 

 

3．地域に必要だと思われること 

 私が今の香美町に必要だと思うことは、

「人のつながり」だと思います。今の香美

町には人々が交流する場が限られていて、

孤独になってしまいがちなので、たくさ

んの人が商店街に来て交流することで、

地域に賑わいが生まれ、この町に訪れる

人が増え、今以上に活気ある商店街にな

ると考えています。 

そのために、人々が気軽に交流できる場

所や方法を私たちが考え、実践していく

ことで「人のつながり」を深める機会を多

く提供していきたいと考えています。 

 

4．私の地域活性化プラン 

 地域を活性化するには、どの世代の人

にとっても住みやすい町をつくっていか

なければいけません。そこで私は、どのよ

うな活動をしたら香美町が住みやすい町

になるかを考え、地域活性化プランを考

えています。 

 私は将来、地元に帰って保育士になり

たいと思っています。しかし、少子高齢化

が進む香美町では、保育園・幼稚園なども、

年々減っていってしまうのだろうと考え

ています。子どもの数を増やすためには、

地域を出た若者が子どもを連れて帰って

きたり、移住してくる人を増やしたりし

なければならないと考えました。私は、親

子連れ、子供たちが住みやすい町にする

ために、今ある自然環境や、人の温かさは

そのままに、親子連れに向けたイベント

を増やしたり、遊びやすい場所をさらに

つくったりしたいと思いました。今の香

美町は、地域住民が楽しめる場所やイベ

ントが少なく、地域の人が交流する機会

がほとんどありません。だから私たちが

交流できるようなイベントをたくさん考

え、地域住民を牽引する人になりたいで

す。イベントをするにしても、遊び場、地

域の人が交流する場所をつくるにしても、

どんな時でも先頭に立って地域を巻き込

んでいく人たちが必要です。だから、地域

の歴史を活かしつつ、新しい考えを取り
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入れた活動を考えていけるような人にな

りたいです。 

具体的な交流場所のプランとしては、

買い物が気軽にできるようなお店や、勉

強をするための静かな図書館や、お茶を

飲みながら話ができるカフェ、体を動か

すことができる運動施設や、親子が共に

遊べるような公園や、たくさんの世代が

集まって、今まで話したことのない、会っ

たことのない世代の人とも交流すること

ができる場所が村岡商店街の中に増えて

くれれば嬉しいと考えています。そこで

多くの人を集め、交流を増やすことで、

「人のつながり」が深まり、地域の活性化

に繋がると考えています。 

そのために、人を集めるイベントを開

催し、それらの施設が必要になるほど人

を集めたいと考えています。 

具体例として、「ゼロ・ウェイスト」か

ら学んだごみを減らす活動として不必要

なものを捨てずにフリーマーケット、生

きがいや地域住民同士の関わりを深める

ために高齢者の方に昔の遊びを教えても

らうイベント、地元の高校生の活気ある

活動を知ってもらうために村岡高校の紙

漉き班のワークショップ、香美町の自然

を満喫できるようなバーベキューや宿泊

イベント、自然との共生の楽しさと厳し

さを知る狩猟体験、地元の名産品をさら

にアピールするために名産品を使った料

理教室、小さな子ども連れのお父さん、お

母さんに向けて、子どもたちにとっても、

親にとっても思い出になる、手形のペイ

ントや、SDGs の問題も取り入れた、子ど

もがつくるエコバック制作や、地域の歴

史を楽しく学んで、子どもだけでも安全

に遊べるようなレクリエーションや、地

域の行事に興味を持たせるために、縁日

の出店のお手伝いや、のイベントを月に 1

回以上開催したいと考えています。 

香美町を活性化する、という目標を持

った地域を牽引する人が、多ければ多い

ほど、香美町は、いい方向に進んでいくと

思います。香美町を牽引することは、一人

の力では、難しいことだと考えています。

しかし、活動を続けていくことで協力し

てくれる人や団体を増やし、地域全体の

力で村岡商店街や香美町を盛り上げてい

けるように力を尽くしたいと考えていま

す。 

地域が一丸となって、住民全員が地域

活性化について考えてくれるようになっ

てくれるようになればいいなと考えてい

ます。 

 

5．まとめ 

 私は村岡高校の 3 年間の生活で、他の

高校では絶対にできない貴重な経験をさ

せてもらいました。地域の自然や歴史を

こんなに深く学ぶ機会や人々と関わる機

会は今までありませんでした。それを知

ることで地元に愛着が湧き、全力で魅力

をアピールする活動を考えていくことが

できた気がします。高校に入学するまで

は自分の地域に関心を持てずにいたし、

新しいことを考えることも得意ではあり

ませんでした。ただ、香美町の自然がどち

らかというと好きだからという理由で地

域創造類型に入りました。実際に地域創

造類型に入って、講義や実習を重ねてい

くにつれて、香美町の魅力である山、川、

海の自然の雄大さと共存に関する課題を

たくさん見つけ、その課題を解決するた

めに何をするべきなのか考えたりするう

ちに、自分にできることがたくさん見つ

かり、香美町に興味が湧いたし、新しいこ

とを考えることも、私にとってとても興

味深いものになりました。 

 こんなに地域と密接に活動している高

校は、全国でも村岡高校だけだと思いま
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す。高校生だからこそ考えることができ

る、若者の目線で考えることができる、そ

んな考えを持って、日々地域の活性化に

取り入れられる要素を見つけられるよう

に生活していきたいと思います。そして、

いつか絶対に香美町が、人が行き交うよ

うな町、笑顔があふれてにぎわいのある

町になるように、新しいことをたくさん

考えていきたいです。「地域創造類型に入

ってよかった」と、今なら笑顔で言うこと

ができます。本当にありがとうございま

した。 
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私の地域活性化プラン 

～外国人が働きやすい町に～ 

                        ３年 2 年 15 番 田邊 怜久 

 

1．はじめに 

 私が村岡高校の「地域創造類型」に入

学した理由は、自然や歴史的な建造物に

興味があり、香美町のいろいろな場所を

訪れるたびに、香美町に興味が出てきた

からです。地域創造類型での 3年間の活

動を通して思ったことは、地域活性化に

ついて真剣に考えなければならないとい

うことです。以下、地域探求で学んだこ

とをまとめ、私の地域活性化プランを述

べたいと思います。 

 

2．「地域探求」で学んだこと 

 地域探求で学んだことが２つありま

す。１つは香美町の魅力や課題、もう１

つは、ひと・もの・ことを売り出す方法

についてです。 

 香美町の魅力や課題については、高校

生活全体を通して学びました。１年時で

は地域を知るというテーマで香美町のい

ろいろなところに行き、各分野の専門の

方からお話を聞きました。授業の中で一

番心に残っているのは、村岡の歴史につ

いて教育委員会の石松崇氏と一緒に歩き

ながら講義をしていただいたことです。

その講義では身近な場所でも一つ一つに

大きな役割や歴史があることを学びまし

た。その例としては村岡高校の近くにあ

る石は、県の土地と私有地を分けるしる

しでした。また普段から見ている建物に

ついては実は昔の警察署でした。私は普

段から歴史的な建築物に興味があったた

め、その授業の発表も含めさらに興味を

持つことができました。その一方で最近

の若者の多くは、歴史に興味を持ってい

ないように感じます。このような地域の

歴史や建造物にはたくさんの魅力がある

ので、もっとたくさんの人に知ってもら

いたいと思いました。また、知ってもら

わなければ将来なくなってしまうのでは

ないかという不安も抱きました。 

 

図 1. 村岡を散策する様子 

また、毎年行った集落調査では、1年時

には、村岡区小代に住む若者に班別でイ

ンタビューしました。私の班では、「と

ちの木村」で働いておられる松田拓也氏

にお話を伺いました。その中で、香美町

の魅力について聞いたところ、「人」と

おっしゃっていました。松田氏は以前、

都会に住んでいて、やりたい仕事を見つ

けて小代にやってきたとおっしゃってい

ました。その時に近所の人が毎日挨拶し

てくれたり、野菜を分けてくれたりした

と聞きました。私は、この村岡で生まれ

育ったので、このような生活が当たり前

だと思っていましたが、改めて村岡や小

代の魅力を知ることができました。ま

た、2・3年時には、小代と村岡の集落を

様々な観点から調査をして、それぞれの
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集落の魅力を探し出しました。その中

に、まだ知らないたくさんの魅力を見つ

けることができました。その活動を通し

て、昔の村岡と今の村岡に触れる機会が

あり、比較してみると、昔の村岡には素

晴らしい建造物がたくさんあったという

ことです。しかし、今ではほとんど残っ

ていないと聞いて残念に思いましたが今

の村岡にも、少しその面影がみられると

いうことがわかり、このことも、一つの

魅力だと学びました。 

 また、香美町の課題についても学びま

した。私は、香美町の課題は、「少子高

齢化」だと思います。少子高齢化は香美

町だけでなく、日本の課題でもあると思

います。しかし、香美町では特に深刻だ

と思います。3年時に行った「町長講演

会」で、令和 2年の国税調査の結果では

昭和 45年から令和 2年にかけて香美町

の人口が 12257人減っていて、またその

減少率は県下 1であるとも知りました。

令和 3年の出生者数は 53 人で、それに

対し死亡者数は 286人ということを聞い

てとても驚きました。これらは少子高齢

化によるものだと思います。少子高齢化

はその地域の経済力を下げたり、若い人

の負担が増えたりする大きな懸念がある

と思います。そのため Iターンや Uター

ンがとても大切になると思います。 

 もの・ことを売り出す方法は、鳥取大

学白石秀壽教授のマーケティングの授業

で学びました。もの・ことを売り出すに

は売り出す相手（ターゲット）が大切で

あると知り、そこで私たちはマーケティ

ングについてより深く学ぶために徳島県

の上勝町に研修に行きました。上勝町は

その地域で栽培している葉っぱを料亭に

売り出し、話題になり、小さい町ながら

日本全国から視察が来る程の町になりま

した。私にとって、葉っぱは使い道がな

いものと思っていましたが、その特性を

活かした用途があり、さらに商品として

売ることができると学びました。またそ

のような一見役に立たないような物に商

品価値を見出し、売ろうとする逆転の発

想も地域を活性化するためには必要なの

だなと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 , 徳島県上勝町での研修の様子 

 

また、私たちは 3年次に「人・もの・こ

と 売り出しプロジェクト」として 4班

に分かれて活動しました。私の班では、

小代にある「吉滝キャンプ場」の西村太

一氏にご協力いただき、自分たちでキャ

ンプを運営する中で、香美町の魅力を再

発見したり、発信する活動をしたりしま

した。その中で誰に向けて発信するのか

を考えたり、決められた条件の中で何が

できるのかを考えたりすることがとても

難しかったのですが、どのように売り出

せば、いい結果がもたらされるのかを学

ぶことができました。 

 

3．地域での活動から学んだこと 

 地域での活動で学んだことは、村岡の

自然の豊かさとたくさんの人を笑顔にす

ることのやりがいです。私は、1・3年時

に「総合的な探求の時間」の授業で森と

田んぼについて学習しました。木は、た

くさんあった方が環境にいいと思ってい
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ましたが、たくさんあることによって土

壌が悪くなることを知りました。その中

で、木を伐採して売ることによって、地

域内で使うことのできる商品券をもらう

ことが出来る仕組みがあることを知りま

した。たくさんの人がそれをすること

で、環境保護にも地域活性化にもつなが

ると思うので、とても魅力的な活動だと

思います。また、私は村岡区板仕野の区

長さんをはじめ、板仕野の米農家さんの

ご協力をいただいて田植え体験や草取り

に参加しました。 

 
図 3 , 田植えの様子 

機械ではなく手で行ったので大変でした

が、やりがいを感じることができまし

た。鳥取大学の山本定博教授による講義

では、おいしいお米の基準、またその基

準を満たし、維持していく方法を学びま

した。その中で、村岡米は「コメの食味

ランキング」で 9年間連続、賞を取って

いることも知りました。これは全国てき

に見ても素晴らしいことで香美町が誇れ

るものの一つだと思います。しかし、香

美町では森や田んぼで働く人が減ってき

ているので、こういった活動ができなく

なるのではと思います。そこで、私たち

は田植えや田んぼの管理、稲刈りをする

ボランティアを集めるための案を考えま

した。小さい活動ではありますが、この

ような活動を通して田んぼに興味を持っ

てもらい、香美町にも興味を持ってくれ

る人がいたら地域の活性化のもつながる

と思いました。 

 また、2年時には地域福祉に関して学

びました。その中の活動で地域の子供た

ちと遊びを通して交流したり、地域の高

齢の方に花を届けたりしました。その中

で学んだことは、人を笑顔にすることの

やりがいです。最近は、新型コロナウイ

ルの影響で地域の人たちの元気がなくな

っていると思います。その中で、子供た

ちに自分たちで考えた遊びをやってもら

い、子供たちが少しでも笑顔になってく

れたことで私はとてもうれしかったで

す。また、高齢の方々に花を届ける中

で、花を届けた人から手作りのマスクや

お礼の手紙をいただきました。このよう

な活動で、人を笑顔にするやりがいを感

じることができました。香美町の人口推

移（図 5）によると、2,045年には 65歳

以上の高齢者が全人口のほとんど半分に

なり、15歳未満の子供は約 10％と予測

されています。地域福祉班での活動は、

このような現状の中でとても価値のある

活動なのでこれからも続けていき地域を

さらに活性化できる活動になればと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

図４ , 香美町の人口推移 

 また、村岡高校全体の活動として

2,022 年 6月 12日に 3年ぶりに開催され

た「美方残酷マラソン」に大会スタッフ

として参加することができました。新型

コロナウイルスの影響で私にとっては最

初で最後の参加で、難しいことがたくさ
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んありました。しかし、応援している時

に「ありがとう」と言ってくれる人がた

くさんいました。地域内の人と関わるこ

とは多いですが、地域外の人とも関わる

ことができる機会となり、また参加者の

みなさんの笑顔を見ることができたので

うれしかったです。村高生として「人み

な、使命あり。」を果すことができたと

思います。その中で学んだことは、コロ

ナ禍の中ではあるけど、とても多くの参

加者があり、それだけ「美方残酷マラソ

ン」・「香美町」が他地域から愛されてい

るということです。また、そのほかにも

香美町にはたくさんの他地域からも参加

できるイベントがあり、そのようなイベ

ントを通して、香美町の魅力や良さを知

ってもらうことは、香美町にとっても他

地域の人にとっても効果的なことだと思

いました。そして、このような活動を守

り、維持していかなければという思いも

出てきました。また、3年間の活動で今

まで知らなかった香美町のことも知るこ

とが出来ました。 

 

図５ , 美方残酷マラソンの様子 

 

4．地域の現状で感じていること 

 私が地域の現状において感じているこ

とは、主に少子高齢化とそれに伴う過疎

地域の増加です。香美町では、若者が町

を出て行くなどして少子高齢化が急速に

進んでいます。さらに、進んでしまう

と、町としての活気や力が少なくなり、

香美町の経済が衰退すると思います。私

は、島根大学の保母武彦名誉教授の講義

で、島根県の海士町について話を聞きま

した。海士町では、たくさんの Iター

ン・U ターン者がいます。それは、海士

町に「みんながハッピーになる新しい仕

事の在り方・生き方」を実践できる場が

あることによるものだと学びました。個

人的な意見ですが、香美町にはそのよう

な環境があまりないのではないかと思っ

ています。それが少子高齢化の原因の一

つだと思います。 

 また、少子高齢化に伴い、過疎地域が

増加していると思います。過疎地域にな

ると、その村伝統の祭りやイベントが出

来なくなっていします。実際に集落調査

で小代区神水にて調査を行いましたが、

そこでも少子高齢化によって祭りの規模

が小さくなり、なくなってしまうかもし

れないと聞きました。祭りやイベントは

その地域に受け継がれてきた伝統や文化

であり、また、その地域の魅力でもあ

り、守っていかなければならないものだ

と思います。なので、村一つ一つの魅力

をたくさんの人に知ってもらい、Iター

ンや U ターン者を増やすことも必要だと

思います。 

 

5. 地域に必要だと思われること 

 地域に必要だと思うことは「地域の現

状で感じていること」で述べた「誰もが

ハッピーでいられるような働き場」と

「各集落の魅力や伝統を守り、発展させ

ていく環境づくり」だと思います。誰も

がハッピーでいられるような働き場作り

はリスクや大きな費用が生じますが、実

現すると、それ以上の大きな希望が生ま

れてくると思います。また、その希望が
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少子高齢化を止めるきっかけになると思

います。集落の魅力や伝統を守り、発展

させることは、少子高齢化が進む中でと

ても難しいことだと思います。そのため

に、今、村岡高校がやっている集落調査

をすることや、別の地域に行ってほかの

視点から香美町を見たり、比較したりす

ることはとても価値のあることだと思い

ます。そして、集落調査のような活動を

町が中心となって行うことができれば、

香美町の一体感が増し、移住者も増えて

くると思います。どちらも香美町が一体

とならなければできないと思います。そ

のために、何をやるにしても、町民全員

が一体となって活動する意識作りも必要

になると思います。 

 

6, 私の地域活性化プラン 

 私の地域活性化プランは、香美町と外

国との接点をつくることです。日本は世

界から見て、魅力的な文化や伝統がたく

さんあり、また、安全で暮らしやすいと

言われており、日本への移住者や観光客

も増えてきています。しかし、その増加

は特定の場所に限られていて、香美町に

はまだ訪れる外国人は少ないと思いま

す。なので、その数が増えれば世界から

も注目され、それに伴い日本国内での評

価ももっと良くなると思います。以前に

外国から日本で働くために日本の田舎に

移住してきた人の YouTube チャンネルを

見たことがあります。その人は、田舎の

空き家に住んでいて、その空き家をリフ

ォームするという動画を出していまし

た。その動画を見て私は、このような人

が香美町にも増えればいいなと思いまし

た。幸い香美町には人口減少による空き

家や、廃校があります。その空き家や廃

校を外国人が住む場所、働く場所にする

ことができればそのような人が増えて、

地域も活性化すると思います。これは

「地域に必要だと思われること」で述べ

た、「誰もがハッピーでいられるような

働き場」に関わることだと思います。 

例えば、空き家を外国人の住む場所と

して提供して、廃校を働く場とすること

とを考えてみましょう。また、その働き

場で働く人が使うことができる「おばち

ゃん食堂」のようなものを作ることで、

外国人だけでなく、地域の方々にも働く

場が提供でき、使わなくなる建物を減ら

すこともできると思います。私は、「働

きやすい環境」とは、働く人が能力を最

大に発揮でき、健康的に働けるような環

境だと思います。香美町は、日本人にと

ってはとても働きやすい環境であると思

いますが、会話ができないことや、文化

になれないなど外国人にとってはまだ溶

け込めない環境だと思います。しかし、

外国語を話せる人を増やし、町全体が異

文化を認められるようになれば、よりよ

い香美町が実現できると思います。も

し、その活動が実現すれば、私も香美町

で率先して外国人と交流し、地域に貢献

したいです。 

また、外国人と関わることで、言語や

生活・習慣などの相違を越えた心と心の

触れ合いが生まれ、国際社会に貢献でき

る人間形成をすることもできます。そう

することで、世界から注目され、地域の

魅力が増えると思います。そのように大

きなメリットもたくさんあると思いま

す。また、この論文で述べたように香美

町には多くの魅力があると思います。こ

うした活動や魅力を外国人に知ってもら

うことは難しいことですが、それを伝え

るブログをネットにあげたり、SNS で投

稿したりすることで知ってもらえると思

います。例えば、私が外国人に香美町の

魅力を英語で伝えるために次のような英
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文を考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、このようなことは誰にでもできる

ことだと思うので、多くの人がすること

で、さらに多くの方々に香美町を知って

もらえるきっかけになると思います。 

 

7. まとめ 

 私は、香美町の自然や歴史的建物に興

味があり村岡高校に入学したのですが、

地域創造類型での活動を通して、香美町

の厳しい現状を知ることができました。

この現状を他人事ではなく、自分のこと

として捉えることで地域の未来を真剣に

考える機会ができ、自分の考えもより深

まりました。私は将来外国、または外国

語にかかわる仕事をしたいと思っていて

外国人にたくさん会う機会があると思い

ます。そこで自分が生まれ育った町「香

美町」の魅力や香美町で行っている活動

を共有したいと思います。そうすること

で、香美町に来てくれる外国人が増えれ

ば自分の使命を果たすことができるので

はないかと思います。また、近年はグロ

ーバル化で世界が一体化してきていま

す。その中で、香美町も様々な国との接

点を持つ地域になり、「誰もが働きやす

い環境になれば、地域活性化につながる

と思います。将来、この高校 3年間で学

んだことが自分のため、香美町のために

なればと思っています。香美町は自然が

美しく、人がやさしく、外国人にも住み

やすいと思ってもらえるような自慢でき

る、誇りを持てる町です。そしてここで

述べたことが実現できるとさらに自慢で

きる町になると思います。 

  

「In Kami Town, we can see a lot of 

remnants of old buildings, which 

have historical backgrounds, as 

common scenery. And we can be 

“one” even though we live in 

different cultures and lifestyles 

because the people in Kami Town 

are kind and cooperative. 

Thus, I think anybody can make a 

comfortable life by working in unity 

in Kami Town.」 
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1 はじめに 

 私は、生まれ育ったこの町の、「何もな

いからこそ落ち着く」というところに魅

力を感じ、この村岡高校の地域創造類型

に入りました。初めはただなんとなく何

もないというところが好きだった私です

が、この「何もない」というキーワードが

後に地域創造の学びの中で、田舎である

この町香美町を売り出すために最も必要

なものだと気づくところまで成長し、よ

り地域を理解できるようになりました。

そんな私が 3 年間学んできた地域探求の

活動,地域に対する思いや願い、そして私

の提案する地域活性化プランを述べたい

と思います。 

 

2地域での活動とその学び 

今まで私たちは多くの講義を聴いたり、

実習やインタビュー活動を行ったりして

きました。まずはその大まかな内容を紹

介していきます。 

1年次は主に「地域を知る」活動を行い

ました。水生昆虫,獣被害防止対策，但馬

の植生などについて学び、地域の基礎的

な知識を身につけることで、この地域と

地域を取り巻く環境との関連性を知るこ

とができました。水生昆虫の実習では、村

岡の川に棲息している水生昆虫を採取し、

それを持ち帰り標本作成をしました。ど

の水生昆虫が生息しているのかを分析す

ることで、その川の水質を調査すること

ができます。調査の結果、私たちが調査し

た昆陽川は、棲息していた水生昆虫の種

類から比較的きれいな川であることが分

かりました。獣被害対策の講義では、村岡

にもよく出没するツキノワグマの出没要 

 

 

 

 

因と被害防止対策を教えていただきま

した。そのお話の中で、山の中の植物が凶

作であるときにクマが人里に出没する確

率が上がるというお話が印象的でした。

例えば、ある集落がクマの出没に悩まさ

れていたところ、その地域には柿の木が

200本あったことが判明します。腹を空か

せたクマにとっては、その集落は果樹園

のように魅力的で、その柿を求めて出現

するという事例がありました。また、クマ

の出没要因さえも植物の成長具合と関連

性があるという驚きの事実を知りました。

被害防止対策として、唐辛子などから抽

出された辛み成分を使用したスプレーで

クマが動けないようにするということを

お聞きしました。クマがよく出没すると

ころに住んでいながらも、対策方法を初

めて知りました。但馬の植生の学習では、

ハチ北大沼湿原周辺で様々な植物につい

て紹介していただき、実際に植物を観察

しました。植物は、気温やその土地の状況

に伴って生育状況が変化します。そこに

は動物たちも関わってくるため、鹿など

の小動物によって植物が荒らされ、植物

が絶滅してしまうこともあります。しか

し、人々が人工のものを植え増やしてい

く取り組みがあり上手く対処されていま

す。中でも、私はカエデについて興味をも

ちました。カナダのカエデは、日本では明

治時代以降移入されました。しかし、樹液

採取はあまり行われず、専ら街路樹とし

て用いられています。それに比べてハチ

北のウリハダカエデは、まだ雪が残って

いる時期に樹液を採取して煮詰めメープ

ルシロップにすることで、近年の町おこ

しに役立てられています。このことから、

植物たった 1 つにしても工夫を凝らせば

町おこしにつなげることができるという

香美町活性化計画 

～誰もが帰りたくなる町香美町～ 

           3 年 2 組 18 番 中村 優月 
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新たな発見が出来ました。さらに、1年次

の大きな活動の 1 つとして、夏休み期間

中に竹野の海でシーカヤック・スノーケ

リングの実習を行いました。海の中に潜

って魚を観察したり、カヌーに乗って岩

を観察したりと、普段とは違う視点で自

然そのものを肌で感じることが出来まし

た。山の樹木から落ちた葉が雨水に溶け

込み、それらが川を通じて海に流れると

いう仕組みから、山・川・海はつながって

いることを知りました。 

2年次は、徳島県上勝町を訪問し、その

地域の特色である「葉っぱビジネス」と

「ゼロ・ウェイスト」の取り組みについて

現地調査を行いました。上勝町で行われ

ている葉っぱビジネスは、田舎ならでは

の「葉っぱ」を資源とした産業で、「田舎」

という点では私の地元と似ていると感じ

ました。しかし、上勝町は香美町とよく似

た町なのにも関わらず、その町にある資

源を上手く利用して新たなプロジェクト

を作り、地方創生に大きく貢献していま

す。私は高校に入学し、友人や住民の方と

地域について話し合う機会が増えました。

そこでよく「香美町には○○がないから

ダメだ」「香美町には○○が必要だ」と耳

にし、香美町はどこか町にないものを求

めている「ないものねだり」なところがあ

るのではないかと感じていました。上勝

町での研修を終え、町の人たちが上勝町

にある資源を使ってプロジェクトを作っ

ていることを知り、改めて「ないものねだ

り」ではいけないと上勝に教えてもらっ

たような気がしました。また上勝町はゼ

ロ・ウェイストの取り組みで、単にごみの

排出量を減らすことだけを目的としてい

る訳ではなく、町民が「要らなくなったけ

どまだまだ使える物」を持ちより、それら

をリユースする、「くるくるショップ」と

いう場所があり、町民参加でごみを減ら

す取り組みをしています。そこで持ち込

まれた物をリメイクした服や食器などは

町外の人でも無料で持ち帰ることができ

ま す 。

 

図 1. 上勝町での講義の様子 

町内の小さなプロジェクトに見えるこの

取り組みは、ごみを減らすことを通して

物を作りそれを売り出すという観点から、

町外の人にも影響を与えていると思いま

す。この徳島研修を通して、私は香美町に

必要なのは足元に目を向けることだと考

えました。 

3年次は、鳥取大学白石教授の教えの元

マーケティングについて学び、そこから 4

つの班に分かれてマーケティングを用い

た香美町の「『ヒト・モノ・コト』魅力発

信大作戦」に取り組んでいます。私はその

中のジビエ班に所属し、小代区にあるス

ミノヤゲストハウスを経営されている田

尻さんと共同で、ジビエを資源とした１

泊２日のジビエツアーを計画しています。

ターゲットをジビエ好きの人と設定し、

「ツアーを通してジビエの魅力と生命の

尊さを知ってもらうこと」を目的にツア

ー作成を行っており、現在は完成したツ

アーを田尻さんにゲストハウスで実施し

ていただく前の段階です。このツアーで

は 1 日目に罠仕掛けの手伝い・シカの解

体ショー見学・シカ肉ハンバーグ作り・ナ

イトサファリ、2日目に狩猟見学・アンケ
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ート調査を行う予定です。罠仕掛けの手

伝いでは、田尻さんが実際罠を仕掛ける

ところを見学します。罠仕掛けには狩猟

免許が必要ですが、簡単なところはお手

伝いさせていただくことが可能です。次

に、シカの解体ショー見学では解体免許

を持った猟師の方に協力していただき、

実際の解体の様子を見学する予定です。

シカ肉ハンバーグ作りでは、夕食作りに

ゲストも参加することで、コミュニケー

ションを楽しむことができます。ナイト

サファリでは、夜の森にシカを見つける

ため車に乗ってドライブに出かけます。

特殊なライトを使って、車の外を照らす

とシカがいるときにシカの目が光るとい

う仕組みになっています。天気が良けれ

ば満点の星空を楽しむこともできます。2

日目は、1日目に仕掛けた罠にシカがかか

っているかを見に行く狩猟見学をします。

その後、アンケート調査を行いツアー終

了となります。しかし新型コロナウイル

スの影響により、夏休み実施予定のツア

ーは延期になりました。このような状況

でも、私たちたちは出来ることに取り組

んできました。現在の活動としてはナイ

トサファリで使うジビエ紹介パネルの作

成・アンケートの内容確認・モニタリング

ツアーを行っています。私たちが卒業し

てしまっても、このプロジェクトを続け

ていくためにはなんらかの形で高校生の

考えを残さなければならないと思い、ゲ

ストの方によりジビエを知ってもらうた

めのパネル作成をしています。また、実際

ツアーを実施する前に自分たちが体験す

ることで、新たに見える改善点があるの

ではないかと思い、私たちがゲストとし

てモニタリングツアーを実施しました。 

私がこの活動を通して学んだことは、

自分たちでプランを立てること、自分た

ちの力で地域活性化のためのプロジェク

トを生み出すことの難しさです。初めて

マーケティングを学び、それを生かした

プランを作るという一通りの活動を体験

しました。自分たちの力で行っている活

動で地域のために役立つことがいかに難

しいか改めて分かりました。このことか

ら、香美町に本当に必要なことは何なの

かを考え直し、地域のために行動に移す

ことが必要だと考えました。 

 また、私は総合的な学習の時間の班活

動で、2年間集落調査班として活動してき

ました。集落調査班では、村岡にある集落

に実際に入り現地の人の声を直接聞くこ

とで、その集落の実態を知り、魅力を追求

しています。また、そこで調査した情報を

魅力発信のためのガイドブックで発信し

ています。私はこの 2年間の活動の中で、

さまざまな力を身につけることができま

した。例えば、コミュニケーション能力の

向上・地域探求心の向上などです。まず、

地域の方と高校生が直接話をする機会が

少ない中でインタビュー調査を行うこと

で世代を超えた交流をすることができま

す。私はインタビュー活動を経験し、自分

の集落で出会ったお年寄りと普段から挨

拶や会話を交わすことを無意識に行うよ

うになりました。集落調査を行うにあた

って、アポイントメントを取るための電

話から質問事項・インタビュー後のガイ

ドブック作成・魅力発信まで全て自分た

ちで行わなければなりません。その中で

いつも考えさせられることが、「地域とは

何か、地域の魅力とは何か」、そして「そ

れをどう伝えれば上手く伝わるのか」と

いうことです。自分たちの力で地域につ

いて知ることで、知れば知るほどもっと

知りたいという探求心が芽生え、今まで

よりも地域について考える機会が増えま

した。インタビューで集落の方々の話を

聞いていると、やはりまだまだ課題があ



 

- 143 - 

 

るということに気づかされました。以下、

私の感じる地域の課題を述べたいと思い

ます。 

 

 

3地域の現状で感じていること 

私が香美町の現状で感じている課題は、

U ターン者や I ターン者が少ないことで

す。よく、「都会にはこれがあるから、田

舎にもつくればいいじゃないか」という

ことを耳にします。しかしその考え方に

従うと、都会にはできても田舎にはでき

ないことが多く、香美町は結局人の集ま

らない場所になってしまうと思います。

例えば千葉県にはディズニーランドがあ

ります。それと同じように香美町にテー

マパークをつくるとしたらそれは不可能

です。しかし、都会と方法は違っても自然

を使ったアスレチックテーマパークなら

香美町の「田舎らしさ」を使った地域活性

化が可能であると考えられます。私は、香

美町に自然が多いという利点があっても、

その活用法が分からずそのままにしてお

くのはもったいないと思います。始めに

も述べた通り、私は地元の「何もないから

こそ落ち着く」というところが好きで、そ

れでいいと思っていました。町民の中に

は今でもそれが香美町のいいところだと

思っている人がいると思います。しかし、

資源があるだけで、それらが人に楽しい

と思われるサービスや欲しいと思われる

商品に変化しなければ、Uターン者も Iタ

ーン者も香美町に魅力を感じることも集

まることもないと思います。これこそが

香美町に U ターン者や I ターン者が増え

ない原因だということが分かりました。 

 

4 私の地域活性化プラン 

そんな私が提案する地域活性化プラン

は、2つあります。 

1つ目は、香美町の資源を使ったリサイ

クルプロジェクトです。香美町には木・竹

などの自然があります。森林組合の方や

役場の方と、細工が得意な人や細かい作

業が好きな人が協力し、香美町の木を使

ってテーブルやイスを作り、学校や商業

施設・道の駅や町民が集まる憩いの場所

に提供しますテーブルやイスをつくる作

業を町民のボランティア制にすることで、

細かい作業が好きな人や、木の細工が得

意な人など、町民の趣味や特技を生かす

ことができ、町民が楽しく地域活性化に

参加することが可能となります。また、そ

れらは木で出来ているため香りや心落ち

着く雰囲気を楽しむこともできます。竹

で箸や火の灯る灯篭を作り、販売するこ

とで観光客を田舎の世界に引き込みます。 

2つ目は、旅行プランで移住体験をする

ことです。外部から人を呼び込むために

は、1 度実際の香美町暮らしを体験してい

ただくことが大事だと思います。なぜな

ら香美町には人の温かさ・自然の豊かさ

などの魅力、さらに村岡米や但馬牛、香住

ガニといったブランド品も沢山あります。

このような魅力を知り楽しむためには、

魅力を盛り込んだ移住体験に参加してい

ただくことが、香美町を知る 1 番の近道

だと考えるからです。私は旅行プランの

中に、4つの田舎の良さと 1つの香美町の

良さを入れたいと考えます。田舎の良さ

としては、肉料理堪能・自然を使った体験

型イベント・田んぼ，農業体験・映えスポ

ット写真撮影を考えています。肉料理堪

能では、猟師にお願いしジビエ料理を、ま

た牛飼いの方には但馬牛を料理していた

だき、2種類の肉コース料理を堪能しても

らいます。自然を使った体験型イベント

では、竹灯籠を作る体験とそれを流すイ

ベントを実施します。田んぼでは田舎な

らではの農業体験をしてもらいます。具
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体的には、田んぼでは時期ごとに田植え・

稲刈りなどの体験を用意し、畑では畑を

耕す・野菜を収穫するなどの体験を用意

します。また、香美町には満天の星空や棚

田の絶景、滝や海などの自然を感じられ

る場所が数多くあります。それらを写真

に収めることでいい思い出にもなると思

います。そしてこの移住体験で最も大切

にしたいことは、香美町の最大の良さで

ある「人の温かさ」に触れることです。田

んぼや農業の体験の中で移住体験をする

人と町民とが密接に関わる事ができるた

め、人の温もりが感じられます。香美町に

住みたいと思ってもらうにはここが最大

のポイントだと思います。それは、自分が

住みたいと思えるところには、人間関係

が深く関わってくるからです。香美町の

特に私の住む村岡は近所つながりもあり、

優しい人で溢れています。私はこれらの

プランを推奨し、多くの人がこの香美町

の魅力に気づき、Uターン者や Iターン者

が増えることを願っています。 

 

5 終わりに 

 

私は香美町に生まれ育ち、村岡高校地

域創造類型で地元について学ぶことがで

きていることを、誇りに思います。「田舎

の何もないところが好き」から始まった

私の 3年間は、「何もないところからの発

見は楽しい」になりました。私は来年から

新たな場所で生活する中でその地域の良

さも見つけ、そしてまた地元に帰って来

たときに地域活性化に役立つ知識を持ち

帰りたいと考えています。私は卒業後ブ

ライダルの専門学校に進みます。今まで

18 年間私自身が温かい人々に触れ、多く

の愛情をもって育てられたように、多く

の新郎新婦のために優しさをもって働け

る人間になりたいです。  
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１．はじめに 

私は、地元の香美町村岡が以前から好

きだったので、地元の村岡高校の地域創

造類型に入りました。私はもともと地域

活性化については興味がありませんでし

た。しかし、1,2,3年と地域について学ん

でいく中で地域活性化への興味がわき、

今では自分で考えるようになりました。

そんな私が地域創造を学ぶ中で感じたこ

とをまとめ、私の「地域活性化プラン」を

述べたいと思います。 

2．高校時代に地域で活動したことか

ら学んだこと 

「地域探求」では各分野の専門の先生に

授業していただき、香美町にある自然資

源について学びました。また、夏休み中に

は「集落調査」などの活動があり、人と人

とのつながりの大切さが感じられました。 

「地域探究」の授業を通してたくさんの

学びや価値観が得られその中で印象に残

ったものを紹介したいと思います。 

「スノーケリング実習」 

私たちは 1 年生の夏休みに竹野海岸に

行きスノーケリング実習を体験しました。

そこでは講師の本庄四郎氏によって日本

海の自然環境や竹野海岸の地質・地形に

ついて学びました。 

図 1.  スノーケリング体験の様子 

この体験を通して私は印象に残ったこ

とがあります。それは、自分の想像してい

た以上に海が汚れていたことです。自分 

 

 

が普段見ている山よりも海のほうが汚

れていることに驚きました。本庄氏の話

の中にあった、「少しのゴミで海が汚れて

しまい海中生物の生活環境が汚染されて

しまう現状」を目の当たりにし、それが印

象に残りました。また、竹野海岸は宇日流

紋岩で形成されています。実際見てみる

と、一つ一つの岩が模様に見え、とても自

然が作り出したものとは思えないぐらい

とても魅力的でした。 

「獣被害講義」 

 1 年次に私たちは香美町内で問題にな

っている獣被害について横山真弓氏にお

話しを伺いました。 

 

図２．横山氏による講義の様子 

特に印象に残っていることは、「獣が天

然記念物の植物まで食べてしまい、絶滅

危惧種に陥っている」ということでした。

奈良市では可愛がられているシカですが、

県が違えばシカの認識が全く違うところ

がおもしろいと思いました。ですが、シカ

は繁殖力が強く、シカを最小限まで減ら

すことは難しいと思いました。このよう

な獣被害が増えている理由として猟師が

少ないことが考えられます。猟師を増や

していくことや、駆除をした後の活用方

法を考えることが今後の課題だと思いま

す。 

「徳島県上勝町研修」 

私の地域活性化プラン 

     ～価値観の違い～ 

           3 年 2 組 22 番 西村 楓也 
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1年生の「地域学入門」を学び、私たち

は 2、3年生で学ぶテーマを鳥取大学地域

学部地域学科地域創造コースのマーケテ

ィングが専門の白石秀壽氏と一緒に考え

ました。決まったテーマは「マーケティン

グ手法を用いた地域活性」です。このテー

マを学ぶために私たちは、「徳島県上勝町」

に研修に行きました。 

まず、「葉っぱビジネス」を行っている

株式会社「いろどり」の代表取締役横石知

二氏の講演を聞きました。普段目にして

いるものには価値があり、自分は価値が

ないと思っていても、他の人には価値が

ある場合もあるということが講演を通し

てわかり、価値観が変わりました。 

図 3．上勝町での講義の様子 

また、実際に「いろどり」の「葉っぱビ

ジネス」で活躍されている西蔭さんにお

話しを伺いました。この講演から学んだ

ことは、「普段見ているものには新たな価

値がある」ということです。例えば「葉っ

ぱビジネス」では「つまもの」と呼ばれる

料理を彩る季節の葉っぱ（南天、もみじ、

あじさいなど）を栽培し、ICTの技術を活

用し出荷・販売を行っています。 この「葉

っぱビジネス」というのは商品が軽量な

ため、誰でも仕事ができるという長所が

あります。そのため、近年では女性や高齢

者が活躍するビジネスとして注目を集め

ています。「仕事をすることで、健康にな

った」と言っておられ、ここから私は仕事

をすることでやりがいを持ち、自身の健

康維持につながることを学びました。 

最後に、上勝町の取り組みについて役

場職員の方に「ゼロ・ウェイスト」という

ゴミをゼロにして「持続可能な地域づく

り」をする取り組みについて話を聞きま

した。上勝町では 2003年に日本で初めて、

ゼロ・ウェイスト宣言をしました。宣言前

はゴミの分別は 3 種類でしたが、宣言後

は 45 種類に増やし、2018年にはリサイク

ル率 81％を達成しました。挑戦すること

の大切さと、行政の取り組みに住民が協

力して取り組むことが大切だと学びまし

た。 

また、横石氏は、「ものの仕組みについ

て考えることが大切」とおっしゃってい

ました。このことは、地域活性化プランを

考えるときにとても重要だと思いました。

上勝町の「ゼロ・ウェイスト」がここまで

成功したのは、試行錯誤を重ねて得た経

験を活かしたからだと考えます。横石氏

は当時上勝町で「葉っぱビジネス」につい

て説明しましたが、町民からは反対され

ました。ビジネスを始めたとき「ツマモノ」

をなんとなく売っていました。しかしま

ったく売れず、横石氏は実際の現場で本

当に必要とされているものを知るために、

大阪の料亭に自費で通い勉強をしました。

その結果、「ツマモノ」は売り上げを伸ば

すことに成功しました。このことから、過

去の経験は成功につなげるためにとても

大切だと分かりました。 

「集落調査」 

地域創造類型では夏休みに「集落調査」

に行きました。「集落調査」とは、小代地

区・村岡地区の集落に班に分かれて調査

に行き、地域の人たちに集落の現状を聞

きに行くという活動です。そこで得た情

報を冊子にまとめ、移住・定住を考えてい

る人に向けて「むらの風景」という成果物
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を作っています。地域の人との関わりを

通して印象に残っていることは、「昔のこ

とについて詳しく受け継がれていない」

という現状です。調査をするときに昔の

村の話や由来を聞いても知らないことが

多いと調査を通して感じました。私たち

高校生が話を聞き後世に引き継ぐことが

必要だと感じました。香美町は限界集落

が多く高齢化率が高い地域で受け継ぐ人

がいないので、これから集落を残してい

くために地域に興味を持ち、調べたこと

を発信していくことが大切です。                                                                                           

また、集落調査のまとめの授業を通して

印象に残ったことは、地域の現状を知り、

若者（高校生）の視点で考えることが重要

だということです。地域活性化プランを

考える際には他地域との差別化が重要だ

と学びました。また、授業の中での発表の

時にいろいろな意見が聞けてそれぞれの

価値観の違いを感じることができとても

おもしろかったです。 

３．地域の現状と課題 

私が香美町に住んでいて感じている現

状と課題は２つあります。  

１つ目は山を活用したレジャーについ

てです。私の住んでいる地域にはハチ北

スキー場があり、雪が降るスキーシーズ

ンはたくさんの人でにぎわっています。

ですが、雪が降ってないオフシーズンに

なると人があまり来ないのが現状です。

このように雪だけに頼らず雪がない山を

活用したレジャーが必要になってくると

私は考えています。 

 2 つ目は、香美町にはたくさんの空き

家があります。今では空き家バンクなど

の空き家を減らす政策がありますが、そ

れでもまだたくさんあると思います。集

落調査をした小代の神水地区にもたくさ

んありました。私の地域にはあまりあり

ませんが、今後増えることが予想されま

す。空き家もそうですが、使ってない農地

の存在も問題だと思います。この「空き家」

「田んぼ」を有効活用すること、田舎にし

かできない活用方法を考えることが今後

の課題だと思います。 

この課題に対して取り組む人に私は

「支援」が必要だと考えます。例えば、「空

き家」「田んぼ」を使ってビジネスを始め

る人への資金提供や、地元の人が協力で

きる体制が必要だと思います。また、「空

き家」を減らすためには移住者が必要な

ので、空き家に移住してきた人に使って

ない農地を使ってもらい農業をしてもら

うのが田舎ならではの有効活用なのでは

と私は考えます。私はわざわざ田舎の土

地を都会化するのではなく、田舎は田舎

のままで活用したほうがいいと考えまし

た。 

４．私の地域活性化プラン 

私は地域活性化について、「地域を盛り

上げる」「魅力を感じてもらう」という２

つの観点から考えました。 

まず、「ハチ北スキー場」を活用した地

域活性化プランです。令和 3年度（令和 3

年 12 月～令和 4年 4月）のハチ北のスキ

ー観光客は 148,700人。「兵庫県ホームペー

ジ、令和 3 年度但馬地域スキー客入込状況」

より 

数字からわかるようにハチ北スキー場は

たくさんの人に認知されており、夏にあ

まり人が来ないのはもったいないと私は

思います。 ハチ北は音楽フェスやキャン

プなどのアウトドアが楽しめますが、私

はもっと山の斜面を活用した体験ができ

るのではないかと考えています。 

「山の斜面を活用したマウンテンバイク」 

私が考えた活用方法はマウンテンバイ

クです。この体験の目的は、冬のイメージ

が強いハチ北スキー場を、冬以外でも魅

力を感じてもらいオフシーズンのリピー
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ターを増やすことや、非日常の体験をし

てもらうことです。マウンテンバイクと

は山や不整地などを走るために設計され

て作られた自転車です。そのマウンテン

バイクでスキー場を頂上から下れるコー

ス（ダウンヒル）を初心者から上級者まで

対応したコースを作りレベルにあったコ

ースを滑走してもらいます。ただスキー

場を下るだけではなく、ＧＰＳでタイム

を計れるようにし、タイムアタックで他

人と競う競技性も体験できたらいいなと

考えています。 

図 4．マウンテンバイクのコースイメージ 

夏や秋の季節にマウンテンバイクのコー

スを常設していつでも体験してもらいま

す。また、大会を開催して全国の人が参加

できたらいいと思います。マウンテンバ

イクを体験してもらうだけではなく、夏

山の景色・匂いを楽しんでもらいます。こ

の体験を通して期待される効果は、ハチ

北の新たな「魅力」に気づいてもらうこと、

冬の観光だけではなくオフシーズンの観

光客増加です。その結果、民宿街や道の駅

への客が増え、地域経済が回り地域活性

化につながると思います。 

「ジビエ」 

3年生の授業で各班に分かれ、マーケテ

ィングを活用し香美町を売り出す活動を

しています。私たちの班は香美町内の獣

被害の主要な原因であるシカに焦点を当

て売り出していこうと考えています。私

たちの班はジビエ単体を売り出すのでは

なく、1泊 2日のツアーを売り出そうとし

ています。このツアーの目的は、ジビエの

新たな魅力を知ってもらうことや、体験

を通して命の大切さを改めて感じてもら

うことです。なぜジビエに焦点を当てた

かというと、香美町内で獣被害が多発し

ており、その獣（ジビエ）を狩猟し食べる

ことで少しでも対策ができると考えたか

らです。また、シカ肉は低カロリー・高た

んぱくの食材であり体に良いということ

から注目しました。ツアーの内容は、狩猟

見学やシカ肉を使ったハンバーグ作り・

ナイトサファリです。期待される効果は

シカに対してのマイナスイメージをプラ

スイメージに変えてもらい、食を通して

新たな魅力・資源価値に気づいてもらう

ことです。 

５．まとめ 

私が「地域探究」で学んだことは、今後

自分が進学するときにとても役立つと思

います。地域のことについてもそうです

が私が地域創造類に入って一番印象に残

っていることは、「価値観の違い」です。

「地域探究」の授業を通して様々な人と

関わる中でいろいろな価値観の人と出会

ってきました。地域創造類型に入る前に

比べ、視野が更に広がりました。地域創造

類型に入り良かったです。また、授業を通

して人前で話すスキルやプレゼンテーシ

ョン力などの、社会で必要になるスキル

を身につけることができて良かったです。  

私の夢は放射線技師になることです。私

は将来地元の病院で働き、地元に関わっ

ていきたいと思っています。そのために

も、進学後も香美町のことを忘れずに勉

強に取り組みたいと思います。また、進

学後は新しい地域で生活するので、地域

創造類型で学んだことを発信していきた

いと思います。これが私にできる地域活

性化です 

https://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://www.cyclesports.jp/topics/3890/&ved=2ahUKEwiShqH969H5AhUbG4gKHVf-BcQQqoUBegQIBhAB&usg=AOvVaw27y5pWkdW5kNw9AAbksxCY
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私の地域活性化プラン 

～「地域コミュニティ」で地域を変える～ 

3年2組24番 宮脇 雫 

 

1．はじめに 

 私はこの地域、地元が大好きです。落ち

着く自然とおいしい食べ物、なにより家

族のように温かい地域の人がいるからで

す。そんな環境の中で過ごしていた私に

とって、この地域の魅力を学びたい純粋

な気持ちから地域創造系に入りました。

「楽しみながら学ぶことが出来る」地域

創造系の授業は私に地域を知る楽しさだ

けではなく、地域活性のやりがいを教え

てくれました。以下、私がこの地域創造系

で学び感じたことをまとめ、私の地域活

性化プランを述べていきたいと思います。 

 

2．地域探求で学んだこと 

この地域創造系は「知識ではなく、学ぶ

方法を学ぶ（課題解決能力を培う）」を趣

旨としています。具体的には、生徒自らが

地域に参加し、地域と関わる中で課題を

見つけそこから得た学びを活用して地域

活性化につなげます。１学年では地域学

入門（地域を知る）、２学年では地域探求

Ⅰ（地域を深める）、３学年では地域探求

Ⅱ（地域を創る）とテーマを設置し、学習

を進めます。 

この地域活性化に取り組むにあたり、

まず大前提にこの香美町という地域「郷

土」を詳しく知る必要があります。そこで

１年次では地域の専門家の方から香美町

の自然・歴史について、山・川・海・城下

町それぞれの側面から焦点を当てて講義

を受けました。 

まず水生生物研究家の西田昭夫氏によ

る 

「地域の自然～矢田川から学ぶ～」をテ

ーマとした水生昆虫の講義を受けました。

実際に自分たちで体験するために村岡区

昆陽川周辺で水生昆虫の実地調査も行い

ました。私は西田氏の講義を通して「何か

を通して調査し考える」という考え方を

学びました。物事の視点を変えてみるこ

とで、今まで気づかなかった自然のつな

がりや多様性を学ぶことが出来ました。

また物事の捉え方や視点を少し変えるこ

とで、視野が広がり多様な意見が生まれ

るということも学びました。 

次に、NPO但馬自然史研究所の本庄四郎

氏によるスノーケリング・シーカヤック

体験を宇日海岸で行いました。この活動

は私が思うこの地域創造系の「楽しみな

がら学べる」という魅力そのままでした。

今回実習を行った宇日海岸などの自然豊

かな海は川がもたらした森の栄養によっ

て生み出されています。しかしこの豊か

な自然や海中生物も、近年は海流により

流れ込んだ様々なゴミによって危険な状

態にある現状を知りました。今回の探求

では、宇日海岸の魅力や先ほどの抱えて

いる問題点を把握することが出来ました。

しかし問題点を把握しているだけではこ

の地域の現状は何も変わりません。むし

ろ悪くなっていくと考えられます。住民

が問題意識をもって守る活動も並行して

行う必要があると感じました。 

この他に川や海とつながっている山に

関しても理解を深めるために、兵庫県立

大学の横山真弓教授による獣被害対策講

座を受けました。また NPO 法人コウノト
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リ市民研究所の菅原定昌氏と三木武行氏

による但馬の植生・地質についての講義

と実地観察を行いました。これらの講義

を通してツキノワグマなどの動物と自然

が関わりあって豊かな生態系を保ってい

る相関関係を学習しました。また山・川・

海のつながりについて学べました。 

村岡の歴史（城下町）については、教育

委員会の石松崇氏に話を聞きました。実

際に村岡の町並みを歩いて調査する中で、

いつも歩いている道が昔と今で全く異な

っていることや、村岡城下町が如何にし

て外部の侵入者から防御しているのか学

びました。またこの講義を通して先人た

ちの地域を守りたい思いが今の町の形に

なっているのだと感じました。 

２年次では、これらの地域学入門の学

びを通して得た知識をもとに、マーケテ

ィング手法を用いた地域の活性化案を考

えました。鳥取大学の白石秀壽先生のご

指導のもと、マーケティング手法の学習・

実習を行い、これをさらに深めるために

徳島県上勝町に研修に行きました。 

徳島県上勝町研修では、株式会社いろ

どりが行っている『葉っぱビジネス』の取

り組みと、その『葉っぱビジネス』に携っ

ておられる西蔭幸代氏による講義を聞き

ました。その他にもゼロ・ウェイストアカ

デミースタッフの方々から、ゼロ・ウェイ

ストの取り組みの講義もしていただきま

した。ゼロ・ウェイストとは未来の子ども

たちにきれいな空気やおいしい水、豊か

な大地を残すため、資源の無駄遣いをせ

ず生まれ変わることのできる社会を目指

す取り組みです。具体的には 2020年まで

に焼却ゴミと埋め立てゴミを無くす最善

の努力をすることを約束した『ゼロ・ウェ

イスト宣言』を掲げ、瓶や缶などのさまざ

まな「資源」を住民各自が『ごみステーシ

ョン』で 45 種類以上に分別しています。

そして現在上勝町のリサイクル率は 80％

を超えています。 

このような「葉っぱビジネス」や「ゼロ・

ウェイスト」などの上勝町の取り組みは、

町の環境を整え社会を変えていくだけで

なく、住民の活気までも取り戻していて

いました。まさに地域づくりの理想像と

なる魅力ある町でした。なぜこんなにも

町全体が生き生きとしているのかを考え

たときに、私は上勝町の取り組みにある

共通点を見つけました。それは、地域づく

りの主役が「人・住民」であることを軸に

おいて考え行動に移しているという点で

す。私は今回の研修を通して、地域づくり

に大切なのは「人・住民」であって、誰で

も輝ける舞台や役割を与えることがその

人の生きがいとなりそれが活性化につな

がると学びました。 

３年次では地域探求Ⅱの活動として、

地域学入門や地域探求Ⅰ、徳島県上勝町

研修で学んだことを活かした『ひと・も

の・こと』発信プロジェクトに取り組み始

めました。このプロジェクトは、香美町の

魅力的な「ひと・もの・こと」を発信する

ために、香美町に存在する資源を製品化

します。その製品化した商品をマーケテ

ィング手法で分析・発信促進することを

目指しています。活用する資源から、キャ

ンプ・施設活用・商品販売開発（ジビエ）・

商品販売開発（糀漬け）4つのグループを

つくりそれぞれプロジェクトを進めまし

た。私はキャンプ班で「脱スマホで手ぶら

キャンプ」を売りにしたキャンプイベン

トを考えていました。その一方でスマホ

世代の小中高生が、スマホを使わずにキ

ャンプを楽しんでもらうにはどんな切り

口で価値提供すればよいか、ターゲット

に合わせながら考えることの難しさを感

じました。 

この『ひと・もの・こと』発信プロジェ
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クトの活動を通して、地域づくりにおい

て住人の意識など目には見えないものが

大事だと気づきました。そのためには目

に見えないものを動かす「仕組み」を考え

てみることが大切であって、思考して創

造する力が必要になることを学びました。 

 

3．高校時代に地域で活動したことか

ら学んだこと 

 

 私は、この三年間の地域創造系以外で

特に力をいれて取り組んだ活動がありま

す。それは紙漉き班の活動です。紙漉き

班は、総合的な探究の時間の活動です。

紙漉き班の目的は香美町の長須地区で一

度途絶えてしまった射添紙を復活させる

ことです。具体的には地域おこし協力隊

で活躍されていた本多秋香さんと一緒に

「紙漉き」体験と紙漉きについての知識

を多くの人にしてもらうために、小学生

との紙漉き体験や地域施設をお借りして

ワークショップといった広報活動してい

ます。紙漉きは子供からお年寄りまでの

幅広い年齢層の方が出来るため、初対面

の方同士でも和気あいあいとした会話が

出来ます。紙漉きは単なる地域の伝統文

化にとどまらず、人と人を結びつける媒

介としての働きもあるのだと改めて感じ

ました。

 

図 2．紙漉きワークショップの様子 

私たちは取り組んできた活動の中で、

但馬牛などの香美町の名産物を使いませ

んでした。なぜなら「紙漉き」という体験

からくる人のつながりだけを全面的に表

に出したからです。また、紙漉きの体験は

紙漉きを体験する人だけでなく、私たち

自身にも精神的に良い影響をもたらしま

す。ここでの良い影響とは、物質的な豊か

さではなく、心の影響を与えたり、人との

良い関係を築いたりすることが出来る精

神的な豊かさとのことです。私も実際に

ワークショップで、初対面同士でも紙漉

きの楽しさを共有できることのうれしさ

や、多くの笑顔から溢れる人の温かさを

感じました。 

その様に、多くの地域の方と関わるこ

とができれば、精神的な豊かさつまり、紙

漉き体験の場にしか存在しない心で繋が

るぬくもりや感動を深く、強く感じるこ

とができると思います。 

この様に総合的な探究の時間において、

私は「モノ」に力を注いで売り出すことよ

りも、地域の方同士が自然と会話ができ

自らの活力へ変えていける、そんな紙漉

きの「体験」と「人と人との関わり」のみ

で地域活性化につながり得るということ

を学びました。 

 

4．地域の現状で感じていること・地

域に必要だと思われること 

 

 私が地域の現状で感じていることは、

人口減少の傾向が著しいことです。 
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図 3．香美町の人口・世帯数の推移13 

 

図 4．香美町の人口・世帯数の推移14 

香美町の人口は、長年減少を続けてお

り、特に 2000（H12）年以降の減少が著し

くなっています。 世帯数についても 

1975 （S50）年をピークに減少傾向にあり

ます。2020 （R2）年の人口は 16,064人と

なり、2015 （H27）年から 5年間で 2,006

人減少しています。 

 

図 5．社人研による推計人口グラフ15 

また、2018 年 3 月に公表された推計値

では、2045年の人口は 2015 年の約半数の

9,076人になると予測されています。これ

らの人口減少が町に与える影響として、

さまざまな問題が出てくると考えられま

すが、その中の一つに、地域づくりについ

ての問題も浮上してくると考えられます。

具体的には、地域を支える担い手が高齢

化して地域の活気が低下し、農地や森林

の荒廃が進むことや地域の伝統文化が途

絶えてしまうこと、そして地域住民同士

                                                   
13 香美町人口ビジョン 第 2版 国勢調査 
14 香美町 令和 3 年（2021 年）統計資料 国

勢調査（昭和 45年～令和 2 年） 
15 国立社会保障・人口問題研究所による人口

の関わりも薄れていくことなどです。こ

のような問題が実際に起こってしまうと、

香美町が誇れる自然や食べ物、人のつな

がりもすべて壊れてしまうと私は考えま

す。 

 

図 6．高校生を対象としたアンケート16 

この図は平成 27年に兵庫県立香住高等

学校と村岡高等学校の生徒 487 人（有効

回答数 482 人）に若者の将来展望等につ

いてのアンケートを実施した際の調査結

果です。「香美町から外に出られる場合、

その理由は何ですか」という問いに対し、

「自分に向いた仕事がない」や「日常生活

に不便」といった回答に続き、「まちに楽

しみやにぎわいがない」という回答が上

位に挙がっています。つまり、香美町に住

んでいる高校生は自分の住む町には活気

がないと思っているということになりま

す。そこから、私が地域に必要だと思うこ

とはこの、今住んでいる人々の意識だと

考えます。地域の人口減少を回復する時

によくクローズアップされるのは、町外

の人に向けて町の良さをＰＲすることで

す。しかし、私は町外の人ではなく、まず

地域内に焦点を当てて再構築することが

この地域の地域活性につながると考えて

います。なぜなら、自分の地域の魅力を共

有し地域に誇りが持てるようになること

や、住民同士のつながりが豊かになるこ

とで生まれる活気が、地域全体へとつな

統計 

 
16 香美町人口ビジョン 第 2版 
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がっていくと考えるからです。 

 「自分には向いた仕事がない」「日常生

活に不便」といった回答に関しては既に

香美町が、移住・定住施策や新たな働き場

の創出、子育て支援などより魅力ある香

美町にしていくための政策が実施されて

います。なので、私はそこにプラスして、

住民や地域同士のつながり、すなわち「地

域コミュニティ」をより深めていくこと

で、さらに香美町民がお互いに支え合い、

自分たちの手で自分たちの地域を変えて

いくことができると考えています。 

 

5．私の地域活性化プラン 

 

 以上を踏まえた上で考える私の地域活

性化プランは、「交流」を主体とした「出

張地域資源ワークショップ」を行うこと

です。「地域コミュニティ」とは住民の全

員が自分の地域が好きで誇りを持つこと

ができ、いつまでも笑顔があふれる未来

を目指して住民や地域同士がつながるこ

とだと私は思います。町内会や自治会、婦

人会、PTAなどの地域コミュニティは既に

あります。しかし、私はそれらとは違い、

学生主体の「出張地域資源ワークショッ

プ」で地域コミュニティづくりを目指し

たいと考えています。 

学生主体ですることのメリットは、学

生が地域を見つめ直すきっかけとなり、

地域創造に対しての広い視野・新たな価

値や未来への創造力が育まれることです。

更にそのように、学生が意欲を持って物

事に取り組む姿勢は、地域の人たちに活

力を与えるなどの良い影響を周りにもた

らすことができると思います。 

私が考える「出張地域資源ワークショ

ップ」は香美町の各地域に出向き、香美町

の魅力ある地域資源を活用して行う“体

験型”ワークショップです。私が今考えて

いる体験は、①射添紙を使った出張紙漉

き体験、②子供をターゲットにした、香美

町の有名人やお年寄りの方から香美町自

慢や伝統などを体験も交えながら学ぶ体

験学習などを考えています。ここでは、①

射添紙を使った出張紙漉き体験プロジェ

クトを例に出して詳しく説明していきた

いと思います。 

 紙漉き班では、年に一回地元の小学生

と紙漉き体験を行っています。この体験

は普段長須地区のカミドコロながすとい

う場所で行っているのですが、今回私が

考えるプロジェクトは香美町の小中学校、

高校に出向き、和紙の原料である楮（こう

ぞ）の加工体験と紙漉き体験を生徒同士

で行うという企画です。 

 中学生を対象にして考えた場合、時期

としてはトライやるウィークの前に実施

したいと考えています。トライやるウィ

ークの前に実施する理由としては、地域

資源を学ぶことで、より地域に関心を持

った状態でトライやるウィークという地

域実習に向かうことが出来ると考えたか

らです。そのように地域に関心を向ける

入り口として体験を組み込むことで、よ

りトライやるウィークで地域の良さや地

域への帰属意識を実感させることが出来

ると思います。入り口という役割を担う

からには、楽しいという気持ちだけでは

終わらない企画内容が必要だと思いまし

た。そこで私はこのプロジェクトに紙漉

き体験だけではなく、紙漉きの原料であ

る楮の加工体験も加えたいと考えていま

す。加工工程から学ぶことで楽しいだけ

ではなく、地域資源に関しても五感で興

味を深められると思います。 

ここまで概要を述べてきましたが、こ

のプロジェクトで一番大切なことは、「地

域コミュニティ」をつくることです。中学

生とのコミュニティをつくるためには、
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継続的なワークショップの実施と中学生

とのより深い関わりが必要とされます。

なので、体験の前にはアイスブレイクを

行い、打ち解けた後に交流を進めていき、

交流中も積極的に中学生と話をしながら

ワークショップを実施したいと考えてい

ます。このように、地域を見つめる中で高

校生との交流も増えれば村岡高校への興

味にもつながり、交流した小中学生が高

校生になったときに今度は教える立場と

なり、学生が主体となってワークショッ

プを行うサイクルをつくることが出来る

と期待できます。そのようなサイクルを

創る事ができれば、私が目指すコミュニ

ティが生まれ、人と人、地域と地域のつな

がりが壊れかけ、コミュニケーションが

少なくなっていたこの地域が生まれ変わ

るきっかけになると考えます。 

 私がこんなにも“体験”にこだわる理由

は、紙漉き班の活動で紙漉きワークショ

ップをした時に参加していただいた方々

の溢れんばかりの笑顔や「楽しかった！」

の声を最前線で見たり、聞いたりするこ

とが出来たからです。私は、この経験があ

ったからこそ、紙漉きは「モノ」ではなく

「体験」という舞台で輝くことができ、そ

の体験が人と人のつながりを強め、地域

を深めていると気づくことが出来ました。

香美町の地域資源は、この地域の人や地

域をつなげる力を持っています。私はそ

の力を“体験”という方法を用いて地域活

性化につなげたいと考えています。人口

減少や少子高齢化が進み地域が危機な今、

もう一度地域全体で団結しつながること

が必要です。豊かな「地域コミュニティ」

の実現を目指して、私はこの地域活性化

プランを提言したいと思います。 

 

 

 

6．まとめ 

 

 「積極的に」や「自ら動く」というのは

口では簡単に言えるけど、行動に移すこ

とは決して簡単ではありません。私はこ

の 3 年間でその「自ら動く」の言葉の意

味の深さを知りました。地域創造系に入

る前は、積極的に自分から動くことがか

っこいいと思っていたし、それが自分の

ためになると思っていました。ですが、地

域創造系で過程を考えることの必要性や

難しさを知って、自分のしたいことや成

し遂げたいこと、何に対しても自分の意

見を持つことが大切で、それをしっかり

自分の言葉で周りに伝えることが必要だ

と学びました。そこから私は、ただ単に動

くのではなくて、現状を見つめ自分の意

見を持ち周りと意見交換をすることがで

きて、それが「自ら動く」ことのスタート

だと考えるようになりました。また、細か

く過程を考えることを大切に、仲間の意

見に耳を傾けながらプロジェクトに取り

組んで行くことが、最も自分を成長させ、

それが自分のためにつながると学びまし

た。地域活性化プランを実現させるため

にも、自分の意見を持ち自ら発信してい

くことや人のつながりを意識してこれか

らも前へ進んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

155 

 

香美町林業活性化プラン 

～林業を通して多くの職業がある町～ 

3 年 2 組 26 番 山田 竜平 

 

1. はじめに 

 私は、村岡の町や自然が好きで、

これからの村岡がどうしたら小学生

の時の様な子供達が集まって遊び、

学校で多くの班で班活動できるよう

になるのかを考え、私は子供の人数

を増やしていくことが以前のような

活動ができることにつながると考

え、村岡高校の「地域創造系」に入

りました。私が、学校指定科目「地

域探求」や総合的な学習で学び感じ

たことや改善していかないと感じて

いることで、活性化プランを述べた

いと思います。 

2. 地域探求で学び・感じたこと 

地域探求の一年次では、シュノーケリン

グ体験・シーカヤック体験、水生昆虫な

どの授業で地域の特色や課題などを学

び、どのような観点で地域を見ようとす

るのか、またどんな物が地域の特色にな

るかなどを授業で学びました。二年次

で、徳島県の上勝町に行き、いろどりゼ

ロウェイストについて話を聞きました。

いろどりでは、仕組みを考える・仕組み

を作ることの大切さや十割の完璧な事を

するじゃなく、三割の物を変化に合わせ

て実施させていくことについて学びまし

た。理由は、十割の物は改善することも

なく完成していますが、三割の物は時代

やそのときの環境などに合わせて変化さ

せていけるからです。他にも、情報を明

確に拾うことを学びました。なぜ情報を

明確に拾おうとするのがいいのかと言う

と、情報を明確に拾おうとするとその情

報が正しいのか正しくないのかを見極め

ようとするからです。なぜ情報を見極め

ようとするかというと、多くの情報の中

から自分の必要となる情報を集めようと

するからです。ゼロウェイストでは、ま

ねをしているのではだめだと学びまし

た。二年次には他にもマーケティングに

ついて学びどのように売り出していくな

ど考えました。三年次には、二年次に考

えたマーケティングでは売り出していく

物についてどんなプランにするのか、ど

のような年齢層に売り出していくかなど

を多くの製品を通して考えました。また

私たちは、三年間を通して町長講演会、

教育講演会、集落調査をしてきました。

町長講演会では、町長自ら今の香美町の

問題や、これからの香美町の課題につい

て話を聞き、私たちが思う解決策を考

え、町長に提案させていただきました。

教育講演会では、今活気が出てきている

町の話を聞きそのような町は、Iターン

してきた人が町をよくしているという話

を聞きました。集落調査では、私たちが

知らなかった小代の歴史や神社の歴史、

今活躍している若者､などを学び、その

情報を相手にうまく伝える文章やレイア

ウトの仕方なども学ぶことができまし

た。他にも、三年次では、初めて残酷マ

ラソンの高校生スタッフとして参加し

て、現地スタッフの方から高校生ボラン

ティアがあるから残酷マラソンができる

といわれました。他にも現地スタッフや

ランナーの方々に感謝され、とても喜び

を感じました。以上のことから、高校生
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ボランティアはこれからも続けていくべ

きだと思いました。 

3. 高校時代に地域で活動したこ

とから学んだこと 

総合的な探求の授業の時間では、環境

B班に所属し三年間活動していました。

その中で私は、森林の役割や森林が放置

されるとどうなるのかなどを学びまし

た。まずは森林の役割と、森林を放置し

たらどうなるかを説明します。森林は、

二酸化炭素を吸収したり大雨や大雪が起

きたときに木の根などが土砂をつなぎ止

め土砂災害など自然災害を防ぐ役割があ

ります。他にも、有機物や様々な生物に

よりスポンジのような構造をしている

為、裸地の三倍の吸水量があります。そ

のため洪水や渇水を緩和したり、水質を

浄化するといったことができます。日本

の森林は国土の約七割を占めています。

その中で動植物などの多種多様な生態系

が成り立っています。そしてその自然を

保全する必要があります。さらに放置さ

れた人工林は植物が生えにくい為人の手

入れがいると学びました。二年次と三年

次に、森の中に入り植生調査などをし

て、森の健康診断をしたら人工林が超過

密と判断できました。また、超過密の人

工林の中は健康な人工林とは違い、中に

入ると暗く、周りから見る青々しさとは

違い、枯れ葉が地面のほとんどを覆って

います。他にも木が折れていて土砂災害

の時に折れた木が流れてくる恐れがあ

り、危ない状態です。他の植物が生える

場所や地面に光が届くことがない為、晴

れでも森の中は薄暗いです。このまま人

工林が放置されると、大雨や台風が来た

ときに、手入れされた人工林は土砂災害

を防ぐのに対して、放置された人工林は

日光が地表に届かない為、根が丈夫にな

らず土砂災害を防ぐ事ができません。ま

たひどい場所では、土砂災害の際に、木

が大量に流れます。現在、北但森林組合

は、戦後に住宅のために植えられた杉の

木を伐採し、新しく花粉の少ない杉の木

に植え替えています。戦後に植えられた

杉の木は花粉を多く出す為、放置してい

ると土砂災害の危険や花粉症の原因とな

ります。その木を切り、花粉の少ない杉

の木に植え替える作業をします。理由は

裸地のままにしていると雨が降ったとき

に直接地面に雨が当たるから、植え替え

作業をしています。現在、日本では大き

な杉の木を加工できる工場がなかった

り、国内で木造建築率が下がったりな

ど、木の利用価値がすくなくなっていっ

ている為、多くの木が輸出しています。

他にも木をチップに変え、そのチップを

燃やして火力発電のように発電するヴァ

イオマス発電のチップを作ったりしてい

ます。そして紅葉樹をチップに変えた物

は紙を作る材料として作られています。 

4. 地域の現状で感じていること 

私が小学生の頃は、夏祭りや秋祭りと言

った大きなイベントが多くありました。

しかし現在は、コロナウイルスの影響に

より大きなイベントが中止となり、子供

が外に遊びに行くことが減ったと感じる

ようになりました。他にも、商店街の中

を見ても高齢化が進んでおり、店に来る

人の大半は高齢者になっていると感じま

す。店は、高齢化や店を継ぐ人がいない

為に前あった店がなくなってきていま

す。また、前のように店に行く人が減っ

たり、店の品物が減ったりなどしている

為、お店の売上が減っていると感じまし

た。それらが起こっている原因の中にゴ

ダイやローソンなどの大手の企業が経営

する店ができたからだと考えました。理

由としては、多くの高校生や社会人の

方々が商店街で買い物をしなくなり、ゴ
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ダイやローソンといった場所で買い物を

するからだと考えました。そのため、商

店街の店が減っていくのだと感じまし

た。また、町を管理する人の高齢化もあ

り、若い人が町を引っ張っていくことが

なく、祭りの規模の縮小化や消滅につな

がると感じました。さらに私たちが小学

校の頃にしていた大名行列と言った長年

続いてきた歴史がなくなる可能性がある

為、若い人が町を管理し、地域を支える

場所をつくることが必要だと感じまし

た。 

5. 地域に必要だと思われること 

私が、これからの香美町に必要だと考

えることは三つあります。まず初めに、

歴史を若者に伝えることだと思います。

新たな技術が発展する社会の中で、昔に

やっていたことを復活させることで若者

が興味を持ったりできるような歴史など

を伝えなければならないと感じました。

しかし、歴史を伝えようにもどんどんと

若者が都会にでるため、香美町の若者が

減っています。だから歴史を伝えようと

するにも、伝える若者が少ないのが現状

です。そこで、私は 2つ目に Iターンや

Uターンする人を増やすべきだと思いま

した。そう考えた理由は、Iターン Uタ

ーンをした人にこれからの香美町の発信

をすることが必要になると考えたからで

す。Iターン Uターンの人が、村岡高校

と連携し、今まで村岡高校生が取り組ん

できたことを知ってもらって、これから

の香美町に必要な政策を考えて行くこと

が必要だと思いました。3つ目に私は、

インターネットと言った通信環境の整備

をするのが必要だと思います。なぜな

ら、現在の社会ではスマホやパソコンを

一人一台持つのは当たり前になり、その

なかで仕事をしているので通信環境が整

っておらず、環境が悪く、インターネッ

トが入りにくい場所だと仕事をしように

もできないと考えたからです。また、一

次産業を仕事にしようと香美町に来る人

も、調べものにはパソコンやスマホを使

ったりする為通信環境がきちんと整えば

香美町に来てもらいやすくなると考えま

した。以上のことをまとめると、今の香

美町には高齢者が若者に歴史を伝えてい

く環境が必要になるため、Uターン Iタ

ーンをして香美町に定住する人を増やす

ことが一番重要なことではないかと考え

ました。さらに定住者を増やすためには

生活環境や一次産業する人に手当てを出

すなど、香美町に移住してきてすぐに生

活していける環境づくりをする事が必要

だと考えます。 

6. 私の地域活性化プラン 

私が考える活性化プランは人工林を整備

し、それらの木を使った物を作ったらい

いと思いました。なぜなら、整備された

木を活用して形のある物にすることで目

的としている人を絞りやすいからです。

まず初めに、私は森林の整備が必要だと

考えました。理由としては三つありま

す。一つ目は、自然災害を減らすためで

す。人工林を放置していると根がしっか

りと張らないため、雨や雪が降ると土砂

災害が起きやすく多くの場所に被害がで

ると考えました。二つ目は、花粉症が抑

えられるためです。花粉症は戦後に植え

た杉の木が原因であることが多いため、

人工林の整備をすると花粉症のアレルギ

ー症状が抑えられると考えました。三つ

目は、整備をして出てきた木をタンス、

棚、コップ、箸などと言った製品にする

ことです。人工林を整備して出た木は、

香美町独自のブランドとして売り出した

りすることもできます。しかし切った木

が大きすぎると輸出されてしまいます。

そこで、但馬内に規格外の木を加工でき
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る場所を整えることで、香美町で出た木

も地元の企業が販売できるようになり木

の利用価値が上がると考えました。例え

ば建築素材などに使うことができます。

Iターンした人がすぐ住めるような家を

作ったり、空き家や古民家のリノベーシ

ョンに建築素材が使えます。他にも新し

く事業を始めたいと考えている人は物を

そろえるだけで事業を始められる為、最

初に必要なお金などが減ります。そして

次々と新しい企業が増え、進学の為に一

旦香美町を出るけど、多くの企業が増え

ることにより、就職は香美町で出来るよ

うになるため、Uターンを考えている人

が、より香美町で就職がしやすくなると

考えました。そのため高齢者が担ってい

ることも若者の手が入っていく為次々と

地域活性化の案が出てくるようになり、

一段と香美町の活性化につながると考え

ました。だから、私はこれからの香美町

の活性化に人工林の整備することで出て

きた木材を使った建築物、箸やコップな

どの食器、そして棚などの家具と言った

物を作ることにより、木の利用価値も上

がると考えました。そうすることによ

り、Uターンや Iターンを考えている人

が住みやすい環境ができたり、新たな事

業を始めやすくなると考えました。 

7. まとめ 

以上のことから私が考えることは二つ

あります。まず初めに、多くの人工林が

過密なのかを調べ何処の木を切ったらい

いのかを調べたら良いと考えます。理由

としては、多くの木を一度にたくさん切

れないため切る木を決めて切る数を少し

ずつ増やしていけばいいと思いました。

二つ目は、電気やガスと言ったインフラ

や通信環境と言った必要な環境を学ぶこ

とです。理由は、電気やガス、通信環境

というものは変化していくのでこれから

の社会で必要な環境を勉強をして、その

環境がその社会に、今一番合っているの

かなどのことを学び香美町の木を使った

家に必要な環境を学ぶと言ったことが今

必要だと考えます。また、新しい事業の

ための建物や場所も使われていなかった

り、使っていない土地もたくさんあるの

で、I ターン Uターンした人が過ごせる

場所や、Iターン Uターンの人がやりた

い事業や、田畑などができるような土地

が香美町には、あると考えました。よっ

て、以上のことより、私は今放置されて

手が入っていない人工林を整備すること

により出た木を使った物、建物などで U

ターン Iターンの人がたくさんこれる環

境づくりをすることが私の考える人工林

を使った地域活性化プランです。 
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おわりに ～３年間指導してくださった鳥取大学地域学部の先生方より～ 

 

アレクサンダー・ギンナン｜ 鳥取大学地域学部国際地域文化コース 講師
  

地域創造系 9期生の皆さん、3年間の地域に根差した実践的学習、お疲れ

さまでした。そしてその学びの集大成とも言えるこの論文集の刊行、おめで

とうございます。2020 年から新型コロナウイルスの流行により、世界は混

乱に陥りました。それにもかかわらず、皆さんは「地域探求」を続け、岡見

公園の「小人の墓」、八幡山公園の国際彫刻作品、一二峠御廟の五輪塔、町

内の古墳など、地域の隠れた石造物の魅力を発見し、「バーチャル」の時代

に活用できる素晴らしい DVD を制作しました。それは、地域の活性化に貢献

する具体的な成果です。そして、皆さんの卒業論文を読むと、私が把握していた内容は氷山の

一角にすぎず、村岡高校の活動範囲の広さに感心しました。 

地域を凝視していると奥深い世界が展開します。人生の新たな局面を迎える皆さんがこのこ

とを忘れずに、これまで暮らしてきた地域、これから暮らす地域について関心を持ち続けるこ

とを期待しています。皆さんのご発展とご活躍を祈念いたします。

 

 

 

白石 秀壽｜ 鳥取大学地域学部地域創造コース 准教授 

高校生が卒業論文を書く。初めて聞いたとき驚きました。バスケッ

トボールに夢中だった僕の高校時代は、教室と体育館と家を行き

来するだけの毎日でした。今振り返っても、体育館で練習している

か、家で寝ているかのいずれかの記憶しかありません。ですから、

皆さんが、地域に出て、地域の人々に学ぶことのできる環境を羨ま

しく思います。ベストを尽くした人にとっても、もう少し考える余

地がありそうだったと反省している人にとっても、卒業論文は高

校生活の集大成のはずです。そこで是非、皆さんにお願いしたいことがあります。それは卒

業論文を数年後に読み返すということです。昔を思い出してほしいからではありません。卒

業論文を読み返すのは、自分の成長を実感することができるからです。きっと高校時代とは

別の視点から地域を捉えたり、より本質をつかむことができるようになったりしているこ

とでしょう。それは、村岡高校での学びが、皆さんの中に息づいているからです。地域探求

という授業はもうありませんが、地域を探求する行為には終わりはありません。卒業後、皆

さんが地域とどのように向き合い、どのように地域で生きていくのか。皆さんの活躍を楽し

みにしています。 
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